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文 学 部

〔教育研究上の目的〕

高度な専門教育と質の高い学術研究に基づいて，人文教養の本質である人間探究を行い，もって人類の精神的遺産を将

来に継承し，世界と人間を真に理解する力を養うこと

〔人材養成の目的〕

分析力・理解力・表現力の陶冶に基づいて，世界と人間の本質を洞察する根源的な知性を養い，自己実現の自覚をもち

つつ主体的に思考し，世界に寄与する自律的人間を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学部は，哲学・思想・歴史・文学・文化・芸術・情報・身体などを，人文学の基盤にある人間の尊厳とのかかわりの

なかで研究します。人文教養を涵養することで，社会のさまざまな分野で未来を創造できる自律的な人間を養成します。

また，高度な専門教育と質の高い学術研究の成果を活かして，広く社会と世界に貢献できる人を育てます。学生が卒業時

に身につけているべき能力や知識を次のように定めており，以下の卒業要件を満たせば，これらを身につけた者と認め，

学位を授与します。

人間の歴史・文化が集約された資料・情報を，自らの力で批判的に分析・解釈・評価する能力

人文教養の基盤である人間性・人格性について深く考察し，十分な裏付けに基づいた自らの意見を他者に分かりやすく

表現する能力

日本語，外国語を問わず，言語とそれが使われる文化に対する深い理解に基づいた高度なコミュニケーション力

人文教養を，社会生活，職業生活，市民生活，ひいては人生そのものに実践的かつ創造的に役立てる能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学部では，ディプロマ・ポリシーに沿って，専門分野別の学科編成をとっています。各専門分野を学ぶ学生ひとりひ

とりの関心を重視し，人格的関係に基づいた指導を行います。質の高い，一貫したカリキュラムを通して，学生と教員が

一体となって，「人間を考える学問」としての人文学研究に取り組むことができるよう，次の趣旨を盛り込んだ科目によっ

てカリキュラムを編成しています。

学部の初年次研修で，基礎的な人文学研究の特徴・勉学態度・表現方法などを指導する。

初年次から，各分野の専門教育をカリキュラムに含め，卒業時まで充実した一貫教育を行う。

少人数授業やゼミナールによって，学生の自主性・分析力・理解力・表現力・対話力を集中的に養う。

全学共通の外国語科目に加えて，各学科の専門的な語学教育を徹底して行う。

全学科で卒業論文を必修科目として，長期間にわたる個人指導を行い，総合的な学習到達度を判定する。

学科科目とは別に学科横断型のプログラムを設け，各学科の専門領域を超えた人文学の知見を広める機会を設ける。
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．受講対象者

年度以降入学の学生が対象となる。

「共通基礎科目」および「プログラム開講科目」は注 ， 年度以前の入学者の受講も認めるが，「プログラム修了

認定証」取得のためではなく，従来の選択科目としての履修となる。また，履修定員が定められている科目で，受講

希望者が定員を超えたものについては， 年度以降入学の学生が優先される。

「共通基礎科目」および「プログラム開講科目」は，他学部の学生の履修も認めるが，履修定員が定められている科

目で，受講希望者が定員を超えたものについては，文学部の学生が優先される。

「プロジェクト・ゼミ」については，履修条件を満たした 年度以降入学の他学部学生の履修も認める。また，必

要単位を修得した場合には「プログラム修了認定証」も授与される。

注 ：横断型人文学プログラムに特化して開講される科目（ ～ の の科目表参照）

．プログラム修了認定証

必要単位（計 18 単位）を修得した者には，「プログラム修了認定証」が授与される。取得の手続きに関する詳細は Loyola
掲示板および文学部ホームページ上で 月半ば頃に告知する。

．プログラム受講・履修上の注意

【 年次生以降】

･ プログラム修了のために履修した科目の単位のうち，自学科開講科目以外のものについては，他学部・他学科で履

修した場合と同様の扱いとなり，各学科が定めた範囲内で卒業単位に含めることができる。なお，プログラム修了

に必要な単位数を満たさなかった場合も，履修した科目の単位は，上記の場合と同様の扱いとなる。

・「プロジェクト・ゼミ」を除く科目は，「プログラム修了認定証」を希望しない場合でも履修が認められる。 
・「プロジェクト・ゼミ」には，履修条件と選抜がある（以下 6.‐(3)の該当箇所を参照）。 
・「プロジェクト・ゼミ」は，参加希望者が少ない場合には内容を変更することがある。 

 
【 年次生以前】

･ プログラム修了のために履修した科目の単位のうち，自学科開講科目以外のものについては，他学部・他学科で履

修した場合と同様の扱いとなり，各学科が定めた範囲内で卒業単位に含めることができる。なお，プログラム修了

に必要な単位数を満たさなかった場合も，履修した科目の単位は，上記の場合と同様の扱いとなる。

・「プロジェクト・ゼミ」は卒業要件に算入されない。 
・「プロジェクト・ゼミ」を除く科目は，「プログラム修了認定証」を希望しない場合でも履修が認められる。 
・「プロジェクト・ゼミ」には，履修条件と選抜がある（以下 6. ‐(3)の該当箇所を参照）。 
・「プロジェクト・ゼミ」は，参加希望者が少ない場合には内容を変更することがある。 

― ―

文学部横断型人文学プログラムについて 

文学部は， 年度から「横断型人文学プログラム」 を開設した。指定された科目

を履修し，所定の単位を取得すると，大学からの「プログラム修了認定証」が授与される。なお， 年次生以前の学生が

履修を希望する場合は，末尾（ ）を参照すること。

．横断型人文学プログラムとは

本プログラムの目的は，文学部の学生が，人文学的問題意識をコアにしながら，学科の専門の枠を超えて，興味のある

テーマについて研究する機会を提供することにあり，以下のような特徴がある。

・「共通基礎科目」で，文字情報に限らない広義のテクストの読み解きの方法と，グローバルな世界での文化交渉の場 
において起きる現象の理解を深める。

・学生が興味のある分野を選択し，コースごとに指定された「個別選択科目」を履修することで，当該分野の基礎知 
識を身に付ける。

・「プロジェクト・ゼミ」では，専門が異なる学生との意見交換を通し，複眼的な視点から参加者が特定の問題を追究 
し，その成果をまとめるよう促すことで，主体的に問題を発掘・解決するアクティブ・ラーニングの環境を提供す 
る。

・机上の学びに終わらず，教室の外での活動や実地体験（自分の目で見ること）を重視する。

．開設コースについて

「身体・スポーツ文化論」「芸術文化論」「ジャパノロジー」の コースがある。

身体・スポーツ文化論コース

「運動競技」のイメージが強い「スポーツ」であるが，その語源は紀元前 世紀頃のラテン語 （心と身体を非

日常に運ぶ，遊ぶ）にまでさかのぼり，国際オリンピック委員会の公認スポーツにはチェスやブリッジも含まれる。つ

まり，私たちはスポーツと無関係ではいられないのである。一方「身体」は，誰もが一生を共にしながら，客観視の難

しい存在であり，非言語コミュニケーションメディアとしても大きな影響力を持っている。このような身体とスポーツ

の文化を学ぶことは，国際的教養への広がりと，人間の生活を真に豊かに充実させていくこと（厚生）につながる。本

コースでは，身体とスポーツの文化を人文学の研究対象として取り上げ，多角的かつ総合的に考えていく。

芸術文化論コース

多種の芸術があふれる今日の世界では，その深く多様な解釈を可能にする高度な教養が求められる。本コースでは，人

文学的教養によって現代社会における芸術文化の推進に貢献するための実践的な方法を探っていく。舞台，美術，音楽

などの芸術文化領域で，自らが国際的教養をそなえた鑑賞者となるにとどまらず，文学部で身につける総合的な知識を，

地域社会の芸術文化・教育活動等に活かし，芸術の創造・受容・普及に生産的にかかわることのできる人材となること

をめざす。芸術を「読み解く」経験を積む以外にも，芸術をめぐる評論，プロデュース，キュレーション，アーカイブな

どの分野の基礎的な知識を得る機会も提供する。

ジャパノロジー・コース

本コースの目的は，自明のものと考えがちな「日本文化」を，内からの視座／外からの視座で捉えなおし，再創造する

ことにある。「内から」は，日本列島内部における多様性に注目する。日常的に使用している言葉から，衣食住，ものの

感じ方や考え方に至るまで，列島各地には一括りにできない独自性が存在する。また「外から」は，世界における日本

イメージの多様性を検証する。日本に対するヨーロッパ，アメリカ，アジアの視線は，それぞれ異なった固有性を持っ

ている。それらは一体何に由来し，いかなる思いの込められたものなのか。諸外国の研究者の日本像の検討，伝統的な

知識・技術や芸能を担う人々との時間の共有，フィールドワークなどによって培われる経験を通して，新たな日本の〈素

顔〉を求める。
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．受講対象者

年度以降入学の学生が対象となる。

「共通基礎科目」および「プログラム開講科目」は注 ， 年度以前の入学者の受講も認めるが，「プログラム修了

認定証」取得のためではなく，従来の選択科目としての履修となる。また，履修定員が定められている科目で，受講

希望者が定員を超えたものについては， 年度以降入学の学生が優先される。

「共通基礎科目」および「プログラム開講科目」は，他学部の学生の履修も認めるが，履修定員が定められている科

目で，受講希望者が定員を超えたものについては，文学部の学生が優先される。

「プロジェクト・ゼミ」については，履修条件を満たした 年度以降入学の他学部学生の履修も認める。また，必

要単位を修得した場合には「プログラム修了認定証」も授与される。

注 ：横断型人文学プログラムに特化して開講される科目（ ～ の の科目表参照）

．プログラム修了認定証

必要単位（計 18 単位）を修得した者には，「プログラム修了認定証」が授与される。取得の手続きに関する詳細は Loyola
掲示板および文学部ホームページ上で 月半ば頃に告知する。

．プログラム受講・履修上の注意

【 年次生以降】

･ プログラム修了のために履修した科目の単位のうち，自学科開講科目以外のものについては，他学部・他学科で履

修した場合と同様の扱いとなり，各学科が定めた範囲内で卒業単位に含めることができる。なお，プログラム修了

に必要な単位数を満たさなかった場合も，履修した科目の単位は，上記の場合と同様の扱いとなる。

・「プロジェクト・ゼミ」を除く科目は，「プログラム修了認定証」を希望しない場合でも履修が認められる。 
・「プロジェクト・ゼミ」には，履修条件と選抜がある（以下 6.‐(3)の該当箇所を参照）。 
・「プロジェクト・ゼミ」は，参加希望者が少ない場合には内容を変更することがある。 

 
【 年次生以前】

･ プログラム修了のために履修した科目の単位のうち，自学科開講科目以外のものについては，他学部・他学科で履

修した場合と同様の扱いとなり，各学科が定めた範囲内で卒業単位に含めることができる。なお，プログラム修了

に必要な単位数を満たさなかった場合も，履修した科目の単位は，上記の場合と同様の扱いとなる。

・「プロジェクト・ゼミ」は卒業要件に算入されない。 
・「プロジェクト・ゼミ」を除く科目は，「プログラム修了認定証」を希望しない場合でも履修が認められる。 
・「プロジェクト・ゼミ」には，履修条件と選抜がある（以下 6. ‐(3)の該当箇所を参照）。 
・「プロジェクト・ゼミ」は，参加希望者が少ない場合には内容を変更することがある。 

― ―

文学部横断型人文学プログラムについて 

文学部は， 年度から「横断型人文学プログラム」 を開設した。指定された科目

を履修し，所定の単位を取得すると，大学からの「プログラム修了認定証」が授与される。なお， 年次生以前の学生が

履修を希望する場合は，末尾（ ）を参照すること。

．横断型人文学プログラムとは

本プログラムの目的は，文学部の学生が，人文学的問題意識をコアにしながら，学科の専門の枠を超えて，興味のある

テーマについて研究する機会を提供することにあり，以下のような特徴がある。

・「共通基礎科目」で，文字情報に限らない広義のテクストの読み解きの方法と，グローバルな世界での文化交渉の場 
において起きる現象の理解を深める。

・学生が興味のある分野を選択し，コースごとに指定された「個別選択科目」を履修することで，当該分野の基礎知 
識を身に付ける。

・「プロジェクト・ゼミ」では，専門が異なる学生との意見交換を通し，複眼的な視点から参加者が特定の問題を追究 
し，その成果をまとめるよう促すことで，主体的に問題を発掘・解決するアクティブ・ラーニングの環境を提供す 
る。

・机上の学びに終わらず，教室の外での活動や実地体験（自分の目で見ること）を重視する。

．開設コースについて

「身体・スポーツ文化論」「芸術文化論」「ジャパノロジー」の コースがある。

身体・スポーツ文化論コース

「運動競技」のイメージが強い「スポーツ」であるが，その語源は紀元前 世紀頃のラテン語 （心と身体を非

日常に運ぶ，遊ぶ）にまでさかのぼり，国際オリンピック委員会の公認スポーツにはチェスやブリッジも含まれる。つ

まり，私たちはスポーツと無関係ではいられないのである。一方「身体」は，誰もが一生を共にしながら，客観視の難

しい存在であり，非言語コミュニケーションメディアとしても大きな影響力を持っている。このような身体とスポーツ

の文化を学ぶことは，国際的教養への広がりと，人間の生活を真に豊かに充実させていくこと（厚生）につながる。本

コースでは，身体とスポーツの文化を人文学の研究対象として取り上げ，多角的かつ総合的に考えていく。

芸術文化論コース

多種の芸術があふれる今日の世界では，その深く多様な解釈を可能にする高度な教養が求められる。本コースでは，人

文学的教養によって現代社会における芸術文化の推進に貢献するための実践的な方法を探っていく。舞台，美術，音楽

などの芸術文化領域で，自らが国際的教養をそなえた鑑賞者となるにとどまらず，文学部で身につける総合的な知識を，

地域社会の芸術文化・教育活動等に活かし，芸術の創造・受容・普及に生産的にかかわることのできる人材となること

をめざす。芸術を「読み解く」経験を積む以外にも，芸術をめぐる評論，プロデュース，キュレーション，アーカイブな

どの分野の基礎的な知識を得る機会も提供する。

ジャパノロジー・コース

本コースの目的は，自明のものと考えがちな「日本文化」を，内からの視座／外からの視座で捉えなおし，再創造する

ことにある。「内から」は，日本列島内部における多様性に注目する。日常的に使用している言葉から，衣食住，ものの

感じ方や考え方に至るまで，列島各地には一括りにできない独自性が存在する。また「外から」は，世界における日本

イメージの多様性を検証する。日本に対するヨーロッパ，アメリカ，アジアの視線は，それぞれ異なった固有性を持っ

ている。それらは一体何に由来し，いかなる思いの込められたものなのか。諸外国の研究者の日本像の検討，伝統的な

知識・技術や芸能を担う人々との時間の共有，フィールドワークなどによって培われる経験を通して，新たな日本の〈素

顔〉を求める。
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プロジェクト・ゼミ

ア 履修学年 年次以上（履修条件による制限あり）

イ 履修区分 プログラム選択必修

ウ プログラム修了に必要な単位数 単位

エ 開講科目 （ の の科目表参照）

・「プロジェクト・ゼミ（身体・スポーツ文化論コース）」

・「プロジェクト・ゼミ（芸術文化論コース）」

・「プロジェクト・ゼミ（ジャパノロジー・コース）」

オ 履修条件 
＊「プロジェクト・ゼミ」を履修するためには以下の①～④を満たしている必要がある。

① 年次生以上

② 年次末までに「共通基礎科目」 単位 を修得済み，または修得見込みの者

③ 申請時の が 以上

④ 以下カの書類審査に通った者

カ．選考時期および履修申請方法 
オの①～③の履修条件を満たした者は，春学期ゼミを希望する場合は前年度の 月に，秋学期ゼミを希望する場合は

当該年度の 月に，成績表および履修動機，履修計画等を記載した申請書類を提出すること。プログラム運営委員会

で審査し，選考結果を学生へ通知する。

提出締切日： 年度秋学期ゼミの場合： 年 月 日（金）

年度春学期ゼミの場合： 年 月 日（金）

提 出 先： 文学部長室（ 号館 階）

申請用提出書類，選考通過後の履修登録方法等詳細については，「【 年度版】文学部横断型人文学プログラム履

修ガイドブック」を参照のこと。ガイドブックは， 年 月以降，文学部長室で入手可能である。

また，文学部ホームページ（ ）でも必要事項を掲示する。

上記募集で人数的に十分な余裕がある場合，追加募集をすることがある。その時期および応募要領は，

掲示板（学科・専攻別掲示板）と文学部ホームページに掲示する。

― ―

．科目種別と履修形態

（標準配当表）

科目種別 履修形態
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

共通基礎科目

（ 単位）

プログラム

必修

テクストを読む

文化交渉入門

個別

選択

科目

プログラム開講

科目（ 単位）

プログラム

選択必修

選択したコースのプログラム開講科目から

単位を履修

プログラム

指定科目

および

自由選択科目

（ 単位）

プログラム

選択

選択したコースの科目から履修

群：プログラム科目

・「プログラム開講科目」

・「プログラム指定科目」

群：自由選択科目

プロジェクト・ゼミ

（ 単位）

プログラム

選択必修

プロジェクト・ゼミ（選択し

たコースから 科目を履修）

履修可能年次については，科目によって異なり， 年次から履修できるものもある。

プログラム選択必修科目を 単位以上履修した場合，その超過分をプログラム選択の科目の単位として算入できる。

共通基礎科目

ア 履修年次 〜 年次

イ 履修区分 プログラム必修科目

プロジェクト・ゼミの履修を希望する場合は 年次末までに 単位を修得する必要がある。同一科目の重複履修

は不可。

ウ プログラム修了に必要な単位数 計 単位

エ 開講科目

・「テクストを読む」（春学期 単位）

・「文化交渉入門」 （秋学期 単位）

個別選択科目

ア 履修年次 〜 年次（一部科目は 年次生も履修可）

イ 履修区分 「プログラム開講科目」はプログラム選択必修科目

「プログラム指定科目」注 はプログラム選択科目

注 ：文学部および他学部で開講されている科目のうち，プログラムの各コースで指定されたもの

（ 以下の の科目表参照）

ウ プログラム修了に必要な単位数 計 単位

選択したコースの「プログラム開講科目」（選択必修）を 単位以上修得しなければならない。

エ 開講科目

下記の あるいは の科目群から選択する。

群 プログラム科目・・・・選択したコースの「プログラム開講科目」および「プログラム指定科目」

群 自由選択科目・・・・・プログラム科目以外に履修した科目で，選択したコースの内容に合致する科目が

あれば，それを申告する。そしてそれがプログラム運営委員会で認定されれば，

自由選択科目となる。

（認定申請の方法については，文学部で配布する「文学部横断型人文学プログラ

ム履修ガイドブック」を参照すること。）
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プロジェクト・ゼミ

ア 履修学年 年次以上（履修条件による制限あり）

イ 履修区分 プログラム選択必修

ウ プログラム修了に必要な単位数 単位

エ 開講科目 （ の の科目表参照）

・「プロジェクト・ゼミ（身体・スポーツ文化論コース）」

・「プロジェクト・ゼミ（芸術文化論コース）」

・「プロジェクト・ゼミ（ジャパノロジー・コース）」

オ 履修条件 
＊「プロジェクト・ゼミ」を履修するためには以下の①～④を満たしている必要がある。

① 年次生以上

② 年次末までに「共通基礎科目」 単位 を修得済み，または修得見込みの者

③ 申請時の が 以上

④ 以下カの書類審査に通った者

カ．選考時期および履修申請方法 
オの①～③の履修条件を満たした者は，春学期ゼミを希望する場合は前年度の 月に，秋学期ゼミを希望する場合は

当該年度の 月に，成績表および履修動機，履修計画等を記載した申請書類を提出すること。プログラム運営委員会

で審査し，選考結果を学生へ通知する。

提出締切日： 年度秋学期ゼミの場合： 年 月 日（金）

年度春学期ゼミの場合： 年 月 日（金）

提 出 先： 文学部長室（ 号館 階）

申請用提出書類，選考通過後の履修登録方法等詳細については，「【 年度版】文学部横断型人文学プログラム履

修ガイドブック」を参照のこと。ガイドブックは， 年 月以降，文学部長室で入手可能である。

また，文学部ホームページ（ ）でも必要事項を掲示する。

上記募集で人数的に十分な余裕がある場合，追加募集をすることがある。その時期および応募要領は，

掲示板（学科・専攻別掲示板）と文学部ホームページに掲示する。

― ―

．科目種別と履修形態

（標準配当表）

科目種別 履修形態
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

共通基礎科目

（ 単位）

プログラム

必修

テクストを読む

文化交渉入門

個別

選択

科目

プログラム開講

科目（ 単位）

プログラム

選択必修

選択したコースのプログラム開講科目から

単位を履修

プログラム

指定科目

および

自由選択科目

（ 単位）

プログラム

選択

選択したコースの科目から履修

群：プログラム科目

・「プログラム開講科目」

・「プログラム指定科目」

群：自由選択科目

プロジェクト・ゼミ

（ 単位）

プログラム

選択必修

プロジェクト・ゼミ（選択し

たコースから 科目を履修）

履修可能年次については，科目によって異なり， 年次から履修できるものもある。

プログラム選択必修科目を 単位以上履修した場合，その超過分をプログラム選択の科目の単位として算入できる。

共通基礎科目

ア 履修年次 〜 年次

イ 履修区分 プログラム必修科目

プロジェクト・ゼミの履修を希望する場合は 年次末までに 単位を修得する必要がある。同一科目の重複履修

は不可。

ウ プログラム修了に必要な単位数 計 単位

エ 開講科目

・「テクストを読む」（春学期 単位）

・「文化交渉入門」 （秋学期 単位）

個別選択科目

ア 履修年次 〜 年次（一部科目は 年次生も履修可）

イ 履修区分 「プログラム開講科目」はプログラム選択必修科目

「プログラム指定科目」注 はプログラム選択科目

注 ：文学部および他学部で開講されている科目のうち，プログラムの各コースで指定されたもの

（ 以下の の科目表参照）

ウ プログラム修了に必要な単位数 計 単位

選択したコースの「プログラム開講科目」（選択必修）を 単位以上修得しなければならない。

エ 開講科目

下記の あるいは の科目群から選択する。

群 プログラム科目・・・・選択したコースの「プログラム開講科目」および「プログラム指定科目」

群 自由選択科目・・・・・プログラム科目以外に履修した科目で，選択したコースの内容に合致する科目が

あれば，それを申告する。そしてそれがプログラム運営委員会で認定されれば，

自由選択科目となる。

（認定申請の方法については，文学部で配布する「文学部横断型人文学プログラ

ム履修ガイドブック」を参照すること。）
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科目種別
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ゼ
ミ
〔
プ
ロ
グ
ラ
ム
選
択
必
修
〕

身
体
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
論
コ
ー
ス

プロジェクト・ゼミＡ

（身体・スポーツ文化論コース）
秋 島 健 ・ 年に 度開講

プロジェクト・ゼミＢ

（身体・スポーツ文化論コース）
休講 ・ 年に 度開講

プロジェクト・ゼミＣ

（身体・スポーツ文化論コース）
休講 ・ 年に 度開講

芸
術
文
化
論
コ
ー
ス

プロジェクト・ゼミＡ

（芸術文化論コース）
秋 桑 原 俊 介 ・

プロジェクト・ゼミＢ

（芸術文化論コース）
休講 ・

プロジェクト・ゼミＣ

（芸術文化論コース）
春 松 本 朗 ・

ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ー
・
コ
ー
ス

プロジェクト・ゼミＡ

（ジャパノロジー・コース）
春 寺 田 俊 郎 ・

プロジェクト・ゼミＢ

（ジャパノロジー・コース）
秋 川 村 信 三 ・

プロジェクト・ゼミＣ

（ジャパノロジー・コース）
休講 ・

※ 個別選択科目に関して，機械抽選以外の科目でも，履修者過多の場合は，授業内抽選を行う可能性がある。その場合，コース履修

者を優先する。

― ―

．プログラム科目一覧

（ ）共通基礎科目

科目種別
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

共
通
基
礎
科
目

〔
プ
ロ
グ
ラ
ム
必
修
〕

テクストを読む 春
コーディネータ

中村 朝子
・ 輪講， 名

文化交渉入門 秋
コーディネータ

小倉 博孝
・ 輪講， 名

（ ）プログラム開講科目

科目種別
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

個
別
選
択
科
目
〔
プ
ロ
グ
ラ
ム
選
択
必
修
〕

身
体
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
論
コ
ー
ス

世界のスポーツ・身体文化論 春 瀬 戸 邦 弘 ～
隔年開講

名

東洋身体文化論 秋 ～
隔年開講，ジャパノロジー・コース

と共通， 名

身体・スポーツ・社会Ⅰ 休講 ～ 輪講，隔年開講，

身体・スポーツ・社会Ⅱ 秋
コーディネータ

鈴 木 守
～

輪講，隔年開講

名

身心論 休講 ～ 輪講，隔年開講

舞踊文化論 休講 ～
輪講，隔年開講，芸術文化論コース

と共通

芸
術
文
化
論
コ
ー
ス

舞台芸術の世界 休講 ～ 輪講， 年に 度開講

音楽文化論 休講 ～ 年に 度開講

芸術・メディアとアーカイブ 春
コーディネータ

柴 野 京 子
～

輪講，

年に 度開講

舞踊文化論 休講 ～
輪講，隔年開講，身体・スポーツ文化論

コースと共通

美術文化論 秋 岸 みづき ～
年に 度開講

名

造形芸術の世界 休講 ～ 輪講， 年に 度開講

映像文化論 休講 ～ 年に 度開講

映像芸術の世界 休講 ～ 輪講， 年に 度開講，

ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ー
・
コ
ー
ス

ジャパノロジー概論 春
コーディネータ

寺 田 俊 郎
～ 輪講

フィールドワーク入門 秋
コーディネータ

中 澤 克 昭
～

輪講，隔年開講

名

ヨーロッパと 休講 ～ 輪講，隔年開講，

日中文化交渉史 秋 長 尾 直 茂 ～ 隔年開講

日中文化交渉史 休講 ～ 隔年開講

キリシタン文化史 秋 豊 島 正 之 ～ 隔年開講

キリシタン文化史 休講 ～ 隔年開講

日本思想 秋 鎌 田 東 二 ～

日本思想テキスト演習 秋 美濃部 仁 ～ 隔年開講

多様性の日本民俗文化 休講 ～ 隔年開講

東洋身体文化論 秋 ～
隔年開講，身体・スポーツ文化論コース

と共通， 名
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科目種別
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ゼ
ミ
〔
プ
ロ
グ
ラ
ム
選
択
必
修
〕

身
体
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
論
コ
ー
ス

プロジェクト・ゼミＡ

（身体・スポーツ文化論コース）
秋 島 健 ・ 年に 度開講

プロジェクト・ゼミＢ

（身体・スポーツ文化論コース）
休講 ・ 年に 度開講

プロジェクト・ゼミＣ

（身体・スポーツ文化論コース）
休講 ・ 年に 度開講

芸
術
文
化
論
コ
ー
ス

プロジェクト・ゼミＡ

（芸術文化論コース）
秋 桑 原 俊 介 ・

プロジェクト・ゼミＢ

（芸術文化論コース）
休講 ・

プロジェクト・ゼミＣ

（芸術文化論コース）
春 松 本 朗 ・

ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ー
・
コ
ー
ス

プロジェクト・ゼミＡ

（ジャパノロジー・コース）
春 寺 田 俊 郎 ・

プロジェクト・ゼミＢ

（ジャパノロジー・コース）
秋 川 村 信 三 ・

プロジェクト・ゼミＣ

（ジャパノロジー・コース）
休講 ・

※ 個別選択科目に関して，機械抽選以外の科目でも，履修者過多の場合は，授業内抽選を行う可能性がある。その場合，コース履修

者を優先する。

― ―

．プログラム科目一覧

（ ）共通基礎科目

科目種別
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

共
通
基
礎
科
目

〔
プ
ロ
グ
ラ
ム
必
修
〕

テクストを読む 春
コーディネータ

中村 朝子
・ 輪講， 名

文化交渉入門 秋
コーディネータ

小倉 博孝
・ 輪講， 名

（ ）プログラム開講科目

科目種別
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

個
別
選
択
科
目
〔
プ
ロ
グ
ラ
ム
選
択
必
修
〕

身
体
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
論
コ
ー
ス

世界のスポーツ・身体文化論 春 瀬 戸 邦 弘 ～
隔年開講

名

東洋身体文化論 秋 ～
隔年開講，ジャパノロジー・コース

と共通， 名

身体・スポーツ・社会Ⅰ 休講 ～ 輪講，隔年開講，

身体・スポーツ・社会Ⅱ 秋
コーディネータ

鈴 木 守
～

輪講，隔年開講

名

身心論 休講 ～ 輪講，隔年開講

舞踊文化論 休講 ～
輪講，隔年開講，芸術文化論コース

と共通

芸
術
文
化
論
コ
ー
ス

舞台芸術の世界 休講 ～ 輪講， 年に 度開講

音楽文化論 休講 ～ 年に 度開講

芸術・メディアとアーカイブ 春
コーディネータ

柴 野 京 子
～

輪講，

年に 度開講

舞踊文化論 休講 ～
輪講，隔年開講，身体・スポーツ文化論

コースと共通

美術文化論 秋 岸 みづき ～
年に 度開講

名

造形芸術の世界 休講 ～ 輪講， 年に 度開講

映像文化論 休講 ～ 年に 度開講

映像芸術の世界 休講 ～ 輪講， 年に 度開講，

ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ー
・
コ
ー
ス

ジャパノロジー概論 春
コーディネータ

寺 田 俊 郎
～ 輪講

フィールドワーク入門 秋
コーディネータ

中 澤 克 昭
～

輪講，隔年開講

名

ヨーロッパと 休講 ～ 輪講，隔年開講，

日中文化交渉史 秋 長 尾 直 茂 ～ 隔年開講

日中文化交渉史 休講 ～ 隔年開講

キリシタン文化史 秋 豊 島 正 之 ～ 隔年開講

キリシタン文化史 休講 ～ 隔年開講

日本思想 秋 鎌 田 東 二 ～

日本思想テキスト演習 秋 美濃部 仁 ～ 隔年開講

多様性の日本民俗文化 休講 ～ 隔年開講

東洋身体文化論 秋 ～
隔年開講，身体・スポーツ文化論コース

と共通， 名
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科目種別
科目

コード

ナンバ

リング
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

個
別
選
択
科
目
〔
プ
ロ
グ
ラ
ム
選
択
〕

芸
術
文
化
論
コ
ー
ス

ドイツ文化研究Ⅰ ドイツ文学科

ドイツ文化研究Ⅰ ドイツ文学科

ドイツ文化研究Ⅱ ドイツ文学科

ドイツ文化研究Ⅱ ドイツ文学科

ドイツ文化研究Ⅲ ドイツ文学科

ドイツ文化研究Ⅲ ドイツ文学科

フランス美術論Ⅰ フランス文学科

フランス美術論Ⅱ フランス文学科

舞台芸術論Ⅰ フランス文学科

舞台芸術論Ⅱ フランス文学科

フランス映画論Ⅰ フランス文学科

フランス映画論Ⅱ フランス文学科

映画論Ⅰ 新聞学科

映画論Ⅱ 新聞学科

メディアと文化Ⅰ （表象文化論） 新聞学科

メディアと文化Ⅰ （表象文化論） 新聞学科

デジタルアーカイブ論 新聞学科

シェイクスピア演劇 外国語学部

ドイツ音楽 外国語学部

ドイツ語圏美術 外国語学部

フランス美術史特論 外国語学部

ロシア演劇 外国語学部

ロシア演劇 外国語学部

ロシア芸術（音楽） 外国語学部

ロシア芸術（音楽） 外国語学部

西美術史概論 外国語学部

西美術史特論 外国語学部

ポップカルチャー論 外国語学部

（美術論入門）
国際教養学科

（日本美術論入門）
国際教養学科

ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ー
・
コ
ー
ス

諸宗教における自然と人間 全学共通科目

〔漢文Ⅰ〕中国古典入門 全学共通科目

〔漢文Ⅱ〕中国の文学と文章 全学共通科目

〔漢文Ⅲ〕中国の詩文を読む 全学共通科目

〔漢文Ⅳ〕中国文学と日本文学 全学共通科目

日本の身体技法の理論と実践 全学共通科目

ヨーガの理論と実践 ラージャ
ヨーガからヨーガの日本的展開

全学共通科目

仏教思想 哲学科

歴史学特講（日本仏教史） 史学科

歴史学特講（日欧交渉史） 史学科

日本美術史 史学科

日本文化史Ⅰ 国文学科

日本文化史Ⅱ 国文学科

日本教育史Ⅰ 教育学科

日本教育史Ⅱ 教育学科

上記開講科目担当表 にあげた科目については，現在予定されているものである。科目名，内容については変更の可能性があ

る。

― ―

（ ）プログラム指定科目

プログラム指定科目は，年度により科目の変更（追加・削除）があるので，各自，履修年度の要覧によって科目を確認

すること。

科目種別
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

個
別
選
択
科
目
〔
プ
ロ
グ
ラ
ム
選
択
〕

身
体
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
論
コ
ー
ス

知としての身体を考える 全学共通科目

オリンピック・パラリンピック

概論
全学共通科目

共生する社会と身体・スポーツ 全学共通科目

パラアスリートと考える障がい

者スポーツと共生社会
全学共通科目

現代文化としてのスポーツⅠ 全学共通科目

現代文化としてのスポーツⅡ 全学共通科目

人間と運動・スポーツ 全学共通科目

身体知演習 ボディーワーク 全学共通科目

身体知演習 ヨガ 全学共通科目

ソマティック（身心）教育入門 全学共通科目

自己変容のための神経生理学Ⅰ 全学共通科目

自己変容のための神経生理学Ⅱ 全学共通科目

芸
術
文
化
論
コ
ー
ス

音楽の歴史Ⅰ 全学共通科目

音楽の歴史Ⅱ 全学共通科目

キリスト教と音楽芸術Ⅰ 神学部

キリスト教と音楽芸術Ⅱ 神学部

キリスト教建築Ⅰ 神学部

キリスト教建築Ⅱ 神学部

キリスト教の美術Ⅰ 神学部

キリスト教の美術Ⅱ 神学部

芸術学Ⅰ 哲学科

芸術学Ⅱ 哲学科

美学Ⅰ 哲学科

美学Ⅱ 哲学科

日本美術史 史学科

東洋美術史 史学科

西洋美術史 史学科

秋 ～ ○ 英文学科※

秋 西 能 史 ～ 英文学科※

秋 ～ ○ 英文学科※

秋 飯 野 友 幸 ～ 英文学科※

※ 同一名称科目で他教員担当の科目は対象外なので注意をすること。
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科目種別
科目

コード

ナンバ

リング
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

個
別
選
択
科
目
〔
プ
ロ
グ
ラ
ム
選
択
〕

芸
術
文
化
論
コ
ー
ス

ドイツ文化研究Ⅰ ドイツ文学科

ドイツ文化研究Ⅰ ドイツ文学科

ドイツ文化研究Ⅱ ドイツ文学科

ドイツ文化研究Ⅱ ドイツ文学科

ドイツ文化研究Ⅲ ドイツ文学科

ドイツ文化研究Ⅲ ドイツ文学科

フランス美術論Ⅰ フランス文学科

フランス美術論Ⅱ フランス文学科

舞台芸術論Ⅰ フランス文学科

舞台芸術論Ⅱ フランス文学科

フランス映画論Ⅰ フランス文学科

フランス映画論Ⅱ フランス文学科

映画論Ⅰ 新聞学科

映画論Ⅱ 新聞学科

メディアと文化Ⅰ （表象文化論） 新聞学科

メディアと文化Ⅰ （表象文化論） 新聞学科

デジタルアーカイブ論 新聞学科

シェイクスピア演劇 外国語学部

ドイツ音楽 外国語学部

ドイツ語圏美術 外国語学部

フランス美術史特論 外国語学部

ロシア演劇 外国語学部

ロシア演劇 外国語学部

ロシア芸術（音楽） 外国語学部

ロシア芸術（音楽） 外国語学部

西美術史概論 外国語学部

西美術史特論 外国語学部

ポップカルチャー論 外国語学部

（美術論入門）
国際教養学科

（日本美術論入門）
国際教養学科

ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ー
・
コ
ー
ス

諸宗教における自然と人間 全学共通科目

〔漢文Ⅰ〕中国古典入門 全学共通科目

〔漢文Ⅱ〕中国の文学と文章 全学共通科目

〔漢文Ⅲ〕中国の詩文を読む 全学共通科目

〔漢文Ⅳ〕中国文学と日本文学 全学共通科目

日本の身体技法の理論と実践 全学共通科目

ヨーガの理論と実践 ラージャ
ヨーガからヨーガの日本的展開

全学共通科目

仏教思想 哲学科

歴史学特講（日本仏教史） 史学科

歴史学特講（日欧交渉史） 史学科

日本美術史 史学科

日本文化史Ⅰ 国文学科

日本文化史Ⅱ 国文学科

日本教育史Ⅰ 教育学科

日本教育史Ⅱ 教育学科

上記開講科目担当表 にあげた科目については，現在予定されているものである。科目名，内容については変更の可能性があ

る。

― ―

（ ）プログラム指定科目

プログラム指定科目は，年度により科目の変更（追加・削除）があるので，各自，履修年度の要覧によって科目を確認

すること。

科目種別
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

個
別
選
択
科
目
〔
プ
ロ
グ
ラ
ム
選
択
〕

身
体
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
論
コ
ー
ス

知としての身体を考える 全学共通科目

オリンピック・パラリンピック

概論
全学共通科目

共生する社会と身体・スポーツ 全学共通科目

パラアスリートと考える障がい

者スポーツと共生社会
全学共通科目

現代文化としてのスポーツⅠ 全学共通科目

現代文化としてのスポーツⅡ 全学共通科目

人間と運動・スポーツ 全学共通科目

身体知演習 ボディーワーク 全学共通科目

身体知演習 ヨガ 全学共通科目

ソマティック（身心）教育入門 全学共通科目

自己変容のための神経生理学Ⅰ 全学共通科目

自己変容のための神経生理学Ⅱ 全学共通科目

芸
術
文
化
論
コ
ー
ス

音楽の歴史Ⅰ 全学共通科目

音楽の歴史Ⅱ 全学共通科目

キリスト教と音楽芸術Ⅰ 神学部

キリスト教と音楽芸術Ⅱ 神学部

キリスト教建築Ⅰ 神学部

キリスト教建築Ⅱ 神学部

キリスト教の美術Ⅰ 神学部

キリスト教の美術Ⅱ 神学部

芸術学Ⅰ 哲学科

芸術学Ⅱ 哲学科

美学Ⅰ 哲学科

美学Ⅱ 哲学科

日本美術史 史学科

東洋美術史 史学科

西洋美術史 史学科

秋 ～ ○ 英文学科※

秋 西 能 史 ～ 英文学科※

秋 ～ ○ 英文学科※

秋 飯 野 友 幸 ～ 英文学科※

※ 同一名称科目で他教員担当の科目は対象外なので注意をすること。
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哲学科 

〔教育研究上の目的〕

建学の精神である上智の探求 に基づき，古今の哲学思想や哲学的問題をその本質から学ぶことによって，優

れた思考力・理解力・表現力を養うこと

〔人材養成の目的〕

哲学・倫理・美学・宗教等の研究者及び教育者を育成するとともに，他者のために，他者とともに生きる自立的な人格

を育成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，建学の精神である上智の探究（ ）の理念に基づき，哲学・思想を根本から研究することによって，

人間と世界に関する広く深い理解をもって現代社会に貢献できる人格の養成を目的として，学生が卒業時に身につけてい

るべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを身につけた者と認め，学位を授与します。

人間と世界をめぐる哲学的問題，なかでも「真」「善」「美」という基本的価値をめぐる哲学的問題の内容と意味を十分

に理解し，それらを自ら考える能力

哲学的問題を探求してきた人類の歩みに関する十分な知識・教養をもち，その探究の継承者としての自覚と責任をもっ

て探究を続ける能力

哲学的問題を自ら考えかつ他の人々と共に考え，哲学の古典文献を原語で読解する能力

現代社会の諸事象の根底にある哲学的問題を洞察し，それを哲学的な知識・教養および思考力を基盤として探究し，そ

の成果を説得的に表現する能力

以上の哲学的知識・技能・態度を基盤として，自律的に〈他者のために，他者とともに〉生きることによって，多様な

ものが共生する世界に貢献する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次のようにカリキュラムを編成しています。

「体系的な科目」（「人間論」「認識論」「自然神学」「形而上学」「倫理学」「美学」）により，哲学の諸問題に関する系統

的な理解と，それらをめぐる哲学的な思考力を養う。

「哲学史科目」（「古代哲学史」「中世哲学史」「近代哲学史」「現代哲学史」）により，人類の哲学的探究の歩みに関する

知識と教養を養う。

「演習科目」および「文献講読」により，哲学的な問題を討論・対話を通じて探求する技法と作法，哲学的文献の読解

の技能，およびそれに必要な外国語の技能を養う。

「哲学思想系列」「倫理学系列」「芸術文化系列」の三系列に配置された「系列科目」により，一人一人の哲学的関心を

系統的に方向づけ，主体的に研究に取り組む技法と作法を養う。

「卒業論文指導」「卒業論文」により，探究を自律的に計画・遂行し，その成果を公共的・学術的に表現する技法と作法

を養う。

― ―

科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧〔ガ

イド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

人文学

【 年次生以前の学生の履修について】

年度以前の入学者は， 年度から開設された横断型人文学プログラムの開設科目（プロジェクト・ゼミを除く）

を履修することができるが，「プログラム修了認定証」は与えられない。また，これらの科目を履修し修得した単位のう

ち，自学科開講科目以外のものについては，他学部・他学科開講科目を履修した場合と同様の扱いとなる。
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哲学科 

〔教育研究上の目的〕

建学の精神である上智の探求 に基づき，古今の哲学思想や哲学的問題をその本質から学ぶことによって，優

れた思考力・理解力・表現力を養うこと

〔人材養成の目的〕

哲学・倫理・美学・宗教等の研究者及び教育者を育成するとともに，他者のために，他者とともに生きる自立的な人格

を育成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，建学の精神である上智の探究（ ）の理念に基づき，哲学・思想を根本から研究することによって，

人間と世界に関する広く深い理解をもって現代社会に貢献できる人格の養成を目的として，学生が卒業時に身につけてい

るべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを身につけた者と認め，学位を授与します。

人間と世界をめぐる哲学的問題，なかでも「真」「善」「美」という基本的価値をめぐる哲学的問題の内容と意味を十分

に理解し，それらを自ら考える能力

哲学的問題を探求してきた人類の歩みに関する十分な知識・教養をもち，その探究の継承者としての自覚と責任をもっ

て探究を続ける能力

哲学的問題を自ら考えかつ他の人々と共に考え，哲学の古典文献を原語で読解する能力

現代社会の諸事象の根底にある哲学的問題を洞察し，それを哲学的な知識・教養および思考力を基盤として探究し，そ

の成果を説得的に表現する能力

以上の哲学的知識・技能・態度を基盤として，自律的に〈他者のために，他者とともに〉生きることによって，多様な

ものが共生する世界に貢献する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次のようにカリキュラムを編成しています。

「体系的な科目」（「人間論」「認識論」「自然神学」「形而上学」「倫理学」「美学」）により，哲学の諸問題に関する系統

的な理解と，それらをめぐる哲学的な思考力を養う。

「哲学史科目」（「古代哲学史」「中世哲学史」「近代哲学史」「現代哲学史」）により，人類の哲学的探究の歩みに関する

知識と教養を養う。

「演習科目」および「文献講読」により，哲学的な問題を討論・対話を通じて探求する技法と作法，哲学的文献の読解

の技能，およびそれに必要な外国語の技能を養う。

「哲学思想系列」「倫理学系列」「芸術文化系列」の三系列に配置された「系列科目」により，一人一人の哲学的関心を

系統的に方向づけ，主体的に研究に取り組む技法と作法を養う。

「卒業論文指導」「卒業論文」により，探究を自律的に計画・遂行し，その成果を公共的・学術的に表現する技法と作法

を養う。

― ―

科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧〔ガ

イド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

人文学

【 年次生以前の学生の履修について】

年度以前の入学者は， 年度から開設された横断型人文学プログラムの開設科目（プロジェクト・ゼミを除く）

を履修することができるが，「プログラム修了認定証」は与えられない。また，これらの科目を履修し修得した単位のう

ち，自学科開講科目以外のものについては，他学部・他学科開講科目を履修した場合と同様の扱いとなる。
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年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位 甲：ドイツ語

乙：英 語

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位 甲選択者

必 修 単位，選択必修 単位，選択 単位

乙選択者

必 修 単位，選択必修 単位，選択 単位

合 計 単位

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準 甲選択者：ドイツ語選択 乙選択者：英語選択

卒業要件の単位数は，哲学思想・倫理学・芸術文化の 系列とも同じ

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 ドイツ語選択者

学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

フランス語・英語選択者

語学科目（選択必修） 単位

学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 ドイツ語選択者

学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

フランス語・ラテン語・英語選択者

語学科目（選択必修） 単位

学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

・ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位 甲：ドイツ語

乙：英 語

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位 甲選択者

必 修 単位，選択必修 単位，選択 単位

乙選択者

必 修 単位，選択必修 単位，選択 単位

合 計 単位
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― ―

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位 甲：ドイツ語

乙：英 語

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位 甲選択者

必 修 単位，選択必修 単位，選択 単位

乙選択者

必 修 単位，選択必修 単位，選択 単位

合 計 単位

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準 甲選択者：ドイツ語選択 乙選択者：英語選択

卒業要件の単位数は，哲学思想・倫理学・芸術文化の 系列とも同じ

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 ドイツ語選択者

学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

フランス語・英語選択者

語学科目（選択必修） 単位

学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 ドイツ語選択者

学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

フランス語・ラテン語・英語選択者

語学科目（選択必修） 単位

学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

・ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位 甲：ドイツ語

乙：英 語

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位 甲選択者

必 修 単位，選択必修 単位，選択 単位

乙選択者

必 修 単位，選択必修 単位，選択 単位

合 計 単位
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― ―

～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

単
位
）

（注 ）

単
位

必
修

（注 ）

○ 学科科目 独…ドイツ語選択者 仏…フランス語選択者 英…英語選択者

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

ま
た
は

単
位

（
注

）

語
学
科
目
選
択
必
修

独 特になし

仏 フランス語

英 ドイツ語，フランス語，ラテン語から選択

（

単
位
）

必
修

哲学入門

古代哲学史

中世哲学史

近世哲学史

哲学演習Ⅱ Ⅱ

（注 ）

形而上学（哲思）

倫理学（倫理）

美学（芸文）

卒業論文指導

卒業論文

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修

哲学演習Ⅰ
文献講読・演習文献講読

各系列の選択必修

独 ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ

仏 フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ

英 英語Ⅰ
文献講読

英語 年用

選
択
（

単
位
）

独

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。
哲学科開講の外国語（英語Ⅰ，文献講読（英語 年），フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，Ⅱ）を計 単位まで
卒業単位に充当できる。

仏

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。
哲学科開講の外国語のうち学科選択必修で選択していないものから，計 単位（英語Ⅰ，文献講読（英語 年），ラ

テン語Ⅰ，Ⅱ）まで，または計 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで卒業単位に充当できる。

英

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。
哲学科開講の外国語のうち学科選択必修で選択していないものから，計 単位（フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，
Ⅱ）まで，または計 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで卒業単位に充当できる。

注 全学共通科目の選択としての語学科目，語学科目必修（ ， ）および語学科目選択必修のドイツ
語，フランス語の履修方法については， ～を参照。

注 哲学演習 ・ については各系列のものを履修すること。

― ―

標準配当表

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

単
位
）

（注 ）

単
位

必
修

（注 ）

○ 学科科目 独…ドイツ語選択者 仏…フランス語選択者 英…英語選択者

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

ま
た
は

単
位

（
注

）

語
学
科
目
選
択
必
修

独 特になし

仏 フランス語

英 ドイツ語，フランス語，ラテン語から選択

（

単
位
）

必
修

哲学入門

古代哲学史

中世哲学史

近世哲学史

哲学演習Ⅱ Ⅱ

（注 ）

形而上学（哲思）

倫理学（倫理）

美学（芸文）

卒業論文指導

卒業論文

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修

哲学演習Ⅰ 文献講読・演習文献講読

※文献講読（原則として左記の選択必修で選択した

言語の文献講読 注 ）および演習文献講読の中か

ら 単位

独 ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ

仏 フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ

英 英語Ⅰ
文献講読

英語 年用
系列別 哲学思想・倫理学・芸術文化 選択必修科目

選
択
（

単
位
）

独

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。
哲学科開講の外国語（英語Ⅰ，文献講読（英語 年），フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，Ⅱ）を計 単位まで

卒業単位に充当できる。

仏

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。

哲学科開講の外国語のうち学科選択必修で選択していないものから，計 単位（英語Ⅰ，文献講読（英語 年），ラ
テン語Ⅰ，Ⅱ）まで，または計 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで卒業単位に充当できる。

英

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。
哲学科開講の外国語のうち学科選択必修で選択していないものから，計 単位（フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，

Ⅱ）まで，または計 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで卒業単位に充当できる。

注 全学共通科目の選択としての語学科目，語学科目必修（ ， ）および語学科目選択必修のドイツ
語，フランス語の履修方法については， ～を参照。

注 哲学演習 ・ については各系列のものを履修すること。
注 選択必修で選択した言語以外の文献講読の履修を希望する場合，事前に必ず学科長へ相談すること。
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～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

単
位
）

（注 ）

単
位

必
修

（注 ）

○ 学科科目 独…ドイツ語選択者 仏…フランス語選択者 英…英語選択者

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

ま
た
は

単
位

（
注

）

語
学
科
目
選
択
必
修

独 特になし

仏 フランス語

英 ドイツ語，フランス語，ラテン語から選択

（

単
位
）

必
修

哲学入門

古代哲学史

中世哲学史

近世哲学史

哲学演習Ⅱ Ⅱ

（注 ）

形而上学（哲思）

倫理学（倫理）

美学（芸文）

卒業論文指導

卒業論文

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修

哲学演習Ⅰ
文献講読・演習文献講読

各系列の選択必修

独 ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ

仏 フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ

英 英語Ⅰ
文献講読

英語 年用

選
択
（

単
位
）

独

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。
哲学科開講の外国語（英語Ⅰ，文献講読（英語 年），フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，Ⅱ）を計 単位まで
卒業単位に充当できる。

仏

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。
哲学科開講の外国語のうち学科選択必修で選択していないものから，計 単位（英語Ⅰ，文献講読（英語 年），ラ

テン語Ⅰ，Ⅱ）まで，または計 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで卒業単位に充当できる。

英

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。
哲学科開講の外国語のうち学科選択必修で選択していないものから，計 単位（フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，
Ⅱ）まで，または計 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで卒業単位に充当できる。

注 全学共通科目の選択としての語学科目，語学科目必修（ ， ）および語学科目選択必修のドイツ
語，フランス語の履修方法については， ～を参照。

注 哲学演習 ・ については各系列のものを履修すること。

― ―

標準配当表

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

単
位
）

（注 ）

単
位

必
修

（注 ）

○ 学科科目 独…ドイツ語選択者 仏…フランス語選択者 英…英語選択者

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

ま
た
は

単
位

（
注

）

語
学
科
目
選
択
必
修

独 特になし

仏 フランス語

英 ドイツ語，フランス語，ラテン語から選択

（

単
位
）

必
修

哲学入門

古代哲学史

中世哲学史

近世哲学史

哲学演習Ⅱ Ⅱ

（注 ）

形而上学（哲思）

倫理学（倫理）

美学（芸文）

卒業論文指導

卒業論文

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修

哲学演習Ⅰ 文献講読・演習文献講読

※文献講読（原則として左記の選択必修で選択した

言語の文献講読 注 ）および演習文献講読の中か

ら 単位

独 ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ

仏 フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ

英 英語Ⅰ
文献講読

英語 年用
系列別 哲学思想・倫理学・芸術文化 選択必修科目

選
択
（

単
位
）

独

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。
哲学科開講の外国語（英語Ⅰ，文献講読（英語 年），フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，Ⅱ）を計 単位まで

卒業単位に充当できる。

仏

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。

哲学科開講の外国語のうち学科選択必修で選択していないものから，計 単位（英語Ⅰ，文献講読（英語 年），ラ
テン語Ⅰ，Ⅱ）まで，または計 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで卒業単位に充当できる。

英

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。
哲学科開講の外国語のうち学科選択必修で選択していないものから，計 単位（フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，

Ⅱ）まで，または計 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで卒業単位に充当できる。

注 全学共通科目の選択としての語学科目，語学科目必修（ ， ）および語学科目選択必修のドイツ
語，フランス語の履修方法については， ～を参照。

注 哲学演習 ・ については各系列のものを履修すること。
注 選択必修で選択した言語以外の文献講読の履修を希望する場合，事前に必ず学科長へ相談すること。
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― ―

・ 年次生 甲：ドイツ語選択 哲思：哲学思想系列 芸文：芸術文化系列

乙：英語選択 倫理：倫理学系列

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 ・ 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

甲 ドイツ語Ⅰ

乙 英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

ま
た
は

単
位
）

哲学入門

古代哲学史

中世哲学史

近世哲学史

哲学演習Ⅱ ・Ⅱ

形而上学（哲思）

倫理学（倫理）

美学（芸文）

卒業論文指導

卒業論文

甲

英語

ラテン語（Ⅰ）

フランス語

ドイツ語Ⅱ

左記のものから選んだ

同一外国語

乙

英語Ⅰ

左記下段のものから選

んだ同一外国語

ドイツ語

ラテン語（Ⅰ）

フランス語
（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修

哲学演習Ⅰ 甲
文献講読（ドイツ語）

各系列別の選択必修から 単位

乙
の
み

文献講読

（英語 年用）
乙

文献講読（英語）

各系列別の選択必修から 単位

（

ま
た
は

単
位
）

選
択

甲
自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単

位に充当できる。

乙
自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単

位に充当できる。

英語については，外国語科目（ ～）を参照のこと。
フランス語，および英語選択者のドイツ語については，外国語科目（ ～）を参照のこと。
哲学演習Ⅱ ・Ⅱ については各系列のものを履修すること。
「卒業論文」は， 年度に「卒業論文指導」「卒業論文」に分割された。

一
外
国
語
を
選
択

一
外
国
語
を
選
択

― ―

～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

単
位
）

（注 ）

単
位

必
修

（注 ）

○ 学科科目 独…ドイツ語選択者 仏…フランス語選択者 羅…ラテン語選択者 英…英語選択者

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

ま
た
は

単
位

（
注

）

語
学
科
目
選
択
必
修

独 特になし

仏羅 ドイツ語，フランス語，ラテン語のうち選択必修で履修していないものを選択

英 ドイツ語，フランス語，ラテン語から選択

（

単
位
）

必
修

哲学入門

古代哲学史

中世哲学史

近世哲学史

哲学演習Ⅱ Ⅱ

（注 ）

形而上学（哲思）

倫理学（倫理）

美学（芸文）

卒業論文指導（注 ）

卒業論文（注 ）

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修

哲学演習Ⅰ
文献講読・演習文献講読

各系列の選択必修

独 ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ

仏 フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ

羅 ラテン語Ⅰ ラテン語Ⅱ

英 英語Ⅰ
文献講読

英語 年用

選
択
（

単
位
）

独

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。
哲学科開講の英語Ⅰ，文献講読（英語 年），フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，Ⅱは計 単位まで卒業単位に

充当できる。

仏羅

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。

哲学科開講の外国語のうち，学科選択必修で選択していないものをあわせて 単位（英語Ⅰ，文献講読（英語
年），フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，Ⅱ），または 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで卒業単位に充当できる。

英

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。
哲学科開講の外国語のうち学科選択必修で選択していないものをあわせて 単位（フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語

Ⅰ，Ⅱ），または 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで卒業単位に充当できる。

注 全学共通科目の選択としての語学科目，語学科目必修（ ， ）および語学科目選択必修のドイツ
語，フランス語の履修方法については， ～を参照。

注 哲学演習 ・ については各系列のものを履修すること。
注 「卒業論文」（ 単位）は， 年度に「卒業論文指導」（ 単位），「卒業論文」（ 単位）に分割された。
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学
部
共
通

哲

史

国

文
英

文
ド
イ
ツ
文
フ
ラ
ン
ス
文

新

聞

― ―

・ 年次生 甲：ドイツ語選択 哲思：哲学思想系列 芸文：芸術文化系列

乙：英語選択 倫理：倫理学系列

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 ・ 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

甲 ドイツ語Ⅰ

乙 英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

ま
た
は

単
位
）

哲学入門

古代哲学史

中世哲学史

近世哲学史

哲学演習Ⅱ ・Ⅱ

形而上学（哲思）

倫理学（倫理）

美学（芸文）

卒業論文指導

卒業論文

甲

英語

ラテン語（Ⅰ）

フランス語

ドイツ語Ⅱ

左記のものから選んだ

同一外国語

乙

英語Ⅰ

左記下段のものから選

んだ同一外国語

ドイツ語

ラテン語（Ⅰ）

フランス語
（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修

哲学演習Ⅰ 甲
文献講読（ドイツ語）

各系列別の選択必修から 単位

乙
の
み

文献講読

（英語 年用）
乙

文献講読（英語）

各系列別の選択必修から 単位

（

ま
た
は

単
位
）

選
択

甲
自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単

位に充当できる。

乙
自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単

位に充当できる。

英語については，外国語科目（ ～）を参照のこと。
フランス語，および英語選択者のドイツ語については，外国語科目（ ～）を参照のこと。
哲学演習Ⅱ ・Ⅱ については各系列のものを履修すること。
「卒業論文」は， 年度に「卒業論文指導」「卒業論文」に分割された。

一
外
国
語
を
選
択

一
外
国
語
を
選
択

― ―

～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

単
位
）

（注 ）

単
位

必
修

（注 ）

○ 学科科目 独…ドイツ語選択者 仏…フランス語選択者 羅…ラテン語選択者 英…英語選択者

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

ま
た
は

単
位

（
注

）

語
学
科
目
選
択
必
修

独 特になし

仏羅 ドイツ語，フランス語，ラテン語のうち選択必修で履修していないものを選択

英 ドイツ語，フランス語，ラテン語から選択

（

単
位
）

必
修

哲学入門

古代哲学史

中世哲学史

近世哲学史

哲学演習Ⅱ Ⅱ

（注 ）

形而上学（哲思）

倫理学（倫理）

美学（芸文）

卒業論文指導（注 ）

卒業論文（注 ）

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修

哲学演習Ⅰ
文献講読・演習文献講読

各系列の選択必修

独 ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ

仏 フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ

羅 ラテン語Ⅰ ラテン語Ⅱ

英 英語Ⅰ
文献講読

英語 年用

選
択
（

単
位
）

独

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。
哲学科開講の英語Ⅰ，文献講読（英語 年），フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，Ⅱは計 単位まで卒業単位に

充当できる。

仏羅

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。

哲学科開講の外国語のうち，学科選択必修で選択していないものをあわせて 単位（英語Ⅰ，文献講読（英語
年），フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，Ⅱ），または 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで卒業単位に充当できる。

英

自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単位に充当できる。
哲学科開講の外国語のうち学科選択必修で選択していないものをあわせて 単位（フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語

Ⅰ，Ⅱ），または 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで卒業単位に充当できる。

注 全学共通科目の選択としての語学科目，語学科目必修（ ， ）および語学科目選択必修のドイツ
語，フランス語の履修方法については， ～を参照。

注 哲学演習 ・ については各系列のものを履修すること。
注 「卒業論文」（ 単位）は， 年度に「卒業論文指導」（ 単位），「卒業論文」（ 単位）に分割された。
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― ―

履修上の注意

年次生以降

① 学科科目について

他学部・他学科の学科科目［語学科目，哲学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目（科目

コード 番台）を含む］は，どの語学選択者も 単位まで，選択科目として卒業単位に充当することができる。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

自学科他系列の必修科目ないし選択必修科目を履修した場合，学科科目の選択科目として卒業単位に充当するこ

とができる。

② 語学科目及び哲学科開講の外国語科目について

必修語学（ ， ）および哲学科選択必修の外国語科目の単位は，すべて ・ 年次

の間に履修すること。

【仏・英選択者】学科科目の選択必修でフランス語を選択した学生はフランス語を，英語を選択した学生はドイ

ツ語もしくはフランス語，ラテン語から 言語を，語学科目選択必修として 単位履修しなければならない。なお，

ドイツ語及びフランス語は言語教育研究センター開講の科目を履修すること。（ ～参照）

哲学科開講の外国語学科科目の選択必修で履修していないものをあわせて 単位（英語Ⅰ，文献講読（英語 年），フラン

ス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，Ⅱ）ないし 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで学科の選択科目として卒業単位に算入することがで

きる。

～ 年次生

① 学科科目について

他学部・他学科の学科科目［語学科目，哲学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目（科

目コード 番台）を含む］は，どの語学選択者も 単位まで，選択科目として卒業単位に充当することがで

きる。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

自学科他系列の必修科目ないし選択必修科目を履修した場合，学科科目の選択科目として卒業単位に充当するこ

とができる。

② 語学科目及び哲学科開講の外国語科目について

必修語学（ ， ）および哲学科選択必修の外国語科目の単位は，すべて ・ 年次

の間に履修すること。

【仏・羅・英選択者】学科科目の選択必修でフランス語，ラテン語ないし英語を選択した学生は，ドイツ語もし

くはフランス語，ラテン語のうち選択必修で履修していないものから 言語を，語学科目選択必修として 単位履

修しなければならない。なお，ドイツ語及びフランス語は言語教育研究センター開講の科目を履修すること。

（ ～参照）

哲学科開講の外国語 学科科目の選択必修で履修していないもの をあわせて 単位（英語Ⅰ，文献講読（英語 年），

フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，Ⅱ）ないし 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで学科の選択科目として卒業単位に算入す

ることができる。

年次生以前

① 学科科目について

他学部・他学科の学科科目［外国語科目，哲学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目（科

目コード 番台）を含む］は，【 年次生以前】ドイツ語選択者は 単位まで，英語選択者は 単位まで，【

年～ 年次生】ドイツ語選択者は 単位まで，英語選択者は 単位まで，選択科目として卒業単位に充当するこ

とができる。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

自学科他系列の必修科目ないし選択必修科目を履修した場合，学科科目の選択科目として卒業単位に充当するこ

とができる。なお，ドイツ語選択者が英語コースの語学必修科目を，また英語選択者がドイツ語コースの語学必

修科目を履修する場合，また， 年次生対象のフランス語Ⅰ ，Ⅰ ，Ⅱ ，Ⅱ を履修する場合は，学科長との相

― ―

年次生 甲：ドイツ語選択 哲思：哲学思想系列 芸文：芸術文化系列

乙：英語選択 倫理：倫理学系列

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 ・ 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

甲 ドイツ語Ⅰ

乙 英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

ま
た
は

単
位
）

哲学入門

古代哲学史

中世哲学史

近世哲学史

哲学演習Ⅱ ・Ⅱ

形而上学（哲思）

倫理学（倫理）

美学（芸文）

卒業論文指導

卒業論文

甲

英語

ラテン語（Ⅰ）

フランス語

ドイツ語Ⅱ

左記のものから選んだ

同一外国語

乙

英語Ⅰ

左記下段のものから選

んだ同一外国語
ドイツ語

ラテン語（Ⅰ）

フランス語
（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修

哲学演習Ⅰ 甲
文献講読（ドイツ語）

各系列別の選択必修から 単位

乙
の
み

文献講読

（英語 年用）
乙

文献講読（英語）

各系列別の選択必修から 単位

（

ま
た
は

単
位
）

選
択

甲
自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単

位に充当できる。

乙
自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単

位に充当できる。

英語については，外国語科目（ ～）を参照のこと。

フランス語，および英語選択者のドイツ語については，外国語科目（ ～）を参照のこと。

哲学演習Ⅱ ・Ⅱ については各系列のものを履修すること。

「卒業論文」は， 年度に「卒業論文指導」「卒業論文」に分割された。

一
外
国
語
を
選
択

一
外
国
語
を
選
択
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履修上の注意

年次生以降

① 学科科目について

他学部・他学科の学科科目［語学科目，哲学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目（科目

コード 番台）を含む］は，どの語学選択者も 単位まで，選択科目として卒業単位に充当することができる。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

自学科他系列の必修科目ないし選択必修科目を履修した場合，学科科目の選択科目として卒業単位に充当するこ

とができる。

② 語学科目及び哲学科開講の外国語科目について

必修語学（ ， ）および哲学科選択必修の外国語科目の単位は，すべて ・ 年次

の間に履修すること。

【仏・英選択者】学科科目の選択必修でフランス語を選択した学生はフランス語を，英語を選択した学生はドイ

ツ語もしくはフランス語，ラテン語から 言語を，語学科目選択必修として 単位履修しなければならない。なお，

ドイツ語及びフランス語は言語教育研究センター開講の科目を履修すること。（ ～参照）

哲学科開講の外国語学科科目の選択必修で履修していないものをあわせて 単位（英語Ⅰ，文献講読（英語 年），フラン

ス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，Ⅱ）ないし 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで学科の選択科目として卒業単位に算入することがで

きる。

～ 年次生

① 学科科目について

他学部・他学科の学科科目［語学科目，哲学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目（科

目コード 番台）を含む］は，どの語学選択者も 単位まで，選択科目として卒業単位に充当することがで

きる。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

自学科他系列の必修科目ないし選択必修科目を履修した場合，学科科目の選択科目として卒業単位に充当するこ

とができる。

② 語学科目及び哲学科開講の外国語科目について

必修語学（ ， ）および哲学科選択必修の外国語科目の単位は，すべて ・ 年次

の間に履修すること。

【仏・羅・英選択者】学科科目の選択必修でフランス語，ラテン語ないし英語を選択した学生は，ドイツ語もし

くはフランス語，ラテン語のうち選択必修で履修していないものから 言語を，語学科目選択必修として 単位履

修しなければならない。なお，ドイツ語及びフランス語は言語教育研究センター開講の科目を履修すること。

（ ～参照）

哲学科開講の外国語 学科科目の選択必修で履修していないもの をあわせて 単位（英語Ⅰ，文献講読（英語 年），

フランス語Ⅰ，Ⅱ，ラテン語Ⅰ，Ⅱ）ないし 単位（ドイツ語Ⅰ，Ⅱ）まで学科の選択科目として卒業単位に算入す

ることができる。

年次生以前

① 学科科目について

他学部・他学科の学科科目［外国語科目，哲学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目（科

目コード 番台）を含む］は，【 年次生以前】ドイツ語選択者は 単位まで，英語選択者は 単位まで，【

年～ 年次生】ドイツ語選択者は 単位まで，英語選択者は 単位まで，選択科目として卒業単位に充当するこ

とができる。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

自学科他系列の必修科目ないし選択必修科目を履修した場合，学科科目の選択科目として卒業単位に充当するこ

とができる。なお，ドイツ語選択者が英語コースの語学必修科目を，また英語選択者がドイツ語コースの語学必

修科目を履修する場合，また， 年次生対象のフランス語Ⅰ ，Ⅰ ，Ⅱ ，Ⅱ を履修する場合は，学科長との相

― ―

年次生 甲：ドイツ語選択 哲思：哲学思想系列 芸文：芸術文化系列

乙：英語選択 倫理：倫理学系列

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 ・ 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

甲 ドイツ語Ⅰ

乙 英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

ま
た
は

単
位
）

哲学入門

古代哲学史

中世哲学史

近世哲学史

哲学演習Ⅱ ・Ⅱ

形而上学（哲思）

倫理学（倫理）

美学（芸文）

卒業論文指導

卒業論文

甲

英語

ラテン語（Ⅰ）

フランス語

ドイツ語Ⅱ

左記のものから選んだ

同一外国語

乙

英語Ⅰ

左記下段のものから選

んだ同一外国語
ドイツ語

ラテン語（Ⅰ）

フランス語
（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修

哲学演習Ⅰ 甲
文献講読（ドイツ語）

各系列別の選択必修から 単位

乙
の
み

文献講読

（英語 年用）
乙

文献講読（英語）

各系列別の選択必修から 単位

（

ま
た
は

単
位
）

選
択

甲
自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単

位に充当できる。

乙
自学科他系列および他学部・他学科開講科目を 単位まで選択科目として卒業単

位に充当できる。

英語については，外国語科目（ ～）を参照のこと。

フランス語，および英語選択者のドイツ語については，外国語科目（ ～）を参照のこと。

哲学演習Ⅱ ・Ⅱ については各系列のものを履修すること。

「卒業論文」は， 年度に「卒業論文指導」「卒業論文」に分割された。

一
外
国
語
を
選
択

一
外
国
語
を
選
択
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③ カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は同一科目とみなす。重複履修は認めら

れない。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

現代哲学Ⅰ
現代哲学

現代哲学Ⅱ

仏教思想Ⅰ
仏教思想

仏教思想Ⅱ

東洋思想Ⅰ
東洋思想

東洋思想Ⅱ

卒業論文
卒業論文指導

卒業論文

年度以前の開講科目 年以降の開講科目

日本思想Ⅰ
日本思想

日本思想Ⅱ

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

倫理学研究演習Ⅰ
倫理学研究演習※

倫理学研究演習Ⅱ

芸術学研究演習Ⅰ
芸術学研究演習※

芸術学研究演習Ⅱ

演習文献講読Ⅳ 日本思想テキスト演習※

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

現代哲学
現代哲学 ※

現代哲学 ※

※読み替えの対象科目ではあるが，旧科目との重複履修を認める。

④ その他

重複履修可能な科目（ 度以上履修しても卒業に必要な単位数に算入することができる科目）に関しては，開講科目

担当表・備考欄のマーク（＋）を参照すること。

⑤ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ） 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことは出来ない。

（注 ） 年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによっ

て，最高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談

をすること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑥ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

ラテン語

哲学

教職科目

⑦ 文学部横断型人文学プログラムについて

年度より，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文学プログラム」

～を参照すること。

― ―

談を経た上で，選択科目として卒業単位に充当することができる。ドイツ語選択者のうち，語学必修科目のラテ

ン語を選択し， 単位履修した者が，さらにラテン語Ⅱ を履修した場合，学科長との相談を経た上で，選択科目

に充当することができる。

② 外国語科目について

必修語学は，できるだけ ・ 年次の間に履修すること。

ラテン語Ⅰを他の外国語同様，第三外国語として履修することができる。ただし，修得した単位は卒業に必要な

単位数には算入されない。

以下の表の通り「全」と「学」の区分の上で登録・履修すること。（全＝全学共通科目，学＝学科科目）

コース 年次 履修 年次 履修

ドイツ語

ドイツ語Ⅰ（ ） 全 ドイツ語Ⅱ（ ） 学

英語（ ）

ラテン語Ⅰ（ ）

フランス語（ ）

学

英語（ ）

ラテン語Ⅱ（

フランス語（ ）

学

英語

英語（ ） 全 英語（ ）
全

英語Ⅰ（ ） 学

ドイツ語（ ）

ラテン語Ⅰ（ ）

フランス語（ ）

学

ドイツ語（ ）

ラテン語Ⅱ（ ）

フランス語（ ）

学

「ドイツ語Ⅰ ・ 」及び「ドイツ語Ⅱ ・ 」再履修者

年度より「ドイツ語Ⅰ ・ 」及び「ドイツ語Ⅱ ・ 」の単位が 単位から 単位に変更となった。「ドイツ語Ⅰ

・ 」もしくは「ドイツ語Ⅱ ・ 」を再履修する者は，不足する単位分の読み替え科目として次の言語教育研究

センター開講科目を履修すること。

「ドイツ語Ⅰ ・ 」読み替え科目

ドイツ語総合 （初級）（週 コマ・ 学期 単位）

「ドイツ語Ⅱ ・ 」読み替え科目

ドイツ語総合 （中級）（週 コマ・ 学期 単位）

また，再履修の結果余剰単位が生じても卒業要件とはならないので注意すること。

上記の指定科目以外を誤って履修した場合は卒業要件とならないので十分注意すること。

共通

① 卒業論文について

まず卒業論文のテーマと指導教員に関し，卒業前年度の 月下旬の所定期日までに「哲学科卒業論文指導教員希

望票」を哲学科事務室に提出する。次に，教員会議で仮決定された指導教員と面談し， 月中旬の所定期日まで

に卒業論文仮登録票を提出する。さらに，卒業年度の 月下旬の所定期日までに「哲学科卒業論文本登録票」を提

出する。手続きの詳細に関しては，哲学科発行の「哲学科卒業論文作成の手引き」を参照すること。年度初頭の

在校生学科別ガイダンス時に正確な日程を発表するので，その指示に従うこと。

卒業年度の春学期に「卒業論文指導」を，同じ年度の秋学期に「卒業論文」を履修する。それぞれの科目は，他

の科目と同様に で履修登録しなければならない。ただし，留学・休学・ 月卒業等やむを得ない事情で指定

学期に履修できない場合は，履修登録期間前に必ず学科長に相談すること。

「卒業論文指導」の評価には， （合格）， （不合格）を使用する。

装丁についてはできるだけ 版とし，頁が散逸しないようしっかり綴じること。

提出要領（期間，場所，時間）は 学事センター（教務）掲示板に掲示する。厳守すること。

「卒業論文指導」，「卒業論文」は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

② 開講科目担当表備考欄注について

神学部に進学を希望する学生は，これらの科目を履修すること。

神学部に進学を希望する学生は，これらの科目から 単位を履修すること。

この中から
ヶ国語を
選択

この中から

ヶ国語を
選択

年次に
選択した
外国語

年次に

選択した
外国語
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③ カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は同一科目とみなす。重複履修は認めら

れない。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

現代哲学Ⅰ
現代哲学

現代哲学Ⅱ

仏教思想Ⅰ
仏教思想

仏教思想Ⅱ

東洋思想Ⅰ
東洋思想

東洋思想Ⅱ

卒業論文
卒業論文指導

卒業論文

年度以前の開講科目 年以降の開講科目

日本思想Ⅰ
日本思想

日本思想Ⅱ

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

倫理学研究演習Ⅰ
倫理学研究演習※

倫理学研究演習Ⅱ

芸術学研究演習Ⅰ
芸術学研究演習※

芸術学研究演習Ⅱ

演習文献講読Ⅳ 日本思想テキスト演習※

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

現代哲学
現代哲学 ※

現代哲学 ※

※読み替えの対象科目ではあるが，旧科目との重複履修を認める。

④ その他

重複履修可能な科目（ 度以上履修しても卒業に必要な単位数に算入することができる科目）に関しては，開講科目

担当表・備考欄のマーク（＋）を参照すること。

⑤ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ） 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことは出来ない。

（注 ） 年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによっ

て，最高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談

をすること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑥ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

ラテン語

哲学

教職科目

⑦ 文学部横断型人文学プログラムについて

年度より，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文学プログラム」

～を参照すること。

― ―

談を経た上で，選択科目として卒業単位に充当することができる。ドイツ語選択者のうち，語学必修科目のラテ

ン語を選択し， 単位履修した者が，さらにラテン語Ⅱ を履修した場合，学科長との相談を経た上で，選択科目

に充当することができる。

② 外国語科目について

必修語学は，できるだけ ・ 年次の間に履修すること。

ラテン語Ⅰを他の外国語同様，第三外国語として履修することができる。ただし，修得した単位は卒業に必要な

単位数には算入されない。

以下の表の通り「全」と「学」の区分の上で登録・履修すること。（全＝全学共通科目，学＝学科科目）

コース 年次 履修 年次 履修

ドイツ語

ドイツ語Ⅰ（ ） 全 ドイツ語Ⅱ（ ） 学

英語（ ）

ラテン語Ⅰ（ ）

フランス語（ ）

学

英語（ ）

ラテン語Ⅱ（

フランス語（ ）

学

英語

英語（ ） 全 英語（ ）
全

英語Ⅰ（ ） 学

ドイツ語（ ）

ラテン語Ⅰ（ ）

フランス語（ ）

学

ドイツ語（ ）

ラテン語Ⅱ（ ）

フランス語（ ）

学

「ドイツ語Ⅰ ・ 」及び「ドイツ語Ⅱ ・ 」再履修者

年度より「ドイツ語Ⅰ ・ 」及び「ドイツ語Ⅱ ・ 」の単位が 単位から 単位に変更となった。「ドイツ語Ⅰ

・ 」もしくは「ドイツ語Ⅱ ・ 」を再履修する者は，不足する単位分の読み替え科目として次の言語教育研究

センター開講科目を履修すること。

「ドイツ語Ⅰ ・ 」読み替え科目

ドイツ語総合 （初級）（週 コマ・ 学期 単位）

「ドイツ語Ⅱ ・ 」読み替え科目

ドイツ語総合 （中級）（週 コマ・ 学期 単位）

また，再履修の結果余剰単位が生じても卒業要件とはならないので注意すること。

上記の指定科目以外を誤って履修した場合は卒業要件とならないので十分注意すること。

共通

① 卒業論文について

まず卒業論文のテーマと指導教員に関し，卒業前年度の 月下旬の所定期日までに「哲学科卒業論文指導教員希

望票」を哲学科事務室に提出する。次に，教員会議で仮決定された指導教員と面談し， 月中旬の所定期日まで

に卒業論文仮登録票を提出する。さらに，卒業年度の 月下旬の所定期日までに「哲学科卒業論文本登録票」を提

出する。手続きの詳細に関しては，哲学科発行の「哲学科卒業論文作成の手引き」を参照すること。年度初頭の

在校生学科別ガイダンス時に正確な日程を発表するので，その指示に従うこと。

卒業年度の春学期に「卒業論文指導」を，同じ年度の秋学期に「卒業論文」を履修する。それぞれの科目は，他

の科目と同様に で履修登録しなければならない。ただし，留学・休学・ 月卒業等やむを得ない事情で指定

学期に履修できない場合は，履修登録期間前に必ず学科長に相談すること。

「卒業論文指導」の評価には， （合格）， （不合格）を使用する。

装丁についてはできるだけ 版とし，頁が散逸しないようしっかり綴じること。

提出要領（期間，場所，時間）は 学事センター（教務）掲示板に掲示する。厳守すること。

「卒業論文指導」，「卒業論文」は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

② 開講科目担当表備考欄注について

神学部に進学を希望する学生は，これらの科目を履修すること。

神学部に進学を希望する学生は，これらの科目から 単位を履修すること。

この中から
ヶ国語を
選択

この中から

ヶ国語を
選択

年次に
選択した
外国語

年次に

選択した
外国語
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

外
国
語
科
目

フランス語Ⅱ 秋 柴 田 恵 美
（フランス語選択者）

フランス語Ⅱ 既習者対象

ラテン語Ⅰ 春 佐 藤 直 子 （ラテン語選択者）

ラテン語Ⅰ 秋 佐 藤 直 子
（ラテン語選択者）

ラテン語Ⅰ 既修者対象

ラテン語Ⅱ 春 芝 元・ 村 上
（ラテン語選択者）

ラテン語Ⅰ 既修者対象

ラテン語Ⅱ 秋 芝 元・ 村 上
（ラテン語選択者）

ラテン語Ⅱ 既修者対象

英語Ⅰ 春 寺 田 俊 郎 （英語選択者）

英語Ⅰ 秋 寺 田 俊 郎
（英語選択者）

英語Ⅰ 既習者対象

文献講読（英語 年用） 春 鈴 木 伸 国 （英語選択者）

文献講読（英語 年用） 秋 杉 尾 一 （英語選択者）

全系列共通選択必修科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

哲学演習Ⅰ 春 桑 原 俊 介

哲学演習Ⅰ 春 杉 尾 一

哲学演習Ⅰ 春 寺 田 俊 郎

哲学演習Ⅰ 秋 長 町 裕 司

哲学演習Ⅰ 秋 鈴 木 伸 国

哲学演習Ⅰ 秋 杉 尾 一

文献講読Ⅰ （ドイツ語） 春 長 町 裕 司 ・ ＋

文献講読Ⅰ （ドイツ語） 秋 長 町 裕 司 ・ ＋

文献講読Ⅱ （ドイツ語） 春 桑 原 俊 介 ・ ＋

文献講読Ⅱ （ドイツ語） 秋 桑 原 俊 介 ・ ＋

文献講読Ⅲ （仏語） 春 白 川 理 恵 ・ ＋

文献講読Ⅲ （仏語） 秋 白 川 理 恵 ・ ＋

文献講読Ⅴ （英語） 春 中 村 信 隆 ・ ＋

文献講読Ⅴ （英語） 秋 寺 田 俊 郎 ・ ＋

文献講読Ⅵ （英語） 春 鈴 木 伸 国 ・ ＋

文献講読Ⅵ （英語） 秋 鈴 木 伸 国 ・ ＋

文献講読Ⅶ （英語） 春 杉 尾 一 ・ ＋

文献講読Ⅶ （英語） 秋 中 村 信 隆 ・ ＋

演習文献講読Ⅰ 秋 荻 野 弘 之 ～ ＋

演習文献講読Ⅱ 春 高 橋 雅 人 ～ ＋

演習文献講読Ⅲ 秋 矢 内 義 顕 ～ ＋

日本思想テキスト演習 秋 美濃部 仁 他 文学部

― ―

開講科目担当表

年次生以降
学科科目（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

哲
学
思
想
系
列

哲学演習Ⅱ（哲思） 春 荻 野 弘 之

哲学演習Ⅱ（哲思） 秋 杉 尾 一

形而上学Ⅰ 長 町 裕 司 ・ 共通 注②－ 参照

形而上学Ⅱ 秋 佐 藤 直 子 ・ 共通 注②－ 参照

倫
理
学
系
列

哲学演習Ⅱ（倫理） 春 寺 田 俊 郎

哲学演習Ⅱ（倫理） 秋 荻 野 弘 之

倫理学Ⅰ 寺 田 俊 郎 ・ 共通 注②－ 参照

倫理学Ⅱ 秋 寺 田 俊 郎 ・ 共通 注②－ 参照
芸
術
文
化
系
列

哲学演習Ⅱ（芸文） 春 長 町 裕 司

哲学演習Ⅱ（芸文） 秋 桑 原 俊 介

美学Ⅰ 桑 原 俊 介 ・

美学Ⅱ 秋 桑 原 俊 介 ・

全
系
列
共
通

哲学入門 春 長 町 裕 司

古代哲学史 秋 荻 野 弘 之

中世哲学史 春 佐 藤 直 子

近世哲学史 秋 大 橋 容一郎

卒業論文指導 各 担 当 教 員
留学・海外研修該当者のみ履修可

卒業論文指導 各 担 当 教 員

卒業論文指導 春 各 担 当 教 員
旧「卒業論文」

卒業論文 秋 各 担 当 教 員

卒業論文指導 秋 各 担 当 教 員
旧「卒業論文」

卒業論文 春 各 担 当 教 員

語学科目選択必修…【 年次生以降】ドイツ語選択者… 単位，仏・英選択者… 単位

【 ～ 年次生】ドイツ語選択者… 単位，仏・英・羅選択者… 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

語
学
科
目
選
択
必
修

ラテン語，言語教育研究
センター開講のドイツ

語，フランス語

～

（ドイツ語・フランス語選択者以

外）
学科必修で選択していない外国語を選択で
きる。履修方法については， ～を参照。

学科科目（選択必修科目）・・・ドイツ語選択者… 単位

仏・羅（ 年次生以前のみ）・英選択者… 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

外
国
語
科
目

ドイツ語選択者・・ 単位 英語，ラテン語（ 年次生以前のみ），フランス語選択者・・ 単位

ドイツ語Ⅰ 春 正 木・ 清 水 （ドイツ語選択者）

ドイツ語Ⅰ 秋 正 木・ 清 水
（ドイツ語選択者）

ドイツ語Ⅰ 既習者対象

ドイツ語Ⅱ 春 長 町・ 浜 田
（ドイツ語選択者）

ドイツ語Ⅰ 既習者対象

ドイツ語Ⅱ 秋 桑 原・ 浜 田
（ドイツ語選択者）

ドイツ語Ⅱ 既習者対象

フランス語Ⅰ 春 井 上 美 穂 （フランス語選択者），［ 名］

フランス語Ⅰ 秋 井 上 美 穂
（フランス語選択者），［ 名］

フランス語Ⅰ 既習者対象

フランス語Ⅱ 春 柴 田 恵 美
（フランス語選択者）

フランス語Ⅰ 既習者対象
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

外
国
語
科
目

フランス語Ⅱ 秋 柴 田 恵 美
（フランス語選択者）

フランス語Ⅱ 既習者対象

ラテン語Ⅰ 春 佐 藤 直 子 （ラテン語選択者）

ラテン語Ⅰ 秋 佐 藤 直 子
（ラテン語選択者）

ラテン語Ⅰ 既修者対象

ラテン語Ⅱ 春 芝 元・ 村 上
（ラテン語選択者）

ラテン語Ⅰ 既修者対象

ラテン語Ⅱ 秋 芝 元・ 村 上
（ラテン語選択者）

ラテン語Ⅱ 既修者対象

英語Ⅰ 春 寺 田 俊 郎 （英語選択者）

英語Ⅰ 秋 寺 田 俊 郎
（英語選択者）

英語Ⅰ 既習者対象

文献講読（英語 年用） 春 鈴 木 伸 国 （英語選択者）

文献講読（英語 年用） 秋 杉 尾 一 （英語選択者）

全系列共通選択必修科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

哲学演習Ⅰ 春 桑 原 俊 介

哲学演習Ⅰ 春 杉 尾 一

哲学演習Ⅰ 春 寺 田 俊 郎

哲学演習Ⅰ 秋 長 町 裕 司

哲学演習Ⅰ 秋 鈴 木 伸 国

哲学演習Ⅰ 秋 杉 尾 一

文献講読Ⅰ （ドイツ語） 春 長 町 裕 司 ・ ＋

文献講読Ⅰ （ドイツ語） 秋 長 町 裕 司 ・ ＋

文献講読Ⅱ （ドイツ語） 春 桑 原 俊 介 ・ ＋

文献講読Ⅱ （ドイツ語） 秋 桑 原 俊 介 ・ ＋

文献講読Ⅲ （仏語） 春 白 川 理 恵 ・ ＋

文献講読Ⅲ （仏語） 秋 白 川 理 恵 ・ ＋

文献講読Ⅴ （英語） 春 中 村 信 隆 ・ ＋

文献講読Ⅴ （英語） 秋 寺 田 俊 郎 ・ ＋

文献講読Ⅵ （英語） 春 鈴 木 伸 国 ・ ＋

文献講読Ⅵ （英語） 秋 鈴 木 伸 国 ・ ＋

文献講読Ⅶ （英語） 春 杉 尾 一 ・ ＋

文献講読Ⅶ （英語） 秋 中 村 信 隆 ・ ＋

演習文献講読Ⅰ 秋 荻 野 弘 之 ～ ＋

演習文献講読Ⅱ 春 高 橋 雅 人 ～ ＋

演習文献講読Ⅲ 秋 矢 内 義 顕 ～ ＋

日本思想テキスト演習 秋 美濃部 仁 他 文学部

― ―

開講科目担当表

年次生以降
学科科目（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

哲
学
思
想
系
列

哲学演習Ⅱ（哲思） 春 荻 野 弘 之

哲学演習Ⅱ（哲思） 秋 杉 尾 一

形而上学Ⅰ 長 町 裕 司 ・ 共通 注②－ 参照

形而上学Ⅱ 秋 佐 藤 直 子 ・ 共通 注②－ 参照

倫
理
学
系
列

哲学演習Ⅱ（倫理） 春 寺 田 俊 郎

哲学演習Ⅱ（倫理） 秋 荻 野 弘 之

倫理学Ⅰ 寺 田 俊 郎 ・ 共通 注②－ 参照

倫理学Ⅱ 秋 寺 田 俊 郎 ・ 共通 注②－ 参照
芸
術
文
化
系
列

哲学演習Ⅱ（芸文） 春 長 町 裕 司

哲学演習Ⅱ（芸文） 秋 桑 原 俊 介

美学Ⅰ 桑 原 俊 介 ・

美学Ⅱ 秋 桑 原 俊 介 ・

全
系
列
共
通

哲学入門 春 長 町 裕 司

古代哲学史 秋 荻 野 弘 之

中世哲学史 春 佐 藤 直 子

近世哲学史 秋 大 橋 容一郎

卒業論文指導 各 担 当 教 員
留学・海外研修該当者のみ履修可

卒業論文指導 各 担 当 教 員

卒業論文指導 春 各 担 当 教 員
旧「卒業論文」

卒業論文 秋 各 担 当 教 員

卒業論文指導 秋 各 担 当 教 員
旧「卒業論文」

卒業論文 春 各 担 当 教 員

語学科目選択必修…【 年次生以降】ドイツ語選択者… 単位，仏・英選択者… 単位

【 ～ 年次生】ドイツ語選択者… 単位，仏・英・羅選択者… 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

語
学
科
目
選
択
必
修

ラテン語，言語教育研究
センター開講のドイツ

語，フランス語

～

（ドイツ語・フランス語選択者以

外）
学科必修で選択していない外国語を選択で
きる。履修方法については， ～を参照。

学科科目（選択必修科目）・・・ドイツ語選択者… 単位

仏・羅（ 年次生以前のみ）・英選択者… 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

外
国
語
科
目

ドイツ語選択者・・ 単位 英語，ラテン語（ 年次生以前のみ），フランス語選択者・・ 単位

ドイツ語Ⅰ 春 正 木・ 清 水 （ドイツ語選択者）

ドイツ語Ⅰ 秋 正 木・ 清 水
（ドイツ語選択者）

ドイツ語Ⅰ 既習者対象

ドイツ語Ⅱ 春 長 町・ 浜 田
（ドイツ語選択者）

ドイツ語Ⅰ 既習者対象

ドイツ語Ⅱ 秋 桑 原・ 浜 田
（ドイツ語選択者）

ドイツ語Ⅱ 既習者対象

フランス語Ⅰ 春 井 上 美 穂 （フランス語選択者），［ 名］

フランス語Ⅰ 秋 井 上 美 穂
（フランス語選択者），［ 名］

フランス語Ⅰ 既習者対象

フランス語Ⅱ 春 柴 田 恵 美
（フランス語選択者）

フランス語Ⅰ 既習者対象
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他
学
科
開
講
科
目

ヨハネ福音書と初代教会の諸文書 （他）神学部

福音書 （他）神学部

日中文化交渉史 （他）文学部

日中文化交渉史 （他）文学部

日本思想 （他）文学部

日本文化史Ⅰ （他）国文学科

日本文化史Ⅱ （他）国文学科

教育哲学Ⅰ （他）教育学科

教育哲学Ⅱ （他）教育学科

認知心理学Ⅰ（知覚・認

知心理学）
（他）心理学科

認知心理学Ⅱ （他）心理学科

社会福祉倫理学 （他）社会福祉学科

日本美術史 （他）史学科

東洋美術史 （他）史学科

宗教社会学Ⅰ （他）社会学科

宗教社会学Ⅰ （他）社会学科

宗教社会学Ⅱ （他）社会学科

法哲学 （他）法学部

（他）言語教育研究ｾﾝﾀｰ

（他）言語教育研究ｾﾝﾀｰ

（他）言語教育研究ｾﾝﾀｰ

（他）言語教育研究ｾﾝﾀｰ

（他）言語教育研究ｾﾝﾀｰ

（他）言語教育研究ｾﾝﾀｰ

そ
の
他

文学部横断型人文学

プログラム

「文学部横断型人文学プログラ

ム」， ～を参照すること 各選択者ともに学科選択科目に算入

可。標準配当表を参照のこと。他学部他学科科目・課程

科目（実習を除く）
各開講科目担当表を参照

― ―

系列別（哲学思想・倫理学・芸術文化）選択必修科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

全
系
列
共
通

認識論Ⅰ 春 大 橋 容一郎 ・ 共通 注②－ 参照

認識論Ⅱ 秋 大 橋 容一郎 ・ 共通 注②－ 参照

人間論Ⅰ 秋 鈴 木 伸 国 ・ 共通 注②－ 参照

人間論Ⅱ 春 ・
神学部「道徳哲学」と合併

共通 注②－ 参照

自然神学Ⅰ 春 長 町 裕 司 ～ 共通 注②－ 参照

自然神学Ⅱ 秋 長 町 裕 司 ～ 共通 注②－ 参照

現代哲学史 春 鈴 木 伸 国 ・

哲
学
思
想
系
列

現代哲学
コーディネータ

寺 田 俊 郎
・ ＋輪講

現代哲学
コーディネータ

寺 田 俊 郎
・ ＋輪講

自然哲学 秋 杉 尾 一 ・ 隔年開講

論理学 休講 ～ 隔年開講

倫
理
学
系
列

西洋倫理思想史Ⅰ 春 長 町 裕 司 ～ ＋

西洋倫理思想史Ⅱ 秋
コーディネータ

長 町 裕 司
～ ＋輪講

応用倫理学Ⅰ 秋 寺 田 俊 郎 ・ ＋隔年開講

応用倫理学Ⅱ 休講 ・ ＋隔年開講
芸
術
文
化
系
列

キリスト教思想史 秋 長 町 裕 司 ～ ＋隔年開講

宗教哲学 休講 ～ 隔年開講

芸術学Ⅰ 春 桑 原 俊 介 ・

芸術学Ⅱ 休講 ・

学科科目（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
選
択
科
目

ギリシア語Ⅰ 春 荻 野 弘 之 ～

ギリシア語Ⅱ 秋 荻 野 弘 之 ～ ギリシア語Ⅰ既修者対象

ギリシア語Ⅲ 春 荻 野 弘 之 ・ ＋ギリシア語Ⅱ既修者対象

ギリシア語Ⅳ 秋 荻 野 弘 之 ・ ＋ギリシア語Ⅱ既修者対象

中世哲学発達史 休講 ～ ＋隔年開講

哲学史研究演習Ⅰ 休講 ・ 〇 ＋隔年開講

哲学史研究演習Ⅱ 休講 ・ ＋隔年開講

認識論研究演習 休講 ・ ＋隔年開講 共通 注②－ 参照

形而上学研究演習 春 長 町 裕 司 ～ ＋隔年開講 共通 注②－ 参照

現代論理学 春 杉 尾 一 ・ 隔年開講

科学基礎論 休講 ・ 隔年開講

社会哲学Ⅰ 休講 ・ 隔年開講

社会哲学Ⅱ 休講 ・ 隔年開講

政治哲学Ⅰ 春 杉 田 孝 夫 ・ 隔年開講

政治哲学Ⅱ 秋 杉 田 孝 夫 ・ 隔年開講

倫理学研究演習 春 寺 田 俊 郎 ～ ○ ＋隔年開講

芸術学研究演習 秋 桑 原 俊 介 ～ ＋隔年開講

仏教思想 秋 頼 住 光 子 ・

東洋思想 休講 ・

社会学 春 山 本 剛 史 ～ 教職科目

経済学 休講 ～ 教職科目

外
国
語
科
目

選
択
科
目

英語Ⅰ，文献講読（英語 年用），

ラテン語Ⅰ，Ⅱ，フランス語Ⅰ，

Ⅱ，ドイツ語Ⅰ，Ⅱ

～ 「開講科目担当表」学科科目

（選択必修科目，外国語科目）を参照。
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学
部
共
通

哲

史

国

文
英

文
ド
イ
ツ
文
フ
ラ
ン
ス
文

新

聞

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他
学
科
開
講
科
目

ヨハネ福音書と初代教会の諸文書 （他）神学部

福音書 （他）神学部

日中文化交渉史 （他）文学部

日中文化交渉史 （他）文学部

日本思想 （他）文学部

日本文化史Ⅰ （他）国文学科

日本文化史Ⅱ （他）国文学科

教育哲学Ⅰ （他）教育学科

教育哲学Ⅱ （他）教育学科

認知心理学Ⅰ（知覚・認

知心理学）
（他）心理学科

認知心理学Ⅱ （他）心理学科

社会福祉倫理学 （他）社会福祉学科

日本美術史 （他）史学科

東洋美術史 （他）史学科

宗教社会学Ⅰ （他）社会学科

宗教社会学Ⅰ （他）社会学科

宗教社会学Ⅱ （他）社会学科

法哲学 （他）法学部

（他）言語教育研究ｾﾝﾀｰ

（他）言語教育研究ｾﾝﾀｰ

（他）言語教育研究ｾﾝﾀｰ

（他）言語教育研究ｾﾝﾀｰ

（他）言語教育研究ｾﾝﾀｰ

（他）言語教育研究ｾﾝﾀｰ

そ
の
他

文学部横断型人文学

プログラム

「文学部横断型人文学プログラ

ム」， ～を参照すること 各選択者ともに学科選択科目に算入

可。標準配当表を参照のこと。他学部他学科科目・課程

科目（実習を除く）
各開講科目担当表を参照

― ―

系列別（哲学思想・倫理学・芸術文化）選択必修科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

全
系
列
共
通

認識論Ⅰ 春 大 橋 容一郎 ・ 共通 注②－ 参照

認識論Ⅱ 秋 大 橋 容一郎 ・ 共通 注②－ 参照

人間論Ⅰ 秋 鈴 木 伸 国 ・ 共通 注②－ 参照

人間論Ⅱ 春 ・
神学部「道徳哲学」と合併

共通 注②－ 参照

自然神学Ⅰ 春 長 町 裕 司 ～ 共通 注②－ 参照

自然神学Ⅱ 秋 長 町 裕 司 ～ 共通 注②－ 参照

現代哲学史 春 鈴 木 伸 国 ・

哲
学
思
想
系
列

現代哲学
コーディネータ

寺 田 俊 郎
・ ＋輪講

現代哲学
コーディネータ

寺 田 俊 郎
・ ＋輪講

自然哲学 秋 杉 尾 一 ・ 隔年開講

論理学 休講 ～ 隔年開講

倫
理
学
系
列

西洋倫理思想史Ⅰ 春 長 町 裕 司 ～ ＋

西洋倫理思想史Ⅱ 秋
コーディネータ

長 町 裕 司
～ ＋輪講

応用倫理学Ⅰ 秋 寺 田 俊 郎 ・ ＋隔年開講

応用倫理学Ⅱ 休講 ・ ＋隔年開講
芸
術
文
化
系
列

キリスト教思想史 秋 長 町 裕 司 ～ ＋隔年開講

宗教哲学 休講 ～ 隔年開講

芸術学Ⅰ 春 桑 原 俊 介 ・

芸術学Ⅱ 休講 ・

学科科目（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
選
択
科
目

ギリシア語Ⅰ 春 荻 野 弘 之 ～

ギリシア語Ⅱ 秋 荻 野 弘 之 ～ ギリシア語Ⅰ既修者対象

ギリシア語Ⅲ 春 荻 野 弘 之 ・ ＋ギリシア語Ⅱ既修者対象

ギリシア語Ⅳ 秋 荻 野 弘 之 ・ ＋ギリシア語Ⅱ既修者対象

中世哲学発達史 休講 ～ ＋隔年開講

哲学史研究演習Ⅰ 休講 ・ 〇 ＋隔年開講

哲学史研究演習Ⅱ 休講 ・ ＋隔年開講

認識論研究演習 休講 ・ ＋隔年開講 共通 注②－ 参照

形而上学研究演習 春 長 町 裕 司 ～ ＋隔年開講 共通 注②－ 参照

現代論理学 春 杉 尾 一 ・ 隔年開講

科学基礎論 休講 ・ 隔年開講

社会哲学Ⅰ 休講 ・ 隔年開講

社会哲学Ⅱ 休講 ・ 隔年開講

政治哲学Ⅰ 春 杉 田 孝 夫 ・ 隔年開講

政治哲学Ⅱ 秋 杉 田 孝 夫 ・ 隔年開講

倫理学研究演習 春 寺 田 俊 郎 ～ ○ ＋隔年開講

芸術学研究演習 秋 桑 原 俊 介 ～ ＋隔年開講

仏教思想 秋 頼 住 光 子 ・

東洋思想 休講 ・

社会学 春 山 本 剛 史 ～ 教職科目

経済学 休講 ～ 教職科目

外
国
語
科
目

選
択
科
目

英語Ⅰ，文献講読（英語 年用），

ラテン語Ⅰ，Ⅱ，フランス語Ⅰ，

Ⅱ，ドイツ語Ⅰ，Ⅱ

～ 「開講科目担当表」学科科目

（選択必修科目，外国語科目）を参照。
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― ―

学科科目（選択必修科目）

【 ・ 年次生】ドイツ語選択者… 単位 英語選択者… 単位

【 年次生】ドイツ語選択者… 単位 英語選択者… 単位

全系列共通選択必修科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

哲学演習Ⅰ 春 桑 原 俊 介

哲学演習Ⅰ 春 杉 尾 一

哲学演習Ⅰ 春 寺 田 俊 郎

哲学演習Ⅰ 秋 長 町 裕 司

哲学演習Ⅰ 秋 鈴 木 伸 国

哲学演習Ⅰ 秋 杉 尾 一

文献講読（英語 年用） 春 鈴 木 伸 国

文献講読（英語 年用） 秋 杉 尾 一

文献講読Ⅰ （ドイツ語） 春 長 町 裕 司 ・ ＋

文献講読Ⅰ （ドイツ語） 秋 長 町 裕 司 ・ ＋

文献講読Ⅱ （ドイツ語） 春 桑 原 俊 介 ・ ＋

文献講読Ⅱ （ドイツ語） 秋 桑 原 俊 介 ・ ＋

文献講読Ⅴ （英語） 春 中 村 信 隆 ・ ＋

文献講読Ⅴ （英語） 秋 寺 田 俊 郎 ・ ＋

文献講読Ⅵ （英語） 春 鈴 木 伸 国 ・ ＋

文献講読Ⅵ （英語） 秋 鈴 木 伸 国 ・ ＋

文献講読Ⅶ （英語） 春 杉 尾 一 ・ ＋

文献講読Ⅶ （英語） 秋 中 村 信 隆 ・ ＋

系列別（哲学思想・倫理学・芸術文化）選択必修科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

全
系
列
共
通

認識論Ⅰ 春 大 橋 容一郎 ・ 共通 注②－ 参照

認識論Ⅱ 秋 大 橋 容一郎 ・ 共通 注②－ 参照

人間論Ⅰ 秋 鈴 木 伸 国 ・ 共通 注②－ 参照

人間論Ⅱ 春 ・
神学部「道徳哲学」と合併

共通 注②－ 参照

自然神学Ⅰ 春 長 町 裕 司 ～ 共通 注②－ 参照

自然神学Ⅱ 秋 長 町 裕 司 ～ 共通 注②－ 参照

現代哲学史 春 鈴 木 伸 国 ・

哲
学
思
想
系
列

現代哲学
コーディネータ

寺 田 俊 郎
・ ＋輪講

現代哲学
コーディネータ

寺 田 俊 郎
・ ＋輪講

自然哲学 秋 杉 尾 一 ・ 隔年開講

論理学 休講 ～ 隔年開講

倫
理
学
系
列

西洋倫理思想史Ⅰ 春 長 町 裕 司 ～ ＋

西洋倫理思想史Ⅱ 秋
コーディネータ

長 町 裕 司
～ ＋輪講

日本思想 （他）文学部
芸
術
文
化
系
列

キリスト教思想史 秋 長 町 裕 司 ～ ＋隔年開講

宗教哲学 休講 ～ 隔年開講

芸術学Ⅰ 春 桑 原 俊 介 ・

芸術学Ⅱ 休講 ・

― ―

～ 年次生

全学共通科目としての外国語・・・ドイツ語選択者 単位
英語選択者 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

全
学
共
通
科
目

ドイツ語Ⅰ 春 正 木・ 清 水
ドイツ語選択者対象

注②外国語科目について 参照

ドイツ語Ⅰ 秋 正 木・ 清 水
ドイツ語Ⅰ 既修者対象

注②外国語科目について 参照

英語選択者は全学共通科目としての英語を各自プレイスされたレベルに従い履修すること（ ～参照）

学科科目（必修科目）・・・ドイツ語選択者 単位
英語選択者 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

外
国
語
科
目

ドイツ語選択者は英語，ラテン語，フランス語より一外国語を 単位，英語選択者はラテン語，ドイツ語，フランス語から一外国語を 単位。

ドイツ語Ⅱ 春 長 町・ 浜 田

（ドイツ語選択）

注②外国語科目について 参照

ドイツ語Ⅰ 既修者対象

ドイツ語Ⅱ 秋 桑 原・ 浜 田

（ドイツ語選択）

注②外国語科目について 参照

ドイツ語Ⅱ 既修者対象

英語Ⅰ 春 寺 田 俊 郎 （英語選択）

英語Ⅰ 秋 寺 田 俊 郎
（英語選択）

英語Ⅰ 既修者対象

ラテン語Ⅰ 春 佐 藤 直 子 ～ ドイツ語及び英語選択者対象

ラテン語Ⅰ 秋 佐 藤 直 子 ～ 同上・ラテン語Ⅰ 既修者対象

ラテン語Ⅱ 春 芝 元・ 村 上 ～ ラテン語Ⅰ ・ 履修後，ドイツ語選択者はⅡ を履

修，英語選択者はⅡ ，Ⅱ をすべて履修ラテン語Ⅱ 秋 芝 元・ 村 上 ～
哲
学
思
想
系
列

哲学演習Ⅱ（哲思） 春 荻 野 弘 之

哲学演習Ⅱ（哲思） 秋 杉 尾 一

形而上学Ⅰ 長 町 裕 司 ・ 共通 注②－ 参照

形而上学Ⅱ 秋 佐 藤 直 子 ・ 共通 注②－ 参照

倫
理
学
系
列

哲学演習Ⅱ（倫理） 春 寺 田 俊 郎

哲学演習Ⅱ（倫理） 秋 荻 野 弘 之

倫理学Ⅰ 寺 田 俊 郎 ・ 共通 注②－ 参照

倫理学Ⅱ 秋 寺 田 俊 郎 ・ 共通 注②－ 参照
芸
術
文
化
系
列

哲学演習Ⅱ（芸文） 春 長 町 裕 司

哲学演習Ⅱ（芸文） 秋 桑 原 俊 介

美学Ⅰ 桑 原 俊 介 ・

美学Ⅱ 秋 桑 原 俊 介 ・

全
系
列
共
通

哲学入門 春 長 町 裕 司

古代哲学史 秋 荻 野 弘 之

中世哲学史 春 佐 藤 直 子

近世哲学史 秋 大 橋 容一郎

卒業論文指導 各 担 当 教 員
留学・海外研修該当者のみ履修可

卒業論文指導 各 担 当 教 員

卒業論文指導 春 各 担 当 教 員

旧「卒業論文」
卒業論文 秋 各 担 当 教 員

卒業論文指導 秋 各 担 当 教 員

卒業論文 春 各 担 当 教 員

（注）「ドイツ語Ⅰ ・ 」「ドイツ語Ⅱ ・ 」の単位が 単位から 単位に変更となった。再履修する者は，不足する単位について，指定さ

れた読替科目をあわせて履修すること。詳細は履修上の注意 ②外国語科目について を参照すること。
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学
部
共
通

哲

史

国

文
英

文
ド
イ
ツ
文
フ
ラ
ン
ス
文

新

聞

― ―

学科科目（選択必修科目）

【 ・ 年次生】ドイツ語選択者… 単位 英語選択者… 単位

【 年次生】ドイツ語選択者… 単位 英語選択者… 単位

全系列共通選択必修科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

哲学演習Ⅰ 春 桑 原 俊 介

哲学演習Ⅰ 春 杉 尾 一

哲学演習Ⅰ 春 寺 田 俊 郎

哲学演習Ⅰ 秋 長 町 裕 司

哲学演習Ⅰ 秋 鈴 木 伸 国

哲学演習Ⅰ 秋 杉 尾 一

文献講読（英語 年用） 春 鈴 木 伸 国

文献講読（英語 年用） 秋 杉 尾 一

文献講読Ⅰ （ドイツ語） 春 長 町 裕 司 ・ ＋

文献講読Ⅰ （ドイツ語） 秋 長 町 裕 司 ・ ＋

文献講読Ⅱ （ドイツ語） 春 桑 原 俊 介 ・ ＋

文献講読Ⅱ （ドイツ語） 秋 桑 原 俊 介 ・ ＋

文献講読Ⅴ （英語） 春 中 村 信 隆 ・ ＋

文献講読Ⅴ （英語） 秋 寺 田 俊 郎 ・ ＋

文献講読Ⅵ （英語） 春 鈴 木 伸 国 ・ ＋

文献講読Ⅵ （英語） 秋 鈴 木 伸 国 ・ ＋

文献講読Ⅶ （英語） 春 杉 尾 一 ・ ＋

文献講読Ⅶ （英語） 秋 中 村 信 隆 ・ ＋

系列別（哲学思想・倫理学・芸術文化）選択必修科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

全
系
列
共
通

認識論Ⅰ 春 大 橋 容一郎 ・ 共通 注②－ 参照

認識論Ⅱ 秋 大 橋 容一郎 ・ 共通 注②－ 参照

人間論Ⅰ 秋 鈴 木 伸 国 ・ 共通 注②－ 参照

人間論Ⅱ 春 ・
神学部「道徳哲学」と合併

共通 注②－ 参照

自然神学Ⅰ 春 長 町 裕 司 ～ 共通 注②－ 参照

自然神学Ⅱ 秋 長 町 裕 司 ～ 共通 注②－ 参照

現代哲学史 春 鈴 木 伸 国 ・

哲
学
思
想
系
列

現代哲学
コーディネータ

寺 田 俊 郎
・ ＋輪講

現代哲学
コーディネータ

寺 田 俊 郎
・ ＋輪講

自然哲学 秋 杉 尾 一 ・ 隔年開講

論理学 休講 ～ 隔年開講

倫
理
学
系
列

西洋倫理思想史Ⅰ 春 長 町 裕 司 ～ ＋

西洋倫理思想史Ⅱ 秋
コーディネータ

長 町 裕 司
～ ＋輪講

日本思想 （他）文学部
芸
術
文
化
系
列

キリスト教思想史 秋 長 町 裕 司 ～ ＋隔年開講

宗教哲学 休講 ～ 隔年開講

芸術学Ⅰ 春 桑 原 俊 介 ・

芸術学Ⅱ 休講 ・

― ―

～ 年次生

全学共通科目としての外国語・・・ドイツ語選択者 単位
英語選択者 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

全
学
共
通
科
目

ドイツ語Ⅰ 春 正 木・ 清 水
ドイツ語選択者対象

注②外国語科目について 参照

ドイツ語Ⅰ 秋 正 木・ 清 水
ドイツ語Ⅰ 既修者対象

注②外国語科目について 参照

英語選択者は全学共通科目としての英語を各自プレイスされたレベルに従い履修すること（ ～参照）

学科科目（必修科目）・・・ドイツ語選択者 単位
英語選択者 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

外
国
語
科
目

ドイツ語選択者は英語，ラテン語，フランス語より一外国語を 単位，英語選択者はラテン語，ドイツ語，フランス語から一外国語を 単位。

ドイツ語Ⅱ 春 長 町・ 浜 田

（ドイツ語選択）

注②外国語科目について 参照

ドイツ語Ⅰ 既修者対象

ドイツ語Ⅱ 秋 桑 原・ 浜 田

（ドイツ語選択）

注②外国語科目について 参照

ドイツ語Ⅱ 既修者対象

英語Ⅰ 春 寺 田 俊 郎 （英語選択）

英語Ⅰ 秋 寺 田 俊 郎
（英語選択）

英語Ⅰ 既修者対象

ラテン語Ⅰ 春 佐 藤 直 子 ～ ドイツ語及び英語選択者対象

ラテン語Ⅰ 秋 佐 藤 直 子 ～ 同上・ラテン語Ⅰ 既修者対象

ラテン語Ⅱ 春 芝 元・ 村 上 ～ ラテン語Ⅰ ・ 履修後，ドイツ語選択者はⅡ を履

修，英語選択者はⅡ ，Ⅱ をすべて履修ラテン語Ⅱ 秋 芝 元・ 村 上 ～
哲
学
思
想
系
列

哲学演習Ⅱ（哲思） 春 荻 野 弘 之

哲学演習Ⅱ（哲思） 秋 杉 尾 一

形而上学Ⅰ 長 町 裕 司 ・ 共通 注②－ 参照

形而上学Ⅱ 秋 佐 藤 直 子 ・ 共通 注②－ 参照

倫
理
学
系
列

哲学演習Ⅱ（倫理） 春 寺 田 俊 郎

哲学演習Ⅱ（倫理） 秋 荻 野 弘 之

倫理学Ⅰ 寺 田 俊 郎 ・ 共通 注②－ 参照

倫理学Ⅱ 秋 寺 田 俊 郎 ・ 共通 注②－ 参照
芸
術
文
化
系
列

哲学演習Ⅱ（芸文） 春 長 町 裕 司

哲学演習Ⅱ（芸文） 秋 桑 原 俊 介

美学Ⅰ 桑 原 俊 介 ・

美学Ⅱ 秋 桑 原 俊 介 ・

全
系
列
共
通

哲学入門 春 長 町 裕 司

古代哲学史 秋 荻 野 弘 之

中世哲学史 春 佐 藤 直 子

近世哲学史 秋 大 橋 容一郎

卒業論文指導 各 担 当 教 員
留学・海外研修該当者のみ履修可

卒業論文指導 各 担 当 教 員

卒業論文指導 春 各 担 当 教 員

旧「卒業論文」
卒業論文 秋 各 担 当 教 員

卒業論文指導 秋 各 担 当 教 員

卒業論文 春 各 担 当 教 員

（注）「ドイツ語Ⅰ ・ 」「ドイツ語Ⅱ ・ 」の単位が 単位から 単位に変更となった。再履修する者は，不足する単位について，指定さ

れた読替科目をあわせて履修すること。詳細は履修上の注意 ②外国語科目について を参照すること。
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― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

そ
の
他

文学部横断型人文学プ

ログラム

「文学部横断型人文学プログラ

ム」， ～を参照すること。

各選択者ともに学科選択科目に算

入可。標準配当表を参照のこと。

他学部他学科科目・課程

科目（実習を除く）
各開講科目担当表を参照

― ―

学科科目（選択科目）

【 ・ 年次生】ドイツ語選択者… 単位 英語選択者… 単位

【 年次生】ドイツ語選択者… 単位 英語選択者… 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
選
択
科
目

ギリシア語Ⅰ 春 荻 野 弘 之 ～

ギリシア語Ⅱ 秋 荻 野 弘 之 ～ ギリシア語Ⅰ既修者対象

ギリシア語Ⅲ 春 荻 野 弘 之 ・ ＋ギリシア語Ⅱ既修者対象

ギリシア語Ⅳ 秋 荻 野 弘 之 ・ ＋ギリシア語Ⅱ既修者対象

中世哲学発達史 休講 ～ ＋隔年開講

哲学史研究演習Ⅰ 休講 ・ ○ ＋隔年開講

哲学史研究演習Ⅱ 休講 ・ ＋隔年開講

認識論研究演習 休講 ・ ＋隔年開講 共通 注②－ 参照

形而上学研究演習 春 長 町 裕 司 ～ ＋隔年開講 共通 注②－ 参照

現代論理学 春 杉 尾 一 ・ 隔年開講

科学基礎論 休講 ・ 隔年開講

社会哲学Ⅰ 休講 ・ 隔年開講

社会哲学Ⅱ 休講 ・ 隔年開講

政治哲学Ⅰ 春 杉 田 孝 夫 ・ 隔年開講

政治哲学Ⅱ 秋 杉 田 孝 夫 ・ 隔年開講

応用倫理学Ⅰ 秋 寺 田 俊 郎 ・ ＋隔年開講

応用倫理学Ⅱ 休講 ・ ＋隔年開講

倫理学研究演習 春 寺 田 俊 郎 ～ ○ ＋隔年開講

芸術学研究演習 秋 桑 原 俊 介 ～ ＋隔年開講

仏教思想 秋 頼 住 光 子 ・

東洋思想 休講 ・

文献講読Ⅲ （仏語） 春 白 川 理 恵 ・ ＋

文献講読Ⅲ （仏語） 秋 白 川 理 恵 ・ ＋

演習文献講読Ⅰ 秋 荻 野 弘 之 ～ ＋

演習文献講読Ⅱ 春 高 橋 雅 人 ～ ＋

演習文献講読Ⅲ 秋 矢 内 義 顕 ～ ＋

社会学 春 山 本 剛 史 ～ 教職科目

経済学 休講 ～ 教職科目

フランス語Ⅰ 春 井 上 美 穂
［ 名］， 年次生以降対象科目

年次生以前 注①－ 参照

フランス語Ⅰ 秋 井 上 美 穂

［ 名］， 年次生以降対象科目

フランス語Ⅰ 既習者対象

年次生以前 注①－ 参照

フランス語Ⅱ 春 柴 田 恵 美

年次生以降対象科目

フランス語Ⅰ 既習者対象

年次生以前 注①－ 参照

フランス語Ⅱ 秋 柴 田 恵 美

年次生以降対象科目

フランス語Ⅱ 既習者対象

年次生以前 注①－ 参照

他
学
科
開
講
科
目

ヨハネ福音書と初代教会の諸文書 （他）神学部

福音書 （他）神学部

日中文化交渉史 （他）文学部

日中文化交渉史 （他）文学部

日本思想テキスト演習 （他）文学部

日本文化史Ⅰ （他）国文学科

日本文化史Ⅱ （他）国文学科

教育哲学Ⅰ （他）教育学科

他
学
科
開
講
科
目

教育哲学Ⅱ （他）教育学科

認知心理学Ⅰ（知覚・認

知心理学）
（他）心理学科

認知心理学Ⅱ （他）心理学科

日本美術史 （他）史学科

東洋美術史 （他）史学科

宗教社会学Ⅰ （他）社会学科

宗教社会学Ⅰ （他）社会学科

宗教社会学Ⅱ （他）社会学科

法哲学 （他）法学部
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

そ
の
他

文学部横断型人文学プ

ログラム

「文学部横断型人文学プログラ

ム」， ～を参照すること。

各選択者ともに学科選択科目に算

入可。標準配当表を参照のこと。

他学部他学科科目・課程

科目（実習を除く）
各開講科目担当表を参照

― ―

学科科目（選択科目）

【 ・ 年次生】ドイツ語選択者… 単位 英語選択者… 単位

【 年次生】ドイツ語選択者… 単位 英語選択者… 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
選
択
科
目

ギリシア語Ⅰ 春 荻 野 弘 之 ～

ギリシア語Ⅱ 秋 荻 野 弘 之 ～ ギリシア語Ⅰ既修者対象

ギリシア語Ⅲ 春 荻 野 弘 之 ・ ＋ギリシア語Ⅱ既修者対象

ギリシア語Ⅳ 秋 荻 野 弘 之 ・ ＋ギリシア語Ⅱ既修者対象

中世哲学発達史 休講 ～ ＋隔年開講

哲学史研究演習Ⅰ 休講 ・ ○ ＋隔年開講

哲学史研究演習Ⅱ 休講 ・ ＋隔年開講

認識論研究演習 休講 ・ ＋隔年開講 共通 注②－ 参照

形而上学研究演習 春 長 町 裕 司 ～ ＋隔年開講 共通 注②－ 参照

現代論理学 春 杉 尾 一 ・ 隔年開講

科学基礎論 休講 ・ 隔年開講

社会哲学Ⅰ 休講 ・ 隔年開講

社会哲学Ⅱ 休講 ・ 隔年開講

政治哲学Ⅰ 春 杉 田 孝 夫 ・ 隔年開講

政治哲学Ⅱ 秋 杉 田 孝 夫 ・ 隔年開講

応用倫理学Ⅰ 秋 寺 田 俊 郎 ・ ＋隔年開講

応用倫理学Ⅱ 休講 ・ ＋隔年開講

倫理学研究演習 春 寺 田 俊 郎 ～ ○ ＋隔年開講

芸術学研究演習 秋 桑 原 俊 介 ～ ＋隔年開講

仏教思想 秋 頼 住 光 子 ・

東洋思想 休講 ・

文献講読Ⅲ （仏語） 春 白 川 理 恵 ・ ＋

文献講読Ⅲ （仏語） 秋 白 川 理 恵 ・ ＋

演習文献講読Ⅰ 秋 荻 野 弘 之 ～ ＋

演習文献講読Ⅱ 春 高 橋 雅 人 ～ ＋

演習文献講読Ⅲ 秋 矢 内 義 顕 ～ ＋

社会学 春 山 本 剛 史 ～ 教職科目

経済学 休講 ～ 教職科目

フランス語Ⅰ 春 井 上 美 穂
［ 名］， 年次生以降対象科目

年次生以前 注①－ 参照

フランス語Ⅰ 秋 井 上 美 穂

［ 名］， 年次生以降対象科目

フランス語Ⅰ 既習者対象

年次生以前 注①－ 参照

フランス語Ⅱ 春 柴 田 恵 美

年次生以降対象科目

フランス語Ⅰ 既習者対象

年次生以前 注①－ 参照

フランス語Ⅱ 秋 柴 田 恵 美

年次生以降対象科目

フランス語Ⅱ 既習者対象

年次生以前 注①－ 参照

他
学
科
開
講
科
目

ヨハネ福音書と初代教会の諸文書 （他）神学部

福音書 （他）神学部

日中文化交渉史 （他）文学部

日中文化交渉史 （他）文学部

日本思想テキスト演習 （他）文学部

日本文化史Ⅰ （他）国文学科

日本文化史Ⅱ （他）国文学科

教育哲学Ⅰ （他）教育学科

他
学
科
開
講
科
目

教育哲学Ⅱ （他）教育学科

認知心理学Ⅰ（知覚・認

知心理学）
（他）心理学科

認知心理学Ⅱ （他）心理学科

日本美術史 （他）史学科

東洋美術史 （他）史学科

宗教社会学Ⅰ （他）社会学科

宗教社会学Ⅰ （他）社会学科

宗教社会学Ⅱ （他）社会学科

法哲学 （他）法学部
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卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体 育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 （必修 単位）

学 科 科 目 単位 語学科目（選択必修） 単位

学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

・ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

― ―

史学科 

〔教育研究上の目的〕

歴史学の理論や方法を学ぶことによって，種々の出来事や社会現象に対する鋭い調査能力や真偽鑑定能力，さらに社会

や時代を多元的・総合的に評価できる力を養うこと

〔人材養成の目的〕

過去への探求によって，人間社会の問題点の歴史的起源を理解し，現状改革のために自分の考察結果を広く社会に発信

して，未来への指針を示すことのできる人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，現代社会を現状固定的にではなく，歴史的に形成されてきたものとして批判的にとらえる能力を身につけ，

多文化共生の基盤となる多元的な歴史認識と国際的な視野をもって，社会に貢献できる人材の養成を目的として，学生が

卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを身につけた者と認め，

学位を授与します。

さまざまな社会現象について広い視野から歴史的な洞察をする能力

既存の研究に即して，自ら問題を発見する能力

各種の史料を正確に解読し，史実を調査・分析する能力

調査結果から一定の歴史像を構築し，的確に表現・発信する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，「幅広い学習から専門性の高い研究」へといたるよう，次のようにカリキュ

ラムを編成しています。

年次に，歴史学の初歩的な理論や方法を学び（「研究入門」「入門演習」），各分野の基礎知識を幅広く獲得させる（各種

「概説」）。

年次に，各自の専攻分野を決定し，それぞれの分野の重要な諸研究や原史料に触れる（「教養演習」，「講読演習」）とと

もに，最新の研究成果や専門的な知識・技法・考察能力を身につけさせる（各種「特講」）。

年次に，原語で書かれた専門書や原史料の正確な読解能力を培うとともに，プレゼンテーションや討論を通じて研究能

力の育成をはかる（各種「演習」）。

年次に，これまでの学修の集大成として，自ら問題を発見して追究し，それを論理的・客観的に表現・発信する力を身

につけさせる（卒業論文）。
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卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体 育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 （必修 単位）

学 科 科 目 単位 語学科目（選択必修） 単位

学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

・ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

― ―

史学科 

〔教育研究上の目的〕

歴史学の理論や方法を学ぶことによって，種々の出来事や社会現象に対する鋭い調査能力や真偽鑑定能力，さらに社会

や時代を多元的・総合的に評価できる力を養うこと

〔人材養成の目的〕

過去への探求によって，人間社会の問題点の歴史的起源を理解し，現状改革のために自分の考察結果を広く社会に発信

して，未来への指針を示すことのできる人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，現代社会を現状固定的にではなく，歴史的に形成されてきたものとして批判的にとらえる能力を身につけ，

多文化共生の基盤となる多元的な歴史認識と国際的な視野をもって，社会に貢献できる人材の養成を目的として，学生が

卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを身につけた者と認め，

学位を授与します。

さまざまな社会現象について広い視野から歴史的な洞察をする能力

既存の研究に即して，自ら問題を発見する能力

各種の史料を正確に解読し，史実を調査・分析する能力

調査結果から一定の歴史像を構築し，的確に表現・発信する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，「幅広い学習から専門性の高い研究」へといたるよう，次のようにカリキュ

ラムを編成しています。

年次に，歴史学の初歩的な理論や方法を学び（「研究入門」「入門演習」），各分野の基礎知識を幅広く獲得させる（各種

「概説」）。

年次に，各自の専攻分野を決定し，それぞれの分野の重要な諸研究や原史料に触れる（「教養演習」，「講読演習」）とと

もに，最新の研究成果や専門的な知識・技法・考察能力を身につけさせる（各種「特講」）。

年次に，原語で書かれた専門書や原史料の正確な読解能力を培うとともに，プレゼンテーションや討論を通じて研究能

力の育成をはかる（各種「演習」）。

年次に，これまでの学修の集大成として，自ら問題を発見して追究し，それを論理的・客観的に表現・発信する力を身

につけさせる（卒業論文）。
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― ―

～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる。

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

選
択
必
修

語
学
科
目

英語以外の指定された同一言語（注 ）

（

単
位
）

必
修

歴史学研究入門

歴史学入門演習

卒業論文Ⅰ（注 ）

卒業論文Ⅱ（注 ）

歴史学をめぐる諸問題

選
択
必
修
（

単
位
）

日本史概説

東洋史概説

西洋史概説

※概説

自専攻より

他の二専攻より

合計

史学教養演習

（史料・原書）講読演習
演習

特講

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目 「史学科開講科目担当表」所載科目

②他学部・他学科開講科目（①の科目及び語学科目を除く。実習を除く課程科目および「プロジェクト・ゼミ」を除

く文学部横断型人文学プログラム開講科目を含む）

（②で充当できるのは 単位までである）

③語学科目必修・選択必修で履修した以外の指定された語学科目（ 単位）（注 ）

（注 ）「卒業論文」は， 年度に「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」に分割された。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については履修要覧 ～（語学科目のページ）を参照。

― ―

標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる。

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

（

単
位
）

必
修

歴史学研究入門

歴史学入門演習

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

現代歴史学の課題

選
択
必
修
（

単
位
）

ｱｼﾞｱ･日本史系概説

ﾖｰﾛｯﾊﾟ･ｱﾒﾘｶ史系概説

超域史・隣接学概説

※各系より最低 科目

科目× 単位

科目× 単位

科目× 単位

合計

歴史学教養演習

（史料・原書）講読演習
演習

歴史学特講

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目 「史学科開講科目担当表」所載科目

②他学部・他学科開講科目（①の科目及び語学科目を除く。実習を除く課程科目および「プロジェクト・ゼミ」を除

く文学部横断型人文学プログラム開講科目を含む）（注 ）

（②で充当できるのは 単位までである）

③語学科目必修・選択必修で履修した以外の指定された語学科目（ 単位）（注 ）

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については履修要覧 ～（語学科目のページ）を参照。

（注 ）プロジェクト・ゼミの取り扱いが年次によって異なるため，詳細は文学部横断型人文型プログラムのページを参照すること。
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～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる。

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

選
択
必
修

語
学
科
目

英語以外の指定された同一言語（注 ）

（

単
位
）

必
修

歴史学研究入門

歴史学入門演習

卒業論文Ⅰ（注 ）

卒業論文Ⅱ（注 ）

歴史学をめぐる諸問題

選
択
必
修
（

単
位
）

日本史概説

東洋史概説

西洋史概説

※概説

自専攻より

他の二専攻より

合計

史学教養演習

（史料・原書）講読演習
演習

特講

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目 「史学科開講科目担当表」所載科目

②他学部・他学科開講科目（①の科目及び語学科目を除く。実習を除く課程科目および「プロジェクト・ゼミ」を除

く文学部横断型人文学プログラム開講科目を含む）

（②で充当できるのは 単位までである）

③語学科目必修・選択必修で履修した以外の指定された語学科目（ 単位）（注 ）

（注 ）「卒業論文」は， 年度に「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」に分割された。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については履修要覧 ～（語学科目のページ）を参照。

― ―

標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる。

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

（

単
位
）

必
修

歴史学研究入門

歴史学入門演習

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

現代歴史学の課題

選
択
必
修
（

単
位
）

ｱｼﾞｱ･日本史系概説

ﾖｰﾛｯﾊﾟ･ｱﾒﾘｶ史系概説

超域史・隣接学概説

※各系より最低 科目

科目× 単位

科目× 単位

科目× 単位

合計

歴史学教養演習

（史料・原書）講読演習
演習

歴史学特講

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目 「史学科開講科目担当表」所載科目

②他学部・他学科開講科目（①の科目及び語学科目を除く。実習を除く課程科目および「プロジェクト・ゼミ」を除

く文学部横断型人文学プログラム開講科目を含む）（注 ）

（②で充当できるのは 単位までである）

③語学科目必修・選択必修で履修した以外の指定された語学科目（ 単位）（注 ）

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については履修要覧 ～（語学科目のページ）を参照。

（注 ）プロジェクト・ゼミの取り扱いが年次によって異なるため，詳細は文学部横断型人文型プログラムのページを参照すること。
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― ―

履修上の注意

共通

① カリキュラムの改変について

史学科では 年度にカリキュラムの改変を実施し，日本史・東洋史・西洋史のコース制が廃止され，それに伴い，

概説をはじめとする多くの科目の内容・名称が変更になっている。しかし，現在の開講科目は，ほぼ 年度以前の

開講科目と対応しているので， 年次生以前もこれを履修することで，従来どおり卒業単位を満たすことができる。

年次生以前の学生は，末尾の「新旧開講科目対照表」をよく読み，現在開講されている科目が 年度以前のどの

科目に当たるかを確認し，間違いのないよう履修すること（なお，以下の説明のうち，「〈旧〉」は 年度以前の旧カ

リキュラムを，「〈新〉」は 年度の新規カリキュラムを指し，これを科目名に冠するものは，それぞれ新旧の開講科

目名を意味する）

② 文学部横断型人文学プログラムについて

文学部は， 年度より，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文

学プログラム」， ～を参照すること。

③ 卒業論文について

卒業論文を作成・提出するにあたって，第 年次の学年末（通常 月）に学科で卒業論文の予備登録を行い，指導

教員の論文指導の許可を得なければならない。所定届け出用紙は，史学科事務室で配付する。

年度より，「卒業論文」は通年科目からセメスター制に変更した。原則として第 年次春学期に「卒業論文Ⅰ」，

秋学期に「卒業論文Ⅱ」の履修登録を で行い，教員の指導を受けること。留学・休学等やむを得ない事情が

ある場合は，履修登録期間前に必ず学科長へ相談すること。

「卒業論文Ⅰ」の評価には， （合格）， （不合格）を使用する。

卒業論文の提出等については，学事センター掲示（ ）に注意すること。提出要領は下記のとおりである。

ア 期間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

イ 場所 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

ウ 時間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

その他装丁などの詳細については，各自指導教員の指示にしたがうこと。

「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」は各 単位の必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

④ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ） 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回

ることは出来ない。

（注 ） 年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによっ

て，最高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相

談をすること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑤ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

美術史

地理

― ―

・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

歴史学研究入門

歴史学入門演習

卒業論文Ⅰ（注 ）

卒業論文Ⅱ（注 ）

歴史学をめぐる諸問題

選
択
必
修
（

単
位
）

日本史概説

東洋史概説

西洋史概説

※概説

自専攻より

他の二専攻より

合計

史学教養演習

（史料・原書）講読演習
演習

特講

学科科目としての外国

語（英語以外の同一外国

語）（注 ）

左記のものから選んだ

同一の外国語（注 ）

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目 史学科「開講科目担当表」所載科目）

②他学部・他学科開講科目（①の科目及び語学科目を除く。実習を除く課程科目および「プロジェクト・ゼミ」を除

く文学部横断型人文学プログラム開設科目を含む）

③英語および学科としての外国語以外の指定された外国語（ 単位）（注 ）

（②と③で充当できるのは，あわせて 単位までである）

（注 ）「卒業論文」は， 年度に「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」に分割された。

（注 ）※指定外国語については要覧 ～（外国語科目のページ）参照。
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履修上の注意

共通

① カリキュラムの改変について

史学科では 年度にカリキュラムの改変を実施し，日本史・東洋史・西洋史のコース制が廃止され，それに伴い，

概説をはじめとする多くの科目の内容・名称が変更になっている。しかし，現在の開講科目は，ほぼ 年度以前の

開講科目と対応しているので， 年次生以前もこれを履修することで，従来どおり卒業単位を満たすことができる。

年次生以前の学生は，末尾の「新旧開講科目対照表」をよく読み，現在開講されている科目が 年度以前のどの

科目に当たるかを確認し，間違いのないよう履修すること（なお，以下の説明のうち，「〈旧〉」は 年度以前の旧カ

リキュラムを，「〈新〉」は 年度の新規カリキュラムを指し，これを科目名に冠するものは，それぞれ新旧の開講科

目名を意味する）

② 文学部横断型人文学プログラムについて

文学部は， 年度より，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文

学プログラム」， ～を参照すること。

③ 卒業論文について

卒業論文を作成・提出するにあたって，第 年次の学年末（通常 月）に学科で卒業論文の予備登録を行い，指導

教員の論文指導の許可を得なければならない。所定届け出用紙は，史学科事務室で配付する。

年度より，「卒業論文」は通年科目からセメスター制に変更した。原則として第 年次春学期に「卒業論文Ⅰ」，

秋学期に「卒業論文Ⅱ」の履修登録を で行い，教員の指導を受けること。留学・休学等やむを得ない事情が

ある場合は，履修登録期間前に必ず学科長へ相談すること。

「卒業論文Ⅰ」の評価には， （合格）， （不合格）を使用する。

卒業論文の提出等については，学事センター掲示（ ）に注意すること。提出要領は下記のとおりである。

ア 期間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

イ 場所 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

ウ 時間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

その他装丁などの詳細については，各自指導教員の指示にしたがうこと。

「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」は各 単位の必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

④ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ） 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回

ることは出来ない。

（注 ） 年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによっ

て，最高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相

談をすること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑤ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

美術史

地理

― ―

・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

歴史学研究入門

歴史学入門演習

卒業論文Ⅰ（注 ）

卒業論文Ⅱ（注 ）

歴史学をめぐる諸問題

選
択
必
修
（

単
位
）

日本史概説

東洋史概説

西洋史概説

※概説

自専攻より

他の二専攻より

合計

史学教養演習

（史料・原書）講読演習
演習

特講

学科科目としての外国

語（英語以外の同一外国

語）（注 ）

左記のものから選んだ

同一の外国語（注 ）

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目 史学科「開講科目担当表」所載科目）

②他学部・他学科開講科目（①の科目及び語学科目を除く。実習を除く課程科目および「プロジェクト・ゼミ」を除

く文学部横断型人文学プログラム開設科目を含む）

③英語および学科としての外国語以外の指定された外国語（ 単位）（注 ）

（②と③で充当できるのは，あわせて 単位までである）

（注 ）「卒業論文」は， 年度に「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」に分割された。

（注 ）※指定外国語については要覧 ～（外国語科目のページ）参照。
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によって代替することができる（ 年次生までは，「古文書学特論」の重複履修は可能であるが，語学科目の選

択必修として充当できるのは 単位までとする）。なお，手続きは演習担当教員が学生の申請に基づいて行う。

【学科選択科目に算入できる語学科目について】

語学科目必修・選択必修で履修した以外の同一言語を 単位以上修得した場合， 言語に限り 単位を選択科目とし

て卒業に必要な単位に充当することができる。

※ ， ともに指定の言語および履修方法については要覧 ～（語学科目のページ）参照。

～ 年次生

① 語学科目について

英語については，学科専門科目を履修するうえでも非常に重要である。そのため， 年次必修科目「

・ 」に加えて英語の科目を履修し，英語力を高めることが望ましい。科目および履修方法等につ

いては要覧 ～（語学科目のページ）参照。

② 学科科目について

必修科目については，第 年次に「歴史学研究入門」と「歴史学入門演習」，第 年次に〈旧〉「歴史学をめぐる諸

問題」（〈新〉「現代歴史学の課題」），第 年次に「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」を履修すること。

史学科開講の「概説」については，〈旧〉日本史・東洋史・西洋史の各「概説」を，各自の専攻より 科目（ 単位），

他の 専攻より各 科目（ 単位），合計 科目（ 単位）履修すること（なお〈新〉では，「日本史概説」は「アジ

ア・日本史系概説」「超域史・隣接学概説」に，「東洋史概説」は「アジア・日本史系概説」に，「西洋史概説」は

「ヨーロッパ・アメリカ史系概説」に，それぞれ名称変更されている）。

第 年次に，〈旧〉「史学教養演習」（〈新〉「歴史学教養演習」）と「（史料・原書）講読演習」（〈新・旧〉同じ）が

選択必修となる。なお，第 年次の当該 科目の単位修得が，第 年次の「演習」履修の条件となる。当該 科目の

決定は，第 年次の学年末（通常 月）の学科による振り分けにより，それを第 年次の履修登録（ で登録）

で入力すること。学科による振り分けの前に，希望調査アンケート（通常 月と 月），プレゼミ・ガイダンス（通

常 月），教員との面談期間と最終希望書提出（ 月）を行うので， の学科・専攻別掲示板に注意すること。

史学科開講の「〈旧〉「特講」」（〈新〉「歴史学特講」。「古文書学概論」・「古文書学特論」・各「美術史」・「グローバ

ル・ヒストリー」を含む）は， 単位以上を履修すること。なおこの科目は，第 年次より履修することができる。

第 年次より，各自専攻の同一の教員による「演習Ⅰ」・「演習Ⅱ」（各 単位以上）を履修すること。登録について

は，第 年次生の学年末（通常 月）の学科での予備登録と，第 年次の履修登録（ で登録）を必要とする。

その際，登録の条件などについては，担当教員の指導を受けること。また，この「演習」の単位修得が，卒業論

文の登録条件ともなる（なお〈新〉では，「日本史演習」「東洋史演習」は「アジア・日本史系演習」に，「西洋史

演習」は「ヨーロッパ・アメリカ史系演習」に，それぞれ名称変更されている）。

重複履修の可否について

「歴史学研究入門」，「歴史学入門演習」，「卒業論文」，〈旧〉日本史・東洋史・西洋史の各「概説」（〈新〉アジア・

日本史系 ／ ヨーロッパ・アメリカ史系 ／ 超域史・隣接学系の各「概説」），同一教員担当の〈旧〉「史学教養演

習」（〈新〉「歴史学教養演習」）・「史料講読演習」・「原書講読演習」，「古文書学概論」，「グローバル・ヒストリー」

および選択科目は，重複履修することができない。しかし，〈旧〉「歴史学をめぐる諸問題」（〈新〉「現代歴史学の

課題」），各〈旧〉「特講」（〈新〉「歴史学特講」），各「演習」，各「美術史」，「古文書学特論」は，重複履修が可能

である。

必修科目のうち重複履修可能な〈旧〉「歴史学をめぐる諸問題」（〈新〉「現代歴史学の課題」），および選択必修科

目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目の単位数に算入される。

他学部・他学科開講科目を履修した場合の単位について

史学科開講科目（史学科開講科目担当表所載の科目）以外の他学部・他学科の開講科目を履修した場合は， 単

位まで選択科目の単位数に算入される。但し，教育実習および博物館実習は除外する。

国際教養学部の科目を履修する場合は，登録方法が異なるので，履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～をよく読む

こと。

― ―

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

卒業論文

歴史

政治学

社会学

年次生以降

① 語学科目について

英語については，学科専門科目を履修するうえでも非常に重要である。そのため， 年次必修科目「

・ 」に加えて英語の科目を履修し，英語力を高めることが望ましい。科目および履修方法等につ

いては要覧 ～（語学科目のページ）参照。

② 学科科目について

必修科目については，第 年次に「歴史学研究入門」と「歴史学入門演習」，第 年次に「現代歴史学の課題」，第

年次に「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」を履修すること。

史学科開講の「概説」については，アジア・日本史系，ヨーロッパ・アメリカ史系，超域史・隣接学の各概説か

ら，各系より最低 科目（ 単位），合計 科目（ 単位）を履修すること。

第 年次に，「歴史学教養演習」と「（史料・原書）講読演習」が選択必修となる。なお，第 年次の当該 科目の単

位修得が，第 年次の「演習」履修の条件となる。当該 科目の決定は，第 年次の学年末（通常 月）の学科によ

る振り分けにより，それを第 年次の履修登録（ で登録）で入力すること。学科による振り分けの前に，希

望調査アンケート（通常 月と 月），プレゼミ・ガイダンス（通常 月），教員との面談期間と最終希望書提出（

月）を行うので， の学科・専攻別掲示板に注意すること。

史学科開講の「歴史学特講」（「古文書学概論」・「古文書学特論」・各「美術史」・「グローバル・ヒストリー」を含

む）は 単位以上を履修すること。なおこの科目は，第 年次より履修することができる。

第 年次より，第 年次履修「歴史学教養演習」，「（史料・原書）講読演習」と同一の教員による「演習Ⅰ」・「演習

Ⅱ」（各 単位以上）を履修すること。登録については，第 年次生の学年末（通常 月）の学科での予備登録と，

第 年次の履修登録（ で登録）を必要とする。その際，登録の条件などについては，担当教員の指導を受け

ること。なお，この「演習」の単位修得が，卒業論文の登録条件ともなる。また，第 年次「歴史学教養演習」・

「（史料・原書）講読演習」と同一の教員の「演習」に登録，もしくは単位修得を済ませている場合，それ以外の

教員の「演習」を履修することができる（但しその場合には，受入側の教員の許可が必要である）。

重複履修の可否について

「歴史学研究入門」，「歴史学入門演習」，「卒業論文」，アジア・日本史系 ／ ヨーロッパ・アメリカ史系 ／ 超域

史・隣接学系の各「概説」，同一教員担当の「歴史学教養演習」・「史料講読演習」・「原書講読演習」，「古文書学概

論」，「グローバル・ヒストリー」および選択科目は，重複履修することができない。しかし，「現代歴史学の課題」，

各「歴史学特講」，各「演習」，各「美術史」，「古文書学特論」は，重複履修が可能である。なお， 年次生から

は，「古文書学特論」を重複履修することはできない。

必修科目のうち重複履修可能な「現代歴史学の課題」，および選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超

過分は選択科目の単位数に算入される。

他学部・他学科開講科目を履修した場合の単位について

史学科開講科目（史学科開講科目担当表所載の科目）以外の他学部・他学科の開講科目を履修した場合は， 単

位まで選択科目の単位数に算入される。なお，他学部・他学科の開講科目には，教職課程・学芸員課程科目が含

まれる。但し，教育実習および博物館実習は除外する。

国際教養学部の科目を履修する場合は，登録方法が異なるので，履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～をよく読むこと。

③ 語学科目（学科科目）について

【語学科目選択必修について】

語学科目の選択必修として，英語以外の同一言語を 単位修得しなければならない。アジア・日本史系の「演習Ⅰ」

「演習Ⅱ」を履修した者は，その 単位のうち 単位までを「古文書学概論」（ 単位），「古文書学特論」（ 単位）
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によって代替することができる（ 年次生までは，「古文書学特論」の重複履修は可能であるが，語学科目の選

択必修として充当できるのは 単位までとする）。なお，手続きは演習担当教員が学生の申請に基づいて行う。

【学科選択科目に算入できる語学科目について】

語学科目必修・選択必修で履修した以外の同一言語を 単位以上修得した場合， 言語に限り 単位を選択科目とし

て卒業に必要な単位に充当することができる。

※ ， ともに指定の言語および履修方法については要覧 ～（語学科目のページ）参照。

～ 年次生

① 語学科目について

英語については，学科専門科目を履修するうえでも非常に重要である。そのため， 年次必修科目「

・ 」に加えて英語の科目を履修し，英語力を高めることが望ましい。科目および履修方法等につ

いては要覧 ～（語学科目のページ）参照。

② 学科科目について

必修科目については，第 年次に「歴史学研究入門」と「歴史学入門演習」，第 年次に〈旧〉「歴史学をめぐる諸

問題」（〈新〉「現代歴史学の課題」），第 年次に「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」を履修すること。

史学科開講の「概説」については，〈旧〉日本史・東洋史・西洋史の各「概説」を，各自の専攻より 科目（ 単位），

他の 専攻より各 科目（ 単位），合計 科目（ 単位）履修すること（なお〈新〉では，「日本史概説」は「アジ

ア・日本史系概説」「超域史・隣接学概説」に，「東洋史概説」は「アジア・日本史系概説」に，「西洋史概説」は

「ヨーロッパ・アメリカ史系概説」に，それぞれ名称変更されている）。

第 年次に，〈旧〉「史学教養演習」（〈新〉「歴史学教養演習」）と「（史料・原書）講読演習」（〈新・旧〉同じ）が

選択必修となる。なお，第 年次の当該 科目の単位修得が，第 年次の「演習」履修の条件となる。当該 科目の

決定は，第 年次の学年末（通常 月）の学科による振り分けにより，それを第 年次の履修登録（ で登録）

で入力すること。学科による振り分けの前に，希望調査アンケート（通常 月と 月），プレゼミ・ガイダンス（通

常 月），教員との面談期間と最終希望書提出（ 月）を行うので， の学科・専攻別掲示板に注意すること。

史学科開講の「〈旧〉「特講」」（〈新〉「歴史学特講」。「古文書学概論」・「古文書学特論」・各「美術史」・「グローバ

ル・ヒストリー」を含む）は， 単位以上を履修すること。なおこの科目は，第 年次より履修することができる。

第 年次より，各自専攻の同一の教員による「演習Ⅰ」・「演習Ⅱ」（各 単位以上）を履修すること。登録について

は，第 年次生の学年末（通常 月）の学科での予備登録と，第 年次の履修登録（ で登録）を必要とする。

その際，登録の条件などについては，担当教員の指導を受けること。また，この「演習」の単位修得が，卒業論

文の登録条件ともなる（なお〈新〉では，「日本史演習」「東洋史演習」は「アジア・日本史系演習」に，「西洋史

演習」は「ヨーロッパ・アメリカ史系演習」に，それぞれ名称変更されている）。

重複履修の可否について

「歴史学研究入門」，「歴史学入門演習」，「卒業論文」，〈旧〉日本史・東洋史・西洋史の各「概説」（〈新〉アジア・

日本史系 ／ ヨーロッパ・アメリカ史系 ／ 超域史・隣接学系の各「概説」），同一教員担当の〈旧〉「史学教養演

習」（〈新〉「歴史学教養演習」）・「史料講読演習」・「原書講読演習」，「古文書学概論」，「グローバル・ヒストリー」

および選択科目は，重複履修することができない。しかし，〈旧〉「歴史学をめぐる諸問題」（〈新〉「現代歴史学の

課題」），各〈旧〉「特講」（〈新〉「歴史学特講」），各「演習」，各「美術史」，「古文書学特論」は，重複履修が可能

である。

必修科目のうち重複履修可能な〈旧〉「歴史学をめぐる諸問題」（〈新〉「現代歴史学の課題」），および選択必修科

目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目の単位数に算入される。

他学部・他学科開講科目を履修した場合の単位について

史学科開講科目（史学科開講科目担当表所載の科目）以外の他学部・他学科の開講科目を履修した場合は， 単

位まで選択科目の単位数に算入される。但し，教育実習および博物館実習は除外する。

国際教養学部の科目を履修する場合は，登録方法が異なるので，履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～をよく読む

こと。

― ―

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

卒業論文

歴史

政治学

社会学

年次生以降

① 語学科目について

英語については，学科専門科目を履修するうえでも非常に重要である。そのため， 年次必修科目「

・ 」に加えて英語の科目を履修し，英語力を高めることが望ましい。科目および履修方法等につ

いては要覧 ～（語学科目のページ）参照。

② 学科科目について

必修科目については，第 年次に「歴史学研究入門」と「歴史学入門演習」，第 年次に「現代歴史学の課題」，第

年次に「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」を履修すること。

史学科開講の「概説」については，アジア・日本史系，ヨーロッパ・アメリカ史系，超域史・隣接学の各概説か

ら，各系より最低 科目（ 単位），合計 科目（ 単位）を履修すること。

第 年次に，「歴史学教養演習」と「（史料・原書）講読演習」が選択必修となる。なお，第 年次の当該 科目の単

位修得が，第 年次の「演習」履修の条件となる。当該 科目の決定は，第 年次の学年末（通常 月）の学科によ

る振り分けにより，それを第 年次の履修登録（ で登録）で入力すること。学科による振り分けの前に，希

望調査アンケート（通常 月と 月），プレゼミ・ガイダンス（通常 月），教員との面談期間と最終希望書提出（

月）を行うので， の学科・専攻別掲示板に注意すること。

史学科開講の「歴史学特講」（「古文書学概論」・「古文書学特論」・各「美術史」・「グローバル・ヒストリー」を含

む）は 単位以上を履修すること。なおこの科目は，第 年次より履修することができる。

第 年次より，第 年次履修「歴史学教養演習」，「（史料・原書）講読演習」と同一の教員による「演習Ⅰ」・「演習

Ⅱ」（各 単位以上）を履修すること。登録については，第 年次生の学年末（通常 月）の学科での予備登録と，

第 年次の履修登録（ で登録）を必要とする。その際，登録の条件などについては，担当教員の指導を受け

ること。なお，この「演習」の単位修得が，卒業論文の登録条件ともなる。また，第 年次「歴史学教養演習」・

「（史料・原書）講読演習」と同一の教員の「演習」に登録，もしくは単位修得を済ませている場合，それ以外の

教員の「演習」を履修することができる（但しその場合には，受入側の教員の許可が必要である）。

重複履修の可否について

「歴史学研究入門」，「歴史学入門演習」，「卒業論文」，アジア・日本史系 ／ ヨーロッパ・アメリカ史系 ／ 超域

史・隣接学系の各「概説」，同一教員担当の「歴史学教養演習」・「史料講読演習」・「原書講読演習」，「古文書学概

論」，「グローバル・ヒストリー」および選択科目は，重複履修することができない。しかし，「現代歴史学の課題」，

各「歴史学特講」，各「演習」，各「美術史」，「古文書学特論」は，重複履修が可能である。なお， 年次生から

は，「古文書学特論」を重複履修することはできない。

必修科目のうち重複履修可能な「現代歴史学の課題」，および選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超

過分は選択科目の単位数に算入される。

他学部・他学科開講科目を履修した場合の単位について

史学科開講科目（史学科開講科目担当表所載の科目）以外の他学部・他学科の開講科目を履修した場合は， 単

位まで選択科目の単位数に算入される。なお，他学部・他学科の開講科目には，教職課程・学芸員課程科目が含

まれる。但し，教育実習および博物館実習は除外する。

国際教養学部の科目を履修する場合は，登録方法が異なるので，履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～をよく読むこと。

③ 語学科目（学科科目）について

【語学科目選択必修について】

語学科目の選択必修として，英語以外の同一言語を 単位修得しなければならない。アジア・日本史系の「演習Ⅰ」

「演習Ⅱ」を履修した者は，その 単位のうち 単位までを「古文書学概論」（ 単位），「古文書学特論」（ 単位）
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― ―

他学部・他学科開講科目を履修した場合の単位について

史学科開講科目（史学科開講科目担当表所載の科目）以外の他学部・他学科の開講科目を履修した場合は， 単

位まで選択科目の単位数に算入される。なお，他学部・他学科の開講科目には，教職課程・学芸員課程科目が含

まれる。但し，教育実習および博物館実習は除外する。

  国際教養学部の科目を履修する場合は，登録方法が異なるので，履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～をよく読むこ

と。

③ 学科科目としての外国語について

学科科目としての外国語は，選択必修科目として英語以外の指定された同一外国語を 単位修得しなければなら

ない。日本史専攻者は，その 単位のうち 単位までを「古文書学概論」（ 単位），「古文書学特論」（ 単位）によっ

て代替することができる（ 年度より古文書学特論は，重複履修が可能な科目となったが，学科科目としての

外国語として充当できるのは 単位までとする）。なお，手続きは学事センターで行うこと。

英語および で履修した語学以外の指定された同一の外国語を 単位以上修得した場合， 言語に限り 単位を選

択科目として卒業に必要な単位に充当することができる。

※ ， ともに指定の外国語については要覧 ～（外国語科目のページ）参照。

― ―

③ 語学科目（学科科目）について

【語学科目選択必修について】

語学科目選択必修として英語以外の同一言語を 単位修得しなければならない。日本史専攻者は，その 単位のう

ち 単位までを「古文書学概論」（ 単位），「古文書学特論」（ 単位）によって代替することができる（「古文書学

特論」は重複履修が可能な科目であるが，語学科目の選択必修として充当できるのは 単位までとする）。なお，

手続きは学事センターで行うこと。

【学科選択科目に算入できる語学科目について】

語学科目必修・選択必修で履修した以外の同一言語を 単位以上修得した場合， 言語に限り 単位を選択科目とし

て卒業に必要な単位に充当することができる。

※ ， ともに指定の言語および履修方法については要覧 ～（語学科目のページ）参照。

年次生以前

① 学科科目について

必修科目は以下のとおり履修すること。

＜ 年次生以降＞

第 年次に「歴史学研究入門」と「歴史学入門演習」，第 年次に〈旧〉「歴史学をめぐる諸問題」（〈新〉「現代歴

史学の課題」），第 年次に「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」を履修すること。

＜ 年次生以前＞

第 年次に「歴史学研究入門」，第 年次に「歴史学概論」（ 年度より廃止），第 年次に〈旧〉「歴史学をめぐ

る諸問題」（〈新〉「現代歴史学の課題」），第 年次に「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」を履修すること。なお，「歴

史学概論」を未履修の者は，〈旧〉「特講」（ 単位，〈新〉「歴史学特講」）を修得して代替とするが，何を代替と

して充てるかは，学科長に申し出て許可を得ること。

史学科開講の「概説」については，〈旧〉日本史・東洋史・西洋史の各「概説」を，各自の専攻より 科目（ 単位），

他の 専攻より各 科目（ 単位），合計 科目（ 単位）履修すること（なお〈新〉では，「日本史概説」は「アジ

ア・日本史系概説」「超域史・隣接学概説」に，「東洋史概説」は「アジア・日本史系概説」に，「西洋史概説」は

「ヨーロッパ・アメリカ史系概説」に，それぞれ名称変更されている）。

第 年次に，〈旧〉「史学教養演習」（〈新〉「歴史学教養演習」）と「（史料・原書）講読演習」（〈新・旧〉同じ）が

選択必修となる。なお，第 年次の当該 科目の単位修得が，第 年次の「演習」履修の条件となる。当該 科目の

決定は，第 年次の学年末（通常 月）の学科による振り分けにより，それを第 年次の履修登録（ で登録）

で入力すること。学科による振り分けの前に，希望調査アンケート（通常 月と 月），プレゼミ・ガイダンス（通

常 月），教員との面談期間と最終希望書提出（ 月）を行うので， の学科・専攻別掲示板に注意すること。

史学科開講の〈旧〉「特講」（〈新〉「歴史学特講」。「古文書学概論」・「古文書学特論」・各「美術史」・「グローバル・

ヒストリー」を含む）は， 単位以上を履修すること。なおこの科目は，第 年次より履修することができる。

第 年次より各自専攻の同一教員の「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」（各 単位以上）を履修すること。登録については，第 年

次生の学年末（通常 月）の学科での予備登録と，第 年次の履修登録（ で登録）を必要とする。その際，登

録の条件などについては，担当教員の指導を受けること。また，各自専攻の「演習」の単位修得が，卒業論文の

登録条件ともなる（なお〈新〉では，「日本史演習」「東洋史演習」は「アジア・日本史系演習」に，「西洋史演習」

は「ヨーロッパ・アメリカ史系演習」に，それぞれ名称変更されている）。

重複履修の可否について

「歴史学研究入門」，「歴史学入門演習」，「卒業論文」，〈旧〉日本史・東洋史・西洋史の各「概説」（〈新〉アジア・

日本史系 ／ ヨーロッパ・アメリカ史系 ／ 超域史・隣接学系の各「概説」），同一教員担当の〈旧〉「史学教養演

習」（〈新〉「歴史学教養演習」）・「史料講読演習」・「原書講読演習」，「古文書学概論」，「グローバル・ヒストリー」

および選択科目は，重複履修することができない。しかし，〈旧〉「歴史学をめぐる諸問題」（〈新〉「現代歴史学の

課題」），〈旧〉「特講」（各〈新〉「歴史学特講」），各「演習」，各「美術史」，「古文書学特論」は，重複履修が可能

である。

必修科目のうち重複履修可能な〈旧〉「歴史学をめぐる諸問題」（〈新〉「現代歴史学の課題」），および選択必修科

目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目の単位数に算入される。
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他学部・他学科開講科目を履修した場合の単位について

史学科開講科目（史学科開講科目担当表所載の科目）以外の他学部・他学科の開講科目を履修した場合は， 単

位まで選択科目の単位数に算入される。なお，他学部・他学科の開講科目には，教職課程・学芸員課程科目が含

まれる。但し，教育実習および博物館実習は除外する。

  国際教養学部の科目を履修する場合は，登録方法が異なるので，履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～をよく読むこ

と。

③ 学科科目としての外国語について

学科科目としての外国語は，選択必修科目として英語以外の指定された同一外国語を 単位修得しなければなら

ない。日本史専攻者は，その 単位のうち 単位までを「古文書学概論」（ 単位），「古文書学特論」（ 単位）によっ

て代替することができる（ 年度より古文書学特論は，重複履修が可能な科目となったが，学科科目としての

外国語として充当できるのは 単位までとする）。なお，手続きは学事センターで行うこと。

英語および で履修した語学以外の指定された同一の外国語を 単位以上修得した場合， 言語に限り 単位を選

択科目として卒業に必要な単位に充当することができる。

※ ， ともに指定の外国語については要覧 ～（外国語科目のページ）参照。

― ―

③ 語学科目（学科科目）について

【語学科目選択必修について】

語学科目選択必修として英語以外の同一言語を 単位修得しなければならない。日本史専攻者は，その 単位のう

ち 単位までを「古文書学概論」（ 単位），「古文書学特論」（ 単位）によって代替することができる（「古文書学

特論」は重複履修が可能な科目であるが，語学科目の選択必修として充当できるのは 単位までとする）。なお，

手続きは学事センターで行うこと。

【学科選択科目に算入できる語学科目について】

語学科目必修・選択必修で履修した以外の同一言語を 単位以上修得した場合， 言語に限り 単位を選択科目とし

て卒業に必要な単位に充当することができる。

※ ， ともに指定の言語および履修方法については要覧 ～（語学科目のページ）参照。

年次生以前

① 学科科目について

必修科目は以下のとおり履修すること。

＜ 年次生以降＞

第 年次に「歴史学研究入門」と「歴史学入門演習」，第 年次に〈旧〉「歴史学をめぐる諸問題」（〈新〉「現代歴

史学の課題」），第 年次に「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」を履修すること。

＜ 年次生以前＞

第 年次に「歴史学研究入門」，第 年次に「歴史学概論」（ 年度より廃止），第 年次に〈旧〉「歴史学をめぐ

る諸問題」（〈新〉「現代歴史学の課題」），第 年次に「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」を履修すること。なお，「歴

史学概論」を未履修の者は，〈旧〉「特講」（ 単位，〈新〉「歴史学特講」）を修得して代替とするが，何を代替と

して充てるかは，学科長に申し出て許可を得ること。

史学科開講の「概説」については，〈旧〉日本史・東洋史・西洋史の各「概説」を，各自の専攻より 科目（ 単位），

他の 専攻より各 科目（ 単位），合計 科目（ 単位）履修すること（なお〈新〉では，「日本史概説」は「アジ

ア・日本史系概説」「超域史・隣接学概説」に，「東洋史概説」は「アジア・日本史系概説」に，「西洋史概説」は

「ヨーロッパ・アメリカ史系概説」に，それぞれ名称変更されている）。

第 年次に，〈旧〉「史学教養演習」（〈新〉「歴史学教養演習」）と「（史料・原書）講読演習」（〈新・旧〉同じ）が

選択必修となる。なお，第 年次の当該 科目の単位修得が，第 年次の「演習」履修の条件となる。当該 科目の

決定は，第 年次の学年末（通常 月）の学科による振り分けにより，それを第 年次の履修登録（ で登録）

で入力すること。学科による振り分けの前に，希望調査アンケート（通常 月と 月），プレゼミ・ガイダンス（通

常 月），教員との面談期間と最終希望書提出（ 月）を行うので， の学科・専攻別掲示板に注意すること。

史学科開講の〈旧〉「特講」（〈新〉「歴史学特講」。「古文書学概論」・「古文書学特論」・各「美術史」・「グローバル・

ヒストリー」を含む）は， 単位以上を履修すること。なおこの科目は，第 年次より履修することができる。

第 年次より各自専攻の同一教員の「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」（各 単位以上）を履修すること。登録については，第 年

次生の学年末（通常 月）の学科での予備登録と，第 年次の履修登録（ で登録）を必要とする。その際，登

録の条件などについては，担当教員の指導を受けること。また，各自専攻の「演習」の単位修得が，卒業論文の

登録条件ともなる（なお〈新〉では，「日本史演習」「東洋史演習」は「アジア・日本史系演習」に，「西洋史演習」

は「ヨーロッパ・アメリカ史系演習」に，それぞれ名称変更されている）。

重複履修の可否について

「歴史学研究入門」，「歴史学入門演習」，「卒業論文」，〈旧〉日本史・東洋史・西洋史の各「概説」（〈新〉アジア・

日本史系 ／ ヨーロッパ・アメリカ史系 ／ 超域史・隣接学系の各「概説」），同一教員担当の〈旧〉「史学教養演

習」（〈新〉「歴史学教養演習」）・「史料講読演習」・「原書講読演習」，「古文書学概論」，「グローバル・ヒストリー」

および選択科目は，重複履修することができない。しかし，〈旧〉「歴史学をめぐる諸問題」（〈新〉「現代歴史学の

課題」），〈旧〉「特講」（各〈新〉「歴史学特講」），各「演習」，各「美術史」，「古文書学特論」は，重複履修が可能

である。

必修科目のうち重複履修可能な〈旧〉「歴史学をめぐる諸問題」（〈新〉「現代歴史学の課題」），および選択必修科

目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目の単位数に算入される。
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開講科目担当表

学科科目（必修科目）・・・ 単位

年次生以降

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

歴史学研究入門 春 坂 野 正 則

歴史学入門演習 秋

コーディネータ

笹 川 裕 史

川 村 信 三

藤 崎 衛

坂 野 正 則

大 川 裕 子

クラス制

現代歴史学の課題 春
コーディネータ

中 川 亜 希
輪講

卒業論文Ⅰ 春 史 学 科 教 員

卒業論文Ⅱ 秋 史 学 科 教 員

～ 年次生

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

歴史学研究入門 春 坂 野 正 則

歴史学入門演習 秋

コーディネータ

笹 川 裕 史

川 村 信 三

藤 崎 衛

坂 野 正 則

大 川 裕 子

クラス制

現代歴史学の課題 春
コーディネータ

中 川 亜 希
輪講

卒業論文Ⅰ 春 史 学 科 教 員
旧「卒業論文」

卒業論文Ⅱ 秋 史 学 科 教 員

― ―

【新旧開講科目対照表 学科科目（必修科目・選択必修科目・選択科目）】

年度以前＜旧＞ 年度以降＜新＞ 年度以前＜旧＞ 年度以降＜新＞

歴史学研究入門 同 西洋史演習（古代史）Ⅰ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＡⅠ

歴史学入門演習 同 西洋史演習（古代史）Ⅱ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＡⅡ

卒業論文Ⅰ 同 西洋史演習（中世史）Ⅰ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＢⅠ

卒業論文Ⅱ 同 西洋史演習（中世史）Ⅱ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＢⅡ

歴史学をめぐる諸問題 現代歴史学の課題 西洋史演習（近世史）Ⅰ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＣⅠ

日本史概説Ⅰ アジア・日本史系概説Ⅰ（日本史） 西洋史演習（近世史）Ⅱ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＣⅡ

日本史概説Ⅱ アジア・日本史系概説Ⅱ（日本史） 西洋史演習（近現代史）Ⅰ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＤⅠ

日本史概説Ⅲ 超域史・隣接学概説Ⅰ 西洋史演習（近現代史）Ⅱ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＤⅡ

日本史概説Ⅳ 超域史・隣接学概説Ⅱ 古文書学概論 同

東洋史概説Ⅰ アジア・日本史系概説Ⅲ（東洋史） 古文書学特論 同

東洋史概説Ⅱ アジア・日本史系概説Ⅳ（東洋史） 日本美術史 同

東洋史概説Ⅲ アジア・日本史系概説Ⅴ（東洋史） 日本史特講（古代史） 歴史学特講（日本古代史）

西洋史概説Ⅰ ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅰ 日本史特講（中世史） 歴史学特講（日本中世史）

西洋史概説Ⅱ ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅱ 歴史学特講（日本中世政治史）

西洋史概説Ⅲ ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅲ 日本史特講（日本仏教史） 歴史学特講（日本仏教史）

西洋史概説Ⅳ ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅳ 日本史特講（日欧交渉史） 歴史学特講（日欧交渉史）

超域史・隣接学概説Ⅲ 日本史特講（近世史） 歴史学特講（超域史）

超域史・隣接学概説Ⅳ 日本史特講（近代史） 歴史学特講（日本近代史）

史学教養演習（日本史，北條） 歴史学教養演習（アジア・日本史系） 日本史特講（東アジア国際関係史） 歴史学特講（国際関係史）

史学教養演習（日本史，中澤） 歴史学教養演習（アジア・日本史系） 東洋史特講（東洋考古学）Ⅰ 歴史学特講（東洋考古学Ⅰ）

史学教養演習（日本史，川村） 歴史学教養演習（アジア・日本史系） 東洋史特講（東洋考古学）Ⅱ 歴史学特講（東洋考古学Ⅱ）

史学教養演習（日本史，長田） 歴史学教養演習（アジア・日本史系） 東洋史特講（朝鮮伝統社会と儒教倫理） 歴史学特講（朝鮮伝統社会と儒教倫理）

史学教養演習（東洋史，大澤）
歴史学教養演習（アジア・日本史系）

東洋史特講（中国近現代社会政治史） 歴史学特講（中国近現代社会政治史）

史学教養演習（東洋史，山内） 東洋史特講（中国古代中世史）

史学教養演習（東洋史，笹川） 歴史学教養演習（アジア・日本史系） 東洋美術史 同

史学教養演習（西洋史，豊田） 歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 西洋史特講（古代史） 歴史学特講（西洋古代史）

史学教養演習（西洋史，児嶋） 歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 西洋史特講（中世・ﾙﾈｻﾝｽの歴史と美術） 歴史学特講（西洋中世史）

史学教養演習（西洋史，坂野） 歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 西洋史特講（フランス史の諸問題） 歴史学特講（フランス史の諸問題）

史学教養演習（西洋史，井上） 歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 西洋史特講（近世史） 歴史学特講（西洋近世史）

史料講読演習（日本史，北條） 史料講読演習（アジア・日本史系） 西洋史特講（近現代政治社会史） 歴史学特講（西洋近現代政治社会史）

史料講読演習（日本史，中澤） 史料講読演習（アジア・日本史系） 西洋美術史 同

史料講読演習（日本史，川村） 史料講読演習（アジア・日本史系） 日本通史 同

史料講読演習（日本史，長田） 史料講読演習（アジア・日本史系） キリスト教史概説

史料講読演習（東洋史，大澤）
史料講読演習（アジア・日本史系）

外国史 同

史料講読演習（東洋史，山内） 国際関係論

史料講読演習（東洋史，笹川） 史料講読演習（アジア・日本史系） 政治学 同

原書講読演習（西洋史，豊田） 原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 経済学

原書講読演習（西洋史，児嶋） 原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 社会学

原書講読演習（西洋史，坂野） 原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 地理学Ⅰ 同

原書講読演習（西洋史，井上） 原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 地理学Ⅱ 同

日本史演習（古代史）Ⅰ アジア・日本史系演習 Ⅰ 地誌学 同

日本史演習（古代史）Ⅱ アジア・日本史系演習 Ⅱ 歴史学特講（事例研究）Ⅰ

日本史演習（中世史）Ⅰ アジア・日本史系演習 Ⅰ 歴史学特講（事例研究）Ⅰ

日本史演習（中世史）Ⅱ アジア・日本史系演習 Ⅱ 歴史学特講（事例研究）Ⅱ

日本史演習（近世史）Ⅰ アジア・日本史系演習 Ⅰ 歴史学特講（事例研究）Ⅱ

日本史演習（近世史）Ⅱ アジア・日本史系演習 Ⅱ
年度以前対応科目は史学科選択必修科目の日本史特講。

年度から「歴史学特講（東洋考古学）」に名称変更。

年度から「歴史学特講（中国古代・中世史）」に名称変更。

年度から「歴史学特講（西洋文化史）」に名称変更。

日本史演習（近代史）Ⅰ アジア・日本史系演習 Ⅰ

日本史演習（近代史）Ⅱ アジア・日本史系演習 Ⅱ

東洋史演習（中国古代中世史）Ⅰ
アジア・日本史系演習ＥⅠ

東洋史演習（朝鮮史）Ⅰ

東洋史演習（中国古代中世史）Ⅱ
アジア・日本史系演習ＥⅡ

東洋史演習（朝鮮史）Ⅱ

東洋史演習（中国近現代史）Ⅰ アジア・日本史系演習ＦⅠ

東洋史演習（中国近現代史）Ⅱ アジア・日本史系演習ＦⅡ
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開講科目担当表

学科科目（必修科目）・・・ 単位

年次生以降

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

歴史学研究入門 春 坂 野 正 則

歴史学入門演習 秋

コーディネータ

笹 川 裕 史

川 村 信 三

藤 崎 衛

坂 野 正 則

大 川 裕 子

クラス制

現代歴史学の課題 春
コーディネータ

中 川 亜 希
輪講

卒業論文Ⅰ 春 史 学 科 教 員

卒業論文Ⅱ 秋 史 学 科 教 員

～ 年次生

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

歴史学研究入門 春 坂 野 正 則

歴史学入門演習 秋

コーディネータ

笹 川 裕 史

川 村 信 三

藤 崎 衛

坂 野 正 則

大 川 裕 子

クラス制

現代歴史学の課題 春
コーディネータ

中 川 亜 希
輪講

卒業論文Ⅰ 春 史 学 科 教 員
旧「卒業論文」

卒業論文Ⅱ 秋 史 学 科 教 員

― ―

【新旧開講科目対照表 学科科目（必修科目・選択必修科目・選択科目）】

年度以前＜旧＞ 年度以降＜新＞ 年度以前＜旧＞ 年度以降＜新＞

歴史学研究入門 同 西洋史演習（古代史）Ⅰ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＡⅠ

歴史学入門演習 同 西洋史演習（古代史）Ⅱ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＡⅡ

卒業論文Ⅰ 同 西洋史演習（中世史）Ⅰ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＢⅠ

卒業論文Ⅱ 同 西洋史演習（中世史）Ⅱ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＢⅡ

歴史学をめぐる諸問題 現代歴史学の課題 西洋史演習（近世史）Ⅰ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＣⅠ

日本史概説Ⅰ アジア・日本史系概説Ⅰ（日本史） 西洋史演習（近世史）Ⅱ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＣⅡ

日本史概説Ⅱ アジア・日本史系概説Ⅱ（日本史） 西洋史演習（近現代史）Ⅰ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＤⅠ

日本史概説Ⅲ 超域史・隣接学概説Ⅰ 西洋史演習（近現代史）Ⅱ ヨーロッパ・アメリカ史系演習ＤⅡ

日本史概説Ⅳ 超域史・隣接学概説Ⅱ 古文書学概論 同

東洋史概説Ⅰ アジア・日本史系概説Ⅲ（東洋史） 古文書学特論 同

東洋史概説Ⅱ アジア・日本史系概説Ⅳ（東洋史） 日本美術史 同

東洋史概説Ⅲ アジア・日本史系概説Ⅴ（東洋史） 日本史特講（古代史） 歴史学特講（日本古代史）

西洋史概説Ⅰ ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅰ 日本史特講（中世史） 歴史学特講（日本中世史）

西洋史概説Ⅱ ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅱ 歴史学特講（日本中世政治史）

西洋史概説Ⅲ ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅲ 日本史特講（日本仏教史） 歴史学特講（日本仏教史）

西洋史概説Ⅳ ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅳ 日本史特講（日欧交渉史） 歴史学特講（日欧交渉史）

超域史・隣接学概説Ⅲ 日本史特講（近世史） 歴史学特講（超域史）

超域史・隣接学概説Ⅳ 日本史特講（近代史） 歴史学特講（日本近代史）

史学教養演習（日本史，北條） 歴史学教養演習（アジア・日本史系） 日本史特講（東アジア国際関係史） 歴史学特講（国際関係史）

史学教養演習（日本史，中澤） 歴史学教養演習（アジア・日本史系） 東洋史特講（東洋考古学）Ⅰ 歴史学特講（東洋考古学Ⅰ）

史学教養演習（日本史，川村） 歴史学教養演習（アジア・日本史系） 東洋史特講（東洋考古学）Ⅱ 歴史学特講（東洋考古学Ⅱ）

史学教養演習（日本史，長田） 歴史学教養演習（アジア・日本史系） 東洋史特講（朝鮮伝統社会と儒教倫理） 歴史学特講（朝鮮伝統社会と儒教倫理）

史学教養演習（東洋史，大澤）
歴史学教養演習（アジア・日本史系）

東洋史特講（中国近現代社会政治史） 歴史学特講（中国近現代社会政治史）

史学教養演習（東洋史，山内） 東洋史特講（中国古代中世史）

史学教養演習（東洋史，笹川） 歴史学教養演習（アジア・日本史系） 東洋美術史 同

史学教養演習（西洋史，豊田） 歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 西洋史特講（古代史） 歴史学特講（西洋古代史）

史学教養演習（西洋史，児嶋） 歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 西洋史特講（中世・ﾙﾈｻﾝｽの歴史と美術） 歴史学特講（西洋中世史）

史学教養演習（西洋史，坂野） 歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 西洋史特講（フランス史の諸問題） 歴史学特講（フランス史の諸問題）

史学教養演習（西洋史，井上） 歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 西洋史特講（近世史） 歴史学特講（西洋近世史）

史料講読演習（日本史，北條） 史料講読演習（アジア・日本史系） 西洋史特講（近現代政治社会史） 歴史学特講（西洋近現代政治社会史）

史料講読演習（日本史，中澤） 史料講読演習（アジア・日本史系） 西洋美術史 同

史料講読演習（日本史，川村） 史料講読演習（アジア・日本史系） 日本通史 同

史料講読演習（日本史，長田） 史料講読演習（アジア・日本史系） キリスト教史概説

史料講読演習（東洋史，大澤）
史料講読演習（アジア・日本史系）

外国史 同

史料講読演習（東洋史，山内） 国際関係論

史料講読演習（東洋史，笹川） 史料講読演習（アジア・日本史系） 政治学 同

原書講読演習（西洋史，豊田） 原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 経済学

原書講読演習（西洋史，児嶋） 原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 社会学

原書講読演習（西洋史，坂野） 原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 地理学Ⅰ 同

原書講読演習（西洋史，井上） 原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 地理学Ⅱ 同

日本史演習（古代史）Ⅰ アジア・日本史系演習 Ⅰ 地誌学 同

日本史演習（古代史）Ⅱ アジア・日本史系演習 Ⅱ 歴史学特講（事例研究）Ⅰ

日本史演習（中世史）Ⅰ アジア・日本史系演習 Ⅰ 歴史学特講（事例研究）Ⅰ

日本史演習（中世史）Ⅱ アジア・日本史系演習 Ⅱ 歴史学特講（事例研究）Ⅱ

日本史演習（近世史）Ⅰ アジア・日本史系演習 Ⅰ 歴史学特講（事例研究）Ⅱ

日本史演習（近世史）Ⅱ アジア・日本史系演習 Ⅱ
年度以前対応科目は史学科選択必修科目の日本史特講。

年度から「歴史学特講（東洋考古学）」に名称変更。

年度から「歴史学特講（中国古代・中世史）」に名称変更。

年度から「歴史学特講（西洋文化史）」に名称変更。

日本史演習（近代史）Ⅰ アジア・日本史系演習 Ⅰ

日本史演習（近代史）Ⅱ アジア・日本史系演習 Ⅱ

東洋史演習（中国古代中世史）Ⅰ
アジア・日本史系演習ＥⅠ

東洋史演習（朝鮮史）Ⅰ

東洋史演習（中国古代中世史）Ⅱ
アジア・日本史系演習ＥⅡ

東洋史演習（朝鮮史）Ⅱ

東洋史演習（中国近現代史）Ⅰ アジア・日本史系演習ＦⅠ

東洋史演習（中国近現代史）Ⅱ アジア・日本史系演習ＦⅡ
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

演
習

アジア・日本史系演習 Ⅰ 春 笹 川 裕 史 ・

アジア・日本史系演習 Ⅱ 秋 笹 川 裕 史 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅰ 春 中 川 亜 希 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅱ 秋 中 川 亜 希 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅰ 春 藤 崎 衛 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅱ 秋 藤 崎 衛 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅰ 春 坂 野 正 則 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅱ 秋 坂 野 正 則 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅰ 春 井 上 茂 子 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅱ 秋 井 上 茂 子 ・

特
講

古文書学概論 春 中 澤 克 昭 隔年開講

古文書学特論 休講 隔年開講

日本美術史 春 梅 沢 恵 ～

歴史学特講（日本古代史） 休講 ～ 隔年開講

歴史学特講（日本中世史） 春 中 澤 克 昭 ～ 隔年開講

歴史学特講（日本中世政治史） 休講 ～ 隔年開講

歴史学特講（日本仏教史） 秋 西 岡 芳 文 ～ 隔年開講

歴史学特講（日欧交渉史） 休講 ～

歴史学特講（超域史） 春 黒 嶋 敏 ～

歴史学特講（日本近代史） 秋 内 田 力 ～ ○

歴史学特講（国際関係史） 春 長 田 彰 文 ～ 週 コマ開講

歴史学特講（東洋考古学） 休講

歴史学特講（中国古代・中世史） 春 大 川 裕 子 ～

歴史学特講（朝鮮伝統社会と儒教倫理） 秋 山 内 弘 一 ～

歴史学特講（中国近現代社会政治史） 秋 笹 川 裕 史 ～

東洋美術史 休講 ～ 隔年開講

歴史学特講（西洋古代史） 春 中 川 亜 希 ～ ○

歴史学特講（西洋中世史） 休講 ～

歴史学特講（フランス史の諸問題） 秋 坂 野 正 則 ～ ○

歴史学特講（西洋文化史） 秋 赤 江 雄 一 ○

歴史学特講（西洋近現代政治社会史） 秋 井 上 茂 子 ～

西洋美術史 春 安 藤 さやか ～ 隔年開講， 名

歴史学特講 事例研究 Ⅰ 藤 崎 衛 ～

歴史学特講 事例研究 Ⅰ 藤 崎 衛 ～

歴史学特講 事例研究 Ⅱ 川 村 信 三 ～

歴史学特講 事例研究 Ⅱ 川 村 信 三 ～

グローバル・ヒストリー 秋 （他）総合グローバル学科

― ―

語学科目選択必修（ 年次生以降対象）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

語学科目

選択必修

語学科目としての外国語

（英語以外の同一言語）
～

年次生以降の学生については，語学

科目選択必修として英語以外の指定

された同一言語を履修すること。

履修上の注意については要覧

～を参照すること。

学科科目（選択必修科目）・・・＜ 年次生以降＞ 単位

＜ 年次生以前＞ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

外
国
語

学科科目としての外国語

（英語以外の同一外国語）
・

年次生以前の学生については，学科科目とし

て，英語以外の指定された同一言語を履修するこ

と。

履修上の注意については要覧 ～を参照のこと。

概
説

アジア・日本史系概説Ⅰ 日本史 休講

アジア・日本史系概説Ⅱ 日本史 秋 中 澤 克 昭

アジア・日本史系概説Ⅲ 東洋史 春 笹 川 裕 史

アジア・日本史系概説Ⅳ 東洋史 秋 大 川 裕 子

アジア・日本史系概説Ⅴ 東洋史 休講

ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅰ 春 中 川 亜 希

ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅱ 秋 藤 崎 衛

ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅲ 秋 坂 野 正 則

ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅳ 春 井 上 茂 子

超域史・隣接学概説Ⅰ 春 川 村 信 三

超域史・隣接学概説Ⅱ 秋 長 田 彰 文

超域史・隣接学概説Ⅲ 休講

超域史・隣接学概説Ⅳ 秋 上 野 祥 史

教
養
演
習

歴史学教養演習（アジア・日本史系） 休講

歴史学教養演習（アジア・日本史系） 春 中 澤 克 昭

歴史学教養演習（アジア・日本史系） 春 川 村 信 三

歴史学教養演習（アジア・日本史系） 春 長 田 彰 文

歴史学教養演習（アジア・日本史系） 春 笹 川 裕 史

歴史学教養演習（アジア・日本史系） 春 大 川 裕 子

歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 春 中 川 亜 希

歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 春 藤 崎 衛

歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 春 坂 野 正 則

歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 春 井 上 茂 子

講
読
演
習

史料講読演習（アジア・日本史系） 休講

史料講読演習（アジア・日本史系） 秋 中 澤 克 昭

史料講読演習（アジア・日本史系） 秋 川 村 信 三

史料講読演習（アジア・日本史系） 秋 長 田 彰 文

史料講読演習（アジア・日本史系） 秋 大 川 裕 子

史料講読演習（アジア・日本史系） 秋 笹 川 裕 史

原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 秋 中 川 亜 希

原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 秋 藤 崎 衛

原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 秋 坂 野 正 則

原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 秋 井 上 茂 子

演
習

アジア・日本史系演習 Ⅰ 休講 ・

アジア・日本史系演習 Ⅱ 休講 ・

アジア・日本史系演習 Ⅰ 春 中 澤 克 昭 ・

アジア・日本史系演習 Ⅱ 秋 中 澤 克 昭 ・

アジア・日本史系演習 Ⅰ 春 川 村 信 三 ・

アジア・日本史系演習 Ⅱ 秋 川 村 信 三 ・

アジア・日本史系演習 Ⅰ 春 長 田 彰 文 ・

アジア・日本史系演習 Ⅱ 秋 長 田 彰 文 ・

アジア・日本史系演習 Ⅰ 春 大 川 裕 子 ・

アジア・日本史系演習 Ⅱ 秋 大 川 裕 子 ・
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

演
習

アジア・日本史系演習 Ⅰ 春 笹 川 裕 史 ・

アジア・日本史系演習 Ⅱ 秋 笹 川 裕 史 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅰ 春 中 川 亜 希 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅱ 秋 中 川 亜 希 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅰ 春 藤 崎 衛 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅱ 秋 藤 崎 衛 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅰ 春 坂 野 正 則 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅱ 秋 坂 野 正 則 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅰ 春 井 上 茂 子 ・

ヨーロッパ・アメリカ史系演習 Ⅱ 秋 井 上 茂 子 ・

特
講

古文書学概論 春 中 澤 克 昭 隔年開講

古文書学特論 休講 隔年開講

日本美術史 春 梅 沢 恵 ～

歴史学特講（日本古代史） 休講 ～ 隔年開講

歴史学特講（日本中世史） 春 中 澤 克 昭 ～ 隔年開講

歴史学特講（日本中世政治史） 休講 ～ 隔年開講

歴史学特講（日本仏教史） 秋 西 岡 芳 文 ～ 隔年開講

歴史学特講（日欧交渉史） 休講 ～

歴史学特講（超域史） 春 黒 嶋 敏 ～

歴史学特講（日本近代史） 秋 内 田 力 ～ ○

歴史学特講（国際関係史） 春 長 田 彰 文 ～ 週 コマ開講

歴史学特講（東洋考古学） 休講

歴史学特講（中国古代・中世史） 春 大 川 裕 子 ～

歴史学特講（朝鮮伝統社会と儒教倫理） 秋 山 内 弘 一 ～

歴史学特講（中国近現代社会政治史） 秋 笹 川 裕 史 ～

東洋美術史 休講 ～ 隔年開講

歴史学特講（西洋古代史） 春 中 川 亜 希 ～ ○

歴史学特講（西洋中世史） 休講 ～

歴史学特講（フランス史の諸問題） 秋 坂 野 正 則 ～ ○

歴史学特講（西洋文化史） 秋 赤 江 雄 一 ○

歴史学特講（西洋近現代政治社会史） 秋 井 上 茂 子 ～

西洋美術史 春 安 藤 さやか ～ 隔年開講， 名

歴史学特講 事例研究 Ⅰ 藤 崎 衛 ～

歴史学特講 事例研究 Ⅰ 藤 崎 衛 ～

歴史学特講 事例研究 Ⅱ 川 村 信 三 ～

歴史学特講 事例研究 Ⅱ 川 村 信 三 ～

グローバル・ヒストリー 秋 （他）総合グローバル学科

― ―

語学科目選択必修（ 年次生以降対象）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

語学科目

選択必修

語学科目としての外国語

（英語以外の同一言語）
～

年次生以降の学生については，語学

科目選択必修として英語以外の指定

された同一言語を履修すること。

履修上の注意については要覧

～を参照すること。

学科科目（選択必修科目）・・・＜ 年次生以降＞ 単位

＜ 年次生以前＞ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

外
国
語

学科科目としての外国語

（英語以外の同一外国語）
・

年次生以前の学生については，学科科目とし

て，英語以外の指定された同一言語を履修するこ

と。

履修上の注意については要覧 ～を参照のこと。

概
説

アジア・日本史系概説Ⅰ 日本史 休講

アジア・日本史系概説Ⅱ 日本史 秋 中 澤 克 昭

アジア・日本史系概説Ⅲ 東洋史 春 笹 川 裕 史

アジア・日本史系概説Ⅳ 東洋史 秋 大 川 裕 子

アジア・日本史系概説Ⅴ 東洋史 休講

ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅰ 春 中 川 亜 希

ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅱ 秋 藤 崎 衛

ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅲ 秋 坂 野 正 則

ヨーロッパ・アメリカ史系概説Ⅳ 春 井 上 茂 子

超域史・隣接学概説Ⅰ 春 川 村 信 三

超域史・隣接学概説Ⅱ 秋 長 田 彰 文

超域史・隣接学概説Ⅲ 休講

超域史・隣接学概説Ⅳ 秋 上 野 祥 史

教
養
演
習

歴史学教養演習（アジア・日本史系） 休講

歴史学教養演習（アジア・日本史系） 春 中 澤 克 昭

歴史学教養演習（アジア・日本史系） 春 川 村 信 三

歴史学教養演習（アジア・日本史系） 春 長 田 彰 文

歴史学教養演習（アジア・日本史系） 春 笹 川 裕 史

歴史学教養演習（アジア・日本史系） 春 大 川 裕 子

歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 春 中 川 亜 希

歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 春 藤 崎 衛

歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 春 坂 野 正 則

歴史学教養演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 春 井 上 茂 子

講
読
演
習

史料講読演習（アジア・日本史系） 休講

史料講読演習（アジア・日本史系） 秋 中 澤 克 昭

史料講読演習（アジア・日本史系） 秋 川 村 信 三

史料講読演習（アジア・日本史系） 秋 長 田 彰 文

史料講読演習（アジア・日本史系） 秋 大 川 裕 子

史料講読演習（アジア・日本史系） 秋 笹 川 裕 史

原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 秋 中 川 亜 希

原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 秋 藤 崎 衛

原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 秋 坂 野 正 則

原書講読演習（ヨーロッパ・アメリカ史系） 秋 井 上 茂 子

演
習

アジア・日本史系演習 Ⅰ 休講 ・

アジア・日本史系演習 Ⅱ 休講 ・

アジア・日本史系演習 Ⅰ 春 中 澤 克 昭 ・

アジア・日本史系演習 Ⅱ 秋 中 澤 克 昭 ・

アジア・日本史系演習 Ⅰ 春 川 村 信 三 ・

アジア・日本史系演習 Ⅱ 秋 川 村 信 三 ・

アジア・日本史系演習 Ⅰ 春 長 田 彰 文 ・

アジア・日本史系演習 Ⅱ 秋 長 田 彰 文 ・

アジア・日本史系演習 Ⅰ 春 大 川 裕 子 ・

アジア・日本史系演習 Ⅱ 秋 大 川 裕 子 ・
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

西美術史概論

（他）外国語学部

旧「西・西米美術史 」「西・西米美
術史 」

「西・西米美術史 」

「西・西米美術史 」
「西美術史 」
「西美術史 」

「西美術史 」
「西美術史 」

西美術史特論 （他）外国語学部

ブラジル史
（他）外国語学部，
旧「ポルトガル語圏の歴史 」

国際政治史 （他）総合グローバル学科

国際政治史 （他）総合グローバル学科

東南アジア考古学 （他）総合グローバル学科

東南アジア史（前近代） （他）総合グローバル学科

東南アジア史（近現代） （他）総合グローバル学科

東南アジア史（近現代） （他）総合グローバル学科

中東イスラーム史（前近代） （他）総合グローバル学科

中東政治史 （他）総合グローバル学科

現代中東社会論 （他）総合グローバル学科

アジア文化遺産研究 （他）総合グローバル学科

特講（文化財保存と国際協力） （他）総合グローバル学科

イスラームとジェンダー （他）総合グローバル学科

南アジア史 （他）総合グローバル学科

アフリカ史 （他）総合グローバル学科

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

― ―

学科科目（選択科目）・・・ 単位

◎史学科開講科目担当表

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

日本通史 春 藤 本 頼 人 ～

外国史 秋
コーディネータ

笹 川 裕 史
～ 輪講

政治学 秋 イザンベール 真美 ～ 名

社会学 秋 川 端 浩 平 ～

地理学Ⅰ 春 山 本 充 ～

地理学Ⅱ 秋 山 本 充 ～

地誌学 春 松 尾 容 孝 ～

日中文化交渉史
文学部横断型人文学プログラム

ジャパノロジーコース

日中文化交渉史
文学部横断型人文学プログラム

ジャパノロジーコース

キリシタン文化史
文学部横断型人文学プログラム

ジャパノロジーコース

キリシタン文化史
文学部横断型人文学プログラム

ジャパノロジーコース

博物館学概論 （他）学芸員課程

博物館経営論 （他）学芸員課程

博物館資料論 （他）学芸員課程

キリスト教の成立とその時代 （他）神学部

キリスト教の歴史Ⅰ （他）神学部

キリスト教の歴史Ⅱ （他）神学部

聖書考古学 （他）神学部

キリスト教思想史 （他）哲学科

古代哲学史 （他）哲学科

中世哲学史 （他）哲学科

近世哲学史 （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

人間論Ⅰ （他）哲学科

人間論Ⅱ （他）哲学科

美学Ⅰ （他）哲学科

美学Ⅱ （他）哲学科

芸術学Ⅰ （他）哲学科

芸術学Ⅱ （他）哲学科

日本文化史Ⅰ （他）国文学科

日本文化史Ⅱ （他）国文学科

ドイツ文化・思想史 （他）ドイツ文学科

ドイツ文化・思想史 （他）ドイツ文学科

現代のフランス （他）フランス文学科

日本教育史Ⅰ （他）教育学科

日本教育史Ⅱ （他）教育学科

西洋法制史 （他）法学部

（他）外国語学部，

旧「米国史概説Ⅰ」

（他）外国語学部，

旧「米国史概説Ⅱ」

（他）外国語学部，旧「米国特講 ， 」，

「 ， 」

オーストリア文化史
（他）外国語学部，

旧「オーストリア文化史 ｣，｢同 」

フランス近現代史研究 （他）外国語学部

西概史 （他）外国語学部

西米概史 （他）外国語学部

西史特講 （他）外国語学部

西史特講 （他）外国語学部
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

西美術史概論

（他）外国語学部

旧「西・西米美術史 」「西・西米美
術史 」

「西・西米美術史 」

「西・西米美術史 」
「西美術史 」
「西美術史 」

「西美術史 」
「西美術史 」

西美術史特論 （他）外国語学部

ブラジル史
（他）外国語学部，
旧「ポルトガル語圏の歴史 」

国際政治史 （他）総合グローバル学科

国際政治史 （他）総合グローバル学科

東南アジア考古学 （他）総合グローバル学科

東南アジア史（前近代） （他）総合グローバル学科

東南アジア史（近現代） （他）総合グローバル学科

東南アジア史（近現代） （他）総合グローバル学科

中東イスラーム史（前近代） （他）総合グローバル学科

中東政治史 （他）総合グローバル学科

現代中東社会論 （他）総合グローバル学科

アジア文化遺産研究 （他）総合グローバル学科

特講（文化財保存と国際協力） （他）総合グローバル学科

イスラームとジェンダー （他）総合グローバル学科

南アジア史 （他）総合グローバル学科

アフリカ史 （他）総合グローバル学科

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

― ―

学科科目（選択科目）・・・ 単位

◎史学科開講科目担当表

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

日本通史 春 藤 本 頼 人 ～

外国史 秋
コーディネータ

笹 川 裕 史
～ 輪講

政治学 秋 イザンベール 真美 ～ 名

社会学 秋 川 端 浩 平 ～

地理学Ⅰ 春 山 本 充 ～

地理学Ⅱ 秋 山 本 充 ～

地誌学 春 松 尾 容 孝 ～

日中文化交渉史
文学部横断型人文学プログラム

ジャパノロジーコース

日中文化交渉史
文学部横断型人文学プログラム

ジャパノロジーコース

キリシタン文化史
文学部横断型人文学プログラム

ジャパノロジーコース

キリシタン文化史
文学部横断型人文学プログラム

ジャパノロジーコース

博物館学概論 （他）学芸員課程

博物館経営論 （他）学芸員課程

博物館資料論 （他）学芸員課程

キリスト教の成立とその時代 （他）神学部

キリスト教の歴史Ⅰ （他）神学部

キリスト教の歴史Ⅱ （他）神学部

聖書考古学 （他）神学部

キリスト教思想史 （他）哲学科

古代哲学史 （他）哲学科

中世哲学史 （他）哲学科

近世哲学史 （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

人間論Ⅰ （他）哲学科

人間論Ⅱ （他）哲学科

美学Ⅰ （他）哲学科

美学Ⅱ （他）哲学科

芸術学Ⅰ （他）哲学科

芸術学Ⅱ （他）哲学科

日本文化史Ⅰ （他）国文学科

日本文化史Ⅱ （他）国文学科

ドイツ文化・思想史 （他）ドイツ文学科

ドイツ文化・思想史 （他）ドイツ文学科

現代のフランス （他）フランス文学科

日本教育史Ⅰ （他）教育学科

日本教育史Ⅱ （他）教育学科

西洋法制史 （他）法学部

（他）外国語学部，

旧「米国史概説Ⅰ」

（他）外国語学部，

旧「米国史概説Ⅱ」

（他）外国語学部，旧「米国特講 ， 」，

「 ， 」

オーストリア文化史
（他）外国語学部，

旧「オーストリア文化史 ｣，｢同 」

フランス近現代史研究 （他）外国語学部

西概史 （他）外国語学部

西米概史 （他）外国語学部

西史特講 （他）外国語学部

西史特講 （他）外国語学部
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国文学科 

〔教育研究上の目的〕

日本文化研究の中核を担う学科として，国文学・国語学・漢文学の有機的連関のもと，古典学を教育・研究の基盤にす

え，読解力・思考力・表現力を鍛えながら，人間・社会・文化の本質を問う学識と見識を養うこと

〔人材養成の目的〕

専門性と学際性を兼ね備えた多角的な思考方法の養成を重視し，教育・研究の世界をはじめ，国際化のなかで貢献しう

る人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，原典資料を精密に解読する力を持ち，そこから得られた確実な論拠に基づいて，独自の見解を説得力のあ

る形で公表することができることを目指し，どのような時代・分野を専攻する者でも，国文学（日本文学）・国語学（日本

語学）・漢文学の三分野を偏りなく学びます。学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めており，卒

業要件を満たせば，これらを身につけた者と認め，学位を授与します。

江戸期以前の原典資料が精確に解読できる技術を身に着け，そのために必要な，背景の文学史・国語史の知識を活用す

る能力

江戸期以降の板本や，近代・現代の多種のメディアを理解し，それらに依存した各時代の言語表現についての，的確な

判断力

上代から現代に至る各時代の言語作品の歴史とそれぞれの特質を，原典資料に基づいて理解し，諸学説の得失を根拠を

以て論じる能力

各時代の日本語の音韻・文法特徴を，具体的な言語作品に基づいて調査する方法を修得し，その調査に基づき独自の見

解を発表する能力

漢文訓読の技術を身に着け，漢文訓読の歴史を把握した上で，漢文表現が日本語にもたらした精華を理解して，文語文・

漢文を味読する能力

上記の知見と判断力・表現力の醸成の上に，卒業論文を執筆し，客観的で着実な原典解読に基づいて，独自の見解を主

体的に主張し，しかもそれが独善に陥らないような対話性・協働性

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科は，ディプロマ・ポリシーに沿って，国文学（日本文学）・国語学（日本語学）・漢文学の三分野を偏りなく学ぶ

ことにより，日本の言語文化の精髄に達し得るように，原典資料の精密な読解を重視し，次の趣旨を盛り込んだ科目によっ

てカリキュラムを編成しています。

江戸期以前の原典資料が精確に解読できるような導入・指導を行ない，併せて，そのために必要な背景の文学史・国語

史の知識を与える。

江戸期以降の板本や，近代・現代の多種のメディアについての指導を行ない，各時代の言語表現との相関について，的

確な判断力を養う。

上代から現代に至る各時代の言語作品の歴史とそれぞれの特質を，原典資料に基づいて理解させ，主要な学説・論争に

ついて，根拠を以て論じ得る力を養う。

各時代の日本語の音韻・文法特徴を，具体的な言語作品に基づいて調査する方法を修得させ，その調査に基づき独自の

見解が発表できるように指導する。

漢文訓読の技術を身に着けさせ，漢文訓読の歴史について指導した上で，漢文表現が日本語にもたらした精華を紹介し

て，文語文・漢文を味読させる。

上記の知見と判断力・表現力の醸成の上に，卒業論文を課し，客観的で着実な原典解読に基づいて独自の見解を主体的

に主張させ，それが独善に陥らないための対話性・協働性を，論文指導の過程で養う。

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研修センター※

（他）言語教育研修センター※

選択科目については，備考欄にある各科目の開講学科記載の「履修上の注意」をよく読むこと。

※英語選択科目については， 年次生以降の学生を対象とする。

◎その他

＜ 年次生以降＞

履修度
科目

コード
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他学部他学科開講科目（語学
科目を除く）
・課程科目（実習を除く）
・文学部横断型人文学プログ
ラム

各開講科目担当表および
「文学部横断型人文学プロ
グラム」

～を参照

単位まで選択科目に算入可

語学科目必修・選択必修で履
修した以外の指定された語
学科目

要覧 （語学科目のペー
ジ）参照

同一の言語を 単位以上修得した場合， 言語に限り
単位を選択科目として算入可

＜ 年次生以前＞

履修度
科目

コード
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他学部他学科科目
・課程科目（実習を除く）
・文学部横断型人文学プログ
ラム

・学科科目としての外国語（必
修・選択必修で履修した以
外の同一外国語 単位）

各開講科目担当表および
「文学部横断型人文学プロ
グラム」 ～を参照

単位まで選択科目に算入可
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国文学科 

〔教育研究上の目的〕

日本文化研究の中核を担う学科として，国文学・国語学・漢文学の有機的連関のもと，古典学を教育・研究の基盤にす

え，読解力・思考力・表現力を鍛えながら，人間・社会・文化の本質を問う学識と見識を養うこと

〔人材養成の目的〕

専門性と学際性を兼ね備えた多角的な思考方法の養成を重視し，教育・研究の世界をはじめ，国際化のなかで貢献しう

る人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，原典資料を精密に解読する力を持ち，そこから得られた確実な論拠に基づいて，独自の見解を説得力のあ

る形で公表することができることを目指し，どのような時代・分野を専攻する者でも，国文学（日本文学）・国語学（日本

語学）・漢文学の三分野を偏りなく学びます。学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めており，卒

業要件を満たせば，これらを身につけた者と認め，学位を授与します。

江戸期以前の原典資料が精確に解読できる技術を身に着け，そのために必要な，背景の文学史・国語史の知識を活用す

る能力

江戸期以降の板本や，近代・現代の多種のメディアを理解し，それらに依存した各時代の言語表現についての，的確な

判断力

上代から現代に至る各時代の言語作品の歴史とそれぞれの特質を，原典資料に基づいて理解し，諸学説の得失を根拠を

以て論じる能力

各時代の日本語の音韻・文法特徴を，具体的な言語作品に基づいて調査する方法を修得し，その調査に基づき独自の見

解を発表する能力

漢文訓読の技術を身に着け，漢文訓読の歴史を把握した上で，漢文表現が日本語にもたらした精華を理解して，文語文・

漢文を味読する能力

上記の知見と判断力・表現力の醸成の上に，卒業論文を執筆し，客観的で着実な原典解読に基づいて，独自の見解を主

体的に主張し，しかもそれが独善に陥らないような対話性・協働性

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科は，ディプロマ・ポリシーに沿って，国文学（日本文学）・国語学（日本語学）・漢文学の三分野を偏りなく学ぶ

ことにより，日本の言語文化の精髄に達し得るように，原典資料の精密な読解を重視し，次の趣旨を盛り込んだ科目によっ

てカリキュラムを編成しています。

江戸期以前の原典資料が精確に解読できるような導入・指導を行ない，併せて，そのために必要な背景の文学史・国語

史の知識を与える。

江戸期以降の板本や，近代・現代の多種のメディアについての指導を行ない，各時代の言語表現との相関について，的

確な判断力を養う。

上代から現代に至る各時代の言語作品の歴史とそれぞれの特質を，原典資料に基づいて理解させ，主要な学説・論争に

ついて，根拠を以て論じ得る力を養う。

各時代の日本語の音韻・文法特徴を，具体的な言語作品に基づいて調査する方法を修得させ，その調査に基づき独自の

見解が発表できるように指導する。

漢文訓読の技術を身に着けさせ，漢文訓読の歴史について指導した上で，漢文表現が日本語にもたらした精華を紹介し

て，文語文・漢文を味読させる。

上記の知見と判断力・表現力の醸成の上に，卒業論文を課し，客観的で着実な原典解読に基づいて独自の見解を主体的

に主張させ，それが独善に陥らないための対話性・協働性を，論文指導の過程で養う。

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研究センター※

（他）言語教育研修センター※

（他）言語教育研修センター※

選択科目については，備考欄にある各科目の開講学科記載の「履修上の注意」をよく読むこと。

※英語選択科目については， 年次生以降の学生を対象とする。

◎その他

＜ 年次生以降＞

履修度
科目

コード
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他学部他学科開講科目（語学
科目を除く）
・課程科目（実習を除く）
・文学部横断型人文学プログ
ラム

各開講科目担当表および
「文学部横断型人文学プロ
グラム」

～を参照

単位まで選択科目に算入可

語学科目必修・選択必修で履
修した以外の指定された語
学科目

要覧 （語学科目のペー
ジ）参照

同一の言語を 単位以上修得した場合， 言語に限り
単位を選択科目として算入可

＜ 年次生以前＞

履修度
科目

コード
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他学部他学科科目
・課程科目（実習を除く）
・文学部横断型人文学プログ
ラム

・学科科目としての外国語（必
修・選択必修で履修した以
外の同一外国語 単位）

各開講科目担当表および
「文学部横断型人文学プロ
グラム」 ～を参照

単位まで選択科目に算入可
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標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※学科科目で全学共通として認められる科目（学全科目）は 単位まで全学共通科目の選択科目に充当できる。

※語学科目は 単位まで全学共通科目の選択科目に充当できる。

高学年向け教養科目

（注）語学の履修方法については， ～を参照。

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

単
位
）

必
修単

位

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

古典文学基礎
近代文学基礎

国語学基礎
漢文学基礎
古典文学概説

近代文学概説
国語学概説
漢文学概説

研究法 卒業論文Ⅰ 注
卒業論文Ⅱ 注

近代文学史

国語史概説
漢文学史

選
択
必
修
（

単
位
）

古典文学史
古典文学史

古典文学史
古典文学史

内

科
目

単
位

卒業論文を国文学の分

野で作成する場合

古典文学･近代文学特講科目，古典文学講読（注 ）

古典文学･近代文学演習科目（注 ）

他に国語学および漢文学より各 単位以上（注 ）

卒業論文を国語学の分
野で作成する場合

国語学特講科目，国語学講読（注 ）

国語学演習科目

他に国文学および漢文学より各 単位以上（注 ）

卒業論文を漢文学の分

野で作成する場合

漢文学特講科目，漢文学講読（注 ）

漢文学演習科目

他に国文学および国語学より各 単位以上（注 ）

（

単
位
）

選
択

①学科開講科目（基礎科目・文学史・概説科目・研究法，及び同内容の科目の重複履

修は認められない），②課程科目（実習を除く），③他学部他学科の「学科科目」（外

国語科目を除く），④指定の英語選択科目で充当することができる。ただし，②と③

と④で充当できるのは 単位までである。

（注 ）卒業論文Ⅰの評価・成績はＰ（合格）・Ｘ（不合格）により判定される。
（注 ）卒業論文Ⅱは，卒業論文Ⅰを修得していなければ，履修することはできない 同時履修は認められない 。
（注 ）古典文学史 ＢＣＤについては，教職希望者は 科目すべての履修が望ましい。
（注 ）古典文学講読・国語学講読・漢文学講読については，重複履修は認められない。
（注 ）近代文学の分野で作成する場合は，古典文学演習 単位以上を含むこと。
（注 ）演習 単位以上を含むこと。

（注 ）

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位
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標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※学科科目で全学共通として認められる科目（学全科目）は 単位まで全学共通科目の選択科目に充当できる。

※語学科目は 単位まで全学共通科目の選択科目に充当できる。

高学年向け教養科目

（注）語学の履修方法については， ～を参照。

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

単
位
）

必
修単

位

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

古典文学基礎
近代文学基礎

国語学基礎
漢文学基礎
古典文学概説

近代文学概説
国語学概説
漢文学概説

研究法 卒業論文Ⅰ 注
卒業論文Ⅱ 注

近代文学史

国語史概説
漢文学史

選
択
必
修
（

単
位
）

古典文学史
古典文学史

古典文学史
古典文学史

内

科
目

単
位

卒業論文を国文学の分

野で作成する場合

古典文学･近代文学特講科目，古典文学講読（注 ）

古典文学･近代文学演習科目（注 ）

他に国語学および漢文学より各 単位以上（注 ）

卒業論文を国語学の分
野で作成する場合

国語学特講科目，国語学講読（注 ）

国語学演習科目

他に国文学および漢文学より各 単位以上（注 ）

卒業論文を漢文学の分

野で作成する場合

漢文学特講科目，漢文学講読（注 ）

漢文学演習科目

他に国文学および国語学より各 単位以上（注 ）

（

単
位
）

選
択

①学科開講科目（基礎科目・文学史・概説科目・研究法，及び同内容の科目の重複履

修は認められない），②課程科目（実習を除く），③他学部他学科の「学科科目」（外

国語科目を除く），④指定の英語選択科目で充当することができる。ただし，②と③

と④で充当できるのは 単位までである。

（注 ）卒業論文Ⅰの評価・成績はＰ（合格）・Ｘ（不合格）により判定される。
（注 ）卒業論文Ⅱは，卒業論文Ⅰを修得していなければ，履修することはできない 同時履修は認められない 。
（注 ）古典文学史 ＢＣＤについては，教職希望者は 科目すべての履修が望ましい。
（注 ）古典文学講読・国語学講読・漢文学講読については，重複履修は認められない。
（注 ）近代文学の分野で作成する場合は，古典文学演習 単位以上を含むこと。
（注 ）演習 単位以上を含むこと。

（注 ）

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位
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～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

外国語

外国語（ 年次に履修し

た外国語と同一の外国

語）

（注）外国語科目については ～を確認すること。

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

古典文学基礎Ⅰ
古典文学基礎Ⅱ（注 ）
近代文学基礎Ⅰ

近代文学基礎Ⅱ
国語学基礎Ⅰ
国語学基礎Ⅱ

漢文学基礎Ⅰ
漢文学基礎Ⅱ

国文学概説Ⅰ
国文学概説Ⅱ
国語学概説Ⅰ

国語学概説Ⅱ
漢文学概説Ⅰ
漢文学概説Ⅱ

研究法（ ）
研究法（ ）

卒業論文Ⅰ（注 ）
卒業論文Ⅱ（注 ）

国文学史

国文学史
国文学史
国文学史

選
択
必
修
（

単
位
）

卒業論文を国文学の分
野で作成する場合

古典文学･近代文学特講科目

古典文学･近代文学演習科目（注 ）

他に国語学および漢文学より各 単位以上（注 ）

卒業論文を国語学の分

野で作成する場合

国語学特講科目，国語史概説Ⅰ・Ⅱ

国語学演習科目

他に国文学および漢文学より各 単位以上（注 ）

卒業論文を漢文学の分
野で作成する場合

漢文学特講科目

漢文学演習科目

他に国文学および国語学より各 単位以上（注 ）

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目（基礎科目・国文学史・概説科目・研究法，及び同内容の科目の重

複履修は認められない），②課程科目（実習を除く），③他学部他学科の「学科科目」

（外国語科目を除く）で充当することができる。

ただし，②と③で充当できるのは 単位までである。外国語は同一言語を 単位以上

修得した場合のみ， 単位を卒業単位に充当できる（②と③の 単位に含まれる）。

（注 ）古典文学基礎Ⅱは，古典文学基礎Ⅰを修得していなければ，履修することはできない。
（注 ）近代文学の分野で作成する場合は，古典文学演習 単位以上を含むこと。
（注 ）演習各分野 単位合計 単位以上を含むこと。
（注 ）「卒業論文」は， 年度に「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」に分割された。卒業論文Ⅰの評価・成績はＰ（合格）・Ｘ（不合

格）により判定される。
（注 ）卒業論文Ⅱは，卒業論文Ⅰを修得していなければ，履修することはできない 同時履修は認められない 。

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで全学共通の選択科目に充当できる。

※語学科目は 単位まで全学共通の選択科目に充当できる。

高学年向け教養科目

（注）語学科目の履修方法については， ～を参照。

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

単
位
）

必
修単

位

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

古典文学基礎Ⅰ
古典文学基礎Ⅱ

近代文学基礎Ⅰ
近代文学基礎Ⅱ
国語学基礎Ⅰ

国語学基礎Ⅱ
漢文学基礎Ⅰ
漢文学基礎Ⅱ

国文学概説Ⅰ
国文学概説Ⅱ

国語学概説Ⅰ
国語学概説Ⅱ
漢文学概説Ⅰ

漢文学概説Ⅱ

研究法（ ）
研究法（ ）

卒業論文Ⅰ 注
卒業論文Ⅱ 注

国文学史
国文学史
国文学史

国文学史

選
択
必
修
（

単
位
）

卒業論文を国文学の分
野で作成する場合

古典文学･近代文学特講科目

古典文学･近代文学演習科目（注 ）

他に国語学および漢文学より各 単位以上（注 ）

卒業論文を国語学の分
野で作成する場合

国語学特講科目，国語史概説Ⅰ・Ⅱ

国語学演習科目

他に国文学および漢文学より各 単位以上（注 ）

卒業論文を漢文学の分
野で作成する場合

漢文学特講科目

漢文学演習科目

他に国文学および国語学より各 単位以上（注 ）

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目（基礎科目・国文学史・概説科目・研究法，及び同内容の科目の重

複履修は認められない），②課程科目（実習を除く），③他学部他学科の「学科科目」

（語学科目を除く），④指定の英語選択科目で充当することができる。ただし，②と③

と④で充当できるのは 単位までである。

（注 ）「卒業論文」は， 年度に「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」に分割された。
卒業論文Ⅰの評価・成績はＰ（合格）・Ｘ（不合格）により判定される。

（注 ）卒業論文Ⅱは，卒業論文Ⅰを修得していなければ，履修することはできない 同時履修は認められない 。
（注 ）近代文学の分野で作成する場合は，古典文学演習 単位以上を含むこと。
（注 ）演習 単位以上を含むこと。
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～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

外国語

外国語（ 年次に履修し

た外国語と同一の外国

語）

（注）外国語科目については ～を確認すること。

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

古典文学基礎Ⅰ
古典文学基礎Ⅱ（注 ）
近代文学基礎Ⅰ

近代文学基礎Ⅱ
国語学基礎Ⅰ
国語学基礎Ⅱ

漢文学基礎Ⅰ
漢文学基礎Ⅱ

国文学概説Ⅰ
国文学概説Ⅱ
国語学概説Ⅰ

国語学概説Ⅱ
漢文学概説Ⅰ
漢文学概説Ⅱ

研究法（ ）
研究法（ ）

卒業論文Ⅰ（注 ）
卒業論文Ⅱ（注 ）

国文学史

国文学史
国文学史
国文学史

選
択
必
修
（

単
位
）

卒業論文を国文学の分
野で作成する場合

古典文学･近代文学特講科目

古典文学･近代文学演習科目（注 ）

他に国語学および漢文学より各 単位以上（注 ）

卒業論文を国語学の分

野で作成する場合

国語学特講科目，国語史概説Ⅰ・Ⅱ

国語学演習科目

他に国文学および漢文学より各 単位以上（注 ）

卒業論文を漢文学の分
野で作成する場合

漢文学特講科目

漢文学演習科目

他に国文学および国語学より各 単位以上（注 ）

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目（基礎科目・国文学史・概説科目・研究法，及び同内容の科目の重

複履修は認められない），②課程科目（実習を除く），③他学部他学科の「学科科目」

（外国語科目を除く）で充当することができる。

ただし，②と③で充当できるのは 単位までである。外国語は同一言語を 単位以上

修得した場合のみ， 単位を卒業単位に充当できる（②と③の 単位に含まれる）。

（注 ）古典文学基礎Ⅱは，古典文学基礎Ⅰを修得していなければ，履修することはできない。
（注 ）近代文学の分野で作成する場合は，古典文学演習 単位以上を含むこと。
（注 ）演習各分野 単位合計 単位以上を含むこと。
（注 ）「卒業論文」は， 年度に「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」に分割された。卒業論文Ⅰの評価・成績はＰ（合格）・Ｘ（不合

格）により判定される。
（注 ）卒業論文Ⅱは，卒業論文Ⅰを修得していなければ，履修することはできない 同時履修は認められない 。

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで全学共通の選択科目に充当できる。

※語学科目は 単位まで全学共通の選択科目に充当できる。

高学年向け教養科目

（注）語学科目の履修方法については， ～を参照。

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

単
位
）

必
修単

位

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

古典文学基礎Ⅰ
古典文学基礎Ⅱ

近代文学基礎Ⅰ
近代文学基礎Ⅱ
国語学基礎Ⅰ

国語学基礎Ⅱ
漢文学基礎Ⅰ
漢文学基礎Ⅱ

国文学概説Ⅰ
国文学概説Ⅱ

国語学概説Ⅰ
国語学概説Ⅱ
漢文学概説Ⅰ

漢文学概説Ⅱ

研究法（ ）
研究法（ ）

卒業論文Ⅰ 注
卒業論文Ⅱ 注

国文学史
国文学史
国文学史

国文学史

選
択
必
修
（

単
位
）

卒業論文を国文学の分
野で作成する場合

古典文学･近代文学特講科目

古典文学･近代文学演習科目（注 ）

他に国語学および漢文学より各 単位以上（注 ）

卒業論文を国語学の分
野で作成する場合

国語学特講科目，国語史概説Ⅰ・Ⅱ

国語学演習科目

他に国文学および漢文学より各 単位以上（注 ）

卒業論文を漢文学の分
野で作成する場合

漢文学特講科目

漢文学演習科目

他に国文学および国語学より各 単位以上（注 ）

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目（基礎科目・国文学史・概説科目・研究法，及び同内容の科目の重

複履修は認められない），②課程科目（実習を除く），③他学部他学科の「学科科目」

（語学科目を除く），④指定の英語選択科目で充当することができる。ただし，②と③

と④で充当できるのは 単位までである。

（注 ）「卒業論文」は， 年度に「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」に分割された。
卒業論文Ⅰの評価・成績はＰ（合格）・Ｘ（不合格）により判定される。

（注 ）卒業論文Ⅱは，卒業論文Ⅰを修得していなければ，履修することはできない 同時履修は認められない 。
（注 ）近代文学の分野で作成する場合は，古典文学演習 単位以上を含むこと。
（注 ）演習 単位以上を含むこと。
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― ―

【合併科目一覧表】

年次生以前カリキュラム開講科目 年次生以降カリキュラム開講科目

古典文学基礎Ⅰ 古典文学基礎

古典文学基礎Ⅱ 古典文学講読

近代文学基礎Ⅰ 近代文学基礎

国語学基礎Ⅰ 国語学基礎

国語学基礎Ⅱ 国語学講読

漢文学基礎Ⅰ 漢文学基礎

漢文学基礎Ⅱ 漢文学講読

国文学史Ａ 古典文学史Ａ

国文学史Ｂ 古典文学史Ｂ

国文学史Ｃ 古典文学史Ｃ

国文学史Ｄ 近代文学史

国文学概説Ⅰ 古典文学概説

国文学概説Ⅱ 近代文学概説

国語学概説Ⅰ 国語学概説

国語学概説Ⅱ 国語史概説

漢文学概説Ⅰ 漢文学概説

漢文学概説Ⅱ 漢文学史

研究法（ ） 研究法

② 卒業論文について

卒業論文を提出する者は，原則としてその前年度までに基礎科目，概説科目，文学史，研究法を履修しなければ

ならない。

卒業論文は，最終学年において他の科目と同様に登録しなければならない。また，春学期は所定の時限に行う各

指導教員の論文指導に毎週出席しなければならない。なお， 月末までに提出予定の卒業論文の題目を提出する

こと。

装丁について

ア 規格 判縦書（ワープロ使用の上，プリントアウト）

上記以外の規格に従って提出する必要があると認められた者については，指導教員の許可を得て可とする。

イ 綴じ方 特に製本の必要はないが，黒表紙で綴じること。

ウ 梗概（ 字以内）を添付すること。

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

イ 場所 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

ウ 時間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

エ 部数 部

「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

「卒業論文Ⅰ」を春学期，「卒業論文Ⅱ」を秋学期の原則通りに履修しない場合は，履修登録前に学科長に相談す

ること。

― ―

履修上の注意

～ 年次生

① 学科科目について

必修科目は，「標準配当表」により履修することを原則とする。

選択必修科目は「標準配当表」に所要単位数が記されている。所要単位以上に履修した場合は，選択科目として

認められる。

特講・演習科目については，重複履修を認め，所定の単位に充当する（ただし同内容のものは除く）。

演習科目の受講者数は，原則として 人以内とする。登録方法については，在校生ガイダンスの指示に従うこと。

他学部・他学科の学科科目〔国文学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習以外の課程科目（科目コード

番台）を含む｡〕は， 単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

② 外国語科目について

全学共通科目としての外国語については，英語 単位の履修を標準とする。なお，英語以外の同一外国語を卒業単位

に充当したい者は学科長に相談すること。また，履修上の注意については ～を参照のこと。

学科科目としての外国語については，全学共通科目で選択した以外の同一外国語を 単位以上修得した場合のみ，

単位を選択科目として卒業単位に充当することができる。なお，履修上の注意については ～を参照のこと。

年次生以降

① 学科科目について

必修科目は，「標準配当表」により履修することを原則とする。

選択必修科目は「標準配当表」に所要単位数が記されている。所要単位以上に履修した場合は，選択科目として

認められる。

特講・演習科目については，重複履修を認め，所定の単位に充当する（ただし同内容のものは除く）。

演習科目の受講者数は，原則として 人以内とする。登録方法については，在校生ガイダンスの指示に従うこと。

他学部・他学科の学科科目〔国文学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習以外の課程科目（科目コード

番台）を含む｡〕および指定の英語選択科目は， 単位まで選択科目として卒業単位に充当することができ

る。

② 語学科目について

履修上の注意については ～を参照のこと。

共通

① カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は，同一科目とみなす。重複履修については，

基礎科目・概説科目を除く。また，同内容の科目の重複履修は認められない。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

卒業論文
卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

近代文学基礎Ⅱ 近代文学特講Ⅰ

近代文学基礎Ⅱの読み替え科目として近代文学特講Ⅰ を履修する場合は，履修登録時に学科長と相談の上履修登録

をすること。
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【合併科目一覧表】

年次生以前カリキュラム開講科目 年次生以降カリキュラム開講科目

古典文学基礎Ⅰ 古典文学基礎

古典文学基礎Ⅱ 古典文学講読

近代文学基礎Ⅰ 近代文学基礎

国語学基礎Ⅰ 国語学基礎

国語学基礎Ⅱ 国語学講読

漢文学基礎Ⅰ 漢文学基礎

漢文学基礎Ⅱ 漢文学講読

国文学史Ａ 古典文学史Ａ

国文学史Ｂ 古典文学史Ｂ

国文学史Ｃ 古典文学史Ｃ

国文学史Ｄ 近代文学史

国文学概説Ⅰ 古典文学概説

国文学概説Ⅱ 近代文学概説

国語学概説Ⅰ 国語学概説

国語学概説Ⅱ 国語史概説

漢文学概説Ⅰ 漢文学概説

漢文学概説Ⅱ 漢文学史

研究法（ ） 研究法

② 卒業論文について

卒業論文を提出する者は，原則としてその前年度までに基礎科目，概説科目，文学史，研究法を履修しなければ

ならない。

卒業論文は，最終学年において他の科目と同様に登録しなければならない。また，春学期は所定の時限に行う各

指導教員の論文指導に毎週出席しなければならない。なお， 月末までに提出予定の卒業論文の題目を提出する

こと。

装丁について

ア 規格 判縦書（ワープロ使用の上，プリントアウト）

上記以外の規格に従って提出する必要があると認められた者については，指導教員の許可を得て可とする。

イ 綴じ方 特に製本の必要はないが，黒表紙で綴じること。

ウ 梗概（ 字以内）を添付すること。

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

イ 場所 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

ウ 時間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

エ 部数 部

「卒業論文Ⅰ」，「卒業論文Ⅱ」は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

「卒業論文Ⅰ」を春学期，「卒業論文Ⅱ」を秋学期の原則通りに履修しない場合は，履修登録前に学科長に相談す

ること。

― ―

履修上の注意

～ 年次生

① 学科科目について

必修科目は，「標準配当表」により履修することを原則とする。

選択必修科目は「標準配当表」に所要単位数が記されている。所要単位以上に履修した場合は，選択科目として

認められる。

特講・演習科目については，重複履修を認め，所定の単位に充当する（ただし同内容のものは除く）。

演習科目の受講者数は，原則として 人以内とする。登録方法については，在校生ガイダンスの指示に従うこと。

他学部・他学科の学科科目〔国文学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習以外の課程科目（科目コード

番台）を含む｡〕は， 単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

② 外国語科目について

全学共通科目としての外国語については，英語 単位の履修を標準とする。なお，英語以外の同一外国語を卒業単位

に充当したい者は学科長に相談すること。また，履修上の注意については ～を参照のこと。

学科科目としての外国語については，全学共通科目で選択した以外の同一外国語を 単位以上修得した場合のみ，

単位を選択科目として卒業単位に充当することができる。なお，履修上の注意については ～を参照のこと。

年次生以降

① 学科科目について

必修科目は，「標準配当表」により履修することを原則とする。

選択必修科目は「標準配当表」に所要単位数が記されている。所要単位以上に履修した場合は，選択科目として

認められる。

特講・演習科目については，重複履修を認め，所定の単位に充当する（ただし同内容のものは除く）。

演習科目の受講者数は，原則として 人以内とする。登録方法については，在校生ガイダンスの指示に従うこと。

他学部・他学科の学科科目〔国文学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習以外の課程科目（科目コード

番台）を含む｡〕および指定の英語選択科目は， 単位まで選択科目として卒業単位に充当することができ

る。

② 語学科目について

履修上の注意については ～を参照のこと。

共通

① カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は，同一科目とみなす。重複履修については，

基礎科目・概説科目を除く。また，同内容の科目の重複履修は認められない。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

卒業論文
卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

近代文学基礎Ⅱ 近代文学特講Ⅰ

近代文学基礎Ⅱの読み替え科目として近代文学特講Ⅰ を履修する場合は，履修登録時に学科長と相談の上履修登録

をすること。
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開講科目担当表

年次生以降

学科科目（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

古典文学基礎 春 本 廣 陽 子

近代文学基礎 春 木 村 洋

国語学基礎 服 部 隆

漢文学基礎 春 福 井 辰 彦

近代文学史 秋 木 村 洋 ・

古典文学概説 春 瀬 間 正 之

近代文学概説 秋 木 村 洋

国語学概説 豊 島 正 之

国語史概説 秋 服 部 隆 ・

漢文学概説 秋 長 尾 直 茂

漢文学史 春 長 尾 直 茂 ・

研究法 春

コーディネータ

本 廣 陽 子

木 村 洋

輪講

卒業論文Ⅰ 春 国文学科教員 春の履修を原則とする

卒業論文Ⅱ 秋 国文学科教員 秋の履修を原則とする

学科科目（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

古典文学史 秋 瀬 間 正 之 ・

古典文学史 秋 本 廣 陽 子 ・

古典文学史 春 山 本 章 博 ・

古典文学史 秋 津 田 眞 弓 ・

古典文学講読 秋 山 本 章 博 ～

国語学講読 春 豊 島 正 之 ～

漢文学講読 秋 福 井 辰 彦 ～

古典文学特講Ⅰ 春 瀬 間 正 之 ～

古典文学特講Ⅰ 秋 瀬 間 正 之 ～

古典文学特講Ⅱ 春 本 廣 陽 子 ～

古典文学特講Ⅱ 秋 本 廣 陽 子 ～

古典文学特講Ⅲ 休講 ～

古典文学特講Ⅲ 休講 ～

古典文学特講Ⅳ 春 山 本 章 博 ～

古典文学特講Ⅳ 秋 山 本 章 博 ～

近代文学特講Ⅰ 春 木 村 洋 ～

近代文学特講Ⅰ 秋 木 村 洋 ～

近代文学特講Ⅱ 春 小 森 陽 一 ～

近代文学特講Ⅱ 秋 小 森 陽 一 ～

国語学特講Ⅰ 服 部 隆 ～

国語学特講Ⅰ 秋 服 部 隆 ～

国語学特講Ⅱ 豊 島 正 之 ～

国語学特講Ⅱ 秋 豊 島 正 之 ～

国語学特講Ⅲ 秋 菊 地 康 人 ～

国語学特講Ⅲ 秋 坂 本 清 恵 ～

漢文学特講Ⅰ 春 長 尾 直 茂 ～

漢文学特講Ⅰ 秋 長 尾 直 茂 ～

漢文学特講Ⅱ 春 福 井 辰 彦 ～

漢文学特講Ⅱ 秋 福 井 辰 彦 ～

古典文学演習Ⅰ 春 瀬 間 正 之 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅰ 秋 瀬 間 正 之 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅱ 春 本 廣 陽 子 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅱ 秋 本 廣 陽 子 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅲ 春 山 本 章 博 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅲ 秋 山 本 章 博 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅳ 春 津 田 眞 弓 ～ ［ 名］

― ―

③ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回ることは

出来ない。

年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，最高履

修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談をすること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

④ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

漢文学

文化

卒業論文

国語学

国文学

教職科目

⑤ 文学部横断型人文学プログラムについて

文学部は，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文学プログラム」，

～を参照すること。
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開講科目担当表

年次生以降

学科科目（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

古典文学基礎 春 本 廣 陽 子

近代文学基礎 春 木 村 洋

国語学基礎 服 部 隆

漢文学基礎 春 福 井 辰 彦

近代文学史 秋 木 村 洋 ・

古典文学概説 春 瀬 間 正 之

近代文学概説 秋 木 村 洋

国語学概説 豊 島 正 之

国語史概説 秋 服 部 隆 ・

漢文学概説 秋 長 尾 直 茂

漢文学史 春 長 尾 直 茂 ・

研究法 春

コーディネータ

本 廣 陽 子

木 村 洋

輪講

卒業論文Ⅰ 春 国文学科教員 春の履修を原則とする

卒業論文Ⅱ 秋 国文学科教員 秋の履修を原則とする

学科科目（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

古典文学史 秋 瀬 間 正 之 ・

古典文学史 秋 本 廣 陽 子 ・

古典文学史 春 山 本 章 博 ・

古典文学史 秋 津 田 眞 弓 ・

古典文学講読 秋 山 本 章 博 ～

国語学講読 春 豊 島 正 之 ～

漢文学講読 秋 福 井 辰 彦 ～

古典文学特講Ⅰ 春 瀬 間 正 之 ～

古典文学特講Ⅰ 秋 瀬 間 正 之 ～

古典文学特講Ⅱ 春 本 廣 陽 子 ～

古典文学特講Ⅱ 秋 本 廣 陽 子 ～

古典文学特講Ⅲ 休講 ～

古典文学特講Ⅲ 休講 ～

古典文学特講Ⅳ 春 山 本 章 博 ～

古典文学特講Ⅳ 秋 山 本 章 博 ～

近代文学特講Ⅰ 春 木 村 洋 ～

近代文学特講Ⅰ 秋 木 村 洋 ～

近代文学特講Ⅱ 春 小 森 陽 一 ～

近代文学特講Ⅱ 秋 小 森 陽 一 ～

国語学特講Ⅰ 服 部 隆 ～

国語学特講Ⅰ 秋 服 部 隆 ～

国語学特講Ⅱ 豊 島 正 之 ～

国語学特講Ⅱ 秋 豊 島 正 之 ～

国語学特講Ⅲ 秋 菊 地 康 人 ～

国語学特講Ⅲ 秋 坂 本 清 恵 ～

漢文学特講Ⅰ 春 長 尾 直 茂 ～

漢文学特講Ⅰ 秋 長 尾 直 茂 ～

漢文学特講Ⅱ 春 福 井 辰 彦 ～

漢文学特講Ⅱ 秋 福 井 辰 彦 ～

古典文学演習Ⅰ 春 瀬 間 正 之 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅰ 秋 瀬 間 正 之 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅱ 春 本 廣 陽 子 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅱ 秋 本 廣 陽 子 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅲ 春 山 本 章 博 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅲ 秋 山 本 章 博 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅳ 春 津 田 眞 弓 ～ ［ 名］

― ―

③ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回ることは

出来ない。

年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，最高履

修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談をすること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

④ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

漢文学

文化

卒業論文

国語学

国文学

教職科目

⑤ 文学部横断型人文学プログラムについて

文学部は，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文学プログラム」，

～を参照すること。

─ 279 ── 278 ─

08_文学部.indd   279 2020/03/13   13:14:57



― ―

年次生以前

学科科目（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

古典文学基礎Ⅰ 春 本 廣 陽 子 （注 ）

古典文学基礎Ⅱ 秋 山 本 章 博 （注 ）

近代文学基礎Ⅰ 春 木 村 洋 （注 ）

国語学基礎Ⅰ 服 部 隆 （注 ）

国語学基礎Ⅱ 春 豊 島 正 之 （注 ）

漢文学基礎Ⅰ 春 福 井 辰 彦 （注 ）

漢文学基礎Ⅱ 秋 福 井 辰 彦 （注 ）

国文学史 秋 瀬 間 正 之 ・ （注 ）

国文学史 秋 本 廣 陽 子 ・ （注 ）

国文学史 春 山 本 章 博 ・ （注 ）

国文学史 秋 木 村 洋 ・ （注 ）

国文学概説Ⅰ 春 瀬 間 正 之 （注 ）

国文学概説Ⅱ 秋 木 村 洋 （注 ）

国語学概説Ⅰ 豊 島 正 之 （注 ）

国語学概説Ⅱ 秋 服 部 隆 （注 ）

漢文学概説Ⅰ 秋 長 尾 直 茂 （注 ）

漢文学概説Ⅱ 春 長 尾 直 茂 （注 ）

研究法（ ） 春

コーディネータ

本 廣 陽 子

木 村 洋

輪講（注 ）

研究法（ ） 秋 国文学科教員

卒業論文Ⅰ 春 国文学科教員 旧「卒業論文」

Ⅰは春の履修を原則とする

Ⅱは秋の履修を原則とする卒業論文Ⅱ 秋 国文学科教員

学科科目（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

古典文学特講Ⅰ 春 瀬 間 正 之 ～

古典文学特講Ⅰ 秋 瀬 間 正 之 ～

古典文学特講Ⅱ 春 本 廣 陽 子 ～

古典文学特講Ⅱ 秋 本 廣 陽 子 ～

古典文学特講Ⅲ 休講 ～

古典文学特講Ⅲ 休講 ～

古典文学特講Ⅳ 春 山 本 章 博 ～

古典文学特講Ⅳ 秋 山 本 章 博 ～

近代文学特講Ⅰ 春 木 村 洋 ～

近代文学特講Ⅰ 秋 木 村 洋 ～

近代文学特講Ⅱ 春 小 森 陽 一 ～

近代文学特講Ⅱ 秋 小 森 陽 一 ～

国語学特講Ⅰ 服 部 隆 ～

国語学特講Ⅰ 秋 服 部 隆 ～

国語学特講Ⅱ 豊 島 正 之 ～

国語学特講Ⅱ 秋 豊 島 正 之 ～

国語学特講Ⅲ 秋 菊 地 康 人 ～

国語学特講Ⅲ 秋 坂 本 清 恵 ～

漢文学特講Ⅰ 春 長 尾 直 茂 ～

漢文学特講Ⅰ 秋 長 尾 直 茂 ～

漢文学特講Ⅱ 春 福 井 辰 彦 ～

漢文学特講Ⅱ 秋 福 井 辰 彦 ～

古典文学演習Ⅰ 春 瀬 間 正 之 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅰ 秋 瀬 間 正 之 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅱ 春 本 廣 陽 子 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅱ 秋 本 廣 陽 子 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅲ 春 山 本 章 博 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅲ 秋 山 本 章 博 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅳ 春 津 田 眞 弓 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅳ 秋 津 田 眞 弓 ～ ［ 名］

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

古典文学演習Ⅳ 秋 津 田 眞 弓 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅴ 休講 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅴ 休講 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅰ 春 木 村 洋 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅰ 秋 木 村 洋 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅱ 春 鈴 木 啓 子 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅱ 秋 鈴 木 啓 子 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅲ 春 小 森 陽 一 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅲ 休講 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅰ 春 服 部 隆 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅰ 秋 服 部 隆 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅱ 休講 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅱ 休講 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅲ 春 豊 島 正 之 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅲ 秋 豊 島 正 之 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅰ 春 長 尾 直 茂 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅰ 秋 長 尾 直 茂 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅱ 春 福 井 辰 彦 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅱ 秋 福 井 辰 彦 ～ ［ 名］

学科科目（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
選
択
科
目

日本文化史Ⅰ 秋 ～ ○

日本文化史Ⅱ 休講 ～ ○

書道Ⅰ 春 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

書道Ⅰ 秋 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

書道Ⅱ 春 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

書道Ⅱ 秋 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

国語科教育法Ⅰ 秋 上 野 美穂子

国語科教育法Ⅱ 春 小 島 和

国語科教育法Ⅲ 春 比留間 健 一 ・

国語科教育法Ⅳ 秋 上 野 美穂子 ・

他
学
科
開
講
科
目

日中文化交渉史Ａ
文学部横断型人文学

プログラム

日中文化交渉史Ｂ
文学部横断型人文学

プログラム

キリシタン文化史Ａ
文学部横断型人文学

プログラム

キリシタン文化史Ｂ
文学部横断型人文学

プログラム

美学Ⅰ （他）哲学科

美学Ⅱ （他）哲学科

芸術学Ⅰ （他）哲学科

芸術学Ⅱ （他）哲学科

仏教思想 （他）哲学科

日本美術史 （他）史学科

東洋美術史 （他）史学科

出版論Ⅰ （他）新聞学科

出版論Ⅱ （他）新聞学科

そ
の
他

文学部横断型人文学プ

ログラム

文学部横断型人文学プログ

ラム」， ～を参照するこ

と

単位まで選択科目に算入可他学部他学科科目・課程科目

（実習を除く）
各開講科目担当表を参照

学科指定の英語選択科目
学科指定の英語選択科

目参照
～
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学
部
共
通

哲

史

国

文
英

文
ド
イ
ツ
文
フ
ラ
ン
ス
文

新

聞

― ―

年次生以前

学科科目（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

古典文学基礎Ⅰ 春 本 廣 陽 子 （注 ）

古典文学基礎Ⅱ 秋 山 本 章 博 （注 ）

近代文学基礎Ⅰ 春 木 村 洋 （注 ）

国語学基礎Ⅰ 服 部 隆 （注 ）

国語学基礎Ⅱ 春 豊 島 正 之 （注 ）

漢文学基礎Ⅰ 春 福 井 辰 彦 （注 ）

漢文学基礎Ⅱ 秋 福 井 辰 彦 （注 ）

国文学史 秋 瀬 間 正 之 ・ （注 ）

国文学史 秋 本 廣 陽 子 ・ （注 ）

国文学史 春 山 本 章 博 ・ （注 ）

国文学史 秋 木 村 洋 ・ （注 ）

国文学概説Ⅰ 春 瀬 間 正 之 （注 ）

国文学概説Ⅱ 秋 木 村 洋 （注 ）

国語学概説Ⅰ 豊 島 正 之 （注 ）

国語学概説Ⅱ 秋 服 部 隆 （注 ）

漢文学概説Ⅰ 秋 長 尾 直 茂 （注 ）

漢文学概説Ⅱ 春 長 尾 直 茂 （注 ）

研究法（ ） 春

コーディネータ

本 廣 陽 子

木 村 洋

輪講（注 ）

研究法（ ） 秋 国文学科教員

卒業論文Ⅰ 春 国文学科教員 旧「卒業論文」

Ⅰは春の履修を原則とする

Ⅱは秋の履修を原則とする卒業論文Ⅱ 秋 国文学科教員

学科科目（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

古典文学特講Ⅰ 春 瀬 間 正 之 ～

古典文学特講Ⅰ 秋 瀬 間 正 之 ～

古典文学特講Ⅱ 春 本 廣 陽 子 ～

古典文学特講Ⅱ 秋 本 廣 陽 子 ～

古典文学特講Ⅲ 休講 ～

古典文学特講Ⅲ 休講 ～

古典文学特講Ⅳ 春 山 本 章 博 ～

古典文学特講Ⅳ 秋 山 本 章 博 ～

近代文学特講Ⅰ 春 木 村 洋 ～

近代文学特講Ⅰ 秋 木 村 洋 ～

近代文学特講Ⅱ 春 小 森 陽 一 ～

近代文学特講Ⅱ 秋 小 森 陽 一 ～

国語学特講Ⅰ 服 部 隆 ～

国語学特講Ⅰ 秋 服 部 隆 ～

国語学特講Ⅱ 豊 島 正 之 ～

国語学特講Ⅱ 秋 豊 島 正 之 ～

国語学特講Ⅲ 秋 菊 地 康 人 ～

国語学特講Ⅲ 秋 坂 本 清 恵 ～

漢文学特講Ⅰ 春 長 尾 直 茂 ～

漢文学特講Ⅰ 秋 長 尾 直 茂 ～

漢文学特講Ⅱ 春 福 井 辰 彦 ～

漢文学特講Ⅱ 秋 福 井 辰 彦 ～

古典文学演習Ⅰ 春 瀬 間 正 之 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅰ 秋 瀬 間 正 之 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅱ 春 本 廣 陽 子 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅱ 秋 本 廣 陽 子 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅲ 春 山 本 章 博 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅲ 秋 山 本 章 博 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅳ 春 津 田 眞 弓 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅳ 秋 津 田 眞 弓 ～ ［ 名］

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

古典文学演習Ⅳ 秋 津 田 眞 弓 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅴ 休講 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅴ 休講 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅰ 春 木 村 洋 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅰ 秋 木 村 洋 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅱ 春 鈴 木 啓 子 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅱ 秋 鈴 木 啓 子 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅲ 春 小 森 陽 一 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅲ 休講 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅰ 春 服 部 隆 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅰ 秋 服 部 隆 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅱ 休講 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅱ 休講 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅲ 春 豊 島 正 之 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅲ 秋 豊 島 正 之 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅰ 春 長 尾 直 茂 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅰ 秋 長 尾 直 茂 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅱ 春 福 井 辰 彦 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅱ 秋 福 井 辰 彦 ～ ［ 名］

学科科目（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
選
択
科
目

日本文化史Ⅰ 秋 ～ ○

日本文化史Ⅱ 休講 ～ ○

書道Ⅰ 春 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

書道Ⅰ 秋 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

書道Ⅱ 春 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

書道Ⅱ 秋 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

国語科教育法Ⅰ 秋 上 野 美穂子

国語科教育法Ⅱ 春 小 島 和

国語科教育法Ⅲ 春 比留間 健 一 ・

国語科教育法Ⅳ 秋 上 野 美穂子 ・

他
学
科
開
講
科
目

日中文化交渉史Ａ
文学部横断型人文学

プログラム

日中文化交渉史Ｂ
文学部横断型人文学

プログラム

キリシタン文化史Ａ
文学部横断型人文学

プログラム

キリシタン文化史Ｂ
文学部横断型人文学

プログラム

美学Ⅰ （他）哲学科

美学Ⅱ （他）哲学科

芸術学Ⅰ （他）哲学科

芸術学Ⅱ （他）哲学科

仏教思想 （他）哲学科

日本美術史 （他）史学科

東洋美術史 （他）史学科

出版論Ⅰ （他）新聞学科

出版論Ⅱ （他）新聞学科

そ
の
他

文学部横断型人文学プ

ログラム

文学部横断型人文学プログ

ラム」， ～を参照するこ

と

単位まで選択科目に算入可他学部他学科科目・課程科目

（実習を除く）
各開講科目担当表を参照

学科指定の英語選択科目
学科指定の英語選択科

目参照
～
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― ―

【 年次生以降対象】
学科科目（選択科目）に算入できる英語選択科目

学
科
指
定
英
語
選
択
科
目

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

古典文学演習Ⅴ 休講 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅴ 休講 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅰ 春 木 村 洋 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅰ 秋 木 村 洋 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅱ 春 鈴 木 啓 子 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅱ 秋 鈴 木 啓 子 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅲ 春 小 森 陽 一 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅲ 休講 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅰ 春 服 部 隆 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅰ 秋 服 部 隆 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅱ 休講 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅱ 休講 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅲ 春 豊 島 正 之 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅲ 秋 豊 島 正 之 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅰ 春 長 尾 直 茂 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅰ 秋 長 尾 直 茂 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅱ 春 福 井 辰 彦 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅱ 秋 福 井 辰 彦 ～ ［ 名］

学科科目（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
選
択
科
目

日本文化史Ⅰ 秋 ～ ○

日本文化史Ⅱ 休講 ～ ○

書道Ⅰ 春 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

書道Ⅰ 秋 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

書道Ⅱ 春 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

書道Ⅱ 秋 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

国語科教育法Ⅰ 秋 上 野 美穂子

国語科教育法Ⅱ 春 小 島 和

国語科教育法Ⅲ 春 比留間 健 一 ・

国語科教育法Ⅳ 秋 上 野 美穂子 ・

他
学
科
開
講
科
目

日中文化交渉史Ａ
文学部横断型人文学

プログラム

日中文化交渉史Ｂ
文学部横断型人文学

プログラム

キリシタン文化史Ａ
文学部横断型人文学

プログラム

キリシタン文化史Ｂ
文学部横断型人文学

プログラム

美学Ⅰ （他）哲学科

美学Ⅱ （他）哲学科

芸術学Ⅰ （他）哲学科

芸術学Ⅱ （他）哲学科

仏教思想 （他）哲学科

日本美術史 （他）史学科

東洋美術史 （他）史学科

出版論Ⅰ （他）新聞学科

出版論Ⅱ （他）新聞学科

そ
の
他

文学部横断型人文学プ

ログラム

「文学部横断型人文学プログ

ラム」， ～を参照するこ

と

単位まで選択科目に算入可他学部他学科科目・課程科目

（実習を除く）
各開講科目担当表を参照

学科指定の英語選択科目
学科指定の英語選択科

目参照 注
～

（注 ）合併科目一覧表を参照すること。

（注 ） 年次生以降のみ対象
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【 年次生以降対象】
学科科目（選択科目）に算入できる英語選択科目

学
科
指
定
英
語
選
択
科
目

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

他 言語教育研究センター

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

古典文学演習Ⅴ 休講 ～ ［ 名］

古典文学演習Ⅴ 休講 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅰ 春 木 村 洋 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅰ 秋 木 村 洋 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅱ 春 鈴 木 啓 子 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅱ 秋 鈴 木 啓 子 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅲ 春 小 森 陽 一 ～ ［ 名］

近代文学演習Ⅲ 休講 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅰ 春 服 部 隆 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅰ 秋 服 部 隆 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅱ 休講 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅱ 休講 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅲ 春 豊 島 正 之 ～ ［ 名］

国語学演習Ⅲ 秋 豊 島 正 之 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅰ 春 長 尾 直 茂 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅰ 秋 長 尾 直 茂 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅱ 春 福 井 辰 彦 ～ ［ 名］

漢文学演習Ⅱ 秋 福 井 辰 彦 ～ ［ 名］

学科科目（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
選
択
科
目

日本文化史Ⅰ 秋 ～ ○

日本文化史Ⅱ 休講 ～ ○

書道Ⅰ 春 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

書道Ⅰ 秋 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

書道Ⅱ 春 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

書道Ⅱ 秋 永 由 徳 夫 ～ ［ 名］

国語科教育法Ⅰ 秋 上 野 美穂子

国語科教育法Ⅱ 春 小 島 和

国語科教育法Ⅲ 春 比留間 健 一 ・

国語科教育法Ⅳ 秋 上 野 美穂子 ・

他
学
科
開
講
科
目

日中文化交渉史Ａ
文学部横断型人文学

プログラム

日中文化交渉史Ｂ
文学部横断型人文学

プログラム

キリシタン文化史Ａ
文学部横断型人文学

プログラム

キリシタン文化史Ｂ
文学部横断型人文学

プログラム

美学Ⅰ （他）哲学科

美学Ⅱ （他）哲学科

芸術学Ⅰ （他）哲学科

芸術学Ⅱ （他）哲学科

仏教思想 （他）哲学科

日本美術史 （他）史学科

東洋美術史 （他）史学科

出版論Ⅰ （他）新聞学科

出版論Ⅱ （他）新聞学科

そ
の
他

文学部横断型人文学プ

ログラム

「文学部横断型人文学プログ

ラム」， ～を参照するこ

と

単位まで選択科目に算入可他学部他学科科目・課程科目

（実習を除く）
各開講科目担当表を参照

学科指定の英語選択科目
学科指定の英語選択科

目参照 注
～

（注 ）合併科目一覧表を参照すること。

（注 ） 年次生以降のみ対象
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卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

― ―

英文学科 

〔教育研究上の目的〕

英米の文学，思想，文化の知見を広めるとともに，体系的かつ批判的な視点から問題を見つけ，調査・分析によって得

た結果を日英両言語で論理的に伝達する能力を身につけること

〔人材養成の目的〕

言語，文化，思想，歴史，社会の深い理解に基づく見識と高度なコミュニケーション能力を用い，国際社会において現

実に起こりうる未知の諸問題に対処できる人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，人間的営為に必然的に付随する意味の多義性，曖昧さを読み解くためのリテラシーを獲得する人材の養成

を目的として，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これら

を身につけた者と認め，学位を授与します。

知的訓練を体系的に積み重ねることによって，社会のさまざまな側面で遭遇する現実的な課題に対し，自らの置かれ

た立場を見失うことなく対処する能力

文化の多様性，異文化理解といった概念を，社会の表層を上滑りする言説としてではなく，自らの言葉で再構築，再

解釈する必要性を認識するために不可欠な読解力，思考力，想像力，表現力

言語芸術に限らず，あらゆる学問にとって必須の言語運用能力が高まり，日本語と英語では現実の表象の仕方が異な

ることが理解でき，発信・受信の双方向において言語表現の多様性への感受性

言語の有用的側面の先に存在する，学問という知的営為がもたらす豊かさの重要性を実感する能力

日英両語における高水準の言語能力および英語圏の言語，文学，歴史，文化に関する系統的な専門知識を修得し，そ

れを実社会での生活や仕事に活用する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，言語の社会的側面と言語芸術としての側面の両者に重点を置くことで，

リテラシー獲得のための相乗効果が得られるよう，次の趣旨を盛り込んだ科目によってカリキュラムを編成しています。

年間の学修過程のなかで， つに大別された専門領域コースのいずれかを選択し，それぞれの領域に必要な専門的知

識を順を追って体系的に学ぶことにより，系統的な知識の獲得，理解，応用の実現を可能にする。

知識の享受，個々人での読解，学生相互間での議論，他者に向けてのプレゼンテーション，教員との双方向的な意見

交換といった多様な知的訓練を織り交ぜることで，理論と実践両面における汎用的な言語表現能力を体得させる。

年間にわたり，自習も含めた自立的，主体的な学修に裏打ちされたスキル・クラスを通して英語の高度なリテラシー

を獲得すると同時に，その学修過程を，日本語という第一言語についての知識と運用能力を意識的に捉え直す契機と

する。

英語という他者の言語で書かれた他者の体験についてのテクストを精読することで，言語の意味作用の多義性に意識

的になるようにする。

系統的に修得された英語圏の言語，文化，歴史に関する知識の活用として，英語教員や翻訳家などの専門職養成科目

を配置する。

修得した専門分野の知識力，言語力，思考力の集大成として，日本語ないし英語で独創的かつ論理的な卒業論文を作

成させる。
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卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

― ―

英文学科 

〔教育研究上の目的〕

英米の文学，思想，文化の知見を広めるとともに，体系的かつ批判的な視点から問題を見つけ，調査・分析によって得

た結果を日英両言語で論理的に伝達する能力を身につけること

〔人材養成の目的〕

言語，文化，思想，歴史，社会の深い理解に基づく見識と高度なコミュニケーション能力を用い，国際社会において現

実に起こりうる未知の諸問題に対処できる人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，人間的営為に必然的に付随する意味の多義性，曖昧さを読み解くためのリテラシーを獲得する人材の養成

を目的として，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これら

を身につけた者と認め，学位を授与します。

知的訓練を体系的に積み重ねることによって，社会のさまざまな側面で遭遇する現実的な課題に対し，自らの置かれ

た立場を見失うことなく対処する能力

文化の多様性，異文化理解といった概念を，社会の表層を上滑りする言説としてではなく，自らの言葉で再構築，再

解釈する必要性を認識するために不可欠な読解力，思考力，想像力，表現力

言語芸術に限らず，あらゆる学問にとって必須の言語運用能力が高まり，日本語と英語では現実の表象の仕方が異な

ることが理解でき，発信・受信の双方向において言語表現の多様性への感受性

言語の有用的側面の先に存在する，学問という知的営為がもたらす豊かさの重要性を実感する能力

日英両語における高水準の言語能力および英語圏の言語，文学，歴史，文化に関する系統的な専門知識を修得し，そ

れを実社会での生活や仕事に活用する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，言語の社会的側面と言語芸術としての側面の両者に重点を置くことで，

リテラシー獲得のための相乗効果が得られるよう，次の趣旨を盛り込んだ科目によってカリキュラムを編成しています。

年間の学修過程のなかで， つに大別された専門領域コースのいずれかを選択し，それぞれの領域に必要な専門的知

識を順を追って体系的に学ぶことにより，系統的な知識の獲得，理解，応用の実現を可能にする。

知識の享受，個々人での読解，学生相互間での議論，他者に向けてのプレゼンテーション，教員との双方向的な意見

交換といった多様な知的訓練を織り交ぜることで，理論と実践両面における汎用的な言語表現能力を体得させる。

年間にわたり，自習も含めた自立的，主体的な学修に裏打ちされたスキル・クラスを通して英語の高度なリテラシー

を獲得すると同時に，その学修過程を，日本語という第一言語についての知識と運用能力を意識的に捉え直す契機と

する。

英語という他者の言語で書かれた他者の体験についてのテクストを精読することで，言語の意味作用の多義性に意識

的になるようにする。

系統的に修得された英語圏の言語，文化，歴史に関する知識の活用として，英語教員や翻訳家などの専門職養成科目

を配置する。

修得した専門分野の知識力，言語力，思考力の集大成として，日本語ないし英語で独創的かつ論理的な卒業論文を作

成させる。
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― ―

年次生以降

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

選
択
必
修
（

単
位
）

選
択
必
修
（

単
位
）

（注 ）
（

単
位
）

選
択 選択科目

（注 ）コース制については「履修上の注意」を参照。

― ―

標準配当表

年次生以降共通

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修 英語以外の指定された同一言語（注 ）

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については，履修要覧 ～を参照。
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通

哲

史

国
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新
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― ―

年次生以降

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

選
択
必
修
（

単
位
）

選
択
必
修
（

単
位
）

（注 ）
（

単
位
）

選
択 選択科目

（注 ）コース制については「履修上の注意」を参照。

― ―

標準配当表

年次生以降共通

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修 英語以外の指定された同一言語（注 ）

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については，履修要覧 ～を参照。
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― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

単
位
）

必
修単

位
英語以外の指定された同一言語（注 ）

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

卒業論文 （注 ）

卒業論文 （注 ）

（

単
位
）

選
択
必
修

基礎科目 演習 演習

（

単
位
）

選
択 選択科目

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については，履修要覧 ～を参照。
（注 ）「卒業論文」は， 年度に「卒業論文 」「卒業論文 」に分割された。

― ―

年次生

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

選
択
必
修
（

単
位
）

（注 ）
（

単
位
）

選
択 選択科目

（注 ）コース制については「履修上の注意」を参照。
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― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

単
位
）

必
修単

位
英語以外の指定された同一言語（注 ）

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

卒業論文 （注 ）

卒業論文 （注 ）

（

単
位
）

選
択
必
修

基礎科目 演習 演習

（

単
位
）

選
択 選択科目

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については，履修要覧 ～を参照。
（注 ）「卒業論文」は， 年度に「卒業論文 」「卒業論文 」に分割された。

― ―

年次生

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

選
択
必
修
（

単
位
）

（注 ）
（

単
位
）

選
択 選択科目

（注 ）コース制については「履修上の注意」を参照。
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― ―

履修上の注意

共通

① 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ）春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことは出来ない。

（注 ） 年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，

最高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談をす

ること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

② 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

英文学

（ ） 言語学（英語教授法）

言語学

③ 語学科目（全学共通科目としての外国語科目）について

【 年次生以降：語学科目について】

語学科目については，必修として英語以外の指定された同一言語を 単位履修すること。

異なる言語をあわせて 単位履修しても卒業の要件を満たしたことにはならない。なお，履修上の注意に関しては，

～を参照のこと。

【 年次生以前：全学共通科目としての外国語科目について】

外国語は英語以外の外国語から初級・中級あわせて 単位履修することが可能なものを選択する。

異なる外国語をあわせて 単位履修しても卒業の要件を満たしたことにはならない。なお，履修上の注意に関して

は， ～を参照のこと。

④ 文学部横断型人文学プログラムについて

年度より，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細は「文学部横断型人文学プログラム」 ～

を参照すること。

なお，プログラム開講科目は，学科選択科目として卒業に要する単位に充当することができる。プロジェクト・ゼ

ミの取扱いは年次によって異なるため，詳細は「文学部横断型人文学プログラム」のページを参照すること。

― ―

～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語以外の同一外国語 左記と同じ外国語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

卒業論文

卒業論文

（

単
位
）

選
択
必
修

基礎科目 演習 演習

（

単
位
）

選
択 選択科目

「卒業論文」は， 年度に「卒業論文 」「卒業論文 」に分割された。
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― ―

履修上の注意

共通

① 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ）春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことは出来ない。

（注 ） 年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，

最高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談をす

ること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

② 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

英文学

（ ） 言語学（英語教授法）

言語学

③ 語学科目（全学共通科目としての外国語科目）について

【 年次生以降：語学科目について】

語学科目については，必修として英語以外の指定された同一言語を 単位履修すること。

異なる言語をあわせて 単位履修しても卒業の要件を満たしたことにはならない。なお，履修上の注意に関しては，

～を参照のこと。

【 年次生以前：全学共通科目としての外国語科目について】

外国語は英語以外の外国語から初級・中級あわせて 単位履修することが可能なものを選択する。

異なる外国語をあわせて 単位履修しても卒業の要件を満たしたことにはならない。なお，履修上の注意に関して

は， ～を参照のこと。

④ 文学部横断型人文学プログラムについて

年度より，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細は「文学部横断型人文学プログラム」 ～

を参照すること。

なお，プログラム開講科目は，学科選択科目として卒業に要する単位に充当することができる。プロジェクト・ゼ

ミの取扱いは年次によって異なるため，詳細は「文学部横断型人文学プログラム」のページを参照すること。

― ―

～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語以外の同一外国語 左記と同じ外国語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

卒業論文

卒業論文

（

単
位
）

選
択
必
修

基礎科目 演習 演習

（

単
位
）

選
択 選択科目

「卒業論文」は， 年度に「卒業論文 」「卒業論文 」に分割された。
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― ―

⑥ 卒業論文 ・ ／ ・ について

・ について【 年次生以降】

学生は 年次の 月（年度によっては 月）に ・ に関するガイダンスを受け，指導に

したがって ・ を履修すること。

は， の教員（メンター）との個人面談によって進められる。メ

ンターの指導を受けながら の論文を完成させること。なお， に

関しても，他の科目と同様， での履修登録が必要である。

・ を同時に履修することはできない。なお，長期交換留学プログラムに参加した学生に

ついては別途規定を定める。当該学生は交換留学中も学科ホームページ内にある学科掲示板の指示に従うこと。

論文形式規則

ア 用語

日本語または英語。論文の途中で用語を変更してはならない。

イ 枚数

日本語論文は，とびらと目次を除いて 頁程度（注と引証資料は 頁に含まれる）。ワードプロセッサーを使

用すること（ サイズの用紙に 行 字， ページ 行）。英語論文は， ～ 程度。日英どちら

も上限は定めない。

ウ その他

論文の細かい書式等については，英文学科ホームページ上の「卒業論文の手引」に従うこと。必ず学科指定

のファイルに綴じて期限内に提出すること。

提出要領

ア 期間 学事センター（教務）掲示板に掲示する。

イ 場所 学事センター（教務）掲示板に掲示する。

ウ 時間 学事センター（教務）掲示板に掲示する。

・ は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

の指導は原則として水曜 限に行う。

卒業論文 ・ について【 年次生以前】

年度より，「卒業論文」は通年科目からセメスター制に変更した。学生は 年次の 月（年度によっては 月）

に卒業論文ガイダンスを受け，指導にしたがって履修すること。また，他の科目と同様，春学期に卒業論文 を，

秋学期に卒業論文 を で履修登録しなければならない。 月の在校生ガイダンスでメンターを発表するの

で，その後はメンターの指導を受けながら作成する。

卒業論文 ・ を同時に履修することはできない。長期交換留学プログラムに参加した学生については別途規定

を定める。当該学生は交換留学中も学科ホームページにある学科内掲示板の指示に従うこと。

卒業論文形式規則

ア 用語

日本語または英語。論文の途中で用語を変更してはならない。

イ 枚数

日本語論文は，とびらと目次を除いて 頁程度（注と引証資料は 頁に含まれる）。ワードプロセッサーを使

用すること（ サイズの用紙に 行 字， ページ 行）。英語論文は， ～ 程度。日英どちら

も上限は定めない。

ウ その他

論文の細かい書式等については，英文学科ホームページ上の「卒業論文の手引」に従うこと。必ず学科指定

のファイルに綴じて期限内に提出すること。

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間 学事センター（教務）掲示板に掲示する。

イ 場所 学事センター（教務）掲示板に掲示する。

ウ 時間 学事センター（教務）掲示板に掲示する。

卒業論文は必修科目であるが，所定の手統きにより履修中止（ ）を認める。

卒業論文 の指導は原則として水曜 限に行う。

― ―

⑤ カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応

カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の「読み替え」は，以下の表により，対応する科目は同一科目とみなす。重複履修

は認められない。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

卒業論文
卒業論文

卒業論文

次の科目については， 年次生以前用と 年次生以降用の科目に分かれているが， 年次生以前用の科目は，

年度に廃止となった。新旧科目の対応は以下の表により，同一科目とみなす。

年次生以前の科目 年次生以降の科目

英文学史Ⅰ

英文学史Ⅱ

米文学史Ⅰ

米文学史Ⅱ

英文法

英文法

英語史

英語史

イギリス文学演習Ⅰ

イギリス文学演習Ⅱ

アメリカ文学演習Ⅰ

アメリカ文学演習Ⅱ

英語学演習Ⅰ

英語学演習Ⅱ

イギリス文学講義 ・ （ ）

アメリカ文学講義 ・ （ ）

英語学講義 ・ （ ）

翻訳・言語表現講義

翻訳・言語表現講義

英語科教育法Ⅰ

英語科教育法Ⅱ

英語科教育法Ⅲ

英語科教育法Ⅳ

※新旧科目で授業内容が異なっていることを確認すること。詳細は を参照のこと。

※
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⑥ 卒業論文 ・ ／ ・ について

・ について【 年次生以降】

学生は 年次の 月（年度によっては 月）に ・ に関するガイダンスを受け，指導に

したがって ・ を履修すること。

は， の教員（メンター）との個人面談によって進められる。メ

ンターの指導を受けながら の論文を完成させること。なお， に

関しても，他の科目と同様， での履修登録が必要である。

・ を同時に履修することはできない。なお，長期交換留学プログラムに参加した学生に

ついては別途規定を定める。当該学生は交換留学中も学科ホームページ内にある学科掲示板の指示に従うこと。

論文形式規則

ア 用語

日本語または英語。論文の途中で用語を変更してはならない。

イ 枚数

日本語論文は，とびらと目次を除いて 頁程度（注と引証資料は 頁に含まれる）。ワードプロセッサーを使

用すること（ サイズの用紙に 行 字， ページ 行）。英語論文は， ～ 程度。日英どちら

も上限は定めない。

ウ その他

論文の細かい書式等については，英文学科ホームページ上の「卒業論文の手引」に従うこと。必ず学科指定

のファイルに綴じて期限内に提出すること。

提出要領

ア 期間 学事センター（教務）掲示板に掲示する。

イ 場所 学事センター（教務）掲示板に掲示する。

ウ 時間 学事センター（教務）掲示板に掲示する。

・ は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

の指導は原則として水曜 限に行う。

卒業論文 ・ について【 年次生以前】

年度より，「卒業論文」は通年科目からセメスター制に変更した。学生は 年次の 月（年度によっては 月）

に卒業論文ガイダンスを受け，指導にしたがって履修すること。また，他の科目と同様，春学期に卒業論文 を，

秋学期に卒業論文 を で履修登録しなければならない。 月の在校生ガイダンスでメンターを発表するの

で，その後はメンターの指導を受けながら作成する。

卒業論文 ・ を同時に履修することはできない。長期交換留学プログラムに参加した学生については別途規定

を定める。当該学生は交換留学中も学科ホームページにある学科内掲示板の指示に従うこと。

卒業論文形式規則

ア 用語

日本語または英語。論文の途中で用語を変更してはならない。

イ 枚数

日本語論文は，とびらと目次を除いて 頁程度（注と引証資料は 頁に含まれる）。ワードプロセッサーを使

用すること（ サイズの用紙に 行 字， ページ 行）。英語論文は， ～ 程度。日英どちら

も上限は定めない。

ウ その他

論文の細かい書式等については，英文学科ホームページ上の「卒業論文の手引」に従うこと。必ず学科指定

のファイルに綴じて期限内に提出すること。

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間 学事センター（教務）掲示板に掲示する。

イ 場所 学事センター（教務）掲示板に掲示する。

ウ 時間 学事センター（教務）掲示板に掲示する。

卒業論文は必修科目であるが，所定の手統きにより履修中止（ ）を認める。

卒業論文 の指導は原則として水曜 限に行う。

― ―

⑤ カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応

カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の「読み替え」は，以下の表により，対応する科目は同一科目とみなす。重複履修

は認められない。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

卒業論文
卒業論文

卒業論文

次の科目については， 年次生以前用と 年次生以降用の科目に分かれているが， 年次生以前用の科目は，

年度に廃止となった。新旧科目の対応は以下の表により，同一科目とみなす。

年次生以前の科目 年次生以降の科目

英文学史Ⅰ

英文学史Ⅱ

米文学史Ⅰ

米文学史Ⅱ

英文法

英文法

英語史

英語史

イギリス文学演習Ⅰ

イギリス文学演習Ⅱ

アメリカ文学演習Ⅰ

アメリカ文学演習Ⅱ

英語学演習Ⅰ

英語学演習Ⅱ

イギリス文学講義 ・ （ ）

アメリカ文学講義 ・ （ ）

英語学講義 ・ （ ）

翻訳・言語表現講義

翻訳・言語表現講義

英語科教育法Ⅰ

英語科教育法Ⅱ

英語科教育法Ⅲ

英語科教育法Ⅳ

※新旧科目で授業内容が異なっていることを確認すること。詳細は を参照のこと。

※
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・ ， ・ ， ・

は， で行う抽選登録をもってクラス分けを行う。春学期と秋学期の抽選登録期間に必ずエントリーを

すること。

と は，それぞれ異なる教員のものを履修すること。

選択必修科目については，必要単位を超えて履修しても，超過分を選択科目として充当することはできない。

【 年次生】

年次の年度途中に， の コースの中から専門としたいコー

スについて学科に希望票を提出すること。提出時期については追って指示する。各学生がどのコースに所属

するのかについては， 月末の在校生ガイダンスで発表される。

年次に，専門とするコースの を履修すること。

・ ， ・ ， ・

は， で行う抽選登録をもってクラス分けを行う。春学期と秋学期の抽選登録期間に必ずエントリーを

すること。なお，再履修の学生は学科が履修クラスを指定するため，学科に再履修希望届を提出すること。

と は，それぞれ異なる教員のものを履修すること。

選択必修科目については，必要単位を超えて履修しても，超過分を選択科目として充当することはできない。

Ⅲ 選択科目

開講科目担当表の履修度の列を参照し，専門とするコースの選択科目を 単位以上履修すること。

英語によって行われる講義を 単位以上履修すること。なお，対象は ／

／ の末尾に と

記載された科目のみとなる。

他学部・他学科の学科科目（外国語を除き，実習以外の課程科目〈科目コード 番台〉を含む）は，文学

部横断型人文学プログラムと合わせて， 単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

科目コードが同一コードでも，授業内容が異なっていれば履修することができる。

英文学科開講科目中， ，

，「教科に関する科目」を除く選択科目については，担当教員，科目名が同じもの

を繰り返し履修しても，卒業に必要な単位として算入される。ただし，同一科目を繰り返し履修するためには，

前年度と内容が異なることを確認し，担当教員の許可を得なければならない。

，

については， ないし のスコアによる履修制限がある。教職課程履修者以外の履修は認めない。ま

た，前者を 単位以上修得していない場合は，後者を履修することはできない。修得した単位は，

を専門とする学生のみ自学科専門コース選択科目として算入可能。その他のコース選択者が履修した場合は各

コースの選択科目としては算入されないが，英文学科の選択科目としては算入される。

学科開講「教科に関する科目」は を専門とする学生もしくは教職課程を履修している学生のみ

履修することができる。

単位修得した場合， の学生は自学科専門コース選択科目として充当され，それ以外の学生は他

学部他学科科目として充当される。

年度より学科開講「教科に関する科目」のうち，「英文法概説Ⅰ」「英文法概説Ⅱ」に限り，全ての英文学

科生が履修できることとした。

また単位修得した場合， 年次生以前は従前の取扱い（ ）のままだが， 年次生以降の学生については，

の学生の場合，自学科専門コース選択科目として充当され，それ以外の学生はコース外の自学科選択科目

として充当される。

― ―

年次生以降

① 学科科目について

Ⅰ 必修科目

語学・基礎科目（ ）について

・ ， ・ ， ・ ，

・ は指定されたクラスに参加すること。

の単位を修得するためには， のスコア提出が必要である。毎年 月頃に学内で行

われる を受験すること。受験しない場合は， の単位の修得ができないので注意

すること。

【 年次生】

カリキュラムの改変に伴い， 年次生と 年次生以降では一部科目の履修度が異なっている。

（ ・ ・ ・ ，

・ ・ ・ ， ・ は 年次生にとって必修科目， 年次生

以降にとって選択必修科目）

開講科目担当表は 年次生以降向けの形式にしているが， 年次生は標準配当表に基づいた履修度が適用され

るため，必修科目のままである。開講科目担当表を確認する際は注意すること。

専門・基礎科目について

【 年次生以降】

年次に ・ を履修すること。

【 年次生】

年次に ・ を， ・ ・ 年次に

・ ・ ・ ， ・ ・ ・ ，

・ を計画的に履修すること。

･ と ・ について

･ と ・ は， で行う抽選登録をもってクラス

分けを行う。春学期と秋学期の抽選登録期間に必ずエントリーをすること。詳細は，学科ガイダンスで配布す

る演習科目についての資料を参照すること。なお，再履修の学生は学科が履修クラスを指定するため，学科に

再履修希望届を提出すること。

・ について

学生は 年次の 月に ・ に関するガイダンスを受け，指導にしたがって

・ を履修する必要がある。詳細は を参照すること。

Ⅱ 選択必修科目

専門・研究科目について

【 年次生以降】

・ ・ 年次に ・ ・ ・ ，

・ ・ ・ ， ・ の中から適宜計画的に

履修すること。

年次の年度途中に， の コースの中から専門としたいコー

スについて学科に希望票を提出すること。提出時期については追って指示する。各学生がどのコースに所属

するかについては， 月末の在校生ガイダンスで発表される。

年次に，専門とするコースの を履修すること。
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・ ， ・ ， ・

は， で行う抽選登録をもってクラス分けを行う。春学期と秋学期の抽選登録期間に必ずエントリーを

すること。

と は，それぞれ異なる教員のものを履修すること。

選択必修科目については，必要単位を超えて履修しても，超過分を選択科目として充当することはできない。

【 年次生】

年次の年度途中に， の コースの中から専門としたいコー

スについて学科に希望票を提出すること。提出時期については追って指示する。各学生がどのコースに所属

するのかについては， 月末の在校生ガイダンスで発表される。

年次に，専門とするコースの を履修すること。

・ ， ・ ， ・

は， で行う抽選登録をもってクラス分けを行う。春学期と秋学期の抽選登録期間に必ずエントリーを

すること。なお，再履修の学生は学科が履修クラスを指定するため，学科に再履修希望届を提出すること。

と は，それぞれ異なる教員のものを履修すること。

選択必修科目については，必要単位を超えて履修しても，超過分を選択科目として充当することはできない。

Ⅲ 選択科目

開講科目担当表の履修度の列を参照し，専門とするコースの選択科目を 単位以上履修すること。

英語によって行われる講義を 単位以上履修すること。なお，対象は ／

／ の末尾に と

記載された科目のみとなる。

他学部・他学科の学科科目（外国語を除き，実習以外の課程科目〈科目コード 番台〉を含む）は，文学

部横断型人文学プログラムと合わせて， 単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

科目コードが同一コードでも，授業内容が異なっていれば履修することができる。

英文学科開講科目中， ，

，「教科に関する科目」を除く選択科目については，担当教員，科目名が同じもの

を繰り返し履修しても，卒業に必要な単位として算入される。ただし，同一科目を繰り返し履修するためには，

前年度と内容が異なることを確認し，担当教員の許可を得なければならない。

，

については， ないし のスコアによる履修制限がある。教職課程履修者以外の履修は認めない。ま

た，前者を 単位以上修得していない場合は，後者を履修することはできない。修得した単位は，

を専門とする学生のみ自学科専門コース選択科目として算入可能。その他のコース選択者が履修した場合は各

コースの選択科目としては算入されないが，英文学科の選択科目としては算入される。

学科開講「教科に関する科目」は を専門とする学生もしくは教職課程を履修している学生のみ

履修することができる。

単位修得した場合， の学生は自学科専門コース選択科目として充当され，それ以外の学生は他

学部他学科科目として充当される。

年度より学科開講「教科に関する科目」のうち，「英文法概説Ⅰ」「英文法概説Ⅱ」に限り，全ての英文学

科生が履修できることとした。

また単位修得した場合， 年次生以前は従前の取扱い（ ）のままだが， 年次生以降の学生については，

の学生の場合，自学科専門コース選択科目として充当され，それ以外の学生はコース外の自学科選択科目

として充当される。

― ―

年次生以降

① 学科科目について

Ⅰ 必修科目

語学・基礎科目（ ）について

・ ， ・ ， ・ ，

・ は指定されたクラスに参加すること。

の単位を修得するためには， のスコア提出が必要である。毎年 月頃に学内で行

われる を受験すること。受験しない場合は， の単位の修得ができないので注意

すること。

【 年次生】

カリキュラムの改変に伴い， 年次生と 年次生以降では一部科目の履修度が異なっている。

（ ・ ・ ・ ，

・ ・ ・ ， ・ は 年次生にとって必修科目， 年次生

以降にとって選択必修科目）

開講科目担当表は 年次生以降向けの形式にしているが， 年次生は標準配当表に基づいた履修度が適用され

るため，必修科目のままである。開講科目担当表を確認する際は注意すること。

専門・基礎科目について

【 年次生以降】

年次に ・ を履修すること。

【 年次生】

年次に ・ を， ・ ・ 年次に

・ ・ ・ ， ・ ・ ・ ，

・ を計画的に履修すること。

･ と ・ について

･ と ・ は， で行う抽選登録をもってクラス

分けを行う。春学期と秋学期の抽選登録期間に必ずエントリーをすること。詳細は，学科ガイダンスで配布す

る演習科目についての資料を参照すること。なお，再履修の学生は学科が履修クラスを指定するため，学科に

再履修希望届を提出すること。

・ について

学生は 年次の 月に ・ に関するガイダンスを受け，指導にしたがって

・ を履修する必要がある。詳細は を参照すること。

Ⅱ 選択必修科目

専門・研究科目について

【 年次生以降】

・ ・ 年次に ・ ・ ・ ，

・ ・ ・ ， ・ の中から適宜計画的に

履修すること。

年次の年度途中に， の コースの中から専門としたいコー

スについて学科に希望票を提出すること。提出時期については追って指示する。各学生がどのコースに所属

するかについては， 月末の在校生ガイダンスで発表される。

年次に，専門とするコースの を履修すること。
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開講科目担当表

年次生以降 （（

学科科目（必修科目） ・・・ 単位（ 年次生以降）

・・・ 単位（ 年次生）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

春
西 能 史

下 條 恵 子

秋
西 能 史

下 條 恵 子

春 永 富 友 海

春 西 能 史

春 山 口 和 彦

春 松 本 朗

春 下 條 恵 子

秋 永 富 友 海

秋 西 能 史

秋 山 口 和 彦

秋 松 本 朗

秋 下 條 恵 子

春

春

春

春

春

秋

秋

秋

秋

秋

春

春 横 本 勝 也

春

春

春

春

休講

秋

秋 城 座 沙 蘭

秋

秋 城 座 沙 蘭

秋

秋

休講

春 下 條 恵 子

春 増 井 志津代

春 飯 野 友 幸

春 舟 川 一 彦

秋 城 座 沙 蘭

秋 飯 野 友 幸

秋 増 井 志津代

秋 舟 川 一 彦

春 名

休講 名

春 名

春 名

春 名

春 名

秋 名

休講 名

秋 名

秋 名

― ―

年次生以前

① 学科科目について

Ⅰ 必修科目

旧カリキュラム科目履修については，新旧対応表 を参照した上で，学科長および学事センターに相談すること。

Ⅱ 選択必修科目

基礎科目について

・ 年次で 単位分を選び，履修する。同一科目を繰り返し履修しても卒業単位には認められない。

担当教員が異なっていても，重複履修不可。 度以上履修しても，卒業に必要な単位数に算入できないので注

意すること。

選択必修科目のうちの基礎科目を 単位を超えて履修しても，超過分を選択科目として充当することはでき

ない。

カリキュラムの改変により， 年次生以前用の科目は， 年度に廃止となった。開講科目の履修をもって

必要単位数を満たすことができない場合は，学科が読み替えとなる科目を指定するため，履修登録時に学科

長へ相談すること。

演習科目について

演習科目は，同じ教員のものを履修してもよいが，すでに履修した演習科目と内容が異なることを担当教員に

確認し，許可を得なければならない。

Ⅲ 選択科目

他学部・他学科の学科科目（外国語を除き，実習以外の課程科目〈科目コード 番台〉を含む）は，文学

部横断型人文学プログラム，英文学科開講「教科に関する科目」と合わせて， 単位まで選択科目として卒業

単位に充当することができる。

「英語科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」については， 年度に廃止となった。英文学科生は，英語学科開講ではな

く，英文学科開講の「 」「

」「 」「

」を履修しなければならない。原則として，上記記載の順番（ ， ， ， ）で履

修すること。教職課程履修者以外の履修は認めない。 年次生以降は， ないし の点数による履修制

限がある。

年度より科目コードを簡素化したが，同一コードでも授業内容が異なっていれば履修することができる。

英文学科開講科目中，「 」「

」「 」「

」と「教科に関する科目」を除く選択科目については，担当教員，科目名が同じも

のを繰返し履修しても，卒業に必要な単位として算入される。ただし，同一科目を繰返し履修するためには，

前年度と内容が異なることを確認し，担当教員の許可を得なければならない。

Ⅳ 卒業論文 ・ について

学生は 年次の 月に卒業論文ガイダンスを受け，指導にしたがって卒業論文 ・ を履修する必要がある。詳細

は を参照すること。
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開講科目担当表

年次生以降 （（

学科科目（必修科目） ・・・ 単位（ 年次生以降）

・・・ 単位（ 年次生）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

春
西 能 史

下 條 恵 子

秋
西 能 史

下 條 恵 子

春 永 富 友 海

春 西 能 史

春 山 口 和 彦

春 松 本 朗

春 下 條 恵 子

秋 永 富 友 海

秋 西 能 史

秋 山 口 和 彦

秋 松 本 朗

秋 下 條 恵 子

春

春

春

春

春

秋

秋

秋

秋

秋

春

春 横 本 勝 也

春

春

春

春

休講

秋

秋 城 座 沙 蘭

秋

秋 城 座 沙 蘭

秋

秋

休講

春 下 條 恵 子

春 増 井 志津代

春 飯 野 友 幸

春 舟 川 一 彦

秋 城 座 沙 蘭

秋 飯 野 友 幸

秋 増 井 志津代

秋 舟 川 一 彦

春 名

休講 名

春 名

春 名

春 名

春 名

秋 名

休講 名

秋 名

秋 名

― ―

年次生以前

① 学科科目について

Ⅰ 必修科目

旧カリキュラム科目履修については，新旧対応表 を参照した上で，学科長および学事センターに相談すること。

Ⅱ 選択必修科目

基礎科目について

・ 年次で 単位分を選び，履修する。同一科目を繰り返し履修しても卒業単位には認められない。

担当教員が異なっていても，重複履修不可。 度以上履修しても，卒業に必要な単位数に算入できないので注

意すること。

選択必修科目のうちの基礎科目を 単位を超えて履修しても，超過分を選択科目として充当することはでき

ない。

カリキュラムの改変により， 年次生以前用の科目は， 年度に廃止となった。開講科目の履修をもって

必要単位数を満たすことができない場合は，学科が読み替えとなる科目を指定するため，履修登録時に学科

長へ相談すること。

演習科目について

演習科目は，同じ教員のものを履修してもよいが，すでに履修した演習科目と内容が異なることを担当教員に

確認し，許可を得なければならない。

Ⅲ 選択科目

他学部・他学科の学科科目（外国語を除き，実習以外の課程科目〈科目コード 番台〉を含む）は，文学

部横断型人文学プログラム，英文学科開講「教科に関する科目」と合わせて， 単位まで選択科目として卒業

単位に充当することができる。

「英語科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」については， 年度に廃止となった。英文学科生は，英語学科開講ではな

く，英文学科開講の「 」「

」「 」「

」を履修しなければならない。原則として，上記記載の順番（ ， ， ， ）で履

修すること。教職課程履修者以外の履修は認めない。 年次生以降は， ないし の点数による履修制

限がある。

年度より科目コードを簡素化したが，同一コードでも授業内容が異なっていれば履修することができる。

英文学科開講科目中，「 」「

」「 」「

」と「教科に関する科目」を除く選択科目については，担当教員，科目名が同じも

のを繰返し履修しても，卒業に必要な単位として算入される。ただし，同一科目を繰返し履修するためには，

前年度と内容が異なることを確認し，担当教員の許可を得なければならない。

Ⅳ 卒業論文 ・ について

学生は 年次の 月に卒業論文ガイダンスを受け，指導にしたがって卒業論文 ・ を履修する必要がある。詳細

は を参照すること。
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

春 山 口 和 彦 ・ 名

休講 ・ 名

春 大 塚 寿 郎 ・ 名

春 増 井 志津代 ・ 名

休講 ・

秋 飯 野 友 幸 ・ 名

休講 ・ 名

秋 増 井 志津代 ・ 名

秋 下 條 恵 子 ・ 名

休講 ・

春 出 崎 彰 人 ・ 名

春 下 永 裕 基 ・ 名

秋 城 座 沙 蘭 ・ 名

秋 下 永 裕 基 ・ 名

春 池 田 真 ・ 名

秋 池 田 真 ・ 名

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

秋 名

秋 名

春 ○ 名

春 ○ 名

春 ○ 名

春 ○ 名

春 ○ 名

秋 ○ 名

秋 ○ 名

秋 ○ 名

秋 ○ 名

秋 ○ 名

春 池 田 真

秋 古 田 直 肇

春 英文学科教員

秋 英文学科教員

学科科目（選択必修科目）・・ 単位（ 年次生以降）

・・ 単位（ 年次生）注 の科目は 年次生にとっては必修科目である。

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目
（

）

西 能 史 ～ 名 ，注

秋 舟 川 一 彦 ～ 名 ，注

永 富 友 海 ～ 名 ，注

秋 松 本 朗 ～ 名 ，注

春 増 井 志津代 ～ 名 ，注

秋 大 塚 寿 郎 ～ 名 ，注

春 飯 野 友 幸 ～ 名 ，注

秋 山 口 和 彦 ～ 名 ，注

春 池 田 真 ～ 注

秋 池 田 真 ～ 注

選
択
必
修
科
目

春 舟 川 一 彦 ・ 名

春 永 富 友 海 ・ 名

春 松 本 朗 ・ 名

春 松 村 伸 一 ・ 名

休講 ・ 名

休講 ・ 名

秋 永 富 友 海 ・ 名

秋 松 本 朗 ・ 名

秋 松 村 伸 一 ・ 名

秋 西 能 史 ・ 名
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

春 山 口 和 彦 ・ 名

休講 ・ 名

春 大 塚 寿 郎 ・ 名

春 増 井 志津代 ・ 名

休講 ・

秋 飯 野 友 幸 ・ 名

休講 ・ 名

秋 増 井 志津代 ・ 名

秋 下 條 恵 子 ・ 名

休講 ・

春 出 崎 彰 人 ・ 名

春 下 永 裕 基 ・ 名

秋 城 座 沙 蘭 ・ 名

秋 下 永 裕 基 ・ 名

春 池 田 真 ・ 名

秋 池 田 真 ・ 名

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

秋 名

秋 名

春 ○ 名

春 ○ 名

春 ○ 名

春 ○ 名

春 ○ 名

秋 ○ 名

秋 ○ 名

秋 ○ 名

秋 ○ 名

秋 ○ 名

春 池 田 真

秋 古 田 直 肇

春 英文学科教員

秋 英文学科教員

学科科目（選択必修科目）・・ 単位（ 年次生以降）

・・ 単位（ 年次生）注 の科目は 年次生にとっては必修科目である。

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目
（

）

西 能 史 ～ 名 ，注

秋 舟 川 一 彦 ～ 名 ，注

永 富 友 海 ～ 名 ，注

秋 松 本 朗 ～ 名 ，注

春 増 井 志津代 ～ 名 ，注

秋 大 塚 寿 郎 ～ 名 ，注

春 飯 野 友 幸 ～ 名 ，注

秋 山 口 和 彦 ～ 名 ，注

春 池 田 真 ～ 注

秋 池 田 真 ～ 注

選
択
必
修
科
目

春 舟 川 一 彦 ・ 名

春 永 富 友 海 ・ 名

春 松 本 朗 ・ 名

春 松 村 伸 一 ・ 名

休講 ・ 名

休講 ・ 名

秋 永 富 友 海 ・ 名

秋 松 本 朗 ・ 名

秋 松 村 伸 一 ・ 名

秋 西 能 史 ・ 名
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― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

そ
の
他

注

秋 川 端 康 雄 ～

西洋美術史 （他）史学科

（他）外国語学部

海を越える女性史 （他）外国語学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

教
職
・
教
科
教
育
法

注

春 池 田 真

教職課程履修者以外履修不可，履修上

の注意Ⅲ 参照

秋 北 原 延 晃

春 池 田 真

秋 石 﨑 陽 一

学
科
開
講
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」

注

異文化コミュニケーションⅠ 春 ～ ○

英文法概説 ・Ⅱ以外は

教職課程履修者，もしくは

選択者以外履修不可，履修上の

注意Ⅲ （ ）参照

異文化コミュニケーションⅡ 秋 ～ ○

英語圏文学と英語教育Ⅰ 春 武 岡 由樹子 ～

英語圏文学と英語教育Ⅱ 秋 武 岡 由樹子 ～

受験英語指導研究 休講 ～

英語語彙指導研究 休講 ～

英語語彙指導研究Ⅱ 秋 滝 沢 秀 男 ～

小学校英語教育研究 春 藤 田 保 ～

英文法概説Ⅰ 春 長 瀬 浩 平 ～

英文法概説Ⅱ 秋 長 瀬 浩 平 ～

英語学概説Ⅰ 春 下 永 裕 基 ～

英語学概説Ⅱ 秋 久 保 岳 夫 ～

第二言語習得論 秋 池 田 真 ～

英語学習評価論 秋 佐 藤 敬 典 ～

英語授業研究Ⅰ 秋 鈴 木 夏 代 ～

英語授業研究Ⅱ 秋 横 本 勝 也 ～

教室英語スキルⅠ 春 逸 見 ｼｬﾝﾀｰﾙ ～ ○ 名

教室英語スキルⅡ 秋 ～ ○ 名

英語と社会Ⅰ 秋 滝 沢 秀 男 ～

英語と社会Ⅱ 秋 鈴 木 利 彦 ～

英語発音指導研究 秋 出 崎 彰 人 ～

そ
の
他

文学部横断型人文学プログラム
「文学部横断型人文学プログラ

ム」， を参照すること
単位まで選択科目に算入可

他学部他学科科目（語学科目を除く）

課程科目（実習を除く）
各開講科目担当表を参照

注 年次生は必修， 年次生以降は選択必修として履修すること。

注 各コースの選択科目としては算入されない。（ただし自学科の選択科目としては算入される）

注 選択者のみ自学科専門コース選択科目に算入可能。その他のコース選択者が履修した場合は，専門コース外の自
学科選択科目として算入される。

注 選択者のみ自学科専門コース選択科目に算入可能。

その他のコース選択者が履修した場合は，他学部・他学科科目と同様に取り扱う。ただし，「英文法概説Ⅰ」「英文法概説Ⅱ」に
限り， 年次生以降のその他のコース選択者が履修した場合は，専門コース外の自学科選択科目として算入される。

― ―

学科科目（選択科目）・・・ 単位（ 年次生以降）

・・・ 単位（ 年次生）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

春 渡 辺 愛 子 ～

伊 達 恵 理

松 本 朗
～

松 村 伸 一

永 富 友 海
～

春 ～ ○

春 ～ ○

秋 永 富 友 海 ～

秋 浦 口 理 麻 ～

秋 西 能 史

秋 ～ ○

休講 ～ ○

秋 ～ ○

春 山 口 和 彦 ～

春 飯 野 友 幸 ～

春 増 井 志津代 ～

春 辻 秀 雄 ～

大 塚 寿 郎 ～

春 ～ ○

秋 飯 野 友 幸 ～

秋 増 井 志津代 ～

秋 下 條 恵 子 ～

秋 山 口 和 彦 ～

秋 ～ ○

秋 下 永 裕 基 ～

春 古 田 直 肇 ～

休講 ～ ○

城 座 沙 蘭 ～

休講 下 永 裕 基 ～

城 座 沙 蘭 ～ ○

そ
の
他

注

春
コーディネータ

増 井 志津代
～ 輪講

秋
コーディネータ

増 井 志津代
～ 輪講

休講 ～ 名

休講 ～ 名

春 宇 沢 美 子 ～

春 杉 野 健太郎 ～

休講 ～
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

そ
の
他

注

秋 川 端 康 雄 ～

西洋美術史 （他）史学科

（他）外国語学部

海を越える女性史 （他）外国語学部

（他）国際教養学部

（他）国際教養学部

教
職
・
教
科
教
育
法

注

春 池 田 真

教職課程履修者以外履修不可，履修上

の注意Ⅲ 参照

秋 北 原 延 晃

春 池 田 真

秋 石 﨑 陽 一

学
科
開
講
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」

注

異文化コミュニケーションⅠ 春 ～ ○

英文法概説 ・Ⅱ以外は

教職課程履修者，もしくは

選択者以外履修不可，履修上の

注意Ⅲ （ ）参照

異文化コミュニケーションⅡ 秋 ～ ○

英語圏文学と英語教育Ⅰ 春 武 岡 由樹子 ～

英語圏文学と英語教育Ⅱ 秋 武 岡 由樹子 ～

受験英語指導研究 休講 ～

英語語彙指導研究 休講 ～

英語語彙指導研究Ⅱ 秋 滝 沢 秀 男 ～

小学校英語教育研究 春 藤 田 保 ～

英文法概説Ⅰ 春 長 瀬 浩 平 ～

英文法概説Ⅱ 秋 長 瀬 浩 平 ～

英語学概説Ⅰ 春 下 永 裕 基 ～

英語学概説Ⅱ 秋 久 保 岳 夫 ～

第二言語習得論 秋 池 田 真 ～

英語学習評価論 秋 佐 藤 敬 典 ～

英語授業研究Ⅰ 秋 鈴 木 夏 代 ～

英語授業研究Ⅱ 秋 横 本 勝 也 ～

教室英語スキルⅠ 春 逸 見 ｼｬﾝﾀｰﾙ ～ ○ 名

教室英語スキルⅡ 秋 ～ ○ 名

英語と社会Ⅰ 秋 滝 沢 秀 男 ～

英語と社会Ⅱ 秋 鈴 木 利 彦 ～

英語発音指導研究 秋 出 崎 彰 人 ～

そ
の
他

文学部横断型人文学プログラム
「文学部横断型人文学プログラ

ム」， を参照すること
単位まで選択科目に算入可

他学部他学科科目（語学科目を除く）

課程科目（実習を除く）
各開講科目担当表を参照

注 年次生は必修， 年次生以降は選択必修として履修すること。

注 各コースの選択科目としては算入されない。（ただし自学科の選択科目としては算入される）

注 選択者のみ自学科専門コース選択科目に算入可能。その他のコース選択者が履修した場合は，専門コース外の自
学科選択科目として算入される。

注 選択者のみ自学科専門コース選択科目に算入可能。

その他のコース選択者が履修した場合は，他学部・他学科科目と同様に取り扱う。ただし，「英文法概説Ⅰ」「英文法概説Ⅱ」に
限り， 年次生以降のその他のコース選択者が履修した場合は，専門コース外の自学科選択科目として算入される。

― ―

学科科目（選択科目）・・・ 単位（ 年次生以降）

・・・ 単位（ 年次生）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

春 渡 辺 愛 子 ～

伊 達 恵 理

松 本 朗
～

松 村 伸 一

永 富 友 海
～

春 ～ ○

春 ～ ○

秋 永 富 友 海 ～

秋 浦 口 理 麻 ～

秋 西 能 史

秋 ～ ○

休講 ～ ○

秋 ～ ○

春 山 口 和 彦 ～

春 飯 野 友 幸 ～

春 増 井 志津代 ～

春 辻 秀 雄 ～

大 塚 寿 郎 ～

春 ～ ○

秋 飯 野 友 幸 ～

秋 増 井 志津代 ～

秋 下 條 恵 子 ～

秋 山 口 和 彦 ～

秋 ～ ○

秋 下 永 裕 基 ～

春 古 田 直 肇 ～

休講 ～ ○

城 座 沙 蘭 ～

休講 下 永 裕 基 ～

城 座 沙 蘭 ～ ○

そ
の
他

注

春
コーディネータ

増 井 志津代
～ 輪講

秋
コーディネータ

増 井 志津代
～ 輪講

休講 ～ 名

休講 ～ 名

春 宇 沢 美 子 ～

春 杉 野 健太郎 ～

休講 ～
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

秋 ○ ［ 名］

秋 ○ ［ 名］

秋 ○ ［ 名］

秋 ○ ［ 名］

秋 ○ ［ 名］

春 下 條 恵 子

科目の読み替えに

ついては を参照。

春 増 井 志津代

春 飯 野 友 幸

春 舟 川 一 彦

秋 城 座 沙 蘭

秋 飯 野 友 幸

秋 増 井 志津代

秋 舟 川 一 彦

卒業論文 春 英文学科教員

卒業論文 秋 英文学科教員

― ―

年次生以前

学科科目（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

春 永 富 友 海

科目の読み替えに

ついては を参照。

春 西 能 史

春 山 口 和 彦

春 松 本 朗

春 下 條 恵 子

秋 永 富 友 海

秋 西 能 史

秋 山 口 和 彦

秋 松 本 朗

秋 下 條 恵 子

春

春

春

春

春

秋

秋

秋

秋

秋

春

春 横 本 勝 也

春

春

春

春

休講

秋

秋 城 座 沙 蘭

秋

秋 城 座 沙 蘭

秋

秋

休講

春 ［ 名］

休講 ［ 名］

春 ［ 名］

春 ［ 名］

春 ［ 名］

春 ［ 名］

秋 ［ 名］

休講 ［ 名］

秋 ［ 名］

秋 ［ 名］

秋 ［ 名］

秋 ［ 名］

春 ○ ［ 名］

春 ○ ［ 名］

春 ○ ［ 名］

春 ○ ［ 名］

春 ○ ［ 名］
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

秋 ○ ［ 名］

秋 ○ ［ 名］

秋 ○ ［ 名］

秋 ○ ［ 名］

秋 ○ ［ 名］

春 下 條 恵 子

科目の読み替えに

ついては を参照。

春 増 井 志津代

春 飯 野 友 幸

春 舟 川 一 彦

秋 城 座 沙 蘭

秋 飯 野 友 幸

秋 増 井 志津代

秋 舟 川 一 彦

卒業論文 春 英文学科教員

卒業論文 秋 英文学科教員

― ―

年次生以前

学科科目（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

春 永 富 友 海

科目の読み替えに

ついては を参照。

春 西 能 史

春 山 口 和 彦

春 松 本 朗

春 下 條 恵 子

秋 永 富 友 海

秋 西 能 史

秋 山 口 和 彦

秋 松 本 朗

秋 下 條 恵 子

春

春

春

春

春

秋

秋

秋

秋

秋

春

春 横 本 勝 也

春

春

春

春

休講

秋

秋 城 座 沙 蘭

秋

秋 城 座 沙 蘭

秋

秋

休講

春 ［ 名］

休講 ［ 名］

春 ［ 名］

春 ［ 名］

春 ［ 名］

春 ［ 名］

秋 ［ 名］

休講 ［ 名］

秋 ［ 名］

秋 ［ 名］

秋 ［ 名］

秋 ［ 名］

春 ○ ［ 名］

春 ○ ［ 名］

春 ○ ［ 名］

春 ○ ［ 名］

春 ○ ［ 名］
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― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位 （必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

― ―

ドイツ文学科 

〔教育研究上の目的〕

総合的なドイツ語運用能力を習得し，古典から現代にいたるドイツ語圏の文学，思想，美術，音楽などを歴史的・文化

的文脈のなかで考察する能力を養うこと

〔人材養成の目的〕

ドイツ語圏の文学・文化を広い視野において考察することを通じて，複眼的な視点，柔軟な判断力，高度な言語表現能

力をもつ人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，ドイツ語の学修とドイツ語圏を中心とする欧米の文学・文化の研究によって，以下の資質を備えた人材の

養成を目的としており，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たした

学生には，学位を授与します。

総合的なドイツ語技能（読む・聞く・話す・書く）を修得することで，ドイツ語話者との共感に基づく高度なコミュ

ニケーションを，日常会話から学問的議論まで様々なレベルにおいて実現する能力

文学及び美術や音楽等，諸芸術の研究・享受により育まれた豊かな想像力と論理的創造的思考力をもって，古今の多

種多様なテキストの意味内容を的確に把握する能力

様々な時代や地域，文化現象における問題点，研究テーマを自ら発見し，分析的に考察する能力。またそれによって

得た知識や見解をドイツ語ないし日本語で明晰に表現する能力

ドイツ語と英語の学修によって獲得された「複言語主義」的視点において，世界の多様さと豊穣さを認識し，多角的

な視座から人間の来し方行く末を洞察する能力

自国とは異種の思想・文化を歴史的社会的背景もろとも理解することで，他者に向かって開かれた精神性を身につけ，

ドイツ語圏文化に関する広範かつ深い理解に基づいて，自国と欧米諸国との相互理解，文化交流に貢献する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，異文化間交流に寄与する資質と能力を開発・促進するため，ドイツ語の

学修及びドイツ語圏文化の研究を軸に，次のようにカリキュラムを編成しています。

・ 年次では，総合的実践的なドイツ語能力（会話・読解・作文）を短期間で確実に体得できるよう，日本人とネイ

ティブ教員が連携して実施する小人数の語学授業に能動的に参与させる。

初年次においては，ドイツ語圏の言語・歴史・芸術に関する概括的な知識，文化研究の方法論を修得し，さらに人文

科学研究における問題意識を培うための科目群を配置する。

・ 年次では，ドイツ語圏の文学，諸芸術を主題とする多様な講義・演習，上級レベルのドイツ語科目を通じて学識

を深化させると共に，批判的分析能力，総合的判断能力，実践的コミュニケーション力を養う。

年次には，在学中に修得した文化研究の手法及び知識の集大成として，また優れて学問的な論理構成力を身につけら

れるよう，教員の個別指導の下，日本語ないしドイツ語での卒業論文を作成させる。

日独比較文化研究，文学部横断プログラム，他学部他学科開講科目の履修，またドイツ語圏大学への留学を通じて，

自他の歴史や社会，文化に対する俯瞰的な視野の獲得と，より深い相互的理解の実現を図る。
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卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位 （必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

― ―

ドイツ文学科 

〔教育研究上の目的〕

総合的なドイツ語運用能力を習得し，古典から現代にいたるドイツ語圏の文学，思想，美術，音楽などを歴史的・文化

的文脈のなかで考察する能力を養うこと

〔人材養成の目的〕

ドイツ語圏の文学・文化を広い視野において考察することを通じて，複眼的な視点，柔軟な判断力，高度な言語表現能

力をもつ人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，ドイツ語の学修とドイツ語圏を中心とする欧米の文学・文化の研究によって，以下の資質を備えた人材の

養成を目的としており，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たした

学生には，学位を授与します。

総合的なドイツ語技能（読む・聞く・話す・書く）を修得することで，ドイツ語話者との共感に基づく高度なコミュ

ニケーションを，日常会話から学問的議論まで様々なレベルにおいて実現する能力

文学及び美術や音楽等，諸芸術の研究・享受により育まれた豊かな想像力と論理的創造的思考力をもって，古今の多

種多様なテキストの意味内容を的確に把握する能力

様々な時代や地域，文化現象における問題点，研究テーマを自ら発見し，分析的に考察する能力。またそれによって

得た知識や見解をドイツ語ないし日本語で明晰に表現する能力

ドイツ語と英語の学修によって獲得された「複言語主義」的視点において，世界の多様さと豊穣さを認識し，多角的

な視座から人間の来し方行く末を洞察する能力

自国とは異種の思想・文化を歴史的社会的背景もろとも理解することで，他者に向かって開かれた精神性を身につけ，

ドイツ語圏文化に関する広範かつ深い理解に基づいて，自国と欧米諸国との相互理解，文化交流に貢献する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，異文化間交流に寄与する資質と能力を開発・促進するため，ドイツ語の

学修及びドイツ語圏文化の研究を軸に，次のようにカリキュラムを編成しています。

・ 年次では，総合的実践的なドイツ語能力（会話・読解・作文）を短期間で確実に体得できるよう，日本人とネイ

ティブ教員が連携して実施する小人数の語学授業に能動的に参与させる。

初年次においては，ドイツ語圏の言語・歴史・芸術に関する概括的な知識，文化研究の方法論を修得し，さらに人文

科学研究における問題意識を培うための科目群を配置する。

・ 年次では，ドイツ語圏の文学，諸芸術を主題とする多様な講義・演習，上級レベルのドイツ語科目を通じて学識

を深化させると共に，批判的分析能力，総合的判断能力，実践的コミュニケーション力を養う。

年次には，在学中に修得した文化研究の手法及び知識の集大成として，また優れて学問的な論理構成力を身につけら

れるよう，教員の個別指導の下，日本語ないしドイツ語での卒業論文を作成させる。

日独比較文化研究，文学部横断プログラム，他学部他学科開講科目の履修，またドイツ語圏大学への留学を通じて，

自他の歴史や社会，文化に対する俯瞰的な視野の獲得と，より深い相互的理解の実現を図る。
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年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ文学入門

ドイツ文学入門

ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅱ

ドイツ文学研究基礎

ドイツ文学研究基礎

ドイツ現代文化論 卒業論文 ・

ドイツ文化・思想史 ・

（

単
位
）

選
択
必
修

学科科目 群

学科科目 群

（

単
位
）

選
択

学科科目 群

＊学科科目 群には 年生から履修可能な科目が一部ある。開講科目担当表参照のこと。

― ―

標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ文学入門

ドイツ文学入門

ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅱ

ドイツ文学研究基礎

ドイツ文学研究基礎

ドイツ現代文化論 卒業論文 ・

ドイツ文化・思想史 ・

（

単
位
）

選
択
必
修

学科科目 群

学科科目 群

（

単
位
）

選
択

学科科目 群

＊学科科目 群には 年生から履修可能な科目が一部ある。開講科目担当表参照のこと。

＊ 年次生以降を対象として， 年次秋学期に「在外履修」が実施される。詳細は， を参照のこと。
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年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ文学入門

ドイツ文学入門

ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅱ

ドイツ文学研究基礎

ドイツ文学研究基礎

ドイツ現代文化論 卒業論文 ・

ドイツ文化・思想史 ・

（

単
位
）

選
択
必
修

学科科目 群

学科科目 群

（

単
位
）

選
択

学科科目 群

＊学科科目 群には 年生から履修可能な科目が一部ある。開講科目担当表参照のこと。

― ―

標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ文学入門

ドイツ文学入門

ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅱ

ドイツ文学研究基礎

ドイツ文学研究基礎

ドイツ現代文化論 卒業論文 ・

ドイツ文化・思想史 ・

（

単
位
）

選
択
必
修

学科科目 群

学科科目 群

（

単
位
）

選
択

学科科目 群

＊学科科目 群には 年生から履修可能な科目が一部ある。開講科目担当表参照のこと。

＊ 年次生以降を対象として， 年次秋学期に「在外履修」が実施される。詳細は， を参照のこと。

─ 307 ── 306 ─

08_文学部.indd   307 2020/03/13   13:15:37



― ―

履修上の注意

在外履修 （以下の在外履修に関する規程は 年次生以降を対象とする）

在外履修は，ハインリヒ・ハイネ（デュッセルドルフ）大学との協定に基づき，ドイツ文学科が設定する留学制度で

ある。 年度入学生より， の条件を満たしたドイツ文学科学生は 名を上限として，所定の学科必修科目をハイン

リヒ・ハイネ（デュッセルドルフ）大学で履修することができる。在外履修を希望する学生が 名を超える場合は，学

科内で選抜する。選抜時期およびその方法については別に定める。

在外履修期間は，原則として 年次秋学期の 学期間とする。

在外履修を行うためには， 年次に「ドイツ語 」および「ドイツ語 」の成績が 以上であり，「ドイツ文学入門 」お

よび「ドイツ文学入門 」を修得していなければならない。また 年次春学期には「ドイツ語 」および「ドイツ文学

研究基礎 」を修得しなければならない。

在外履修することができる学科科目は以下の 科目（ 単位）とし，ハインリヒ・ハイネ（デュッセルドルフ）大学で

開講される所定のドイツ語の授業を受講し，本学科において単位認定を受けることによって，一括して単位換算され

る。 科目（ 単位）とは，「ドイツ語 」（ 単位），「ドイツ文学研究基礎 」（ 単位），「ドイツ現代文化論」（ 単位）

である。在外履修を行う者は， 年次秋学期履修登録期間において，「ドイツ語 （在外履修）」，「ドイツ文学研究基礎

（在外履修）」，「ドイツ現代文化論（在外履修）」，計 科目の履修登録を行わなければならない。

当該 科目（ 単位）の成績評価は，在外履修終了時期にドイツ文学科が課する試験等によって一括して決定される。

単位認定が不可（ ）の場合は，次年度以降に当該 科目を順次履修しなければならない。

当該 科目に充当する所定の科目以外に，在外期間中に修得した単位は， 単位まで学科科目 または 群の単位に換算

することができる。

学科が認めるやむを得ない事情により，在外履修期間中に履修を中止して帰国した学生は，「ドイツ語 」，「ドイツ文

学研究基礎 」に中途より参加し，「ドイツ語 （在外履修）」，「ドイツ文学研究基礎 （在外履修）」の成績判定を受け

ることができる。「ドイツ現代文化論」は次年度以降に履修しなければならない。

本学科の在外履修と従来型の交換留学とを共に行うこともできるが，時期的に両者が連続する場合には，在外履修の

単位認定に関して学科の指示に従うこと。

ドイツ語既習者として「ドイツ語 」および「ドイツ語 」の履修を免除された学生が在外履修を行う場合については，

別に定める。

年次春学期終了時において， の条件を満たさないなど，在外履修を行うのにふさわしくないとの判断を下された

学生は，在外履修の認可を取り消される場合がある。

年次生以降

① ドイツ文学科における年次について

ドイツ文学科の科目を履修する際，ドイツ文学科における年次によって履修できる科目とそうでない科目がある。

学生番号上の数え方とは異なるので，下記の表をよく参照すること。

＜ドイツ文学科における年次＞

年次

ドイツ語Ⅰ ・Ⅰ およびドイツ文学入門 ・ を履修する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修不可。

選択科目 群は履修不可。（教職課程や他学部他学科科目を除く）

年次

ドイツ語Ⅱ ・Ⅱ およびドイツ文学研究基礎 ・ を履修する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修不可。（ 年次履修可能な科目を除く）

選択科目 群は履修可能。

年次

ドイツ語Ⅱ ・Ⅱ を 単位以上履修し終えた最初の年次。

ドイツ現代文化論を履修する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修可能。

選択科目 群は履修可能。

年次

卒業論文 ・ を登録する資格を有する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修可能。

選択科目 群は履修可能。

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択 国語及び西洋史を履修することが望ましい

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

ドイツ語Ⅰ

ドイツ文学入門

ドイツ文学入門

ドイツ語Ⅱ

ドイツ文学研究基礎

ドイツ文学研究基礎

ドイツ現代文化論
卒業論文

卒業論文

ドイツ文化・思想史 ・

（

単
位
）

選
択
必
修

学科科目 群

学科科目 群

（

単
位
）

選
択

学科科目 群

学科科目 群には 年生から履修可能な科目が一部ある。開講科目担当表参照のこと。

「卒業論文」は， 年度に「卒業論文 」「卒業論文 」に分割された。
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履修上の注意

在外履修 （以下の在外履修に関する規程は 年次生以降を対象とする）

在外履修は，ハインリヒ・ハイネ（デュッセルドルフ）大学との協定に基づき，ドイツ文学科が設定する留学制度で

ある。 年度入学生より， の条件を満たしたドイツ文学科学生は 名を上限として，所定の学科必修科目をハイン

リヒ・ハイネ（デュッセルドルフ）大学で履修することができる。在外履修を希望する学生が 名を超える場合は，学

科内で選抜する。選抜時期およびその方法については別に定める。

在外履修期間は，原則として 年次秋学期の 学期間とする。

在外履修を行うためには， 年次に「ドイツ語 」および「ドイツ語 」の成績が 以上であり，「ドイツ文学入門 」お

よび「ドイツ文学入門 」を修得していなければならない。また 年次春学期には「ドイツ語 」および「ドイツ文学

研究基礎 」を修得しなければならない。

在外履修することができる学科科目は以下の 科目（ 単位）とし，ハインリヒ・ハイネ（デュッセルドルフ）大学で

開講される所定のドイツ語の授業を受講し，本学科において単位認定を受けることによって，一括して単位換算され

る。 科目（ 単位）とは，「ドイツ語 」（ 単位），「ドイツ文学研究基礎 」（ 単位），「ドイツ現代文化論」（ 単位）

である。在外履修を行う者は， 年次秋学期履修登録期間において，「ドイツ語 （在外履修）」，「ドイツ文学研究基礎

（在外履修）」，「ドイツ現代文化論（在外履修）」，計 科目の履修登録を行わなければならない。

当該 科目（ 単位）の成績評価は，在外履修終了時期にドイツ文学科が課する試験等によって一括して決定される。

単位認定が不可（ ）の場合は，次年度以降に当該 科目を順次履修しなければならない。

当該 科目に充当する所定の科目以外に，在外期間中に修得した単位は， 単位まで学科科目 または 群の単位に換算

することができる。

学科が認めるやむを得ない事情により，在外履修期間中に履修を中止して帰国した学生は，「ドイツ語 」，「ドイツ文

学研究基礎 」に中途より参加し，「ドイツ語 （在外履修）」，「ドイツ文学研究基礎 （在外履修）」の成績判定を受け

ることができる。「ドイツ現代文化論」は次年度以降に履修しなければならない。

本学科の在外履修と従来型の交換留学とを共に行うこともできるが，時期的に両者が連続する場合には，在外履修の

単位認定に関して学科の指示に従うこと。

ドイツ語既習者として「ドイツ語 」および「ドイツ語 」の履修を免除された学生が在外履修を行う場合については，

別に定める。

年次春学期終了時において， の条件を満たさないなど，在外履修を行うのにふさわしくないとの判断を下された

学生は，在外履修の認可を取り消される場合がある。

年次生以降

① ドイツ文学科における年次について

ドイツ文学科の科目を履修する際，ドイツ文学科における年次によって履修できる科目とそうでない科目がある。

学生番号上の数え方とは異なるので，下記の表をよく参照すること。

＜ドイツ文学科における年次＞

年次

ドイツ語Ⅰ ・Ⅰ およびドイツ文学入門 ・ を履修する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修不可。

選択科目 群は履修不可。（教職課程や他学部他学科科目を除く）

年次

ドイツ語Ⅱ ・Ⅱ およびドイツ文学研究基礎 ・ を履修する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修不可。（ 年次履修可能な科目を除く）

選択科目 群は履修可能。

年次

ドイツ語Ⅱ ・Ⅱ を 単位以上履修し終えた最初の年次。

ドイツ現代文化論を履修する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修可能。

選択科目 群は履修可能。

年次

卒業論文 ・ を登録する資格を有する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修可能。

選択科目 群は履修可能。

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択 国語及び西洋史を履修することが望ましい

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

ドイツ語Ⅰ

ドイツ文学入門

ドイツ文学入門

ドイツ語Ⅱ

ドイツ文学研究基礎

ドイツ文学研究基礎

ドイツ現代文化論
卒業論文

卒業論文

ドイツ文化・思想史 ・

（

単
位
）

選
択
必
修

学科科目 群

学科科目 群

（

単
位
）

選
択

学科科目 群

学科科目 群には 年生から履修可能な科目が一部ある。開講科目担当表参照のこと。

「卒業論文」は， 年度に「卒業論文 」「卒業論文 」に分割された。
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④ 卒業論文について

卒業論文 ・ は必修科目である。 年次の春学期に卒業論文 を，同じ年度の秋学期に卒業論文 を履修する。それぞ

れの科目は，他の科目と同様， で履修登録しなければならない。

留学などにより，春学期に卒業論文 ，同じ年度の秋学期に卒業論文 という原則どおりに履修できない学生は履修

登録前に学科長の承認を受けること。

卒業論文 ・ は，休学期間を除く 年以上在学し，ドイツ語Ⅰ ・Ⅰ ，ドイツ語Ⅱ ・Ⅱ 単位以上，および文献演

習 単位以上をすでに履修し終えた者でなければ履修登録できない。 年次に交換留学あるいは一般留学の形態でド

イツ語圏の大学に留学し，在学期間 年（留学の 年間を含む）での卒業を希望する者はその限りではない。ただし

卒業論文 ・ を履修登録する前に，必ず学科長の承認を受けること。

卒業論文 の評価には，Ｐ（合格）・Ｘ（不合格）を使用する。

当該年度の春学期に卒業論文 の単位修得ができなかった場合は，同秋学期の卒業論文 を履修することができない。

留学等，正当と認められる理由により， 年次に卒業論文 ・ の履修ができない場合には，学科の指示に従って履修

計画をたてること。

上記， での履修登録のほかに，学科の定める手続きが必要であり，それを済ませない場合には卒業論文の提

出資格を失う。年度初頭の 年次生対象学科ガイダンスにおいて，論文提出に関する注意事項が説明される。

装丁について

規格 判横書き

綴じ方 装本，簡易製本ないしは黒表紙

※ 学科ガイダンスで配布する卒業論文に関する規定を参照のこと。

卒業論文の提出は下記のとおりである。

期間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

場所 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

時間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

部数 部

所定の手続きにより，卒業論文 ・ を履修中止（Ｗ）した場合には，学科の指示に従ってその後の履修計画をたて

ること。

⑤ 語学科目について

英語は，学科専門科目を履修するうえでも非常に重要である。そのため， 年次必修科目「

・ 」に加えて英語の科目を履修し，英語力を高めることが望ましい。科目および履修方法等につ

いては ～（語学科目のページ）参照。

⑥ カリキュラムの変更に伴う，新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は，同一科目とみなす。同内容の科目の

重複履修は認められない。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅰ

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅱ

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅲ

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅳ

【 年次生向け注意事項】

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目【 年次生対象】

卒業論文 （ 単位） 卒業論文 （ 単位）

卒業論文 （ 単位）

― ―

② 〈学科必修科目〉について

ドイツ語Ⅰ ・Ⅰ およびドイツ語Ⅱ ・Ⅱ について

ドイツ語Ⅰ ・Ⅰ の成績は， 名の担当者の合議により，春学期・秋学期各 単位が一括して評価される。

ドイツ語Ⅰ の 単位を修得しなければ，ドイツ語Ⅰ を履修することはできない。また当該年度において，ドイ

ツ語Ⅰ の単位を修得できなかった者は，翌年度以降の秋学期に，学科が指定するクラスでドイツ語Ⅰ を再履

修しなければならない。その場合，同じ年度の春学期に開講されるドイツ語Ⅰ にも出席することが望ましい

（出席が推奨されるⅠ のクラスは学科が指定する。ただし， 度目のⅠ については履修登録および単位取得は

できない）。

ドイツ語Ⅰ ･Ⅰ を修得しなければ，ドイツ語Ⅱ ･Ⅱ を履修することはできない。

ドイツ語Ⅱ ･Ⅱ の成績は， 名の担当者により，春学期・秋学期各 単位ずつ，計 科目が別個に評価される。

春学期に開講されるドイツ語Ⅱ の各 単位を修得しなければ，それと連続して開講される秋学期のドイツ語Ⅱ

の 単位を履修することはできない。

ドイツ語Ⅱ の単位の一部または全部を修得できなかった者は，翌年度以降の秋学期に，学科が指定するクラス

でドイツ語Ⅱ を再履修しなければならない。その場合，同じ年度の春学期に開講されるドイツ語Ⅱ にも出席

することが望ましい（出席が推奨されるⅡ のクラスは学科が指定する。ただし， 度目のⅡ については履修登

録および単位取得はできない）。

ドイツ文学入門，ドイツ文学研究基礎について

年次にドイツ文学入門 ・ を， 年次にドイツ文学研究基礎 ・ を履修する。

ドイツ語Ⅰ ・Ⅰ を未修の者は，ドイツ文学研究基礎 ・ を登録することはできない。

ドイツ現代文化論は， 年次春学期に履修する。

ドイツ文化・思想史 ・ は， 年次または 年次に履修可能だが， 年次に履修することが望ましい。

卒業論文 ・ （ 年次）については，④「卒業論文について」の項を参照。

ドイツ語既習者には別途カリキュラムが設けられているので，学科の指示に従うこと。

③ 〈学科選択必修・選択科目〉について

〈学科科目 群〉について

学科科目 群（文献演習）は選択必修科目である。

ドイツ語Ⅱ ・Ⅱ を 単位以上修得しなければ， 群（文献演習）を履修できない。 群の履修の前提条件とな

るドイツ語Ⅱ ・Ⅱ の単位構成については，学科の指示に従うこと。

群（文献演習）は 年次に 科目 単位， 年次に同じく 科目 単位を選択必修することが望ましい。余剰分は学

科科目 群の単位に充当できる。

群（文献演習）は同一科目を 度以上履修しても卒業に必要な単位数に算入することができる。開講科目担当

表の備考欄に（＋）と表示。

群（文献演習） 単位のうち，日本人教員担当の科目とドイツ語ネイティヴ教員担当の科目をそれぞれ最低

単位は修得しなければならない。

留学等の事情により，上記のような履修が難しい場合には，履修方法等について留学前もしくは履修登録期間

前に学科長へ相談すること。

〈学科科目 群〉について

学科科目 群（ドイツ文学研究系列・ドイツ文化研究系列・ドイツ語学研究系列・教職科目）は選択必修科目で

ある。

ドイツ語Ⅱ ・Ⅱ を 単位以上履修しなければ， 群を履修できない。ただし， 年次から履修できる科目はその

限りではない。開講科目担当表の年次欄をよく参照すること。また， 群の履修の前提条件となるドイツ語Ⅱ

・Ⅱ の単位構成については，学科の指示に従うこと。

学科科目 群からは，合計 単位を選択必修すること。余剰分は学科科目 群に充当できる。

度以上履修しても卒業に必要な単位数に算入できる科目には，開講科目担当表の備考欄に（＋）と表示。

〈学科科目 群〉について

〈学科科目 群〉（選択科目）の欄に記載された本学科が推薦する科目以外でも，すべての他学部・他学科開講科目

（語学科目を除き，実習以外の教職・学芸員課程科目＜科目コード 番台＞を含む）は 群の単位に充当でき

る。ただし，各科目が設定している対象年次に適い，担当教員に受講の許可が得られた場合に限る。
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④ 卒業論文について

卒業論文 ・ は必修科目である。 年次の春学期に卒業論文 を，同じ年度の秋学期に卒業論文 を履修する。それぞ

れの科目は，他の科目と同様， で履修登録しなければならない。

留学などにより，春学期に卒業論文 ，同じ年度の秋学期に卒業論文 という原則どおりに履修できない学生は履修

登録前に学科長の承認を受けること。

卒業論文 ・ は，休学期間を除く 年以上在学し，ドイツ語Ⅰ ・Ⅰ ，ドイツ語Ⅱ ・Ⅱ 単位以上，および文献演

習 単位以上をすでに履修し終えた者でなければ履修登録できない。 年次に交換留学あるいは一般留学の形態でド

イツ語圏の大学に留学し，在学期間 年（留学の 年間を含む）での卒業を希望する者はその限りではない。ただし

卒業論文 ・ を履修登録する前に，必ず学科長の承認を受けること。

卒業論文 の評価には，Ｐ（合格）・Ｘ（不合格）を使用する。

当該年度の春学期に卒業論文 の単位修得ができなかった場合は，同秋学期の卒業論文 を履修することができない。

留学等，正当と認められる理由により， 年次に卒業論文 ・ の履修ができない場合には，学科の指示に従って履修

計画をたてること。

上記， での履修登録のほかに，学科の定める手続きが必要であり，それを済ませない場合には卒業論文の提

出資格を失う。年度初頭の 年次生対象学科ガイダンスにおいて，論文提出に関する注意事項が説明される。

装丁について

規格 判横書き

綴じ方 装本，簡易製本ないしは黒表紙

※ 学科ガイダンスで配布する卒業論文に関する規定を参照のこと。

卒業論文の提出は下記のとおりである。

期間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

場所 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

時間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

部数 部

所定の手続きにより，卒業論文 ・ を履修中止（Ｗ）した場合には，学科の指示に従ってその後の履修計画をたて

ること。

⑤ 語学科目について

英語は，学科専門科目を履修するうえでも非常に重要である。そのため， 年次必修科目「

・ 」に加えて英語の科目を履修し，英語力を高めることが望ましい。科目および履修方法等につ

いては ～（語学科目のページ）参照。

⑥ カリキュラムの変更に伴う，新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は，同一科目とみなす。同内容の科目の

重複履修は認められない。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅰ

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅱ

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅲ

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅳ

【 年次生向け注意事項】

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目【 年次生対象】

卒業論文 （ 単位） 卒業論文 （ 単位）

卒業論文 （ 単位）

― ―

② 〈学科必修科目〉について

ドイツ語Ⅰ ・Ⅰ およびドイツ語Ⅱ ・Ⅱ について

ドイツ語Ⅰ ・Ⅰ の成績は， 名の担当者の合議により，春学期・秋学期各 単位が一括して評価される。

ドイツ語Ⅰ の 単位を修得しなければ，ドイツ語Ⅰ を履修することはできない。また当該年度において，ドイ

ツ語Ⅰ の単位を修得できなかった者は，翌年度以降の秋学期に，学科が指定するクラスでドイツ語Ⅰ を再履

修しなければならない。その場合，同じ年度の春学期に開講されるドイツ語Ⅰ にも出席することが望ましい

（出席が推奨されるⅠ のクラスは学科が指定する。ただし， 度目のⅠ については履修登録および単位取得は

できない）。

ドイツ語Ⅰ ･Ⅰ を修得しなければ，ドイツ語Ⅱ ･Ⅱ を履修することはできない。

ドイツ語Ⅱ ･Ⅱ の成績は， 名の担当者により，春学期・秋学期各 単位ずつ，計 科目が別個に評価される。

春学期に開講されるドイツ語Ⅱ の各 単位を修得しなければ，それと連続して開講される秋学期のドイツ語Ⅱ

の 単位を履修することはできない。

ドイツ語Ⅱ の単位の一部または全部を修得できなかった者は，翌年度以降の秋学期に，学科が指定するクラス

でドイツ語Ⅱ を再履修しなければならない。その場合，同じ年度の春学期に開講されるドイツ語Ⅱ にも出席

することが望ましい（出席が推奨されるⅡ のクラスは学科が指定する。ただし， 度目のⅡ については履修登

録および単位取得はできない）。

ドイツ文学入門，ドイツ文学研究基礎について

年次にドイツ文学入門 ・ を， 年次にドイツ文学研究基礎 ・ を履修する。

ドイツ語Ⅰ ・Ⅰ を未修の者は，ドイツ文学研究基礎 ・ を登録することはできない。

ドイツ現代文化論は， 年次春学期に履修する。

ドイツ文化・思想史 ・ は， 年次または 年次に履修可能だが， 年次に履修することが望ましい。

卒業論文 ・ （ 年次）については，④「卒業論文について」の項を参照。

ドイツ語既習者には別途カリキュラムが設けられているので，学科の指示に従うこと。

③ 〈学科選択必修・選択科目〉について

〈学科科目 群〉について

学科科目 群（文献演習）は選択必修科目である。

ドイツ語Ⅱ ・Ⅱ を 単位以上修得しなければ， 群（文献演習）を履修できない。 群の履修の前提条件とな

るドイツ語Ⅱ ・Ⅱ の単位構成については，学科の指示に従うこと。

群（文献演習）は 年次に 科目 単位， 年次に同じく 科目 単位を選択必修することが望ましい。余剰分は学

科科目 群の単位に充当できる。

群（文献演習）は同一科目を 度以上履修しても卒業に必要な単位数に算入することができる。開講科目担当

表の備考欄に（＋）と表示。

群（文献演習） 単位のうち，日本人教員担当の科目とドイツ語ネイティヴ教員担当の科目をそれぞれ最低

単位は修得しなければならない。

留学等の事情により，上記のような履修が難しい場合には，履修方法等について留学前もしくは履修登録期間

前に学科長へ相談すること。

〈学科科目 群〉について

学科科目 群（ドイツ文学研究系列・ドイツ文化研究系列・ドイツ語学研究系列・教職科目）は選択必修科目で

ある。

ドイツ語Ⅱ ・Ⅱ を 単位以上履修しなければ， 群を履修できない。ただし， 年次から履修できる科目はその

限りではない。開講科目担当表の年次欄をよく参照すること。また， 群の履修の前提条件となるドイツ語Ⅱ

・Ⅱ の単位構成については，学科の指示に従うこと。

学科科目 群からは，合計 単位を選択必修すること。余剰分は学科科目 群に充当できる。

度以上履修しても卒業に必要な単位数に算入できる科目には，開講科目担当表の備考欄に（＋）と表示。

〈学科科目 群〉について

〈学科科目 群〉（選択科目）の欄に記載された本学科が推薦する科目以外でも，すべての他学部・他学科開講科目

（語学科目を除き，実習以外の教職・学芸員課程科目＜科目コード 番台＞を含む）は 群の単位に充当でき

る。ただし，各科目が設定している対象年次に適い，担当教員に受講の許可が得られた場合に限る。
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年次生

① ドイツ文学科における年次について

ドイツ文学科の科目を履修する際，ドイツ文学科における年次によって履修できる科目とそうでない科目がある。学生

番号上の数え方とは異なるので，下記の表をよく参照すること。

＜ドイツ文学科における年次＞

年次

ドイツ語Ⅰおよびドイツ文学入門 ・ を履修する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修不可。

選択科目 群は履修不可。（教職課程や他学部他学科科目を除く）

年次

ドイツ語Ⅱおよびドイツ文学研究基礎 ・ を履修する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修不可。（ 年次履修可能な科目を除く）

選択科目 群は履修可能。

年次

ドイツ語Ⅱを 単位以上履修し終えた最初の年次。

ドイツ現代文化論を履修する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修可能。

選択科目 群は履修可能。

年次

卒業論文 ・ を登録する資格を有する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修可能。

選択科目 群は履修可能。

② 〈学科必修科目〉について

ドイツ語Ⅰ・Ⅱについて

ドイツ語Ⅰの成績は， 名の担当者の合議により 単位が一括して評価される。

ドイツ語Ⅰを修得しなければ，ドイツ語Ⅱを履修することはできない。

ドイツ語Ⅱの成績は， 名の担当者により， 単位ずつ別個に評価される。

⑤の通り， 年度よりドイツ語ⅠおよびⅡ（通年科目）は，それぞれⅠ ・Ⅰ およびⅡ ・Ⅱ （半期科目）

に分割された。ドイツ語Ⅰ・Ⅱの再履修に際しては，学科の指示に従うこと。

ドイツ文学入門，ドイツ文学研究基礎について

年次にドイツ文学入門 ・ を， 年次にドイツ文学研究基礎 ・ を履修する。

ドイツ語Ⅰを未修の者は，ドイツ文学研究基礎 ・ を登録することはできない。

ドイツ現代文化論は， 年次春学期に履修する。

ドイツ文化・思想史 ・ は， 年次または 年次に履修可能だが， 年次に履修することが望ましい。

卒業論文 ・ （ 年次）については，④「卒業論文について」の項を参照。

ドイツ語既習者には別途カリキュラムが設けられているので，学科の指示に従うこと。

③ 〈学科選択必修・選択科目〉について

〈学科科目 群〉について

学科科目 群（文献演習）は選択必修科目である。

ドイツ語Ⅱを 単位以上修得した者でなければ， 群（文献演習）を履修できない。ドイツ語Ⅱに 単位までの

未修単位がある者は， 群の履修に際して学科の指示に従うこと。

群（文献演習）は， 年次に 科目 単位， 年次に同じく 科目 単位を選択必修することが望ましい。余剰分

は学科科目 群の単位に充当できる。

群（文献演習）は，同一科目を 度以上履修しても卒業に必要な単位数に算入することができる。開講科目担

当表の備考欄に（＋）と表示。

群（文献演習） 単位のうち，日本人教員担当の科目とドイツ語ネイティヴ教員担当の科目をそれぞれ最低

単位は修得しなければならない。

留学等の事情により，上記のような履修が難しい場合には，履修方法等について留学前もしくは履修登録期間

前に学科長へ相談すること。

〈学科科目 群〉について

学科科目 群（ドイツ文学研究系列・ドイツ文化研究系列・ドイツ語学研究系列・教職科目）は選択必修科目

である。

― ―

⑦ 学則第 条について

学則第 条に基づき，連続する 年間において合計 単位以上修得できなかった者は，退学となる。

⑧ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

注 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回

ることは出来ない。

注 資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，最高履修限

度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談をすること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑨ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

（ ） 地域研究（ヨーロッパ）

文化交渉学

文化

ドイツ文学

ドイツ語

卒業論文

歴史

（ ） 言語学（ドイツ語）

教職科目

⑩ 文学部横断型人文学プログラムについて

年度より，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文学プログラ

ム」 ～を参照すること。
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年次生

① ドイツ文学科における年次について

ドイツ文学科の科目を履修する際，ドイツ文学科における年次によって履修できる科目とそうでない科目がある。学生

番号上の数え方とは異なるので，下記の表をよく参照すること。

＜ドイツ文学科における年次＞

年次

ドイツ語Ⅰおよびドイツ文学入門 ・ を履修する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修不可。

選択科目 群は履修不可。（教職課程や他学部他学科科目を除く）

年次

ドイツ語Ⅱおよびドイツ文学研究基礎 ・ を履修する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修不可。（ 年次履修可能な科目を除く）

選択科目 群は履修可能。

年次

ドイツ語Ⅱを 単位以上履修し終えた最初の年次。

ドイツ現代文化論を履修する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修可能。

選択科目 群は履修可能。

年次

卒業論文 ・ を登録する資格を有する年次。

選択必修科目 ・ 群は履修可能。

選択科目 群は履修可能。

② 〈学科必修科目〉について

ドイツ語Ⅰ・Ⅱについて

ドイツ語Ⅰの成績は， 名の担当者の合議により 単位が一括して評価される。

ドイツ語Ⅰを修得しなければ，ドイツ語Ⅱを履修することはできない。

ドイツ語Ⅱの成績は， 名の担当者により， 単位ずつ別個に評価される。

⑤の通り， 年度よりドイツ語ⅠおよびⅡ（通年科目）は，それぞれⅠ ・Ⅰ およびⅡ ・Ⅱ （半期科目）

に分割された。ドイツ語Ⅰ・Ⅱの再履修に際しては，学科の指示に従うこと。

ドイツ文学入門，ドイツ文学研究基礎について

年次にドイツ文学入門 ・ を， 年次にドイツ文学研究基礎 ・ を履修する。

ドイツ語Ⅰを未修の者は，ドイツ文学研究基礎 ・ を登録することはできない。

ドイツ現代文化論は， 年次春学期に履修する。

ドイツ文化・思想史 ・ は， 年次または 年次に履修可能だが， 年次に履修することが望ましい。

卒業論文 ・ （ 年次）については，④「卒業論文について」の項を参照。

ドイツ語既習者には別途カリキュラムが設けられているので，学科の指示に従うこと。

③ 〈学科選択必修・選択科目〉について

〈学科科目 群〉について

学科科目 群（文献演習）は選択必修科目である。

ドイツ語Ⅱを 単位以上修得した者でなければ， 群（文献演習）を履修できない。ドイツ語Ⅱに 単位までの

未修単位がある者は， 群の履修に際して学科の指示に従うこと。

群（文献演習）は， 年次に 科目 単位， 年次に同じく 科目 単位を選択必修することが望ましい。余剰分

は学科科目 群の単位に充当できる。

群（文献演習）は，同一科目を 度以上履修しても卒業に必要な単位数に算入することができる。開講科目担

当表の備考欄に（＋）と表示。

群（文献演習） 単位のうち，日本人教員担当の科目とドイツ語ネイティヴ教員担当の科目をそれぞれ最低

単位は修得しなければならない。

留学等の事情により，上記のような履修が難しい場合には，履修方法等について留学前もしくは履修登録期間

前に学科長へ相談すること。

〈学科科目 群〉について

学科科目 群（ドイツ文学研究系列・ドイツ文化研究系列・ドイツ語学研究系列・教職科目）は選択必修科目

である。

― ―

⑦ 学則第 条について

学則第 条に基づき，連続する 年間において合計 単位以上修得できなかった者は，退学となる。

⑧ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

注 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回

ることは出来ない。

注 資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，最高履修限

度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談をすること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑨ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

（ ） 地域研究（ヨーロッパ）

文化交渉学

文化

ドイツ文学

ドイツ語

卒業論文

歴史

（ ） 言語学（ドイツ語）

教職科目

⑩ 文学部横断型人文学プログラムについて

年度より，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文学プログラ

ム」 ～を参照すること。
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年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅱ

⑥ 学則第 条について

学則第 条に基づき，連続する 年間において合計 単位以上修得できなかった者は，退学となる。

⑦ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

注 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことは出来ない。

注 資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，最高履修限度

を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談をすること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑧ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

（ ） 地域研究（ヨーロッパ）

文化交渉学

文化

ドイツ文学

ドイツ語

卒業論文

歴史

（ ） 言語学（ドイツ語）

教職科目

⑨ 文学部横断型人文学プログラムについて

年度より，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文学プログラ

ム」， ～を参照すること。

― ―

ドイツ語Ⅱを 単位以上修得した者でなければ， 群を履修できない。ただし， 年次から履修できる科目はそ

の限りではない。開講科目担当表の年次欄をよく参照すること。ドイツ語Ⅱに 単位までの未修単位がある者

は， 群の履修に際して学科の指示に従うこと。

学科科目 群からは，合計 単位を選択必修すること。余剰分は学科科目 群に充当できる。

度以上履修しても卒業に必要な単位数に算入できる科目には，開講科目担当表の備考欄に（＋）と表示。

〈学科科目 群〉について

〈学科科目 群〉（選択科目）の欄に記載された本学科が推薦する科目以外でも，すべての他学部・他学科開講

科目（外国語を除き，実習以外の教職・学芸員課程科目＜科目コード 番台＞を含む）は 群の単位に充当

できる。ただし，各科目が設定している対象年次に適い，担当教員に受講の許可が得られた場合に限る。

④ 卒業論文について

卒業論文 ・ は必修科目である。 年次の春学期に卒業論文 を，同じ年度の秋学期に卒業論文 を履修する。そ

れぞれの科目は，他の科目と同様， で履修登録しなければならない。

卒業論文 ・ は，休学期間を除く 年以上在学し，ドイツ語Ⅰ ・Ⅰ ，ドイツ語Ⅱ ・Ⅱ ，および文献演習 単

位以上をすでに履修し終えた者でなければ履修登録できない。 年次に交換留学あるいは一般留学の形態でド

イツ語圏の大学に留学し，在学期間 年（留学の 年間を含む）での卒業を希望する者はその限りではない。た

だし卒業論文 ・ を履修登録する前に，必ず学科長の承認を受けること。

卒業論文 の評価には，Ｐ（合格）・Ｘ（不合格）を使用する。

当該年度の春学期に卒業論文 の単位修得ができなかった場合は，同秋学期の卒業論文 を履修することができ

ない。

留学等，正当と認められる理由により， 年次に卒業論文 ・ の履修ができない場合には，学科の指示に従って

履修計画をたてること。

上記， での履修登録のほかに，学科の定める手続きが必要であり，それを済ませない場合には卒業論文

の提出資格を失う。年度初頭の 年次生対象学科ガイダンスにおいて，論文提出に関する注意事項が説明され

る。

装丁について

規格 判横書き

綴じ方 装本，簡易製本ないしは黒表紙

※ 学科ガイダンスで配布する卒業論文に関する規定を参照のこと。

卒業論文の提出は下記のとおりである。

期間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

場所 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

時間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

部数 部

所定の手続きにより，卒業論文 ・ を履修中止（ ）した場合には，学科の指示に従ってその後の履修計画を

たてること。

⑤ カリキュラムの変更に伴う，新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は，同一科目とみなす。同内容の科目の

重複履修は認められない。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅰ

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅱ

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅲ

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅳ

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

卒業論文 卒業論文

卒業論文
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年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅱ

⑥ 学則第 条について

学則第 条に基づき，連続する 年間において合計 単位以上修得できなかった者は，退学となる。

⑦ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

注 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことは出来ない。

注 資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，最高履修限度

を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談をすること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑧ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

（ ） 地域研究（ヨーロッパ）

文化交渉学

文化

ドイツ文学

ドイツ語

卒業論文

歴史

（ ） 言語学（ドイツ語）

教職科目

⑨ 文学部横断型人文学プログラムについて

年度より，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文学プログラ

ム」， ～を参照すること。

― ―

ドイツ語Ⅱを 単位以上修得した者でなければ， 群を履修できない。ただし， 年次から履修できる科目はそ

の限りではない。開講科目担当表の年次欄をよく参照すること。ドイツ語Ⅱに 単位までの未修単位がある者

は， 群の履修に際して学科の指示に従うこと。

学科科目 群からは，合計 単位を選択必修すること。余剰分は学科科目 群に充当できる。

度以上履修しても卒業に必要な単位数に算入できる科目には，開講科目担当表の備考欄に（＋）と表示。

〈学科科目 群〉について

〈学科科目 群〉（選択科目）の欄に記載された本学科が推薦する科目以外でも，すべての他学部・他学科開講

科目（外国語を除き，実習以外の教職・学芸員課程科目＜科目コード 番台＞を含む）は 群の単位に充当

できる。ただし，各科目が設定している対象年次に適い，担当教員に受講の許可が得られた場合に限る。

④ 卒業論文について

卒業論文 ・ は必修科目である。 年次の春学期に卒業論文 を，同じ年度の秋学期に卒業論文 を履修する。そ

れぞれの科目は，他の科目と同様， で履修登録しなければならない。

卒業論文 ・ は，休学期間を除く 年以上在学し，ドイツ語Ⅰ ・Ⅰ ，ドイツ語Ⅱ ・Ⅱ ，および文献演習 単

位以上をすでに履修し終えた者でなければ履修登録できない。 年次に交換留学あるいは一般留学の形態でド

イツ語圏の大学に留学し，在学期間 年（留学の 年間を含む）での卒業を希望する者はその限りではない。た

だし卒業論文 ・ を履修登録する前に，必ず学科長の承認を受けること。

卒業論文 の評価には，Ｐ（合格）・Ｘ（不合格）を使用する。

当該年度の春学期に卒業論文 の単位修得ができなかった場合は，同秋学期の卒業論文 を履修することができ

ない。

留学等，正当と認められる理由により， 年次に卒業論文 ・ の履修ができない場合には，学科の指示に従って

履修計画をたてること。

上記， での履修登録のほかに，学科の定める手続きが必要であり，それを済ませない場合には卒業論文

の提出資格を失う。年度初頭の 年次生対象学科ガイダンスにおいて，論文提出に関する注意事項が説明され

る。

装丁について

規格 判横書き

綴じ方 装本，簡易製本ないしは黒表紙

※ 学科ガイダンスで配布する卒業論文に関する規定を参照のこと。

卒業論文の提出は下記のとおりである。

期間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

場所 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

時間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

部数 部

所定の手続きにより，卒業論文 ・ を履修中止（ ）した場合には，学科の指示に従ってその後の履修計画を

たてること。

⑤ カリキュラムの変更に伴う，新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は，同一科目とみなす。同内容の科目の

重複履修は認められない。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅰ

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅱ

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅲ

ドイツ語学研究Ⅱ （ドイツ語科教育法 ） ドイツ語科教育法Ⅳ

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

卒業論文 卒業論文

卒業論文
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― ―

学科科目 群・ 群（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

文献演習 春 佐 藤 朋 之 ・ ＋

文献演習 秋 佐 藤 朋 之 ・ ＋

文献演習 春 三 輪 玲 子 ・ ＋

文献演習 秋 三 輪 玲 子 ・ ＋

文献演習 （ドイツ

語ネイティブ教員）
春 ・ ○ ＋

文献演習 （ドイツ

語ネイティブ教員）
秋 ・ ○ ＋

文献演習 （ドイツ

語ネイティブ教員）
・ ○ ＋

文献演習 （ドイツ

語ネイティブ教員）
秋 ・ ○ ＋

文献演習 春 小松原 由 理 ・ ＋

文献演習 秋 小松原 由 理 ・ ＋

文献演習 春 中 村 朝 子 ・ ＋

文献演習 秋 中 村 朝 子 ・ ＋

文献演習 休講 ・ ＋

文献演習 休講 ・ ＋

学
科
科
目

群

ドイツ文学研究系列

ドイツ文学研究Ⅰ ・ ○ ＋

ドイツ文学研究Ⅰ ・ ○ ＋

ドイツ文学研究Ⅰ 秋 ・ ○ ＋

ドイツ文学研究Ⅱ 休講 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅱ 佐 藤 朋 之 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅱ 佐 藤 朋 之 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅲ 春 中 村 朝 子 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅲ 秋 中 村 朝 子 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅳ 春 小松原 由 理 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅳ 秋 三 輪 玲 子 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅴ 休講 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅴ 休講 ・ ＋

ドイツ文化研究系列

ドイツ文化研究Ⅰ 春 飯 田 道 子 ・ ＋

ドイツ文化研究Ⅰ 秋 小松原 由 理 ・ ＋

ドイツ文化研究Ⅱ 春 尾 関 幸 ・ ＋

ドイツ文化研究Ⅱ 秋 佐 藤 直 樹 ・ ＋

ドイツ文化研究Ⅲ 春 三 輪 玲 子 ・ ＋

ドイツ文化研究Ⅲ 秋 三 輪 玲 子 ・ ＋

ドイツ文化研究Ⅳ

（日独文化交流）
秋 ・ ＋ 名 （初回の授業で選抜する）

ドイツ文化研究Ⅳ

（地域研究）
休講 ・ ＋

ドイツ語学研究系列

ドイツ語学研究Ⅰ 秋 畑 澤 裕 子 ・ ＋

ドイツ語学研究Ⅰ 休講 ・ ＋

― ―

開講科目担当表

学科科目（必修科目）・・・ 年次生以降 単位・ 年次生以前 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

外
国
語 ドイツ語Ⅰ 春

中 村 朝 子

佐 藤 朋 之
クラス

ドイツ語Ⅰ 秋

中 村 朝 子

佐 藤 朋 之

ü
クラス

ドイツ語Ⅰ 春

小松原 由 理

中 井 真 之 クラス

ドイツ語Ⅰ 秋

小松原 由 理

中 井 真 之 クラス

ドイツ語Ⅱ 春 小松原 由 理 クラス

ドイツ語Ⅱ 秋 小松原 由 理 クラス

ドイツ語Ⅱ 春 三 輪 玲 子 クラス

ドイツ語Ⅱ 秋 三 輪 玲 子 クラス

ドイツ語Ⅱ 春
佐 藤 朋 之

中 井 真 之
クラス

ドイツ語Ⅱ 秋
佐 藤 朋 之

中 井 真 之
クラス

ドイツ語Ⅱ 春
高 橋 明 彦

清 水 紀 子
クラス

ドイツ語Ⅱ 秋
高 橋 明 彦

清 水 紀 子
クラス

ドイツ語Ⅱ 春 クラス

ドイツ語Ⅱ 秋 クラス

ドイツ語Ⅱ 春 クラス

ドイツ語Ⅱ 秋 クラス

ドイツ語Ⅱ
（在外履修）

秋 ドイツ文学科教員
在外履修を認められた者のみ履修登録可
注

ドイツ文学入門 春 中 井 真 之

ドイツ文学入門 秋 中 村 朝 子

ドイツ文学研究基礎 春 中 村 朝 子

ドイツ文学研究基礎 秋 中 井 真 之
ドイツ文学研究基礎

（在外履修）
秋 ドイツ文学科教員 ○

在外履修を認められた者のみ履修登録可
注

ドイツ現代文化論 春 ○ クラス

ドイツ現代文化論 春 ○ クラス

ドイツ現代文化論
（在外履修）

秋 ドイツ文学科教員 ○
在外履修を認められた者のみ履修登録可
注

ドイツ文化・思想史 春 ・ ○

ドイツ文化・思想史 秋 ・ ○

卒業論文 春 ドイツ文学科教員 年次生以降対象，旧「卒業論文」

卒業論文 秋 ドイツ文学科教員 年次生以降対象，旧「卒業論文」

卒業論文 春 ドイツ文学科教員 年次生まで対象，旧「卒業論文」

卒業論文 秋 ドイツ文学科教員 年次生まで対象，旧「卒業論文」

注 「ドイツ語Ⅱ （在外履修）」（ 単位），「ドイツ文学研究基礎 （在外履修）」（ 単位），「ドイツ現代文化論（在外履修）」（ 単
位）は，ハインリヒ・ハイネ（デュッセルドルフ）大学で開講される所定のドイツ語の授業を受講し，本学科において単位認定を
受けることによって，計 単位が一括して単位換算される。
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学科科目 群・ 群（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

文献演習 春 佐 藤 朋 之 ・ ＋

文献演習 秋 佐 藤 朋 之 ・ ＋

文献演習 春 三 輪 玲 子 ・ ＋

文献演習 秋 三 輪 玲 子 ・ ＋

文献演習 （ドイツ

語ネイティブ教員）
春 ・ ○ ＋

文献演習 （ドイツ

語ネイティブ教員）
秋 ・ ○ ＋

文献演習 （ドイツ

語ネイティブ教員）
・ ○ ＋

文献演習 （ドイツ

語ネイティブ教員）
秋 ・ ○ ＋

文献演習 春 小松原 由 理 ・ ＋

文献演習 秋 小松原 由 理 ・ ＋

文献演習 春 中 村 朝 子 ・ ＋

文献演習 秋 中 村 朝 子 ・ ＋

文献演習 休講 ・ ＋

文献演習 休講 ・ ＋

学
科
科
目

群

ドイツ文学研究系列

ドイツ文学研究Ⅰ ・ ○ ＋

ドイツ文学研究Ⅰ ・ ○ ＋

ドイツ文学研究Ⅰ 秋 ・ ○ ＋

ドイツ文学研究Ⅱ 休講 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅱ 佐 藤 朋 之 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅱ 佐 藤 朋 之 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅲ 春 中 村 朝 子 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅲ 秋 中 村 朝 子 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅳ 春 小松原 由 理 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅳ 秋 三 輪 玲 子 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅴ 休講 ・ ＋

ドイツ文学研究Ⅴ 休講 ・ ＋

ドイツ文化研究系列

ドイツ文化研究Ⅰ 春 飯 田 道 子 ・ ＋

ドイツ文化研究Ⅰ 秋 小松原 由 理 ・ ＋

ドイツ文化研究Ⅱ 春 尾 関 幸 ・ ＋

ドイツ文化研究Ⅱ 秋 佐 藤 直 樹 ・ ＋

ドイツ文化研究Ⅲ 春 三 輪 玲 子 ・ ＋

ドイツ文化研究Ⅲ 秋 三 輪 玲 子 ・ ＋

ドイツ文化研究Ⅳ

（日独文化交流）
秋 ・ ＋ 名 （初回の授業で選抜する）

ドイツ文化研究Ⅳ

（地域研究）
休講 ・ ＋

ドイツ語学研究系列

ドイツ語学研究Ⅰ 秋 畑 澤 裕 子 ・ ＋

ドイツ語学研究Ⅰ 休講 ・ ＋

― ―

開講科目担当表

学科科目（必修科目）・・・ 年次生以降 単位・ 年次生以前 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

外
国
語 ドイツ語Ⅰ 春

中 村 朝 子

佐 藤 朋 之
クラス

ドイツ語Ⅰ 秋

中 村 朝 子

佐 藤 朋 之

ü
クラス

ドイツ語Ⅰ 春

小松原 由 理

中 井 真 之 クラス

ドイツ語Ⅰ 秋

小松原 由 理

中 井 真 之 クラス

ドイツ語Ⅱ 春 小松原 由 理 クラス

ドイツ語Ⅱ 秋 小松原 由 理 クラス

ドイツ語Ⅱ 春 三 輪 玲 子 クラス

ドイツ語Ⅱ 秋 三 輪 玲 子 クラス

ドイツ語Ⅱ 春
佐 藤 朋 之

中 井 真 之
クラス

ドイツ語Ⅱ 秋
佐 藤 朋 之

中 井 真 之
クラス

ドイツ語Ⅱ 春
高 橋 明 彦

清 水 紀 子
クラス

ドイツ語Ⅱ 秋
高 橋 明 彦

清 水 紀 子
クラス

ドイツ語Ⅱ 春 クラス

ドイツ語Ⅱ 秋 クラス

ドイツ語Ⅱ 春 クラス

ドイツ語Ⅱ 秋 クラス

ドイツ語Ⅱ
（在外履修）

秋 ドイツ文学科教員
在外履修を認められた者のみ履修登録可
注

ドイツ文学入門 春 中 井 真 之

ドイツ文学入門 秋 中 村 朝 子

ドイツ文学研究基礎 春 中 村 朝 子

ドイツ文学研究基礎 秋 中 井 真 之
ドイツ文学研究基礎

（在外履修）
秋 ドイツ文学科教員 ○

在外履修を認められた者のみ履修登録可
注

ドイツ現代文化論 春 ○ クラス

ドイツ現代文化論 春 ○ クラス

ドイツ現代文化論
（在外履修）

秋 ドイツ文学科教員 ○
在外履修を認められた者のみ履修登録可
注

ドイツ文化・思想史 春 ・ ○

ドイツ文化・思想史 秋 ・ ○

卒業論文 春 ドイツ文学科教員 年次生以降対象，旧「卒業論文」

卒業論文 秋 ドイツ文学科教員 年次生以降対象，旧「卒業論文」

卒業論文 春 ドイツ文学科教員 年次生まで対象，旧「卒業論文」

卒業論文 秋 ドイツ文学科教員 年次生まで対象，旧「卒業論文」

注 「ドイツ語Ⅱ （在外履修）」（ 単位），「ドイツ文学研究基礎 （在外履修）」（ 単位），「ドイツ現代文化論（在外履修）」（ 単
位）は，ハインリヒ・ハイネ（デュッセルドルフ）大学で開講される所定のドイツ語の授業を受講し，本学科において単位認定を
受けることによって，計 単位が一括して単位換算される。
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― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

他
学
科
開
講
科
目

注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

外国語学部研究コース開講のうち，ドイツ語学，ドイツ語圏関係科目。

詳細は次頁の別表 を参照すること
（他）外国語学部

そ
の
他

文学部横断型人文学プログラム

「文学部横断型人文学プログ

ラム」， ～を参照するこ

と 単位まで選択科目に算入可

他学部他学科科目・課程科目

（実習を除く）
各開講科目担当表を参照

注 本学科の推薦する他学科開講科目。

注 年次生以降対象。 年次生が履修しても，卒業に必要な単位には算入されないので注意すること

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

ドイツ語学研究Ⅲ

（異文化間コミュニケーション ）
春 ～ ○ 外国語学部「異文化間コミュニケーション 」との合併科目

ドイツ語学研究Ⅲ

ドイツ語通訳入門
春 中 山 純 ・

隔年開講

外国語学部「ドイツ語通訳入門 」との合併科目

（初回の授業で選抜する）

ドイツ語学研究Ⅲ

ドイツ語通訳入門
休講

・

隔年開講

外国語学部「ドイツ語通訳入門 」との合併科目

（初回の授業で選抜する）

ドイツ語学研究Ⅳ 春 三 輪 玲 子 ・ ＋

ドイツ語学研究Ⅳ 秋 佐 藤 朋 之 ・ ＋

教職科目

ドイツ語科教育法Ⅰ 春 中 井 真 之 ～
ドイツ語学科「ドイツ語科教育法 」との合併

科目

ドイツ語科教育法Ⅱ 秋 中 井 真 之 ～
ドイツ語学科「ドイツ語科教育法 」との合併

科目

ドイツ語科教育法Ⅲ 秋 ～ ○

隔年開講

ドイツ語学科「ドイツ語科教育法 」との合併科

目

ドイツ語科教育法Ⅳ 休講 ～ ○

隔年開講

ドイツ語学科「ドイツ語科教育法 」との合併科

目

学科科目 群（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

他
学
科
開
講
科
目

注

美学Ⅰ （他）哲学科

美学Ⅱ （他）哲学科

古代哲学史 （他）哲学科

中世哲学史 （他）哲学科

近世哲学史 （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

芸術学Ⅰ （他）哲学科

芸術学Ⅱ （他）哲学科

歴史学特講（西洋中世史） （他）史学科

歴史学特講（西洋近現代政治社会史） （他）史学科

西美術史概論 （他）外国語学部

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

他
学
科
開
講
科
目

注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

外国語学部研究コース開講のうち，ドイツ語学，ドイツ語圏関係科目。

詳細は次頁の別表 を参照すること
（他）外国語学部

そ
の
他

文学部横断型人文学プログラム

「文学部横断型人文学プログ

ラム」， ～を参照するこ

と 単位まで選択科目に算入可

他学部他学科科目・課程科目

（実習を除く）
各開講科目担当表を参照

注 本学科の推薦する他学科開講科目。

注 年次生以降対象。 年次生が履修しても，卒業に必要な単位には算入されないので注意すること

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

ドイツ語学研究Ⅲ

（異文化間コミュニケーション ）
春 ～ ○ 外国語学部「異文化間コミュニケーション 」との合併科目

ドイツ語学研究Ⅲ

ドイツ語通訳入門
春 中 山 純 ・

隔年開講

外国語学部「ドイツ語通訳入門 」との合併科目

（初回の授業で選抜する）

ドイツ語学研究Ⅲ

ドイツ語通訳入門
休講

・

隔年開講

外国語学部「ドイツ語通訳入門 」との合併科目

（初回の授業で選抜する）

ドイツ語学研究Ⅳ 春 三 輪 玲 子 ・ ＋

ドイツ語学研究Ⅳ 秋 佐 藤 朋 之 ・ ＋

教職科目

ドイツ語科教育法Ⅰ 春 中 井 真 之 ～
ドイツ語学科「ドイツ語科教育法 」との合併

科目

ドイツ語科教育法Ⅱ 秋 中 井 真 之 ～
ドイツ語学科「ドイツ語科教育法 」との合併

科目

ドイツ語科教育法Ⅲ 秋 ～ ○

隔年開講

ドイツ語学科「ドイツ語科教育法 」との合併科

目

ドイツ語科教育法Ⅳ 休講 ～ ○

隔年開講

ドイツ語学科「ドイツ語科教育法 」との合併科

目

学科科目 群（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

他
学
科
開
講
科
目

注

美学Ⅰ （他）哲学科

美学Ⅱ （他）哲学科

古代哲学史 （他）哲学科

中世哲学史 （他）哲学科

近世哲学史 （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

芸術学Ⅰ （他）哲学科

芸術学Ⅱ （他）哲学科

歴史学特講（西洋中世史） （他）史学科

歴史学特講（西洋近現代政治社会史） （他）史学科

西美術史概論 （他）外国語学部

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注

（他）言語教育研究センター 注
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― ―

フランス文学科 

〔教育研究上の目的〕

読む・書く・聞く・話すという つのフランス語運用能力を総合的に習得させるとともに，文学を中心に，フランス文化

に関する深い教養を身につけさせること

〔人材養成の目的〕

高度なフランス語運用能力とフランス文化に関する教養を備え，複眼的思考と異質なものへの寛容さを身につけた，国

際的な場でも活躍できる人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，フランス語の修得，及びフランス語圏の文学を中心に，様々な文化・社会事象の学習を通じて，複眼的思

考や批判的精神や創造性を備えた人材の養成を目的として，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように

定めています。卒業要件を満たせば，これらを身につけた者と認め，学位を授与します。

文学や芸術・文化に対する関心と理解力

仕事や研究や社会貢献に役立つフランス語運用能力

情報や知識を能動的に獲得し，それを客観的かつ多角的に分析する思考力

自分の意見や研究の成果を，口頭や文書で的確に構成する力と，わかりやすく伝える表現力

自発的に課題を見出だし，解決してゆくための総合的な力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，入学から卒業まで，専任教員が継続的に学生の知的成長に寄り添い，ひ

とりひとりの個性を尊重しながらその能力を伸ばしてゆくことができるよう，次の趣旨を盛り込んだ科目によってカリ

キュラムを編成しています。

・ 年次のフランス語教育においては，小人数のクラス編成により，読む・聞く・書く・話す能力をバランスよく養成

する。また人文学研究に必要な知識や方法論と，口頭発表や論文作成に必要な技術やアカデミック・リテラシーを身に

つけさせる。

・ 年次には，文学テキストの精読や文学研究に加え，高度な実践的フランス語運用能力を修得するための科目や，美

術，舞台芸術，映画，思想，社会など，様々な領域に関わる科目を開講し，個々の学生が自らの関心に応じて，文化・

社会事象を探求できる力を養成する。

卒業論文を必修科目として， 年間に修得したあらゆる知識や分析力を総合的に活用させる。

年間の学習における教育目標の一貫性，および教育プログラムの継続性と発展性を重視する。またいずれの段階におい

ても，一方的な知識伝達に終始することなく，学生の資料収集能力や読解力，表現力，協調性をのばすための実践的な

教育を重視する。

高度なフランス語力とフランス及びフランス語圏の文化や社会に関する知識を身に着け，英語・日本語以外の言語によ

る情報の収集と発信，及び異文化社会間の相互理解や協力関係の深まりに寄与する人材を育成する。

― ―

別表 ：学科科目 群（選択科目）に算入できる外国語学部開講科目

科目

コード
ナンバリング 授業科目 単位 開講元

演習 語の意味と語法 外国語学部

演習 語の意味と語法 外国語学部

演習 応用言語学・日本におけるドイツ語教育 外国語学部

演習 応用言語学・日本におけるドイツ語教育 外国語学部

ドイツ語圏研究Ｄ 外国語学部ドイツ語学科

独日翻訳入門Ａ 外国語学部

独日翻訳入門Ｂ 外国語学部

演習 日独社会研究 外国語学部

演習 日独社会研究 外国語学部

演習 比較文化論 外国語学部

演習 比較文化論 外国語学部

演習 日本とヨーロッパの政治 外国語学部

演習 日本とヨーロッパの政治 外国語学部

ドイツ語圏の社会と言語 外国語学部

ヨーロッパの社会と言語 外国語学部

ヨーロッパ政治経済論 外国語学部

演習 ドイツ思想 外国語学部

演習 ドイツ思想 外国語学部

－法と社会 外国語学部

ドイツ語圏美術 外国語学部

異文化間コミュニケーション 外国語学部

ヨーロッパ思想 外国語学部

スイス社会事情 外国語学部

ドイツ文法 外国語学部

ドイツ近現代史 外国語学部

ドイツ音楽 外国語学部

日独経済比較研究 外国語学部

オーストリア文化史 外国語学部

ドイツ政治研究 外国語学部
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フランス文学科 

〔教育研究上の目的〕

読む・書く・聞く・話すという つのフランス語運用能力を総合的に習得させるとともに，文学を中心に，フランス文化

に関する深い教養を身につけさせること

〔人材養成の目的〕

高度なフランス語運用能力とフランス文化に関する教養を備え，複眼的思考と異質なものへの寛容さを身につけた，国

際的な場でも活躍できる人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，フランス語の修得，及びフランス語圏の文学を中心に，様々な文化・社会事象の学習を通じて，複眼的思

考や批判的精神や創造性を備えた人材の養成を目的として，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように

定めています。卒業要件を満たせば，これらを身につけた者と認め，学位を授与します。

文学や芸術・文化に対する関心と理解力

仕事や研究や社会貢献に役立つフランス語運用能力

情報や知識を能動的に獲得し，それを客観的かつ多角的に分析する思考力

自分の意見や研究の成果を，口頭や文書で的確に構成する力と，わかりやすく伝える表現力

自発的に課題を見出だし，解決してゆくための総合的な力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，入学から卒業まで，専任教員が継続的に学生の知的成長に寄り添い，ひ

とりひとりの個性を尊重しながらその能力を伸ばしてゆくことができるよう，次の趣旨を盛り込んだ科目によってカリ

キュラムを編成しています。

・ 年次のフランス語教育においては，小人数のクラス編成により，読む・聞く・書く・話す能力をバランスよく養成

する。また人文学研究に必要な知識や方法論と，口頭発表や論文作成に必要な技術やアカデミック・リテラシーを身に

つけさせる。

・ 年次には，文学テキストの精読や文学研究に加え，高度な実践的フランス語運用能力を修得するための科目や，美

術，舞台芸術，映画，思想，社会など，様々な領域に関わる科目を開講し，個々の学生が自らの関心に応じて，文化・

社会事象を探求できる力を養成する。

卒業論文を必修科目として， 年間に修得したあらゆる知識や分析力を総合的に活用させる。

年間の学習における教育目標の一貫性，および教育プログラムの継続性と発展性を重視する。またいずれの段階におい

ても，一方的な知識伝達に終始することなく，学生の資料収集能力や読解力，表現力，協調性をのばすための実践的な

教育を重視する。

高度なフランス語力とフランス及びフランス語圏の文化や社会に関する知識を身に着け，英語・日本語以外の言語によ

る情報の収集と発信，及び異文化社会間の相互理解や協力関係の深まりに寄与する人材を育成する。

― ―

別表 ：学科科目 群（選択科目）に算入できる外国語学部開講科目

科目

コード
ナンバリング 授業科目 単位 開講元

演習 語の意味と語法 外国語学部

演習 語の意味と語法 外国語学部

演習 応用言語学・日本におけるドイツ語教育 外国語学部

演習 応用言語学・日本におけるドイツ語教育 外国語学部

ドイツ語圏研究Ｄ 外国語学部ドイツ語学科

独日翻訳入門Ａ 外国語学部

独日翻訳入門Ｂ 外国語学部

演習 日独社会研究 外国語学部

演習 日独社会研究 外国語学部

演習 比較文化論 外国語学部

演習 比較文化論 外国語学部

演習 日本とヨーロッパの政治 外国語学部

演習 日本とヨーロッパの政治 外国語学部

ドイツ語圏の社会と言語 外国語学部

ヨーロッパの社会と言語 外国語学部

ヨーロッパ政治経済論 外国語学部

演習 ドイツ思想 外国語学部

演習 ドイツ思想 外国語学部

－法と社会 外国語学部

ドイツ語圏美術 外国語学部

異文化間コミュニケーション 外国語学部

ヨーロッパ思想 外国語学部

スイス社会事情 外国語学部

ドイツ文法 外国語学部

ドイツ近現代史 外国語学部

ドイツ音楽 外国語学部

日独経済比較研究 外国語学部

オーストリア文化史 外国語学部

ドイツ政治研究 外国語学部
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標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

専門基礎フランス語

フランス文学史

フランス文学史

専門基礎フランス語

専門基礎フランス語

フランス文学研究入門

フランス文学研究入門

特修フランス語Ⅰ

特修フランス語Ⅱ

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文演習

選
択
必
修
（

単
位
）

「フランスの歴史と文

化」または

「現代のフランス」

文学研究系列

フランス文学研究 ～

文献演習

文献演習

語学研究系列（ただし，履修可能年次はフランス文学科「開講科目担当表」の記載に

よる）

フランス文化研究系列（ただし，履修可能年次はフランス文学科「開講科目担当表」

の記載による）

（

単
位
）

選
択

①選択必修科目からの過剰単位

②フランス文学科「開講科目担当表」所載の他学科科目

③文学部横断型人文学プログラム，他学部・他学科の学科科目（外国語科目を除く。

実習を除く課程科目，国際教養学部サマーセッション科目を含む），学科が指定し

た英語選択科目は， 単位まで卒業に必要な単位として算入できる。

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位
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標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

専門基礎フランス語

フランス文学史

フランス文学史

専門基礎フランス語

専門基礎フランス語

フランス文学研究入門

フランス文学研究入門

特修フランス語Ⅰ

特修フランス語Ⅱ

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文演習

選
択
必
修
（

単
位
）

「フランスの歴史と文

化」または

「現代のフランス」

文学研究系列

フランス文学研究 ～

文献演習

文献演習

語学研究系列（ただし，履修可能年次はフランス文学科「開講科目担当表」の記載に

よる）

フランス文化研究系列（ただし，履修可能年次はフランス文学科「開講科目担当表」

の記載による）

（

単
位
）

選
択

①選択必修科目からの過剰単位

②フランス文学科「開講科目担当表」所載の他学科科目

③文学部横断型人文学プログラム，他学部・他学科の学科科目（外国語科目を除く。

実習を除く課程科目，国際教養学部サマーセッション科目を含む），学科が指定し

た英語選択科目は， 単位まで卒業に必要な単位として算入できる。

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位
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年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

専門基礎フランス語

フランス文学史

フランス文学史

専門基礎フランス語

専門基礎フランス語

フランス文学研究入門

フランス文学研究入門

特修フランス語Ⅰ

特修フランス語Ⅱ

卒業論文Ⅰ＊

卒業論文Ⅱ＊

卒業論文演習

卒業論文演習

選
択
必
修
（

単
位
）

「歴史と文学」

または

「現代のフランス」

文学研究系列

フランス文学研究Ⅰ～Ⅴ

文献演習

文献演習

語学研究系列

フランス文化研究系列（ただし，履修可能年次はフランス文学科「開講科目担当表」

の記載による）

（

単
位
）

選
択

①選択必修科目からの過剰単位

②フランス文学科「開講科目担当表」所載の他学科科目

③文学部横断型人文学プログラム，他学部・他学科の学科科目（外国語科目を除く。

実習を除く課程科目，国際教養学部サマーセッション科目を含む），学科が指定し

た英語選択科目は， 単位まで卒業に必要な単位として算入できる。

＊「卒業論文」は 年に「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」に分割された。

― ―

～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

専門基礎フランス語

フランス文学史

フランス文学史

専門基礎フランス語

専門基礎フランス語

フランス文学研究入門

フランス文学研究入門

特修フランス語Ⅰ

特修フランス語Ⅱ

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文演習

卒業論文演習

選
択
必
修
（

単
位
）

「フランスの歴史と文

化」または

「現代のフランス」

文学研究系列

フランス文学研究 ～

文献演習

文献演習

語学研究系列（ただし，履修可能年次はフランス文学科「開講科目担当表」の記載に

よる）

フランス文化研究系列（ただし，履修可能年次はフランス文学科「開講科目担当表」

の記載による）

（

単
位
）

選
択

①選択必修科目からの過剰単位

②フランス文学科「開講科目担当表」所載の他学科科目

③文学部横断型人文学プログラム，他学部・他学科の学科科目（外国語科目を除く。

実習を除く課程科目，国際教養学部サマーセッション科目を含む），学科が指定し

た英語選択科目は， 単位まで卒業に必要な単位として算入できる。
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年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

専門基礎フランス語

フランス文学史

フランス文学史

専門基礎フランス語

専門基礎フランス語

フランス文学研究入門

フランス文学研究入門

特修フランス語Ⅰ

特修フランス語Ⅱ

卒業論文Ⅰ＊

卒業論文Ⅱ＊

卒業論文演習

卒業論文演習

選
択
必
修
（

単
位
）

「歴史と文学」

または

「現代のフランス」

文学研究系列

フランス文学研究Ⅰ～Ⅴ

文献演習

文献演習

語学研究系列

フランス文化研究系列（ただし，履修可能年次はフランス文学科「開講科目担当表」

の記載による）

（

単
位
）

選
択

①選択必修科目からの過剰単位

②フランス文学科「開講科目担当表」所載の他学科科目

③文学部横断型人文学プログラム，他学部・他学科の学科科目（外国語科目を除く。

実習を除く課程科目，国際教養学部サマーセッション科目を含む），学科が指定し

た英語選択科目は， 単位まで卒業に必要な単位として算入できる。

＊「卒業論文」は 年に「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」に分割された。

― ―

～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

専門基礎フランス語

フランス文学史

フランス文学史

専門基礎フランス語

専門基礎フランス語

フランス文学研究入門

フランス文学研究入門

特修フランス語Ⅰ

特修フランス語Ⅱ

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文演習

卒業論文演習

選
択
必
修
（

単
位
）

「フランスの歴史と文

化」または

「現代のフランス」

文学研究系列

フランス文学研究 ～

文献演習

文献演習

語学研究系列（ただし，履修可能年次はフランス文学科「開講科目担当表」の記載に

よる）

フランス文化研究系列（ただし，履修可能年次はフランス文学科「開講科目担当表」

の記載による）

（

単
位
）

選
択

①選択必修科目からの過剰単位

②フランス文学科「開講科目担当表」所載の他学科科目

③文学部横断型人文学プログラム，他学部・他学科の学科科目（外国語科目を除く。

実習を除く課程科目，国際教養学部サマーセッション科目を含む），学科が指定し

た英語選択科目は， 単位まで卒業に必要な単位として算入できる。
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② その他

フランス文学科「開講科目担当表」の備考欄に＋印のついた科目は，二度以上履修しても卒業に必要な単位数に

算入することができる。ただし，他学科開講科目については，開講元の規定に従う。

科目名が変更になった科目については，以下の対応表に基づいて卒業に必要な単位等を換算すること。

変更年度 変更以前の科目名 対応科目名 旧科目との重複履修

年度 舞台芸術論 舞台芸術論Ⅰ・Ⅱ 可

年度 特修フランス語Ⅰ 特修フランス語ⅠＡ・ⅠＢ 不可

年次生は，授業担当教員および専攻主任の許可を得て，大学院文学研究科フランス文学専攻の授業科目を履修す

ることができる。履修した授業科目は，大学院進学後，定められた単位数の範囲内で，入学前既習得単位として

認定される。

ただし，学部卒業に必要な単位としては認められないので注意すること。

③ 卒業論文について

他の科目同様に履修登録しなければならない。

原則として「卒業論文Ⅰ」（ 単位）は春学期に，「卒業論文Ⅱ」 単位 は秋学期に履修する。「卒業論文Ⅱ」を履

修するためには，「卒業論文Ⅰ」の単位を修得していなければならない。ただし，留学から戻った学生が当該年度

内での卒業を希望する場合など特別な事情のある場合は，学科長の許可により，科目の同時履修が認められるこ

とがある。

「卒業論文Ⅰ」の評価には， （合格）， （不合格）を使用する。

年次の 月に開催される卒業論文ガイダンスに必ず出席すること。このガイダンスにおいて，諸注意事項等が説

明される。そして年度初の 年次生学科ガイダンスの時に，卒業論文を執筆する者はそのテーマを提出しなくては

ならない。

装丁について

ア 規格 判横書

イ 綴じ方 黒表紙

ウ ワープロの使用可

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

イ 場所 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

ウ 時間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

卒業論文は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

④ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ） 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回

ることは出来ない。

（注 ） 年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによっ

て，最高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相

談をすること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑤ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

― ―

履修上の注意

年次生以降

① 学科科目について

専門基礎フランス語 ・ は， 年次に履修しなければならない。また専門基礎フランス語 ・ ， ・ は 年

次に履修しなければならない。

専門基礎フランス語 の単位を修得していなければ，専門基礎フランス語 を履修することはできない。

前年度までに専門基礎フランス語 ・ の単位を修得していなければ，専門基礎フランス語 ， を履修する

ことはできない。

前年度までに専門基礎フランス語 ・ および専門基礎フランス語 ・ の単位をすべて修得していなければ，

特修フランス語Ⅰ・Ⅱを履修することはできない。

専門基礎フランス語 ・ ， ・ ， ・ および特修フランス語Ⅰ・Ⅱは，指定されたクラスを受講すること。

原則として秋学期からのクラス変更は認めない。どうしても変更したい理由がある場合は，必ず学科長に申し出

て許可を得ること。

選択必修科目 単位は，「フランスの歴史と文化」または「現代のフランス」から 単位，フランス文学研究 ～

から 単位，文献演習 から 単位，文献演習 から 単位，語学研究系列から 単位，フランス文化研究系列から

単位を履修すること。

年次までに専門基礎フランス語 ・ ・ の単位をすべて修得していない場合，履修年次が ・ 年生に指定されて

いる選択必修科目については，以下の範囲でのみ履修することができる。

専門基礎フランス語 ・ ， ・ の単位をすべて修得した場合，次の科目を合計 単位まで履修することが

できる：フランス文学研究 ～ ，文献演習 ，フランス語学研究系列（フランス語論文演習，仏和通訳演習を除

く），フランス文化研究系列。

専門基礎フランス語 ・ ， ・ の単位をすべて修得した場合，次の科目を合計 単位まで履修することがで

きる：特修フランス語Ⅰ・Ⅱ，フランス文学研究 ～ ，文献演習 ，フランス語学研究系列，フランス文化研究系

列。

専門基礎フランス語 ・ のみ，あるいは専門基礎フランス語 ・ に加えて専門基礎フランス語 または

のいずれか，あるいは専門基礎フランス語 または のいずれかの単位のみを修得した場合，次の科目

を合計 単位まで履修することができる：フランス文学研究 ～ ，フランス文化研究系列。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

学科選択科目は，①選択必修科目からの過剰単位②フランス文学科「開講科目担当表」所載の他学科科目③文学

部横断型人文学プログラム，他学部・他学科の学科科目（外国語科目を除く。実習を除く課程科目，国際教養学

部サマーセッション科目を含む），学科が指定した英語選択科目で充当することができる。ただし，③で充当でき

るのは 単位までである。

卒業論文演習 ・ （ 年次生以降は卒業論文演習）を履修するためには，原則として前年度までに専門基礎フラ

ンス語 ・ ， ・ および特修フランス語Ⅰ・Ⅱを修得していなければならない。ただし，前年度までに特修

フランス語Ⅰ・Ⅱが未履修でも，専門基礎フランス語 ・ ， ・ をすべて修得済みの場合は，履修すること

ができる。

卒業論文演習 ・ （ 年次生以降は卒業論文演習）は必修科目であるが，卒業論文と同じく，所定の手続きによ

り履修中止（ ）を認める。

卒業論文を履修中止する場合は，原則として卒業論文演習 ・ （ 年次生以降は卒業論文演習）も同時に履修

中止する。ただし，特別な事情がある場合は卒業論文演習 ・ （ 年次生以降は卒業論文演習）のみ履修を継

続することも認める。

卒業論文を履修中止せず，卒業論文演習 ・ （ 年次生以降は卒業論文演習）のみ履修中止することは認めな

い。

卒業論文演習 ・ （ 年次生以降は卒業論文演習）の単位を修得していない，または修得の見込みのない者は，

卒業論文を提出することはできない。

既習者には別途カリキュラムが設けられているので，詳細は学科事務室で確認すること。

履修上の注意を守らずに履修登録をした場合は，履修中止を求める。
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② その他

フランス文学科「開講科目担当表」の備考欄に＋印のついた科目は，二度以上履修しても卒業に必要な単位数に

算入することができる。ただし，他学科開講科目については，開講元の規定に従う。

科目名が変更になった科目については，以下の対応表に基づいて卒業に必要な単位等を換算すること。

変更年度 変更以前の科目名 対応科目名 旧科目との重複履修

年度 舞台芸術論 舞台芸術論Ⅰ・Ⅱ 可

年度 特修フランス語Ⅰ 特修フランス語ⅠＡ・ⅠＢ 不可

年次生は，授業担当教員および専攻主任の許可を得て，大学院文学研究科フランス文学専攻の授業科目を履修す

ることができる。履修した授業科目は，大学院進学後，定められた単位数の範囲内で，入学前既習得単位として

認定される。

ただし，学部卒業に必要な単位としては認められないので注意すること。

③ 卒業論文について

他の科目同様に履修登録しなければならない。

原則として「卒業論文Ⅰ」（ 単位）は春学期に，「卒業論文Ⅱ」 単位 は秋学期に履修する。「卒業論文Ⅱ」を履

修するためには，「卒業論文Ⅰ」の単位を修得していなければならない。ただし，留学から戻った学生が当該年度

内での卒業を希望する場合など特別な事情のある場合は，学科長の許可により，科目の同時履修が認められるこ

とがある。

「卒業論文Ⅰ」の評価には， （合格）， （不合格）を使用する。

年次の 月に開催される卒業論文ガイダンスに必ず出席すること。このガイダンスにおいて，諸注意事項等が説

明される。そして年度初の 年次生学科ガイダンスの時に，卒業論文を執筆する者はそのテーマを提出しなくては

ならない。

装丁について

ア 規格 判横書

イ 綴じ方 黒表紙

ウ ワープロの使用可

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

イ 場所 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

ウ 時間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

卒業論文は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

④ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ） 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回

ることは出来ない。

（注 ） 年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによっ

て，最高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相

談をすること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑤ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

― ―

履修上の注意

年次生以降

① 学科科目について

専門基礎フランス語 ・ は， 年次に履修しなければならない。また専門基礎フランス語 ・ ， ・ は 年

次に履修しなければならない。

専門基礎フランス語 の単位を修得していなければ，専門基礎フランス語 を履修することはできない。

前年度までに専門基礎フランス語 ・ の単位を修得していなければ，専門基礎フランス語 ， を履修する

ことはできない。

前年度までに専門基礎フランス語 ・ および専門基礎フランス語 ・ の単位をすべて修得していなければ，

特修フランス語Ⅰ・Ⅱを履修することはできない。

専門基礎フランス語 ・ ， ・ ， ・ および特修フランス語Ⅰ・Ⅱは，指定されたクラスを受講すること。

原則として秋学期からのクラス変更は認めない。どうしても変更したい理由がある場合は，必ず学科長に申し出

て許可を得ること。

選択必修科目 単位は，「フランスの歴史と文化」または「現代のフランス」から 単位，フランス文学研究 ～

から 単位，文献演習 から 単位，文献演習 から 単位，語学研究系列から 単位，フランス文化研究系列から

単位を履修すること。

年次までに専門基礎フランス語 ・ ・ の単位をすべて修得していない場合，履修年次が ・ 年生に指定されて

いる選択必修科目については，以下の範囲でのみ履修することができる。

専門基礎フランス語 ・ ， ・ の単位をすべて修得した場合，次の科目を合計 単位まで履修することが

できる：フランス文学研究 ～ ，文献演習 ，フランス語学研究系列（フランス語論文演習，仏和通訳演習を除

く），フランス文化研究系列。

専門基礎フランス語 ・ ， ・ の単位をすべて修得した場合，次の科目を合計 単位まで履修することがで

きる：特修フランス語Ⅰ・Ⅱ，フランス文学研究 ～ ，文献演習 ，フランス語学研究系列，フランス文化研究系

列。

専門基礎フランス語 ・ のみ，あるいは専門基礎フランス語 ・ に加えて専門基礎フランス語 または

のいずれか，あるいは専門基礎フランス語 または のいずれかの単位のみを修得した場合，次の科目

を合計 単位まで履修することができる：フランス文学研究 ～ ，フランス文化研究系列。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

学科選択科目は，①選択必修科目からの過剰単位②フランス文学科「開講科目担当表」所載の他学科科目③文学

部横断型人文学プログラム，他学部・他学科の学科科目（外国語科目を除く。実習を除く課程科目，国際教養学

部サマーセッション科目を含む），学科が指定した英語選択科目で充当することができる。ただし，③で充当でき

るのは 単位までである。

卒業論文演習 ・ （ 年次生以降は卒業論文演習）を履修するためには，原則として前年度までに専門基礎フラ

ンス語 ・ ， ・ および特修フランス語Ⅰ・Ⅱを修得していなければならない。ただし，前年度までに特修

フランス語Ⅰ・Ⅱが未履修でも，専門基礎フランス語 ・ ， ・ をすべて修得済みの場合は，履修すること

ができる。

卒業論文演習 ・ （ 年次生以降は卒業論文演習）は必修科目であるが，卒業論文と同じく，所定の手続きによ

り履修中止（ ）を認める。

卒業論文を履修中止する場合は，原則として卒業論文演習 ・ （ 年次生以降は卒業論文演習）も同時に履修

中止する。ただし，特別な事情がある場合は卒業論文演習 ・ （ 年次生以降は卒業論文演習）のみ履修を継

続することも認める。

卒業論文を履修中止せず，卒業論文演習 ・ （ 年次生以降は卒業論文演習）のみ履修中止することは認めな

い。

卒業論文演習 ・ （ 年次生以降は卒業論文演習）の単位を修得していない，または修得の見込みのない者は，

卒業論文を提出することはできない。

既習者には別途カリキュラムが設けられているので，詳細は学科事務室で確認すること。

履修上の注意を守らずに履修登録をした場合は，履修中止を求める。
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年次生

① 学科科目について

専門基礎フランス語 ・ は， 年次に履修しなければならない。また専門基礎フランス語 ・ ， ・ は 年

次に履修しなければならない。

専門基礎フランス語 の単位を修得していなければ，専門基礎フランス語 を履修することはできない。

前年度までに専門基礎フランス語 ・ の単位を修得していなければ，専門基礎フランス語 ， を履修する

ことはできない。

前年度までに専門基礎フランス語 ・ および専門基礎フランス語 ・ の単位をすべて修得していなければ，

特修フランス語Ⅰ・Ⅱを履修することはできない。

専門基礎フランス語 ・ ， ・ ， ・ および特修フランス語Ⅰ・Ⅱは，指定されたクラスを受講すること。

原則として秋学期からのクラス変更は認めない。どうしても変更したい理由がある場合は，必ず学科長に申し出

て許可を得ること。

選択必修科目 単位は，「歴史と文学」または「現代のフランス」から 単位，フランス文学研究Ⅰ ～Ⅴ から 単

位，文献演習 から 単位，文献演習 から 単位，語学研究系列から 単位，フランス文化研究系列から 単位を履

修すること。

年次までに専門基礎フランス語 ・ ・ の単位をすべて修得していない場合，履修年次が ・ 年生に指定されて

いる選択必修科目については，以下の範囲でのみ履修することができる。

専門基礎フランス語 ・ ， ・ の単位をすべて修得した場合，次の科目を合計 単位まで履修することが

できる：フランス文学研究Ⅰ ～Ⅴ ，文献演習 ，フランス語学研究系列（フランス語論文演習，仏和通訳演習

を除く），フランス文化研究系列。

専門基礎フランス語 ・ ， ・ の単位をすべて修得した場合，次の科目を合計 単位まで履修することがで

きる：特修フランス語Ⅰ・Ⅱ，フランス文学研究Ⅰ ～Ⅴ ，文献演習 ，フランス語学研究系列，フランス文化研

究系列。

専門基礎フランス語 ・ のみ，あるいは専門基礎フランス語 ・ に加えて専門基礎フランス語 または

のいずれか，あるいは専門基礎フランス語 または のいずれかの単位のみを修得した場合，次の科目

を合計 単位まで履修することができる：フランス文学研究Ⅰ ～Ⅴ ，フランス文化研究系列。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

学科選択科目は，①選択必修科目からの過剰単位②フランス文学科「開講科目担当表」所載の他学科科目③文学

部横断型人文学プログラム，他学部・他学科の学科科目（外国語科目を除く。実習を除く課程科目，国際教養学

部サマーセッション科目を含む），学科が指定した英語選択科目で充当することができる。ただし，③で充当でき

るのは 単位までである。

卒業論文演習 ・ を履修するためには，原則として前年度までに専門基礎フランス語 ・ ， ・ および特修

フランス語Ⅰ・Ⅱを修得していなければならない。ただし，前年度までに特修フランス語Ⅰ・Ⅱが未履修でも，

専門基礎フランス語 ・ ， ・ をすべて修得済みの場合は，履修することができる。

卒業論文演習 ・ は必修科目であるが，卒業論文と同じく，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

卒業論文を履修中止する場合は，原則として卒業論文演習 ・ も同時に履修中止する。ただし，特別な事情が

ある場合は卒業論文演習 ・ のみ履修を継続することも認める。

卒業論文を履修中止せず，卒業論文演習 ・ のみ履修中止することは認めない。

卒業論文演習 ・ の単位を修得していない，または修得の見込みのない者は，卒業論文を提出することはできな

い。

既習者には別途カリキュラムが設けられているので，詳細は学科事務室で確認すること。

履修上の注意を守らずに履修登録をした場合は，履修中止を求める。

― ―

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

（ ） 地域研究（ヨーロッパ）

美術史

文化

フランス文学

フランス語

卒業論文

（ ） 言語学（フランス語）

⑥ 文学部横断型人文学プログラムについて

文学部は，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文学プログラム」，

～を参照すること。
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年次生

① 学科科目について

専門基礎フランス語 ・ は， 年次に履修しなければならない。また専門基礎フランス語 ・ ， ・ は 年

次に履修しなければならない。

専門基礎フランス語 の単位を修得していなければ，専門基礎フランス語 を履修することはできない。

前年度までに専門基礎フランス語 ・ の単位を修得していなければ，専門基礎フランス語 ， を履修する

ことはできない。

前年度までに専門基礎フランス語 ・ および専門基礎フランス語 ・ の単位をすべて修得していなければ，

特修フランス語Ⅰ・Ⅱを履修することはできない。

専門基礎フランス語 ・ ， ・ ， ・ および特修フランス語Ⅰ・Ⅱは，指定されたクラスを受講すること。

原則として秋学期からのクラス変更は認めない。どうしても変更したい理由がある場合は，必ず学科長に申し出

て許可を得ること。

選択必修科目 単位は，「歴史と文学」または「現代のフランス」から 単位，フランス文学研究Ⅰ ～Ⅴ から 単

位，文献演習 から 単位，文献演習 から 単位，語学研究系列から 単位，フランス文化研究系列から 単位を履

修すること。

年次までに専門基礎フランス語 ・ ・ の単位をすべて修得していない場合，履修年次が ・ 年生に指定されて

いる選択必修科目については，以下の範囲でのみ履修することができる。

専門基礎フランス語 ・ ， ・ の単位をすべて修得した場合，次の科目を合計 単位まで履修することが

できる：フランス文学研究Ⅰ ～Ⅴ ，文献演習 ，フランス語学研究系列（フランス語論文演習，仏和通訳演習

を除く），フランス文化研究系列。

専門基礎フランス語 ・ ， ・ の単位をすべて修得した場合，次の科目を合計 単位まで履修することがで

きる：特修フランス語Ⅰ・Ⅱ，フランス文学研究Ⅰ ～Ⅴ ，文献演習 ，フランス語学研究系列，フランス文化研

究系列。

専門基礎フランス語 ・ のみ，あるいは専門基礎フランス語 ・ に加えて専門基礎フランス語 または

のいずれか，あるいは専門基礎フランス語 または のいずれかの単位のみを修得した場合，次の科目

を合計 単位まで履修することができる：フランス文学研究Ⅰ ～Ⅴ ，フランス文化研究系列。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

学科選択科目は，①選択必修科目からの過剰単位②フランス文学科「開講科目担当表」所載の他学科科目③文学

部横断型人文学プログラム，他学部・他学科の学科科目（外国語科目を除く。実習を除く課程科目，国際教養学

部サマーセッション科目を含む），学科が指定した英語選択科目で充当することができる。ただし，③で充当でき

るのは 単位までである。

卒業論文演習 ・ を履修するためには，原則として前年度までに専門基礎フランス語 ・ ， ・ および特修

フランス語Ⅰ・Ⅱを修得していなければならない。ただし，前年度までに特修フランス語Ⅰ・Ⅱが未履修でも，

専門基礎フランス語 ・ ， ・ をすべて修得済みの場合は，履修することができる。

卒業論文演習 ・ は必修科目であるが，卒業論文と同じく，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

卒業論文を履修中止する場合は，原則として卒業論文演習 ・ も同時に履修中止する。ただし，特別な事情が

ある場合は卒業論文演習 ・ のみ履修を継続することも認める。

卒業論文を履修中止せず，卒業論文演習 ・ のみ履修中止することは認めない。

卒業論文演習 ・ の単位を修得していない，または修得の見込みのない者は，卒業論文を提出することはできな

い。

既習者には別途カリキュラムが設けられているので，詳細は学科事務室で確認すること。

履修上の注意を守らずに履修登録をした場合は，履修中止を求める。

― ―

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

（ ） 地域研究（ヨーロッパ）

美術史

文化

フランス文学

フランス語

卒業論文

（ ） 言語学（フランス語）

⑥ 文学部横断型人文学プログラムについて

文学部は，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文学プログラム」，

～を参照すること。
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⑤ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

（ ） 地域研究（ヨーロッパ）

美術史

文化

フランス文学

フランス語

卒業論文

（ ） 言語学（フランス語）

⑥ 学部横断プログラムについて

年度より，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文学プログラ

ム」， ～を参照すること。

― ―

② その他

フランス文学科「開講科目担当表」の備考欄に＋印のついた科目は，二度以上履修しても卒業に必要な単位数に

算入することができる。ただし，他学科開講科目については，開講元の規定に従う。

科目名が変更になった科目については，以下の対応表に基づいて卒業に必要な単位等を換算すること。

変更年度 変更以前の科目名 対応科目名 旧科目との重複履修

年度 歴史と文学Ⅰ・Ⅱ フランスの歴史と文化 ＊注 可

年度 現代のフランスⅠ・Ⅱ 現代のフランス ＊注 可

年度 フランス文学研究Ⅰ ～Ⅴ フランス文学研究 ～ 可

年度 舞台芸術論 舞台芸術論Ⅰ・Ⅱ 可

年度 特修フランス語Ⅰ 特修フランス語ⅠＡ・ⅠＢ 不可

注 選択必修の「歴史と文学」または「現代のフランス」 単位のうち，いずれの単位も修得していない者は，「フランスの歴

史と文化」および「現代のフランス」の両方を履修する。

「歴史と文学Ⅰ・Ⅱ」ないし「現代のフランスⅠ・Ⅱ」のいずれか 単位のみ修得済みの者は，「現代のフランス」または

「フランスの歴史と文化」のいずれかを履修する。

年次生は，授業担当教員および専攻主任の許可を得て，大学院文学研究科フランス文学専攻の授業科目を履修す

ることができる。履修した授業科目は，大学院進学後，定められた単位数の範囲内で，入学前既習得単位として

認定される。

ただし，学部卒業に必要な単位としては認められないので注意すること。

③ 卒業論文について

他の科目同様に履修登録しなければならない。

年度より，「卒業論文」は通年科目からセメスター制に変更した。原則として「卒業論文Ⅰ」（ 単位）は春学

期に，「卒業論文Ⅱ」 単位 は秋学期に履修する。「卒業論文Ⅱ」を履修するためには，「卒業論文Ⅰ」の単位を修

得していなければならない。ただし，留学から戻った学生が当該年度内での卒業を希望する場合など特別な事情

のある場合は，学科長の許可により， 科目の同時履修が認められることがある。

「卒業論文Ⅰ」の評価には， （合格）， （不合格）を使用する。

年次の 月に開催される卒業論文ガイダンスに必ず出席すること。このガイダンスにおいて，諸注意事項等が説

明される。そして年度初の 年次生学科ガイダンスの時に，卒業論文を執筆する者はそのテーマを提出しなくては

ならない。

装丁について

ア 規格 判横書

イ 綴じ方 黒表紙

ウ ワープロの使用可

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

イ 場所 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

ウ 時間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

卒業論文は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

④ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ） 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回

ることは出来ない。

（注 ） 年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによっ

て，最高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相

談をすること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目
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⑤ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

（ ） 地域研究（ヨーロッパ）

美術史

文化

フランス文学

フランス語

卒業論文

（ ） 言語学（フランス語）

⑥ 学部横断プログラムについて

年度より，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文学プログラ

ム」， ～を参照すること。

― ―

② その他

フランス文学科「開講科目担当表」の備考欄に＋印のついた科目は，二度以上履修しても卒業に必要な単位数に

算入することができる。ただし，他学科開講科目については，開講元の規定に従う。

科目名が変更になった科目については，以下の対応表に基づいて卒業に必要な単位等を換算すること。

変更年度 変更以前の科目名 対応科目名 旧科目との重複履修

年度 歴史と文学Ⅰ・Ⅱ フランスの歴史と文化 ＊注 可

年度 現代のフランスⅠ・Ⅱ 現代のフランス ＊注 可

年度 フランス文学研究Ⅰ ～Ⅴ フランス文学研究 ～ 可

年度 舞台芸術論 舞台芸術論Ⅰ・Ⅱ 可

年度 特修フランス語Ⅰ 特修フランス語ⅠＡ・ⅠＢ 不可

注 選択必修の「歴史と文学」または「現代のフランス」 単位のうち，いずれの単位も修得していない者は，「フランスの歴

史と文化」および「現代のフランス」の両方を履修する。

「歴史と文学Ⅰ・Ⅱ」ないし「現代のフランスⅠ・Ⅱ」のいずれか 単位のみ修得済みの者は，「現代のフランス」または

「フランスの歴史と文化」のいずれかを履修する。

年次生は，授業担当教員および専攻主任の許可を得て，大学院文学研究科フランス文学専攻の授業科目を履修す

ることができる。履修した授業科目は，大学院進学後，定められた単位数の範囲内で，入学前既習得単位として

認定される。

ただし，学部卒業に必要な単位としては認められないので注意すること。

③ 卒業論文について

他の科目同様に履修登録しなければならない。

年度より，「卒業論文」は通年科目からセメスター制に変更した。原則として「卒業論文Ⅰ」（ 単位）は春学

期に，「卒業論文Ⅱ」 単位 は秋学期に履修する。「卒業論文Ⅱ」を履修するためには，「卒業論文Ⅰ」の単位を修

得していなければならない。ただし，留学から戻った学生が当該年度内での卒業を希望する場合など特別な事情

のある場合は，学科長の許可により， 科目の同時履修が認められることがある。

「卒業論文Ⅰ」の評価には， （合格）， （不合格）を使用する。

年次の 月に開催される卒業論文ガイダンスに必ず出席すること。このガイダンスにおいて，諸注意事項等が説

明される。そして年度初の 年次生学科ガイダンスの時に，卒業論文を執筆する者はそのテーマを提出しなくては

ならない。

装丁について

ア 規格 判横書

イ 綴じ方 黒表紙

ウ ワープロの使用可

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

イ 場所 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

ウ 時間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

卒業論文は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

④ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ） 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回

ることは出来ない。

（注 ） 年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによっ

て，最高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相

談をすること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目
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学科科目（選択必修科目）・・・〈 年次生以降〉 単位

〈 年次生〉 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

フランスの歴史と文化 春 ○ 名

現代のフランス 春 ○ 名

フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
系
列

フランス文学研究 休講 ・ ＋

フランス文学研究 休講 ・ ＋

フランス文学研究 春 福 田 耕 介 ・ ＋

フランス文学研究 秋 福 田 耕 介 ・ ＋

フランス文学研究 春 永 井 敦 子 ・ ＋

フランス文学研究 休講 ・ ＋

フランス文学研究 秋 博 多 かおる ・ ＋

文献演習 春 ・ ○ ＋ 名

文献演習 秋 ・ ○ ＋ 名

文献演習 春 ・ ○ ＋

文献演習 秋 ・ ○ ＋

文献演習 休講 ・ ○ ＋

文献演習 休講 ・ ○ ＋

文献演習 春 福 田 耕 介 ・ ＋

文献演習 休講 ・ ＋

文献演習 休講 ・ ＋

文献演習 春 博 多 かおる ・ ＋

文献演習 休講 ・ ＋

文献演習 秋 吉 村 和 明 ・ ＋

文献演習 春 小 倉 博 孝 ・ ＋

文献演習 秋 小 倉 博 孝 ・ ＋

文献演習 春 永 井 敦 子 ・ ＋

文献演習 秋 永 井 敦 子 ・ ＋

フ
ラ
ン
ス
語
学
研
究
系
列

フランス語学概説 春 博 多 かおる ～ 隔年開講

和仏翻訳演習Ⅰ 春 ・ ○ ＋

和仏翻訳演習Ⅱ 秋 ・ ○ ＋

フランス語論文演習 休講 ・ ○ 名

実用フランス語演習 休講 ・ ＋隔年開講

英仏翻訳演習Ⅰ 休講 ・ ○ ＋

英仏翻訳演習Ⅱ 休講 ・ ○ ＋

仏和通訳演習Ⅰ 春 岡 本 和 子 ・ ＋ 名

仏和通訳演習Ⅱ 秋 岡 本 和 子 ・ ＋ 名

フ
ラ
ン
ス
文
化
研
究
系
列

フランス美術論Ⅰ 春 吉 村 和 明 ～ 隔年開講 名

フランス美術論Ⅱ 休講 ～ 隔年開講

舞台芸術論Ⅰ 秋 博 多 かおる ～ 隔年開講 名

舞台芸術論Ⅱ 休講 ～ 隔年開講

フランス映画論Ⅰ 休講 ～

フランス映画論Ⅱ 秋 古 賀 太 ～ ［ 名］

現代フランス社会論 春 久 邇 良 子 ・

フランス美術史特論 （他）外国語学部

キリスト教の美術Ⅰ （他）神学部

キリスト教の美術Ⅱ （他）神学部

― ―

開講科目担当表

～ 年次生

学科科目（必修科目）・・・〈 年次生以降〉 単位
〈 年次生以前〉 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

専門基礎フランス語

Ａ－
春

小 倉 博 孝

猪 口 好 彦

クラス

博 多 かおる

猪 口 好 彦

クラス

専門基礎フランス語

Ａ－
秋

小 倉 博 孝

猪 口 好 彦

クラス

博 多 かおる

猪 口 好 彦

クラス

専門基礎フランス語

Ｂ－
春

福 田 耕 介

吉 村 和 明
クラス

小 倉 博 孝

福 田 耕 介
クラス

専門基礎フランス語

Ｂ－
秋

小 倉 博 孝

福 田 耕 介
クラス

福 田 耕 介

吉 村 和 明
クラス

専門基礎フランス語

Ｃ－
春

永 井 敦 子
クラス

é ô

永 井 敦 子
クラス

専門基礎フランス語

Ｃ－
秋

永 井 敦 子
クラス

é ô

永 井 敦 子
クラス

特修フランス語ⅠＡ

クラス

クラス

休講 クラス

特修フランス語ⅠＢ

クラス

クラス

休講 クラス

特修フランス語Ⅱ
秋

クラス

クラス

休講 クラス

フランス文学史 春 小 倉 博 孝

フランス文学史 秋 永 井 敦 子

フランス文学研究入門 春 博 多 かおる

フランス文学研究入門 秋 福 田 耕 介

卒業論文演習 秋 フランス文学科教員 ○ 年次生以前対象

卒業論文演習 秋 フランス文学科教員 年次生以前対象

卒業論文演習 休講 フランス文学科教員 年次生以降対象， 年度開講

卒業論文Ⅰ 春 フランス文学科教員

卒業論文Ⅰ 秋 フランス文学科教員

卒業論文Ⅱ 春 フランス文学科教員

卒業論文Ⅱ 秋 フランス文学科教員
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学科科目（選択必修科目）・・・〈 年次生以降〉 単位

〈 年次生〉 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

フランスの歴史と文化 春 ○ 名

現代のフランス 春 ○ 名

フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
系
列

フランス文学研究 休講 ・ ＋

フランス文学研究 休講 ・ ＋

フランス文学研究 春 福 田 耕 介 ・ ＋

フランス文学研究 秋 福 田 耕 介 ・ ＋

フランス文学研究 春 永 井 敦 子 ・ ＋

フランス文学研究 休講 ・ ＋

フランス文学研究 秋 博 多 かおる ・ ＋

文献演習 春 ・ ○ ＋ 名

文献演習 秋 ・ ○ ＋ 名

文献演習 春 ・ ○ ＋

文献演習 秋 ・ ○ ＋

文献演習 休講 ・ ○ ＋

文献演習 休講 ・ ○ ＋

文献演習 春 福 田 耕 介 ・ ＋

文献演習 休講 ・ ＋

文献演習 休講 ・ ＋

文献演習 春 博 多 かおる ・ ＋

文献演習 休講 ・ ＋

文献演習 秋 吉 村 和 明 ・ ＋

文献演習 春 小 倉 博 孝 ・ ＋

文献演習 秋 小 倉 博 孝 ・ ＋

文献演習 春 永 井 敦 子 ・ ＋

文献演習 秋 永 井 敦 子 ・ ＋

フ
ラ
ン
ス
語
学
研
究
系
列

フランス語学概説 春 博 多 かおる ～ 隔年開講

和仏翻訳演習Ⅰ 春 ・ ○ ＋

和仏翻訳演習Ⅱ 秋 ・ ○ ＋

フランス語論文演習 休講 ・ ○ 名

実用フランス語演習 休講 ・ ＋隔年開講

英仏翻訳演習Ⅰ 休講 ・ ○ ＋

英仏翻訳演習Ⅱ 休講 ・ ○ ＋

仏和通訳演習Ⅰ 春 岡 本 和 子 ・ ＋ 名

仏和通訳演習Ⅱ 秋 岡 本 和 子 ・ ＋ 名

フ
ラ
ン
ス
文
化
研
究
系
列

フランス美術論Ⅰ 春 吉 村 和 明 ～ 隔年開講 名

フランス美術論Ⅱ 休講 ～ 隔年開講

舞台芸術論Ⅰ 秋 博 多 かおる ～ 隔年開講 名

舞台芸術論Ⅱ 休講 ～ 隔年開講

フランス映画論Ⅰ 休講 ～

フランス映画論Ⅱ 秋 古 賀 太 ～ ［ 名］

現代フランス社会論 春 久 邇 良 子 ・

フランス美術史特論 （他）外国語学部

キリスト教の美術Ⅰ （他）神学部

キリスト教の美術Ⅱ （他）神学部

― ―

開講科目担当表

～ 年次生

学科科目（必修科目）・・・〈 年次生以降〉 単位
〈 年次生以前〉 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

専門基礎フランス語

Ａ－
春

小 倉 博 孝

猪 口 好 彦

クラス

博 多 かおる

猪 口 好 彦

クラス

専門基礎フランス語

Ａ－
秋

小 倉 博 孝

猪 口 好 彦

クラス

博 多 かおる

猪 口 好 彦

クラス

専門基礎フランス語

Ｂ－
春

福 田 耕 介

吉 村 和 明
クラス

小 倉 博 孝

福 田 耕 介
クラス

専門基礎フランス語

Ｂ－
秋

小 倉 博 孝

福 田 耕 介
クラス

福 田 耕 介

吉 村 和 明
クラス

専門基礎フランス語

Ｃ－
春

永 井 敦 子
クラス

é ô

永 井 敦 子
クラス

専門基礎フランス語

Ｃ－
秋

永 井 敦 子
クラス

é ô

永 井 敦 子
クラス

特修フランス語ⅠＡ

クラス

クラス

休講 クラス

特修フランス語ⅠＢ

クラス

クラス

休講 クラス

特修フランス語Ⅱ
秋

クラス

クラス

休講 クラス

フランス文学史 春 小 倉 博 孝

フランス文学史 秋 永 井 敦 子

フランス文学研究入門 春 博 多 かおる

フランス文学研究入門 秋 福 田 耕 介

卒業論文演習 秋 フランス文学科教員 ○ 年次生以前対象

卒業論文演習 秋 フランス文学科教員 年次生以前対象

卒業論文演習 休講 フランス文学科教員 年次生以降対象， 年度開講

卒業論文Ⅰ 春 フランス文学科教員

卒業論文Ⅰ 秋 フランス文学科教員

卒業論文Ⅱ 春 フランス文学科教員

卒業論文Ⅱ 秋 フランス文学科教員
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科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

総合演習Ⅳ （他）フランス語学科

総合演習Ⅳ （他）フランス語学科

特別演習 （他）フランス語学科

フランス近現代史研究 （他）外国語学部

ヨーロッパの社会と言語Ｂ （他）外国語学部

フランス語圏の社会と言語 （他）外国語学部

フランス哲学の会話 （他）外国語学部

福祉国家とジェンダー （他）外国語学部

フランス語学の諸問題Ａ （他）外国語学部

フランス語学の諸問題Ｂ （他）外国語学部

フランス語学の諸問題Ｃ （他）外国語学部

フランス語圏アフリカの社会と経済 （他）外国語学部

北アフリカ社会開発論 （他）外国語学部

経済学概論～フランスとヨーロッパ （他）外国語学部

の現在と過去 （他）外国語学部

✻ 年度より借り入れ科目が減少しているので， 年度以前に履修した科目については，その年度の履修要覧を参照すること。

別表 ：

学科科目（選択科目）に算入できる英語選択科目

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

  （他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

― ―

学科科目（選択科目）・・・〈 年次生以降〉 単位

〈 年次生以前〉 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他
学
科
開
講
科
目

フランス語科教育法Ａ （他）フランス語学科

フランス語科教育法 （他）フランス語学科
フランス語科教育法 （他）フランス語学科
フランス語科教育法 （他）フランス語学科

歴史学特講（フランス史の諸問題） （他）史学科
西洋美術史 （他）史学科
フランス法Ⅰ （他）法学部

フランス法Ⅱ （他）法学部
キリスト教文学Ⅰ （他）神学部
キリスト教文学Ⅱ （他）神学部

フランス語学科開講科目 詳細は下部別表 を参照 （他）フランス語学科

外国語学部開講科目
研究コース開講科目のうち，フ
ランス語学，フランス語圏関係
科目，詳細は下部別表 を参照

（他）外国語学部

そ
の
他

文学部横断型人文学プログラム
「文学部横断型人文学プログ
ラム」， ～を参照すること

単位まで選択科目に算入可

他学部他学科科目（語学科目を除く）・
課程科目（実習を除く）・国際教養学部
サマーセッション科目（別途費用がか
かる）

各開講科目担当表を参照

英語選択科目
言語教育研究センター開講の英語
選択科目のうち，学科が指定した
もの，詳細は の別表 を参照

既習者用フランス語

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

既習者用フランス語 春 ～ ＋（他）フランス語学科

既習者用フランス語 秋 ～ ＋（他）フランス語学科

既習者用フランス語 春 ～ ＋（他）フランス語学科

既習者用フランス語 秋 ～ ＋（他）フランス語学科

既習者用フランス語 春 博 多 かおる ～ ＋

既習者用フランス語 秋 小 倉 博 孝 ～ ＋

別表 ：

学科科目（選択科目）に算入できるフランス語学科開講科目および外国語学部開講科目

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

表現演習Ⅲ （他）フランス語学科

表現演習Ⅲ （他）フランス語学科

表現演習Ⅲ （他）フランス語学科

表現演習Ⅲ （他）フランス語学科

表現演習Ⅲ （他）フランス語学科

表現演習Ⅲ （他）フランス語学科

聴解演習Ⅲ （他）フランス語学科

聴解演習Ⅲ （他）フランス語学科

聴解演習Ⅲ （他）フランス語学科

聴解演習Ⅲ （他）フランス語学科

聴解演習Ⅲ （他）フランス語学科

聴解演習Ⅲ （他）フランス語学科

講読演習Ⅲ （他）フランス語学科

講読演習Ⅲ （他）フランス語学科

講読演習Ⅲ （他）フランス語学科

講読演習Ⅲ （他）フランス語学科

講読演習Ⅲ （他）フランス語学科

講読演習Ⅲ （他）フランス語学科

総合演習Ⅳ （他）フランス語学科

総合演習Ⅳ （他）フランス語学科

総合演習Ⅳ （他）フランス語学科

総合演習Ⅳ （他）フランス語学科

─ 335 ── 334 ─

08_文学部.indd   334 2020/03/13   13:16:16



学
部
共
通

哲

史

国

文
英

文
ド
イ
ツ
文
フ
ラ
ン
ス
文

新

聞

― ―

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

総合演習Ⅳ （他）フランス語学科

総合演習Ⅳ （他）フランス語学科

特別演習 （他）フランス語学科

フランス近現代史研究 （他）外国語学部

ヨーロッパの社会と言語Ｂ （他）外国語学部

フランス語圏の社会と言語 （他）外国語学部

フランス哲学の会話 （他）外国語学部

福祉国家とジェンダー （他）外国語学部

フランス語学の諸問題Ａ （他）外国語学部

フランス語学の諸問題Ｂ （他）外国語学部

フランス語学の諸問題Ｃ （他）外国語学部

フランス語圏アフリカの社会と経済 （他）外国語学部

北アフリカ社会開発論 （他）外国語学部

経済学概論～フランスとヨーロッパ （他）外国語学部

の現在と過去 （他）外国語学部

✻ 年度より借り入れ科目が減少しているので， 年度以前に履修した科目については，その年度の履修要覧を参照すること。

別表 ：

学科科目（選択科目）に算入できる英語選択科目

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

  （他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

― ―

学科科目（選択科目）・・・〈 年次生以降〉 単位

〈 年次生以前〉 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他
学
科
開
講
科
目

フランス語科教育法Ａ （他）フランス語学科

フランス語科教育法 （他）フランス語学科
フランス語科教育法 （他）フランス語学科
フランス語科教育法 （他）フランス語学科

歴史学特講（フランス史の諸問題） （他）史学科
西洋美術史 （他）史学科
フランス法Ⅰ （他）法学部

フランス法Ⅱ （他）法学部
キリスト教文学Ⅰ （他）神学部
キリスト教文学Ⅱ （他）神学部

フランス語学科開講科目 詳細は下部別表 を参照 （他）フランス語学科

外国語学部開講科目
研究コース開講科目のうち，フ
ランス語学，フランス語圏関係
科目，詳細は下部別表 を参照

（他）外国語学部

そ
の
他

文学部横断型人文学プログラム
「文学部横断型人文学プログ
ラム」， ～を参照すること

単位まで選択科目に算入可

他学部他学科科目（語学科目を除く）・
課程科目（実習を除く）・国際教養学部
サマーセッション科目（別途費用がか
かる）

各開講科目担当表を参照

英語選択科目
言語教育研究センター開講の英語
選択科目のうち，学科が指定した
もの，詳細は の別表 を参照

既習者用フランス語

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

既習者用フランス語 春 ～ ＋（他）フランス語学科

既習者用フランス語 秋 ～ ＋（他）フランス語学科

既習者用フランス語 春 ～ ＋（他）フランス語学科

既習者用フランス語 秋 ～ ＋（他）フランス語学科

既習者用フランス語 春 博 多 かおる ～ ＋

既習者用フランス語 秋 小 倉 博 孝 ～ ＋

別表 ：

学科科目（選択科目）に算入できるフランス語学科開講科目および外国語学部開講科目

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

表現演習Ⅲ （他）フランス語学科

表現演習Ⅲ （他）フランス語学科

表現演習Ⅲ （他）フランス語学科

表現演習Ⅲ （他）フランス語学科

表現演習Ⅲ （他）フランス語学科

表現演習Ⅲ （他）フランス語学科

聴解演習Ⅲ （他）フランス語学科

聴解演習Ⅲ （他）フランス語学科

聴解演習Ⅲ （他）フランス語学科

聴解演習Ⅲ （他）フランス語学科

聴解演習Ⅲ （他）フランス語学科

聴解演習Ⅲ （他）フランス語学科

講読演習Ⅲ （他）フランス語学科

講読演習Ⅲ （他）フランス語学科

講読演習Ⅲ （他）フランス語学科

講読演習Ⅲ （他）フランス語学科

講読演習Ⅲ （他）フランス語学科

講読演習Ⅲ （他）フランス語学科

総合演習Ⅳ （他）フランス語学科

総合演習Ⅳ （他）フランス語学科

総合演習Ⅳ （他）フランス語学科

総合演習Ⅳ （他）フランス語学科
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新聞学科 

〔教育研究上の目的〕

ジャーナリズム，メディア・コミュニケーション全般を対象に，その社会的役割や機能，影響過程など，報道やメディ

アに関わる諸問題を幅広く考察すること

〔人材養成の目的〕

社会人に必要なコミュニケーションに関する教養を備え，高度なコミュニケーション能力とメディア・リテラシーを身

につけた人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これら

を身につけた者と認め，学位を授与します。

ジャーナリズム，メディア・コミュニケーション，情報といった諸領域を対象としたこれまでの学問的蓄積と，それら

を踏まえた実践的な調査能力，分析力，批判力，構成力，表現能力

「理論と実践」の両面からバランスよく学び，ジャーナリズムの現場やメディア・コミュニケーション，情報などを扱

う分野で活躍するための能力

情報化が進む現代社会を，よりよく生きるための高度なコミュニケーション能力とメディアリテラシー

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次の趣旨を盛り込んだ科目によってカリキュラムを編成しています。

ジャーナリズム，メディア・コミュニケーション，情報に関する諸領域を，理論的アプローチ，メディア別のアプロー

チ，国際的なアプローチ，現実的な諸問題の分析アプローチから学ばせる。

上記カリキュラムと並行して，その表現力，検証力，批判力などの能力の向上に向けた実践的アプローチもバランスよ

く扱うことで，「理論に偏せず，実践にも偏らない幅広い教育」を実現する。

全ての学生が，専任教員が担当する個別の演習を履修し，小人数教育のなかで，批判的な見方や研究・分析の能力，倫

理を醸成する。

年間で修得した知識，分析力，技能の集大成として，専任教員の個別指導の下で卒業論文を課す。

― ―

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

  （他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

  （他）言語教育研究センター

  （他）言語教育研究センター

  （他）言語教育研究センター

  （他）言語教育研究センター

1  （他）言語教育研究センター

1  （他）言語教育研究センター

履修にあたっては履修要覧の「語学科目」のページをよく読むこと。
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― ―

新聞学科 

〔教育研究上の目的〕

ジャーナリズム，メディア・コミュニケーション全般を対象に，その社会的役割や機能，影響過程など，報道やメディ

アに関わる諸問題を幅広く考察すること

〔人材養成の目的〕

社会人に必要なコミュニケーションに関する教養を備え，高度なコミュニケーション能力とメディア・リテラシーを身

につけた人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これら

を身につけた者と認め，学位を授与します。

ジャーナリズム，メディア・コミュニケーション，情報といった諸領域を対象としたこれまでの学問的蓄積と，それら

を踏まえた実践的な調査能力，分析力，批判力，構成力，表現能力

「理論と実践」の両面からバランスよく学び，ジャーナリズムの現場やメディア・コミュニケーション，情報などを扱

う分野で活躍するための能力

情報化が進む現代社会を，よりよく生きるための高度なコミュニケーション能力とメディアリテラシー

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次の趣旨を盛り込んだ科目によってカリキュラムを編成しています。

ジャーナリズム，メディア・コミュニケーション，情報に関する諸領域を，理論的アプローチ，メディア別のアプロー

チ，国際的なアプローチ，現実的な諸問題の分析アプローチから学ばせる。

上記カリキュラムと並行して，その表現力，検証力，批判力などの能力の向上に向けた実践的アプローチもバランスよ

く扱うことで，「理論に偏せず，実践にも偏らない幅広い教育」を実現する。

全ての学生が，専任教員が担当する個別の演習を履修し，小人数教育のなかで，批判的な見方や研究・分析の能力，倫

理を醸成する。

年間で修得した知識，分析力，技能の集大成として，専任教員の個別指導の下で卒業論文を課す。

― ―

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

  （他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

（他）言語教育研究センター

  （他）言語教育研究センター

  （他）言語教育研究センター

  （他）言語教育研究センター

  （他）言語教育研究センター

1  （他）言語教育研究センター

1  （他）言語教育研究センター

履修にあたっては履修要覧の「語学科目」のページをよく読むこと。
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― ―

標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

（

単
位
）

必
修

コミュニケーション論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅰ（メディアリサーチ）

演習Ⅰ メディアリテラシー

各 時事問題研究Ⅰ・Ⅱ

ジャーナリズム史Ⅰ・Ⅱ

国際コミュニケーション論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅱ

演習Ⅱ

各

各

各

人間行動とマス・メディアⅠ・Ⅱ

マス・メディア論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅲ

演習Ⅲ

各

各

マスコミ倫理法制論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅳ

演習Ⅳ

卒業論文

卒業論文

各

（

単
位
）

選
択
必
修

学科科目 群

学科科目 群

学科科目
群―Ⅰ

群―Ⅱ

選
択
（

単
位
）

学科科目 群の一部 学科科目 ～ 群

他学部・他学科の学科科目（語学科目を除く），実習を

除く課程科目（科目コード 番台），全学共通科目

（必修科目・保健体育系実技科目およびスポーツコース

を除く）は 単位まで選択科目として卒業に要する単

位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位［体育 単位］

選択必修 単位［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 語学科目（選択必修） 単位

学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

・ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位［体育 単位］

選択必修 単位［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 語学科目（選択必修） 単位

学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

・ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位
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標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

（

単
位
）

必
修

コミュニケーション論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅰ（メディアリサーチ）

演習Ⅰ メディアリテラシー

各 時事問題研究Ⅰ・Ⅱ

ジャーナリズム史Ⅰ・Ⅱ

国際コミュニケーション論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅱ

演習Ⅱ

各

各

各

人間行動とマス・メディアⅠ・Ⅱ

マス・メディア論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅲ

演習Ⅲ

各

各

マスコミ倫理法制論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅳ

演習Ⅳ

卒業論文

卒業論文

各

（

単
位
）

選
択
必
修

学科科目 群

学科科目 群

学科科目
群―Ⅰ

群―Ⅱ

選
択
（

単
位
）

学科科目 群の一部 学科科目 ～ 群

他学部・他学科の学科科目（語学科目を除く），実習を

除く課程科目（科目コード 番台），全学共通科目

（必修科目・保健体育系実技科目およびスポーツコース

を除く）は 単位まで選択科目として卒業に要する単

位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位［体育 単位］

選択必修 単位［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 語学科目（選択必修） 単位

学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

・ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位［体育 単位］

選択必修 単位［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 語学科目（選択必修） 単位

学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

・ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位
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― ―

・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

コミュニケーション論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅰ（新聞）

演習Ⅰ（放送

英語以外の同一外国語

各

時事問題研究Ⅰ・Ⅱ

ジャーナリズム史Ⅰ・Ⅱ

国際コミュニケーション論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅱ

演習Ⅱ

左記のものから選んだ

同一の外国語

各

各

各

人間行動とマス・メディアⅠ・Ⅱ

マス・メディア論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅲ

演習Ⅲ

各

各

マスコミ倫理法制論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅳ

演習Ⅳ

卒業論文 ＊

卒業論文 ＊

各

（

単
位
）

選
択
必
修

学科科目 群

学科科目 群

学科科目
群―Ⅰ

群―Ⅱ

選
択
（

単
位
）

学科科目 群の一部 学科科目 ～ 群

他学部・他学科の学科科目（外国語科目を除く），実習

を除く課程科目（科目コード 番台），全学共通科

目（必修科目・保健体育系実技科目およびスポーツコー

スを除く）は 単位まで選択科目として卒業に要する

単位に充当することができる。

＊ 「卒業論文」は， 年度に「卒業論文 」「卒業論文 」に分割された。

― ―

・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

（

単
位
）

必
修

コミュニケーション論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅰ（新聞）

演習Ⅰ（放送

各 時事問題研究Ⅰ・Ⅱ

ジャーナリズム史Ⅰ・Ⅱ

国際コミュニケーション論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅱ

演習Ⅱ

各

各

各

人間行動とマス・メディアⅠ・Ⅱ

マス・メディア論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅲ

演習Ⅲ

各

各

マスコミ倫理法制論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅳ

演習Ⅳ

卒業論文

卒業論文

各

（

単
位
）

選
択
必
修

学科科目 群

学科科目 群

学科科目
群―Ⅰ

群―Ⅱ

選
択
（

単
位
）

学科科目 群の一部 学科科目 ～ 群

他学部・他学科の学科科目（語学科目を除く），実習を

除く課程科目（科目コード 番台），全学共通科目

（必修科目・保健体育系実技科目およびスポーツコース

を除く）は 単位まで選択科目として卒業に要する単

位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。
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・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

コミュニケーション論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅰ（新聞）

演習Ⅰ（放送

英語以外の同一外国語

各

時事問題研究Ⅰ・Ⅱ

ジャーナリズム史Ⅰ・Ⅱ

国際コミュニケーション論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅱ

演習Ⅱ

左記のものから選んだ

同一の外国語

各

各

各

人間行動とマス・メディアⅠ・Ⅱ

マス・メディア論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅲ

演習Ⅲ

各

各

マスコミ倫理法制論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅳ

演習Ⅳ

卒業論文 ＊

卒業論文 ＊

各

（

単
位
）

選
択
必
修

学科科目 群

学科科目 群

学科科目
群―Ⅰ

群―Ⅱ

選
択
（

単
位
）

学科科目 群の一部 学科科目 ～ 群

他学部・他学科の学科科目（外国語科目を除く），実習

を除く課程科目（科目コード 番台），全学共通科

目（必修科目・保健体育系実技科目およびスポーツコー

スを除く）は 単位まで選択科目として卒業に要する

単位に充当することができる。

＊ 「卒業論文」は， 年度に「卒業論文 」「卒業論文 」に分割された。

― ―

・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

（

単
位
）

必
修

コミュニケーション論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅰ（新聞）

演習Ⅰ（放送

各 時事問題研究Ⅰ・Ⅱ

ジャーナリズム史Ⅰ・Ⅱ

国際コミュニケーション論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅱ

演習Ⅱ

各

各

各

人間行動とマス・メディアⅠ・Ⅱ

マス・メディア論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅲ

演習Ⅲ

各

各

マスコミ倫理法制論Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅳ

演習Ⅳ

卒業論文

卒業論文

各

（

単
位
）

選
択
必
修

学科科目 群

学科科目 群

学科科目
群―Ⅰ

群―Ⅱ

選
択
（

単
位
）

学科科目 群の一部 学科科目 ～ 群

他学部・他学科の学科科目（語学科目を除く），実習を

除く課程科目（科目コード 番台），全学共通科目

（必修科目・保健体育系実技科目およびスポーツコース

を除く）は 単位まで選択科目として卒業に要する単

位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。
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― ―

年次生以降

① 学科科目について

必修科目の各「Ⅱ」の履修には，同一科目名の「Ⅰ」を単位修得していることが必要。

それぞれの科目の履修できる年次については，開講科目担当表の「年次」を参照すること。この「年次」に満た

ない場合は，他学部他学科生だけでなく新聞学科生についても履修できないので注意すること。

年次指定の必修科目の履修について，交換留学等，特別な事情がある場合は，当該科目の担当教員，学科長と相

談のこと。

学科科目の 群はマス・メディアについての各論， 群は外国ジャーナリズムに関する科目， 群は時事問題・報

道英語関係の科目， 群はその他の科目である。

選択必修 単位は，学科科目 詳～ 群―Ⅰ・Ⅱの各群で，それぞれ最低 単位を履修すること。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

他学部・他学科の学科科目（語学科目を除く），実習を除く課程科目（科目コード 番台）は， 単位まで選

択科目として卒業に要する単位に充当することができる。なお，科目は演習担当教員と相談のうえ，選定するこ

と。

全学共通科目の内，必修科目・保健体育系実技科目およびスポーツコースを除く選択科目の中から 単位まで学

科科目の選択科目として卒業に要する単位に充当することができる。

上記（ ）および（ ）については，両方を合わせて合計 単位までしか卒業に要する単位に認められないので，

注意すること。

② コース制について

新聞学科では，「ジャーナリズム」，「メディア・コミュニケーション」，「情報社会・情報文化」の コース制を設け

る。新聞学科生は，いずれかのコースを選択しなければならない。

新聞学科生は，「演習Ⅱ」の履修にあたって，いずれかのコースを選択し，特定のコースの「演習Ⅲ」「演習Ⅳ」を

履修する。また，新聞学科科目Ｄ群より，選択したコースの指定科目を 単位以上履修しなければならない。

年次以降におけるコース変更に関しては，新聞学科長と相談すること。

コース指定科目

「ジャーナリズム」コース

演習Ⅱ ，Ⅱ ，Ⅲ ，Ⅲ ，Ⅳ ，Ⅳ については，担当教員のシラバス参照のこと。

Ｄ群指定科目

ナンバリング 科目名 備 考

メディアと社会Ⅰ （表現の自由と人権）

メディアと社会Ⅰ （表現の自由と人権）

メディアと社会Ⅱ （ジャーナリズム論）

メディアと社会Ⅱ （ジャーナリズム論）

ジャーナリズムの現在Ⅰ

ジャーナリズムの現在Ⅱ

論文作法Ⅰ

論文作法Ⅰ

論文作法Ⅱ

論文作法Ⅲ

ジャーナリズム特殊Ⅰ

ジャーナリズム特殊Ⅱ

デジタル・ジャーナリズム

メディア実践Ⅰ

メディア実践Ⅱ

テレビ制作Ⅰ ＊シラバス参照のこと

テレビ制作Ⅰ ＊シラバス参照のこと

テレビ制作Ⅱ

憲法（基礎）

― ―

履修上の注意

共通

① 卒業論文について

卒業年度の春学期に「卒業論文 」を，同じ年度の秋学期に「卒業論文 」を履修する。他の科目と同様に で

履修登録しなければならない。

卒論テーマは 月の演習時までに決めて演習担当教員に提出する。製本は各自が行う。なお， 年 月下旬に卒

論面接を実施する。詳しい内容は 月上旬の学科ガイダンスで説明する。

装丁について

ア 規格 判横書，原則としてワープロ使用のこと。

イ 綴じ方：製本

ウ 部コピーをとり，表紙にタイトル，氏名等必要事項明記の上，同一期限内に新聞学科事務室（ 号館 ）まで

提出すること。

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

イ 場所 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

ウ 時間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

卒業論文 ・ は必修科目であるが，所定の手統きにより履修中止（ ）を認める。

）【 年次生】カリキュラムの変更に伴う，新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は，同一科目とみなす。同内容の科目の

重複履修は認められない。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

卒業論文 （ 単位） 卒業論文 （ 単位）

卒業論文 （ 単位）

） 「卒業論文 」の評価には （合格）・ （不合格）を使用する。

② 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ）春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことは出来ない。

（注 ） 年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，

最高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談をす

ること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

③ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

ジャーナリズム

④ 文学部横断型人文学プログラムについて

年度より，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文学プログラ

ム」， ～を参照すること。

─ 343 ── 342 ─

08_文学部.indd   342 2020/03/13   13:16:27



学
部
共
通

哲

史

国

文
英

文
ド
イ
ツ
文
フ
ラ
ン
ス
文

新

聞

― ―

年次生以降

① 学科科目について

必修科目の各「Ⅱ」の履修には，同一科目名の「Ⅰ」を単位修得していることが必要。

それぞれの科目の履修できる年次については，開講科目担当表の「年次」を参照すること。この「年次」に満た

ない場合は，他学部他学科生だけでなく新聞学科生についても履修できないので注意すること。

年次指定の必修科目の履修について，交換留学等，特別な事情がある場合は，当該科目の担当教員，学科長と相

談のこと。

学科科目の 群はマス・メディアについての各論， 群は外国ジャーナリズムに関する科目， 群は時事問題・報

道英語関係の科目， 群はその他の科目である。

選択必修 単位は，学科科目 詳～ 群―Ⅰ・Ⅱの各群で，それぞれ最低 単位を履修すること。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

他学部・他学科の学科科目（語学科目を除く），実習を除く課程科目（科目コード 番台）は， 単位まで選

択科目として卒業に要する単位に充当することができる。なお，科目は演習担当教員と相談のうえ，選定するこ

と。

全学共通科目の内，必修科目・保健体育系実技科目およびスポーツコースを除く選択科目の中から 単位まで学

科科目の選択科目として卒業に要する単位に充当することができる。

上記（ ）および（ ）については，両方を合わせて合計 単位までしか卒業に要する単位に認められないので，

注意すること。

② コース制について

新聞学科では，「ジャーナリズム」，「メディア・コミュニケーション」，「情報社会・情報文化」の コース制を設け

る。新聞学科生は，いずれかのコースを選択しなければならない。

新聞学科生は，「演習Ⅱ」の履修にあたって，いずれかのコースを選択し，特定のコースの「演習Ⅲ」「演習Ⅳ」を

履修する。また，新聞学科科目Ｄ群より，選択したコースの指定科目を 単位以上履修しなければならない。

年次以降におけるコース変更に関しては，新聞学科長と相談すること。

コース指定科目

「ジャーナリズム」コース

演習Ⅱ ，Ⅱ ，Ⅲ ，Ⅲ ，Ⅳ ，Ⅳ については，担当教員のシラバス参照のこと。

Ｄ群指定科目

ナンバリング 科目名 備 考

メディアと社会Ⅰ （表現の自由と人権）

メディアと社会Ⅰ （表現の自由と人権）

メディアと社会Ⅱ （ジャーナリズム論）

メディアと社会Ⅱ （ジャーナリズム論）

ジャーナリズムの現在Ⅰ

ジャーナリズムの現在Ⅱ

論文作法Ⅰ

論文作法Ⅰ

論文作法Ⅱ

論文作法Ⅲ

ジャーナリズム特殊Ⅰ

ジャーナリズム特殊Ⅱ

デジタル・ジャーナリズム

メディア実践Ⅰ

メディア実践Ⅱ

テレビ制作Ⅰ ＊シラバス参照のこと

テレビ制作Ⅰ ＊シラバス参照のこと

テレビ制作Ⅱ

憲法（基礎）

― ―

履修上の注意

共通

① 卒業論文について

卒業年度の春学期に「卒業論文 」を，同じ年度の秋学期に「卒業論文 」を履修する。他の科目と同様に で

履修登録しなければならない。

卒論テーマは 月の演習時までに決めて演習担当教員に提出する。製本は各自が行う。なお， 年 月下旬に卒

論面接を実施する。詳しい内容は 月上旬の学科ガイダンスで説明する。

装丁について

ア 規格 判横書，原則としてワープロ使用のこと。

イ 綴じ方：製本

ウ 部コピーをとり，表紙にタイトル，氏名等必要事項明記の上，同一期限内に新聞学科事務室（ 号館 ）まで

提出すること。

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

イ 場所 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

ウ 時間 学事センター（教務）掲示板に掲示します。

卒業論文 ・ は必修科目であるが，所定の手統きにより履修中止（ ）を認める。

）【 年次生】カリキュラムの変更に伴う，新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は，同一科目とみなす。同内容の科目の

重複履修は認められない。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目

卒業論文 （ 単位） 卒業論文 （ 単位）

卒業論文 （ 単位）

） 「卒業論文 」の評価には （合格）・ （不合格）を使用する。

② 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ）春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことは出来ない。

（注 ） 年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，

最高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談をす

ること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

③ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

ジャーナリズム

④ 文学部横断型人文学プログラムについて

年度より，「文学部横断型人文学プログラム」を開設している。詳細については「文学部横断型人文学プログラ

ム」， ～を参照すること。
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― ―

学科科目 科目名 単位数 学科科目 科目名 単位数

ジャーナリズム特殊Ⅱ
ジャーナリズム特殊Ⅲ
ジャーナリズム特殊Ⅳ

ジャーナリズムの現在Ⅰ・Ⅱ 各

下記の科目は実習費が必要である。登録締切日までに所定の額を納入のこと。

演習Ⅰ（メディアリテラシー）

テレビ制作Ⅰ ，Ⅰ

テレビ制作Ⅱ ，Ⅱ

⑤ カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目 重複履修

演習Ⅰ（新聞） 演習Ⅰ（メディアリサーチ） 不可

演習Ⅰ（放送） 演習Ⅰ（メディアリテラシー） 不可

・ 年次生

① 学科科目について

必修科目の各「Ⅱ」の履修には，同一科目名の「Ⅰ」を単位修得していることが必要。

それぞれの科目の履修できる年次については，開講科目担当表の「年次」を参照すること。この「年次」に満た

ない場合は，他学部他学科生だけでなく新聞学科生についても履修できないので注意すること。

年次指定の必修科目の履修について，交換留学等，特別な事情がある場合は，当該科目の担当教員，学科長と相

談のこと。

学科科目の 群はマス・メディアについての各論， 群は外国ジャーナリズムに関する科目， 群は時事問題・報

道英語関係の科目， 群はその他の科目である。

選択必修 単位は，学科科目 詳～ 群―Ⅰ・Ⅱの各群で，それぞれ最低 単位を履修すること。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

他学部・他学科の学科科目（語学科目を除く），実習を除く課程科目（科目コード 番台）は， 単位まで選

択科目として卒業に要する単位に充当することができる。なお，科目は演習担当教員と相談のうえ，選定する。

全学共通科目の内，必修科目・保健体育系実技科目およびスポーツコースを除く選択科目の中から 単位まで学

科科目の選択科目として卒業に要する単位に充当することができる。

上記（ ）および（ ）については，両方を合わせて合計 単位までしか卒業単位に認められないので，注意する

こと。

② 語学科目について

語学科目必修として 単位を履修しなければならない。

語学科目選択必修については，英語以外の指定された同一言語を 単位履修しなければならない。語学科目の履修

上の注意については， ～を参照のこと。

― ―

「メディア・コミュニケーション」コース

演習Ⅱ ，Ⅱ ，Ⅲ ，Ⅲ ，Ⅳ ，Ⅳ については，担当教員のシラバス参照のこと。

Ｄ群指定科目

ナンバリング 科目名 備 考

メディアと文化Ⅲ （マスコミ調査）

メディアと文化Ⅲ （マスコミ調査）

メディアと文化Ⅱ （コミュニケーションと技術）

メディアと文化Ⅱ （コミュニケーションと技術）

メディアと社会Ⅳ （ＰＲ論）

メディアと社会Ⅳ （ＰＲ論）

メディアと社会Ⅴ （テレ・コミュニケーション論）

メディアと社会Ⅴ （テレ・コミュニケーション論）

憲法（基礎）

メディアリテラシー論

メディアと社会Ⅲ （広告論）

メディアと社会Ⅲ （広告論）

「情報社会・情報文化」コース

演習Ⅱ ，Ⅱ ，Ⅲ ，Ⅲ ，Ⅳ ，Ⅳ については，担当教員のシラバス参照のこと。

Ｄ群指定科目

ナンバリング 科目名 備 考

メディアと文化Ⅳ （大衆文化論）

メディアと文化Ⅳ （大衆文化論）

メディアと文化Ⅰ （表象文化論）

メディアと文化Ⅰ （表象文化論）

デジタルアーカイブ論

メディアリテラシー論

テレビ制作Ⅰ ＊シラバス参照のこと

テレビ制作Ⅰ ＊シラバス参照のこと

テレビ制作Ⅱ

憲法（基礎）

メディアと文化Ⅱ （コミュニケーションと技術）

メディアと文化Ⅱ （コミュニケーションと技術）

メディアと社会Ⅲ （広告論）

メディアと社会Ⅲ （広告論）

③ 語学科目について

語学科目必修として 単位を履修しなければならない。

語学科目選択必修については，英語以外の指定された同一言語を 単位履修しなければならない。語学科目の履修

上の注意については， ～を参照のこと。

④ その他

学科科目 群～ 群の各科目は下記のとおりである。

学科科目 科目名 単位数 学科科目 科目名 単位数

群

新聞論Ⅰ・Ⅱ
放送論Ⅰ・Ⅱ
出版論Ⅰ・Ⅱ

映画論Ⅰ・Ⅱ

各
各
各

各

群

論文作法Ⅰ ・Ⅰ
論文作法Ⅱ
論文作法Ⅲ

テレビ制作Ⅰ ・Ⅰ
テレビ制作Ⅱ ・Ⅱ
メディアと社会Ⅰ ・Ⅰ

メディアと社会Ⅱ ・Ⅱ
メディアと社会Ⅲ ・Ⅲ
メディアと社会Ⅳ ・Ⅳ

メディアと社会Ⅴ ・Ⅴ
メディアと文化Ⅰ ・Ⅰ
メディアと文化Ⅱ ・Ⅱ

メディアと文化Ⅲ ・Ⅲ
メディアと文化Ⅳ ・Ⅳ
デジタル・ジャーナリズム

デジタルアーカイブ論
メディアリテラシー論
メディア実践Ⅰ・Ⅱ

ジャーナリズム特殊Ⅰ

各

各
各
各

各
各
各

各
各
各

各
各

各

群

外国ジャーナリズムⅠ ・Ⅰ

外国ジャーナリズムⅡ ・Ⅱ
外国ジャーナリズムⅢ ・Ⅲ

各

各
各

群―Ⅰ
時事問題研究特殊Ⅰ・Ⅰ（国内）
時事問題研究特殊Ⅱ・Ⅱ（国際）

各
各

群―Ⅱ

報道英語Ⅰ ・Ⅰ

報道英語Ⅱ ・Ⅱ
報道英語Ⅲ ・Ⅲ

各

各
各
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学科科目 科目名 単位数 学科科目 科目名 単位数

ジャーナリズム特殊Ⅱ
ジャーナリズム特殊Ⅲ
ジャーナリズム特殊Ⅳ

ジャーナリズムの現在Ⅰ・Ⅱ 各

下記の科目は実習費が必要である。登録締切日までに所定の額を納入のこと。

演習Ⅰ（メディアリテラシー）

テレビ制作Ⅰ ，Ⅰ

テレビ制作Ⅱ ，Ⅱ

⑤ カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目 重複履修

演習Ⅰ（新聞） 演習Ⅰ（メディアリサーチ） 不可

演習Ⅰ（放送） 演習Ⅰ（メディアリテラシー） 不可

・ 年次生

① 学科科目について

必修科目の各「Ⅱ」の履修には，同一科目名の「Ⅰ」を単位修得していることが必要。

それぞれの科目の履修できる年次については，開講科目担当表の「年次」を参照すること。この「年次」に満た

ない場合は，他学部他学科生だけでなく新聞学科生についても履修できないので注意すること。

年次指定の必修科目の履修について，交換留学等，特別な事情がある場合は，当該科目の担当教員，学科長と相

談のこと。

学科科目の 群はマス・メディアについての各論， 群は外国ジャーナリズムに関する科目， 群は時事問題・報

道英語関係の科目， 群はその他の科目である。

選択必修 単位は，学科科目 詳～ 群―Ⅰ・Ⅱの各群で，それぞれ最低 単位を履修すること。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

他学部・他学科の学科科目（語学科目を除く），実習を除く課程科目（科目コード 番台）は， 単位まで選

択科目として卒業に要する単位に充当することができる。なお，科目は演習担当教員と相談のうえ，選定する。

全学共通科目の内，必修科目・保健体育系実技科目およびスポーツコースを除く選択科目の中から 単位まで学

科科目の選択科目として卒業に要する単位に充当することができる。

上記（ ）および（ ）については，両方を合わせて合計 単位までしか卒業単位に認められないので，注意する

こと。

② 語学科目について

語学科目必修として 単位を履修しなければならない。

語学科目選択必修については，英語以外の指定された同一言語を 単位履修しなければならない。語学科目の履修

上の注意については， ～を参照のこと。

― ―

「メディア・コミュニケーション」コース

演習Ⅱ ，Ⅱ ，Ⅲ ，Ⅲ ，Ⅳ ，Ⅳ については，担当教員のシラバス参照のこと。

Ｄ群指定科目

ナンバリング 科目名 備 考

メディアと文化Ⅲ （マスコミ調査）

メディアと文化Ⅲ （マスコミ調査）

メディアと文化Ⅱ （コミュニケーションと技術）

メディアと文化Ⅱ （コミュニケーションと技術）

メディアと社会Ⅳ （ＰＲ論）

メディアと社会Ⅳ （ＰＲ論）

メディアと社会Ⅴ （テレ・コミュニケーション論）

メディアと社会Ⅴ （テレ・コミュニケーション論）

憲法（基礎）

メディアリテラシー論

メディアと社会Ⅲ （広告論）

メディアと社会Ⅲ （広告論）

「情報社会・情報文化」コース

演習Ⅱ ，Ⅱ ，Ⅲ ，Ⅲ ，Ⅳ ，Ⅳ については，担当教員のシラバス参照のこと。

Ｄ群指定科目

ナンバリング 科目名 備 考

メディアと文化Ⅳ （大衆文化論）

メディアと文化Ⅳ （大衆文化論）

メディアと文化Ⅰ （表象文化論）

メディアと文化Ⅰ （表象文化論）

デジタルアーカイブ論

メディアリテラシー論

テレビ制作Ⅰ ＊シラバス参照のこと

テレビ制作Ⅰ ＊シラバス参照のこと

テレビ制作Ⅱ

憲法（基礎）

メディアと文化Ⅱ （コミュニケーションと技術）

メディアと文化Ⅱ （コミュニケーションと技術）

メディアと社会Ⅲ （広告論）

メディアと社会Ⅲ （広告論）

③ 語学科目について

語学科目必修として 単位を履修しなければならない。

語学科目選択必修については，英語以外の指定された同一言語を 単位履修しなければならない。語学科目の履修

上の注意については， ～を参照のこと。

④ その他

学科科目 群～ 群の各科目は下記のとおりである。

学科科目 科目名 単位数 学科科目 科目名 単位数

群

新聞論Ⅰ・Ⅱ
放送論Ⅰ・Ⅱ
出版論Ⅰ・Ⅱ

映画論Ⅰ・Ⅱ

各
各
各

各

群

論文作法Ⅰ ・Ⅰ
論文作法Ⅱ
論文作法Ⅲ

テレビ制作Ⅰ ・Ⅰ
テレビ制作Ⅱ ・Ⅱ
メディアと社会Ⅰ ・Ⅰ

メディアと社会Ⅱ ・Ⅱ
メディアと社会Ⅲ ・Ⅲ
メディアと社会Ⅳ ・Ⅳ

メディアと社会Ⅴ ・Ⅴ
メディアと文化Ⅰ ・Ⅰ
メディアと文化Ⅱ ・Ⅱ

メディアと文化Ⅲ ・Ⅲ
メディアと文化Ⅳ ・Ⅳ
デジタル・ジャーナリズム

デジタルアーカイブ論
メディアリテラシー論
メディア実践Ⅰ・Ⅱ

ジャーナリズム特殊Ⅰ

各

各
各
各

各
各
各

各
各
各

各
各

各

群

外国ジャーナリズムⅠ ・Ⅰ

外国ジャーナリズムⅡ ・Ⅱ
外国ジャーナリズムⅢ ・Ⅲ

各

各
各

群―Ⅰ
時事問題研究特殊Ⅰ・Ⅰ（国内）
時事問題研究特殊Ⅱ・Ⅱ（国際）

各
各

群―Ⅱ

報道英語Ⅰ ・Ⅰ

報道英語Ⅱ ・Ⅱ
報道英語Ⅲ ・Ⅲ

各

各
各
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― ―

年次生以前

① 学科科目について

必修科目の各「Ⅱ」の履修には，同一科目名の「Ⅰ」を単位修得していることが必要。

それぞれの科目の履修できる年次については，開講科目担当表の「年次」を参照すること。この「年次」に満た

ない場合は，他学部他学科生だけでなく新聞学科生についても履修できないので注意すること。

年次指定の必修科目の履修について，交換留学等，特別な事情がある場合は，当該科目の担当教員，学科長と相

談のこと。

学科科目の 群はマス・メディアについての各論， 群は外国ジャーナリズムに関する科目， 群は時事問題・報

道英語関係の科目， 群はその他の科目である。

選択必修 単位は，学科科目 詳～ 群―Ⅰ・Ⅱの各群で，それぞれ最低 単位を履修すること。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

他学部・他学科の学科科目（外国語科目を除く），実習を除く課程科目（科目コード 番台）は， 単位まで

選択科目として卒業に要する単位に充当することができる。なお，科目は演習担当教員と相談のうえ，選定する。

全学共通科目の内，必修科目・保健体育系実技科目およびスポーツコースを除く選択科目の中から 単位まで学

科科目の選択科目として卒業に要する単位に充当することができる。

上記（ ）および（ ）については，両方を合わせて合計 単位までしか卒業単位に認められないので，注意する

こと。

② 外国語科目について

全学共通科目としての外国語については， ～を参照のこと。

学科科目としての外国語については，英語以外の同一外国語を 単位履修しなければならない。履修上の注意につ

いては，要覧 ～を参照のこと。

③ その他

学科科目 群～ 群の各科目は下記のとおりである。

学科科目 科目名 単位数 学科科目 科目名 単位数

群

新聞論Ⅰ・Ⅱ

放送論Ⅰ・Ⅱ

出版論Ⅰ・Ⅱ

映画論Ⅰ・Ⅱ

各

各

各

各

群

論文作法Ⅰ ・Ⅰ

論文作法Ⅱ

論文作法Ⅲ

テレビ制作Ⅰ ・Ⅰ

テレビ制作Ⅱ ・Ⅱ

メディアと社会Ⅰ ・Ⅰ

メディアと社会Ⅱ ・Ⅱ

メディアと社会Ⅲ ・Ⅲ

メディアと社会Ⅳ ・Ⅳ

メディアと社会Ⅴ ・Ⅴ

メディアと文化Ⅰ ・Ⅰ

メディアと文化Ⅱ ・Ⅱ

メディアと文化Ⅲ ・Ⅲ

メディアと文化Ⅳ ・Ⅳ

ジャーナリズム特殊Ⅰ

ジャーナリズム特殊Ⅱ

ジャーナリズム特殊Ⅲ

ジャーナリズム特殊Ⅳ

ジャーナリズムの現在Ⅰ・Ⅱ

デジタル･ジャーナリズム

デジタルアーカイブ論

メディアリテラシー論

メディア実践Ⅰ・Ⅱ

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

群

外国ジャーナリズムⅠ ・Ⅰ

外国ジャーナリズムⅡ ・Ⅱ

外国ジャーナリズムⅢ ・Ⅲ

各

各

各

群―Ⅰ
時事問題研究特殊Ⅰ・Ⅰ（国内）

時事問題研究特殊Ⅱ・Ⅱ（国際）

各

各

群―Ⅱ

報道英語Ⅰ ・Ⅰ

報道英語Ⅱ ・Ⅱ

報道英語Ⅲ ・Ⅲ

各

各

各

下記の科目は実習費が必要である。登録締切日までに所定の額を納入のこと。

演習Ⅰ（放送）

テレビ制作Ⅰ ，Ⅰ

テレビ制作Ⅱ ，Ⅱ

― ―

③ その他

学科科目 群～ 群の各科目は下記のとおりである。

学科科目 科目名 単位数 学科科目 科目名 単位数

群

新聞論Ⅰ・Ⅱ

放送論Ⅰ・Ⅱ

出版論Ⅰ・Ⅱ

映画論Ⅰ・Ⅱ

各

各

各

各

群

論文作法Ⅰ ・Ⅰ

論文作法Ⅱ

論文作法Ⅲ

テレビ制作Ⅰ ・Ⅰ

テレビ制作Ⅱ ・Ⅱ

メディアと社会Ⅰ ・Ⅰ

メディアと社会Ⅱ ・Ⅱ

メディアと社会Ⅲ ・Ⅲ

メディアと社会Ⅳ ・Ⅳ

メディアと社会Ⅴ ・Ⅴ

メディアと文化Ⅰ ・Ⅰ

メディアと文化Ⅱ ・Ⅱ

メディアと文化Ⅲ ・Ⅲ

メディアと文化Ⅳ ・Ⅳ

デジタル・ジャーナリズム

デジタルアーカイブ論

メディアリテラシー論

メディア実践Ⅰ・Ⅱ

ジャーナリズム特殊Ⅰ

ジャーナリズム特殊Ⅱ

ジャーナリズム特殊Ⅲ

ジャーナリズム特殊Ⅳ

ジャーナリズムの現在Ⅰ・Ⅱ

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

群

外国ジャーナリズムⅠ ・Ⅰ

外国ジャーナリズムⅡ ・Ⅱ

外国ジャーナリズムⅢ ・Ⅲ

各

各

各

群―Ⅰ
時事問題研究特殊Ⅰ・Ⅰ（国内）

時事問題研究特殊Ⅱ・Ⅱ（国際）

各

各

群―Ⅱ

報道英語Ⅰ ・Ⅰ

報道英語Ⅱ ・Ⅱ

報道英語Ⅲ ・Ⅲ

各

各

各

下記の科目は実習費が必要である。登録締切日までに所定の額を納入のこと。

演習Ⅰ（放送）

テレビ制作Ⅰ ，Ⅰ ，テレビ制作Ⅱ ，Ⅱ
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年次生以前

① 学科科目について

必修科目の各「Ⅱ」の履修には，同一科目名の「Ⅰ」を単位修得していることが必要。

それぞれの科目の履修できる年次については，開講科目担当表の「年次」を参照すること。この「年次」に満た

ない場合は，他学部他学科生だけでなく新聞学科生についても履修できないので注意すること。

年次指定の必修科目の履修について，交換留学等，特別な事情がある場合は，当該科目の担当教員，学科長と相

談のこと。

学科科目の 群はマス・メディアについての各論， 群は外国ジャーナリズムに関する科目， 群は時事問題・報

道英語関係の科目， 群はその他の科目である。

選択必修 単位は，学科科目 詳～ 群―Ⅰ・Ⅱの各群で，それぞれ最低 単位を履修すること。

選択必修科目を最低基準以上履修した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができる。

他学部・他学科の学科科目（外国語科目を除く），実習を除く課程科目（科目コード 番台）は， 単位まで

選択科目として卒業に要する単位に充当することができる。なお，科目は演習担当教員と相談のうえ，選定する。

全学共通科目の内，必修科目・保健体育系実技科目およびスポーツコースを除く選択科目の中から 単位まで学

科科目の選択科目として卒業に要する単位に充当することができる。

上記（ ）および（ ）については，両方を合わせて合計 単位までしか卒業単位に認められないので，注意する

こと。

② 外国語科目について

全学共通科目としての外国語については， ～を参照のこと。

学科科目としての外国語については，英語以外の同一外国語を 単位履修しなければならない。履修上の注意につ

いては，要覧 ～を参照のこと。

③ その他

学科科目 群～ 群の各科目は下記のとおりである。

学科科目 科目名 単位数 学科科目 科目名 単位数

群

新聞論Ⅰ・Ⅱ

放送論Ⅰ・Ⅱ

出版論Ⅰ・Ⅱ

映画論Ⅰ・Ⅱ

各

各

各

各

群

論文作法Ⅰ ・Ⅰ

論文作法Ⅱ

論文作法Ⅲ

テレビ制作Ⅰ ・Ⅰ

テレビ制作Ⅱ ・Ⅱ

メディアと社会Ⅰ ・Ⅰ

メディアと社会Ⅱ ・Ⅱ

メディアと社会Ⅲ ・Ⅲ

メディアと社会Ⅳ ・Ⅳ

メディアと社会Ⅴ ・Ⅴ

メディアと文化Ⅰ ・Ⅰ

メディアと文化Ⅱ ・Ⅱ

メディアと文化Ⅲ ・Ⅲ

メディアと文化Ⅳ ・Ⅳ

ジャーナリズム特殊Ⅰ

ジャーナリズム特殊Ⅱ

ジャーナリズム特殊Ⅲ

ジャーナリズム特殊Ⅳ

ジャーナリズムの現在Ⅰ・Ⅱ

デジタル･ジャーナリズム

デジタルアーカイブ論

メディアリテラシー論

メディア実践Ⅰ・Ⅱ

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

群

外国ジャーナリズムⅠ ・Ⅰ

外国ジャーナリズムⅡ ・Ⅱ

外国ジャーナリズムⅢ ・Ⅲ

各

各

各

群―Ⅰ
時事問題研究特殊Ⅰ・Ⅰ（国内）

時事問題研究特殊Ⅱ・Ⅱ（国際）

各

各

群―Ⅱ

報道英語Ⅰ ・Ⅰ

報道英語Ⅱ ・Ⅱ

報道英語Ⅲ ・Ⅲ

各

各

各

下記の科目は実習費が必要である。登録締切日までに所定の額を納入のこと。

演習Ⅰ（放送）

テレビ制作Ⅰ ，Ⅰ

テレビ制作Ⅱ ，Ⅱ

― ―

③ その他

学科科目 群～ 群の各科目は下記のとおりである。

学科科目 科目名 単位数 学科科目 科目名 単位数

群

新聞論Ⅰ・Ⅱ

放送論Ⅰ・Ⅱ

出版論Ⅰ・Ⅱ

映画論Ⅰ・Ⅱ

各

各

各

各

群

論文作法Ⅰ ・Ⅰ

論文作法Ⅱ

論文作法Ⅲ

テレビ制作Ⅰ ・Ⅰ

テレビ制作Ⅱ ・Ⅱ

メディアと社会Ⅰ ・Ⅰ

メディアと社会Ⅱ ・Ⅱ

メディアと社会Ⅲ ・Ⅲ

メディアと社会Ⅳ ・Ⅳ

メディアと社会Ⅴ ・Ⅴ

メディアと文化Ⅰ ・Ⅰ

メディアと文化Ⅱ ・Ⅱ

メディアと文化Ⅲ ・Ⅲ

メディアと文化Ⅳ ・Ⅳ

デジタル・ジャーナリズム

デジタルアーカイブ論

メディアリテラシー論

メディア実践Ⅰ・Ⅱ

ジャーナリズム特殊Ⅰ

ジャーナリズム特殊Ⅱ

ジャーナリズム特殊Ⅲ

ジャーナリズム特殊Ⅳ

ジャーナリズムの現在Ⅰ・Ⅱ

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

各

群

外国ジャーナリズムⅠ ・Ⅰ

外国ジャーナリズムⅡ ・Ⅱ

外国ジャーナリズムⅢ ・Ⅲ

各

各

各

群―Ⅰ
時事問題研究特殊Ⅰ・Ⅰ（国内）

時事問題研究特殊Ⅱ・Ⅱ（国際）

各

各

群―Ⅱ

報道英語Ⅰ ・Ⅰ

報道英語Ⅱ ・Ⅱ

報道英語Ⅲ ・Ⅲ

各

各

各

下記の科目は実習費が必要である。登録締切日までに所定の額を納入のこと。

演習Ⅰ（放送）

テレビ制作Ⅰ ，Ⅰ ，テレビ制作Ⅱ ，Ⅱ
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― ―

開講科目担当表

～ 年次生

学科科目（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

コミュニケーション論Ⅰ 春 渡 邊 久 哲 新聞学科生のみ履修可

コミュニケーション論Ⅱ 秋
コーディネータ

音 好 宏
輪講，新聞学科生のみ履修可

ジャーナリズム史Ⅰ 春 鈴 木 雄 雅
新聞学科生・ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾒﾃﾞｨｱｺｰｽ のみ
履修可

ジャーナリズム史Ⅱ 秋 鈴 木 雄 雅
新聞学科生・ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾒﾃﾞｨｱｺｰｽ のみ
履修可

時事問題研究Ⅰ 春 小此木 潔 ［ 名］（注 ）新聞学科生優先

時事問題研究Ⅱ 秋 小此木 潔 ［ 名］（注 ）新聞学科生優先

国際コミュニケーション論Ⅰ 春 阿 部 る り ［ 名］（注 ）新聞学科生優先

国際コミュニケーション論Ⅱ 秋 阿 部 る り ［ 名］（注 ）新聞学科生優先

人間行動とマス・メディアⅠ 春 音 好 宏

人間行動とマス・メディアⅡ 秋 渡 邊 久 哲 ［ 名］（注 ）新聞学科生優先

マス・メディア論Ⅰ 春 阿 部 る り ［ 名］（注 ）新聞学科生優先

マス・メディア論Ⅱ 秋 音 好 宏 ［ 名］（注 ）新聞学科生優先

マスコミ倫理法制論Ⅰ 春 鈴 木 秀 美

マスコミ倫理法制論Ⅱ 秋 鈴 木 秀 美

演習Ⅰ（メディアリサーチ） 秋 柴 野 京 子 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリサーチ） 春 柴 野 京 子 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリサーチ） 秋 柴 野 京 子 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリサーチ） 春 柴 野 京 子 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリサーチ） 秋 国 枝 智 樹 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリサーチ） 春 国 枝 智 樹 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリテラシー） 春 音 好 宏 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリテラシー） 秋 音 好 宏 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリテラシー） 春 水 島 宏 明 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリテラシー） 秋 水 島 宏 明 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリテラシー） 春 水 島 宏 明 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリテラシー） 秋 水 島 宏 明 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅱ 春 阿 部 る り

隔週で授業を行う

演習Ⅱ 秋 阿 部 る り

演習Ⅱ 春 音 好 宏

演習Ⅱ 秋 音 好 宏

演習Ⅱ 春 鈴 木 雄 雅

演習Ⅱ 秋 鈴 木 雄 雅

演習Ⅱ 休講

演習Ⅱ 休講

演習Ⅱ 春 渡 邊 久 哲

演習Ⅱ 秋 渡 邊 久 哲

演習Ⅱ 春 柴 野 京 子

演習Ⅱ 秋 柴 野 京 子

演習Ⅱ 春 小此木 潔

演習Ⅱ 秋 小此木 潔

演習Ⅱ 春 水 島 宏 明

演習Ⅱ 秋 水 島 宏 明

演習Ⅱ 春 国 枝 智 樹

演習Ⅱ 秋 国 枝 智 樹

演習Ⅲ 春 音 好 宏

演習Ⅲ 秋 音 好 宏

演習Ⅲ 春 阿 部 る り

演習Ⅲ 秋 阿 部 る り

演習Ⅲ 春 鈴 木 雄 雅

演習Ⅲ 秋 鈴 木 雄 雅

演習Ⅲ 休講

演習Ⅲ 休講

演習Ⅲ 春 渡 邊 久 哲

演習Ⅲ 秋 渡 邊 久 哲

― ―

④ カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は同一科目とみなす。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目 重複履修

卒業論文 （ 単位）
卒業論文 （ 単位）

卒業論文 （ 単位）
不可

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目 重複履修

演習Ⅰ（新聞） 演習Ⅰ（メディアリサーチ）
不可

演習Ⅰ（放送） 演習Ⅰ（メディアリテラシー）
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開講科目担当表

～ 年次生

学科科目（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

コミュニケーション論Ⅰ 春 渡 邊 久 哲 新聞学科生のみ履修可

コミュニケーション論Ⅱ 秋
コーディネータ

音 好 宏
輪講，新聞学科生のみ履修可

ジャーナリズム史Ⅰ 春 鈴 木 雄 雅
新聞学科生・ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾒﾃﾞｨｱｺｰｽ のみ
履修可

ジャーナリズム史Ⅱ 秋 鈴 木 雄 雅
新聞学科生・ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾒﾃﾞｨｱｺｰｽ のみ
履修可

時事問題研究Ⅰ 春 小此木 潔 ［ 名］（注 ）新聞学科生優先

時事問題研究Ⅱ 秋 小此木 潔 ［ 名］（注 ）新聞学科生優先

国際コミュニケーション論Ⅰ 春 阿 部 る り ［ 名］（注 ）新聞学科生優先

国際コミュニケーション論Ⅱ 秋 阿 部 る り ［ 名］（注 ）新聞学科生優先

人間行動とマス・メディアⅠ 春 音 好 宏

人間行動とマス・メディアⅡ 秋 渡 邊 久 哲 ［ 名］（注 ）新聞学科生優先

マス・メディア論Ⅰ 春 阿 部 る り ［ 名］（注 ）新聞学科生優先

マス・メディア論Ⅱ 秋 音 好 宏 ［ 名］（注 ）新聞学科生優先

マスコミ倫理法制論Ⅰ 春 鈴 木 秀 美

マスコミ倫理法制論Ⅱ 秋 鈴 木 秀 美

演習Ⅰ（メディアリサーチ） 秋 柴 野 京 子 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリサーチ） 春 柴 野 京 子 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリサーチ） 秋 柴 野 京 子 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリサーチ） 春 柴 野 京 子 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリサーチ） 秋 国 枝 智 樹 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリサーチ） 春 国 枝 智 樹 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリテラシー） 春 音 好 宏 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリテラシー） 秋 音 好 宏 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリテラシー） 春 水 島 宏 明 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリテラシー） 秋 水 島 宏 明 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリテラシー） 春 水 島 宏 明 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅰ（メディアリテラシー） 秋 水 島 宏 明 クラス，新聞学科生のみ履修可

演習Ⅱ 春 阿 部 る り

隔週で授業を行う

演習Ⅱ 秋 阿 部 る り

演習Ⅱ 春 音 好 宏

演習Ⅱ 秋 音 好 宏

演習Ⅱ 春 鈴 木 雄 雅

演習Ⅱ 秋 鈴 木 雄 雅

演習Ⅱ 休講

演習Ⅱ 休講

演習Ⅱ 春 渡 邊 久 哲

演習Ⅱ 秋 渡 邊 久 哲

演習Ⅱ 春 柴 野 京 子

演習Ⅱ 秋 柴 野 京 子

演習Ⅱ 春 小此木 潔

演習Ⅱ 秋 小此木 潔

演習Ⅱ 春 水 島 宏 明

演習Ⅱ 秋 水 島 宏 明

演習Ⅱ 春 国 枝 智 樹

演習Ⅱ 秋 国 枝 智 樹

演習Ⅲ 春 音 好 宏

演習Ⅲ 秋 音 好 宏

演習Ⅲ 春 阿 部 る り

演習Ⅲ 秋 阿 部 る り

演習Ⅲ 春 鈴 木 雄 雅

演習Ⅲ 秋 鈴 木 雄 雅

演習Ⅲ 休講

演習Ⅲ 休講

演習Ⅲ 春 渡 邊 久 哲

演習Ⅲ 秋 渡 邊 久 哲

― ―

④ カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は同一科目とみなす。

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目 重複履修

卒業論文 （ 単位）
卒業論文 （ 単位）

卒業論文 （ 単位）
不可

年度以前の開講科目 年度以降の開講科目 重複履修

演習Ⅰ（新聞） 演習Ⅰ（メディアリサーチ）
不可

演習Ⅰ（放送） 演習Ⅰ（メディアリテラシー）
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学科科目（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

新聞論Ⅰ 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

新聞論Ⅱ 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

放送論Ⅰ 春 渡 邊 久 哲 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

放送論Ⅱ 秋 音 好 宏 ～
出版論Ⅰ 春 柴 野 京 子 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

出版論Ⅱ 秋 柴 野 京 子 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

映画論Ⅰ 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

映画論Ⅱ 秋 佐 伯 知 紀 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

学
科
科
目

群

外国ジャーナリズムⅠ 秋 沈 霄 虹 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

外国ジャーナリズムⅠ 秋 阿 部 る り ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

外国ジャーナリズムⅡ 秋 鈴 木 雄 雅 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

外国ジャーナリズムⅡ 春 阿 部 る り ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

外国ジャーナリズムⅢ 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

外国ジャーナリズムⅢ 春 音 好 宏 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

学

科

科

目

群
‐

Ⅰ

時事問題研究特殊Ⅰ（国内） 春 玉 川 ・ 中 川 ・ 輪講［ 名］新聞学科生優先（注 ）

時事問題研究特殊Ⅰ（国内） 秋 玉 川 ・ 中 川 ・ 輪講［ 名］新聞学科生優先（注 ）

時事問題研究特殊Ⅱ（国際） 春 金 本 裕 司 ・ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

時事問題研究特殊Ⅱ（国際） 秋 田 中 則 広 ・ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

学
科
科
目

群
‐

Ⅱ

報道英語Ⅰ 春 尾 崎 元 ・ ○ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

報道英語Ⅰ 秋 国 枝 智 樹 ・ ○ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

報道英語Ⅱ 春 阿 部 る り ・ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

報道英語Ⅱ 秋 阿 部 る り ・ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

報道英語Ⅲ 春 国 枝 智 樹 ・ ○ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

報道英語Ⅲ 秋 三 上 義 一 ・ ○ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

学科科目（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次 備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

論文作法Ⅰ 春 野 澤 和 弘 ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

論文作法Ⅰ 秋 中 村 智 志 ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

論文作法Ⅱ 秋 金 本 裕 司 ・ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

論文作法Ⅲ 休講 ・ 名

テレビ制作Ⅰ 鎮 目 博 道 ～ クラス

テレビ制作Ⅰ 水 島 宏 明 ～ クラス

テレビ制作Ⅰ 水 島 宏 明 ～ クラス

テレビ制作Ⅰ 鎮 目 博 道 ～ クラス

テレビ制作Ⅰ 水 島 宏 明 ～ クラス

テレビ制作Ⅰ 水 島 宏 明 ～ クラス

テレビ制作Ⅱ 春 水 島 宏 明 ・

テレビ制作Ⅱ 秋 鎮 目 博 道 ・
メディアと社会Ⅰ

（表現の自由と人権） 春 清 水 直 樹 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと社会Ⅰ
（表現の自由と人権） 秋 清 水 直 樹 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと社会Ⅱ
（ジャーナリズム論） 春 小 此 木 潔 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと社会Ⅱ
（ジャーナリズム論） 秋 小 此 木 潔 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと社会Ⅲ
（広告論） 春 落 藤・藤 島 ～

輪講 名 新聞学科生優先

（注 ）

メディアと社会Ⅲ
（広告論） 秋 落 藤・藤 島 ～

輪講 名 新聞学科生優先

（注 ）

メディアと社会Ⅳ
（ＰＲ論） 春 国 枝 智 樹 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと社会Ⅳ
（ＰＲ論） 秋 国 枝 智 樹 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと社会Ⅴ
テレ・コミュニケーション論 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと社会Ⅴ
テレ・コミュニケーション論 秋 元 橋 圭 哉 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと文化Ⅰ
（表象文化論） 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと文化Ⅰ
（表象文化論） 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

演習Ⅲ 春 柴 野 京 子

隔週で授業を行う

演習Ⅲ 秋 柴 野 京 子

演習Ⅲ 春 小此木 潔

演習Ⅲ 秋 小此木 潔

演習Ⅲ 春 水 島 宏 明

演習Ⅲ 秋 水 島 宏 明

演習Ⅲ 春 国 枝 智 樹

演習Ⅲ 秋 国 枝 智 樹

演習Ⅳ 春 阿 部 る り

演習Ⅳ 秋 阿 部 る り

演習Ⅳ 春 音 好 宏

演習Ⅳ 秋 音 好 宏

演習Ⅳ 春 鈴 木 雄 雅

演習Ⅳ 秋 鈴 木 雄 雅

演習Ⅳ 休講

演習Ⅳ 休講

演習Ⅳ 春 渡 邊 久 哲

演習Ⅳ 秋 渡 邊 久 哲

演習Ⅳ 春 柴 野 京 子

演習Ⅳ 秋 柴 野 京 子

演習Ⅳ 春 小此木 潔

演習Ⅳ 秋 小此木 潔

演習Ⅳ 春 水 島 宏 明

演習Ⅳ 秋 水 島 宏 明

演習Ⅳ 春 国 枝 智 樹

演習Ⅳ 秋 国 枝 智 樹

卒業論文 春 新聞学科教員
旧「卒業論文」

卒業論文 秋 新聞学科教員

〈 年次生以降〉選択必修・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

語学科目

選択必修

語学科目
（英語以外の同一言語）

～ 履修上の注意については ～を参照のこと。

〈 年次生以前〉必修・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

語学科目

必 修

学科科目としての外国語
（英語以外の同一言語）

・ 履修上の注意については ～を参照のこと。
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― ―

学科科目（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

新聞論Ⅰ 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

新聞論Ⅱ 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

放送論Ⅰ 春 渡 邊 久 哲 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

放送論Ⅱ 秋 音 好 宏 ～
出版論Ⅰ 春 柴 野 京 子 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

出版論Ⅱ 秋 柴 野 京 子 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

映画論Ⅰ 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

映画論Ⅱ 秋 佐 伯 知 紀 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

学
科
科
目

群

外国ジャーナリズムⅠ 秋 沈 霄 虹 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

外国ジャーナリズムⅠ 秋 阿 部 る り ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

外国ジャーナリズムⅡ 秋 鈴 木 雄 雅 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

外国ジャーナリズムⅡ 春 阿 部 る り ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

外国ジャーナリズムⅢ 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

外国ジャーナリズムⅢ 春 音 好 宏 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

学

科

科

目

群
‐

Ⅰ

時事問題研究特殊Ⅰ（国内） 春 玉 川 ・ 中 川 ・ 輪講［ 名］新聞学科生優先（注 ）

時事問題研究特殊Ⅰ（国内） 秋 玉 川 ・ 中 川 ・ 輪講［ 名］新聞学科生優先（注 ）

時事問題研究特殊Ⅱ（国際） 春 金 本 裕 司 ・ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

時事問題研究特殊Ⅱ（国際） 秋 田 中 則 広 ・ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

学
科
科
目

群
‐

Ⅱ

報道英語Ⅰ 春 尾 崎 元 ・ ○ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

報道英語Ⅰ 秋 国 枝 智 樹 ・ ○ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

報道英語Ⅱ 春 阿 部 る り ・ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

報道英語Ⅱ 秋 阿 部 る り ・ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

報道英語Ⅲ 春 国 枝 智 樹 ・ ○ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

報道英語Ⅲ 秋 三 上 義 一 ・ ○ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

学科科目（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次 備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

論文作法Ⅰ 春 野 澤 和 弘 ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

論文作法Ⅰ 秋 中 村 智 志 ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

論文作法Ⅱ 秋 金 本 裕 司 ・ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

論文作法Ⅲ 休講 ・ 名

テレビ制作Ⅰ 鎮 目 博 道 ～ クラス

テレビ制作Ⅰ 水 島 宏 明 ～ クラス

テレビ制作Ⅰ 水 島 宏 明 ～ クラス

テレビ制作Ⅰ 鎮 目 博 道 ～ クラス

テレビ制作Ⅰ 水 島 宏 明 ～ クラス

テレビ制作Ⅰ 水 島 宏 明 ～ クラス

テレビ制作Ⅱ 春 水 島 宏 明 ・

テレビ制作Ⅱ 秋 鎮 目 博 道 ・
メディアと社会Ⅰ

（表現の自由と人権） 春 清 水 直 樹 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと社会Ⅰ
（表現の自由と人権） 秋 清 水 直 樹 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと社会Ⅱ
（ジャーナリズム論） 春 小 此 木 潔 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと社会Ⅱ
（ジャーナリズム論） 秋 小 此 木 潔 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと社会Ⅲ
（広告論） 春 落 藤・藤 島 ～

輪講 名 新聞学科生優先

（注 ）

メディアと社会Ⅲ
（広告論） 秋 落 藤・藤 島 ～

輪講 名 新聞学科生優先

（注 ）

メディアと社会Ⅳ
（ＰＲ論） 春 国 枝 智 樹 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと社会Ⅳ
（ＰＲ論） 秋 国 枝 智 樹 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと社会Ⅴ
テレ・コミュニケーション論 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと社会Ⅴ
テレ・コミュニケーション論 秋 元 橋 圭 哉 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと文化Ⅰ
（表象文化論） 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと文化Ⅰ
（表象文化論） 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

演習Ⅲ 春 柴 野 京 子

隔週で授業を行う

演習Ⅲ 秋 柴 野 京 子

演習Ⅲ 春 小此木 潔

演習Ⅲ 秋 小此木 潔

演習Ⅲ 春 水 島 宏 明

演習Ⅲ 秋 水 島 宏 明

演習Ⅲ 春 国 枝 智 樹

演習Ⅲ 秋 国 枝 智 樹

演習Ⅳ 春 阿 部 る り

演習Ⅳ 秋 阿 部 る り

演習Ⅳ 春 音 好 宏

演習Ⅳ 秋 音 好 宏

演習Ⅳ 春 鈴 木 雄 雅

演習Ⅳ 秋 鈴 木 雄 雅

演習Ⅳ 休講

演習Ⅳ 休講

演習Ⅳ 春 渡 邊 久 哲

演習Ⅳ 秋 渡 邊 久 哲

演習Ⅳ 春 柴 野 京 子

演習Ⅳ 秋 柴 野 京 子

演習Ⅳ 春 小此木 潔

演習Ⅳ 秋 小此木 潔

演習Ⅳ 春 水 島 宏 明

演習Ⅳ 秋 水 島 宏 明

演習Ⅳ 春 国 枝 智 樹

演習Ⅳ 秋 国 枝 智 樹

卒業論文 春 新聞学科教員
旧「卒業論文」

卒業論文 秋 新聞学科教員

〈 年次生以降〉選択必修・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

語学科目

選択必修

語学科目
（英語以外の同一言語）

～ 履修上の注意については ～を参照のこと。

〈 年次生以前〉必修・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

語学科目

必 修

学科科目としての外国語
（英語以外の同一言語）

・ 履修上の注意については ～を参照のこと。
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― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次 備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

メディアと文化Ⅱ
（コミュニケーションと技術） 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと文化Ⅱ
（コミュニケーションと技術） 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと文化Ⅲ
（マスコミ調査） 春 渡 邊 久 哲 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと文化Ⅲ
（マスコミ調査） 秋 渡 邊 久 哲 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと文化Ⅳ
（大衆文化論） 春 柴 野 京 子 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアと文化Ⅳ
（大衆文化論） 秋 柴 野 京 子 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

デジタル･ジャーナリズム 秋 水 島 宏 明 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

デジタルアーカイブ論 春 柴 野 京 子 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディアリテラシー論 秋 音 ・ 国 枝 ～ 輪講［ 名］新聞学科生優先（注 ）

メディア実践Ⅰ 秋 音 好 宏 ～

メディア実践Ⅱ 春 音 好 宏 ～

ジャーナリズム特殊Ⅰ 春 野 口 悟 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

ジャーナリズム特殊Ⅱ 秋
コーディネータ

音 好 宏
小此木 潔

～ 輪講（注 ）

ジャーナリズム特殊Ⅲ 休講 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

ジャーナリズム特殊Ⅳ 秋 下 山 進 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）

ジャーナリズムの現在Ⅰ 春
コーディネータ

音 好 宏
～ 輪講［ 名］新聞学科優先（注 ）

ジャーナリズムの現在Ⅱ 秋
コーディネータ

音 好 宏

渡 邊 久 哲

～ 輪講［ 名］新聞学科優先（注 ）

憲法（基礎） 春 村 上 玲 ～ ［ 名］新聞学科生優先（注 ）
他
学
科
開
講

科
目 （他）言語教育研究センター（注 ）

（他）言語教育研究センター（注 ）

そ
の
他

文学部横断型人文
学プログラム

文学部横断型人文学プログ
ラム」 ～を参照するこ
と。

単位まで選択科目に算入可
他学部他学科科目・全学
共通科目（必修・保健体育
系実技科目・スポーツ
コースを除く）・課程科目

（実習を除く）

各開講科目担当表を参照

（注 ）登録の方法等詳細については履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～および の「時間割」を参照すること。

（注 ）「ジャーナリズム特殊Ⅰ・Ⅱ」｢ジャーナリズムの現在Ⅰ・Ⅱ｣については，重複履修を認める。

年度の「ジャーナリズム特殊Ⅱ」は朝日新聞の寄付によって設置している。
年度の「ジャーナリズムの現在Ⅰ・Ⅱ」はＴＢＳテレビの寄付によって設置している。

（注 ） 年次生以降のみ対象
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